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　昔々、もしくは現在、または遥はるかな未来、或あるいはそのいずれでもない、いつかのことです。

　あるところ、もしくはどこでもないところ、またはどこにでもあるところ、或いはそのいずれでもないどこかに──魔ま法ほうの国が、ありました。




　統治するのは美しい女王さま。

　そこでは皆が楽しく、幸せに暮らしておりました。

　放っておけばついつい悪戯いたずらをしてしまいがちな可愛かわいらしい住人たちも、女王さまの微笑ほほえみの前では照れ笑いで頭を垂れます。国土を脅おびやかすほどの力を持ったおぞましい七匹の獣たちも、女王さまのご威い光こうの前では畏おそれ入ってひれ伏ふします。

　時折女王さまの目を盗んで災いや事故が起きたりもしますが、それでものどかにのんびりと、国は滞りなく平和でありました。




　ですがある時、大変なことが起こります。

　優しく厳きびしく美しい女王さまが、身み罷まかられてしまったのです。

　どういう経けい緯いがあったのかはわかりません。寿じゆ命みようだったのかもしれないし事故だったのかもしれないし、ひょっとしたら事件なのかもしれません。

　それでも、彼女が死んでしまった、というのは揺るぎのない事実でありました。

　魔法の国は、悲しみよりも先に、驚おどろきに包まれました。

　と、いうのも。女王さまは、お身体からだに強大な魔ま力りよくを宿しお心に偉大な器を宿したお方だったのですが──この『器』、つまり女王さまが女王さまである所以ゆえん、魂たましいの資格とでもいうべきものが、生命の軛くびきを喪うしなったことで細かく砕くだけ、幾いくつにも分かれて飛散してしまったのでした。

　しかも散らばったのは、魔法の国の中へではありません。国土も空間も時間も飛び越えて、別の世界のとある場所へと、まるで流星群のように落下していったのです。

　具体的には、ある星のある時代、ある地域に住まう、少女たちの魂の中へと。




　ただ実のところ、これは先代の女王さまが亡くなられた時にも同じことがありました。かれこれ幾とせ前のことだったでしょう。その時はどうしたかって？

　魔法の国の住人たちは、みんなこぞってその『別の世界』へ出向き、四散してしまった『女王の器の欠片かけら』たちを拾い集めては奪うばい合い、元の通りひとつに統合したのです。

　魔法の国は再び女王さまを戴いただき、平和になったのでした。




　だから今回も、魔法の国の住人たちはそうしようと思いました。

　我こそが女王さまの器をすべて集めるぞと、みんなこぞって『別の世界』へ。

　まるで、流星群のように──。
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　それは果たして、始まりの風景だったのか終わりの情景だったのか。

　彼女たちにとっては、たぶん両方なのだろう。

　つまりは日常のお終しまい、そして非日常の始まり。




　一年前、春。

　夕方、午後四時三十二分。

　崩くずれた瓦が礫れきの上に、少女と少年のふたりが座り込んでいた。

　少女は呆ぼう然ぜんとした顔でわなわなと唇くちびるを震ふるわせながら。

　少年は拳こぶしを握にぎって俯うつむきながら。

　瓦礫とはかつて──つい十数分前までは家屋だったものたちだ。コンクリート、鉄、木、柱、屋根、壁、ひいては家具、それらがめちゃくちゃに壊こわれて潰つぶれ、混ぜこぜになったもの。家族の思い出を収めたアルバムや子供の遊び道具だった玩具おもちや、日々の生活に使っていた茶ちや碗わんや湯ゆ吞のみなどもその一部となって、彼女たちの足あし許もとに積み重なっている。

　家屋だったものたち。家屋という概がい念ねんを構成していたすべてのもの。

　要するに一軒家がまるごと、あたかも重機でそうしたかのように叩たたき壊されていた。

　そこは町の中、新興住宅地の片かた隅すみだった。だが災害に遭そう遇ぐうしたにも等しい惨さん状じようであるにも拘かかわらず、倒とう壊かいしているのはその家屋のみ。他の家々にはまるで被害がなく、しかも不思議なことに、周囲の住人たちはこの異変に気付いた様子が一切ない。向かいに住む大学生は居間で平和にテレビを眺ながめ、裏手に居を構える主婦はベランダの洗せん濯たく物ものを何食わぬ顔で取り入れ、前の路地では学校帰りの子供たちがこちらを一瞥すらせず楽しげに歩いていく──はっきりいって異常だった。あたかもこの家が倒壊したことそれ自体が見えていないかのようだった。

「……ごめんね、蓮れんくん」

　少女がぽつりと、隣となりで俯く少年の名を呼んだ。

「私のせいだよ。きっと、私が悪いんだ」

　歳相応な幼さの残る声は、重く沈んでいる。

「いや」

　少年は唇を嚙かんだ。

「水みず奈なのせいじゃない。僕だ。すべて僕の責任だ」

　こちらは歳不相応に大人びた、だからこそ一層深刻さのある声だった。

「僕が姉さんと婚姻しなかったから。姉さんじゃなくきみを……水奈を選んでしまったから」

「違うよ。人にん魚ぎよちゃんはそんなことで……」

　少女が言いかけて口を噤つぐみ、弾はじかれたように顔を上げ、大きく首を振った。

「そうだ。人魚ちゃんがあんなになっちゃったのは、私や蓮くんのせいじゃない！」

　まるで自分に言い聞かせるかのように。

　隣となりにへたりこんだ少年を鼓こ舞ぶするかのように。

　ここにいない誰だれかに向かって、問とい詰つめるように。

「あいつらのせいだ。あいつらが、人にん魚ぎよちゃんをおかしくさせちゃったんだ」

　小さくではあったけれどはっきりと、そう口にする。

　少年は返事をしなかった。

　ただ顔を上げ、視線を横へ向ける。

　つい十数分前──この家屋を破は壊かいした張本人が去っていった方角を、茫ぼう漠ばくとした表情で。

　彼女はもはやどこにもいない。それでも、面おも影かげを追うように。

　目をゆっくりと閉じてひと呼吸置いてから開き、少年が立ち上がった。

「いつまでも、ここにいちゃいけない」

　汚れたズボンの裾すそを払はらい、少女に手を差し出す。

「もうじき『魔ま法ほうの黄昏たそがれ』が終わる。この家が世界に晒さらされ始める。近所の人が異変に気付く。そうなったら大騒ぎになるし警察も来る。厄やつ介かいなことになる前に水みず奈なの家に行こう……僕らはここにいなかった。あっちで遊んでた、そういうことにしよう」

　少女が周囲を見渡し、夕刻の町を覆おおう静けさに溜ため息いきを吐ついた。

「本当に誰にも見えていないんだね。家が一軒まるまる壊こわれちゃってるのに」

「姉さんは『魔女ウイツチ』だ。これはその結果であり、その証しよう拠こだ」

　頷うなずき、足あし許もとに転がっていた湯ゆ吞のみの欠片かけらを蹴け飛とばし、少年は頷く。

「魔女ウイツチが魔法を使っても、この世界からは決して気付かれない。目の前で家が壊れても、物が盗まれても、人が死んだって、それが魔法によって引き起こされたことであれば、決して──普ふ通つうの人には絶対に見えない。気付かれるのは、これからだ。姉さんの使った魔ま力りよくの残ざん滓しが消えることで、世界に結果が晒される。……これからなんだ」

「まるで人魚ちゃんのことから目を背けてるみたいだね」

　皮肉や罵ば倒とうというよりもむしろ悲しげな色で、少女は笑った。

「人魚ちゃんがあんなになっちゃったことから……いなくなっちゃったことから目を背けてる。この惨さん状じようが見えていない他のみんなだけじゃなくて、見えてるはずの私たちも」

「じきに目を背けてはいられなくなるよ。少なくとも、僕らは」

　少女を見下ろす少年の目は優しかった。

　けれど発せられる言葉は──少女にとっても彼自身にとってもどうしようもなく残ざん酷こくだった。そうせざるを得なかった。誤ご魔ま化かすことは決してできなかった。

　何故なぜならこれは、

「水奈。きみも彼女と同じ、魔女ウイツチなんだ。目を背けることはできない。そういう意味で僕らと姉さんとの道は別れた訳じゃない……どこかでいずれ、交こう叉さする」

　もはや現実であり、ふたりにとって逃のがれられないものとなっていたから。

「うん、そうだね。そうだよね」

　少女は再び口くちの端はしに笑みを浮かべた。

　先ほどとは違って、悲しみではなく、決意によって。

　少年の手を取り、立ち上がる。

　衣服は汚れていたが背筋はしっかりと伸のび、その双そう眸ぼうには光が宿っていた。

　軽く頭を振り、ウェーブのかかった黒いボブカットを揺ゆらし、そこでふと足あし許もとに目を遣やって、瓦が礫れきの上に転がっていたものを拾う。

　華はなの蕾つぼみを模したワンポイントの髪かみ飾かざり──さっきこの家を破は壊かいしどこかへ去った娘こが、日ひ頃ごろから愛用していたものだった。捨てていったのか忘れていったのか。彼女が変わってしまったが故ゆえに、もはや要らなくなったのだろうか。

　家の倒とう壊かいに巻き込まれたというのに、壊こわれもせず綺き麗れいなままだ。

　少女はそれを自分の髪に挿さし、寂さみしそうに笑うと少年の手を強く握にぎった。

「行こう、蓮れんくん。始めよう。人魚ちゃんを追い掛けて止めよう。そうして……こんな怖こわくて悲しいこと、もう起きないようにしなくちゃいけないね」




　　　　　　　　　　　　　[image: ]




　この日のことは、地方紙のニュースに載のった。

　鍛か冶じ目め山やま市の住宅街でガスによるものとみられる爆ばく発はつがあり、民家一軒が全ぜん壊かい。

　事故当時、家主である夫婦はふたりとも海外に赴ふ任にん中で、子供ふたりが留守を任されていた。弟である長男はたまたま隣りん家かへ遊びに行っており難を逃のがれるが、姉である長女は爆発に巻き込まれた可能性があり目下行方ゆくえを捜そう索さく中ちゆう──云うん々ぬん。




　当時、少女──咲さき森もり水みず奈なは十二歳で、少年──早さわ良ら坂ざか蓮は十一歳だった。そして、元げん凶きよう──咲森水奈の幼おさな馴な染じみであり早良坂蓮の姉である少女──早良坂人魚は、十三歳だった。

　今から一年ほど前のことである。
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　こんな時でも相変わらず月は空、頭上にへばりついている。

　咲さき森もり水みず奈なはちらりと真円を見上げ、憂ゆう鬱うつな気分になった。

　鍛か冶じ目め山やま市中心部──繁はん華か街がいの一画に建ち並んだオフィスビルのひとつ、その屋上である。

　関係者以外立ち入り禁止であること確実な場所だから、のんびりとお月見を楽しむにはそぐわない。加えて今のこの状じよう況きようは、お月見以前にのんびりした気分でいることを許さない。

　何故なぜなら水奈は、襲おそわれた挙げ句にここへ追い詰つめられたのだから。

　視線を、頭上の月から目前の相手へと戻もどした。

　水奈に襲いかかってきた当事者であるところのそいつは、吐はき捨てるように言う。

「ったくさあ。人がせーっかく気分よく遊んでたのにちょっかいかけてくれちゃってさあ。ほんと腹立つ。なんなのよあんた。いい子ちゃん気取りなわけぇ？」

　自分と同じ年とし頃ごろの少女だった。

　前髪を上向きに束ねたパイナップルみたいなヘアスタイルと小こ柄がらな身体からだは、それだけを見るならば実に可愛かわいらしい。ただし夜の暗がりに浮かぶ不ふ機き嫌げんな顔に張り付いた底意地の悪そうな目付きには、小こ鬼おにじみた邪じや気きと剣けん吞のんな殺気が満ちていた。

　少女は、日本の一般的な社会常識に照らし合わせるならば『奇き妙みよう』な格好をしている。

　上半身と二の腕を覆おおうのは、青みがかったラムネ色の半はん透とう明めいなボンデージ。背中には下向きに生えた翼つばさ状じようの飾かざり。下半身のスカートはまるで水を水のままゼリー状に固めたかのような材質で、裾すそにぐるりと涙るい滴てき状じようの珠たまがあしらわれていた。全体的に青で統一されており、どことなく海洋生物のクリオネを彷ほう彿ふつとさせるシルエット。

　こんな服装で街を歩いていたら間違いなくぎょっとされるだろう。アニメのコスプレかアイドルの舞ぶ台たい衣い裳しようかといった具合だ。だがもちろん彼女は、コスプレ会場から抜ぬけ出してきたのでもなければコンサートホールから逃げ出してきたのでもない。

　これは『魔女ウイツチ』の装しよう束ぞくだった。

　中世風に言えば、とんがり帽ぼう子しと黒いマントに該がい当とうするのかもしれない。

　ああしたステレオタイプなパブリックイメージと違い、この街に住まう魔女ウイツチたちはそれぞれが独自なデザインの衣裳を身に纏まとっている。それは魔ま法ほうを行使する際に具現化される、魔ま力りよくで象かたどられた鎧よろいでもあった。

　そして水奈自身も今、同じように装束を着ていた。彼女のものとはまったく異なる、水奈だけのデザインを持った装束を。

　つまり水奈とこの少女は、魔女ウイツチとしてビルの屋上で対たい峙じしているのだった。

「あんなの、見ちゃったら止めるしかないよ」

　自分を睨にらみ付ける少女に水みず奈なは反論した。

「幾いくら普ふ通つうの人には見えないからって、魔ま法ほうを使って万引きなんて」

「だからそれがいい子ちゃん気取りって言ってんだよね！」

　けれど相手から返ってきたのは理り屈くつを打ち捨てた恫どう喝かつ。

　──発ほつ端たんは、つい三十分ほど前のことだ。

　デパートにあるアクセサリショップで、水奈はこの少女を目もく撃げきした。

　腕にのみ装しよう束ぞくを纏まとわせ、そうしてショーケースに魔法で穴を穿うがち、陳ちん列れつしてある指輪を掠かすめ取ろうとしているのを見てしまったのだ。

　魔力を持たない普通の人間に、魔女ウイツチの魔法は『見えない』。つまりは魔法によって引き起こされた事象そのものを知覚できないようになっている。店員はもちろんのこと、仮に監かん視しカメラを警備員が凝ぎよう視ししていたとしても、彼らは目の前で行われている窃せつ盗とうそれ自体を認識できないということだ。気付くのは魔力が消失した後、犯人がいなくなった後のこと。目撃できるのは魔力を扱あつかえる者だけ。つまりあの場で、水奈だけが彼女の万引きに気付いていた。

　だから止めた。やめようよ、とひと声かけた。

　それがいけなかった。機き嫌げんを損ねられるくらいのことは覚かく悟ごしていたから注意だけしてすぐ雑ざつ踏とうに紛まぎれて隠かくれるつもりだったのだが、それにしてもまさか激げき怒どされるなんて。

　こちらの姿を認めるや纏てん衣い──装束を全身に纏って襲おそってきた。魔女ウイツチの装束は身体能力を人の域を超え飛ひ躍やく的に向上させる。だから逃げるためにはこっちも纏衣するしかない。

　そうして誰だれにも見えない鬼おにごっこが始まり、結果、このビルの屋上に至ったのだった。

　水奈は改めて、鋭するどい双そう眸ぼうによって睨み付けられる。

「あー腹立つ。だいたいこうなることくらいわかってたっしょ？　私のこと魔女ウイツチだって気付いた時点で、あんたには選せん択たく肢しがふたつあった。ひとつは見なかった振りをしてその場を去る。そうしてもうひとつは、私の不意を打ってあんたから仕掛ける……そのどちらかを選択するべきだったんだ。でもあんたはそうしなかった。よりにもよっておめでたく、いい子ちゃん気取りで私を止めようとした。まったくもって、信じられないよねえ！　ハ！」

　相手の苛いら立だちは喋しやべりながら嘲あざけりへと変わっていく。

　当然だろう。正直なところ、自分でも自分の取った行為を愚ぐ策さくと思う。

　でも、水奈には見て見ぬ振りも不意打ちでの襲しゆう撃げきもできなかった。頭にはよぎったけれど、自分が進むべき選択肢としてはあり得ないと思った。

　魔女ウイツチになってから約一年──誰になんと言われようと、この一線を踏み越えたくはない。

「って、訳で。私は今からあんたと戦って、あんたを殺すのさ」

　もっとも、相手に平和的な意志はない。

　気楽な口調で物ぶつ騒そうな科白せりふを平然と口にする。

「あんたが私の邪じや魔まをしたから、私はあんたが魔女ウイツチだって気付いた。だから私の取るべき選択肢はふたつあった。ひとつはその場からとっとと逃げる。もうひとつは、私から仕掛ける。でも前者はあり得ないっしょ？　よって後者一択」

「私は別に戦いたくはないよ。あなたを殺したくもない」

「は、ばっかじゃないの？」

　一いち縷るの望みをかけて言ってはみたが、効果はなかった。

　少女は吐き捨てる。

「魔女は魔女と戦わなきゃいけない、それは私たちのルールだ。知らない訳じゃあないんでしょ？　……『女王のための統合戦争』のことを」

　水みず奈なの返事を待たずに、左腕を前に突き出した。

　薬指に嵌はめられているのは装そう飾しよくのあしらわれた指輪。

　その台座に乗った蒼あおい宝石へ、少女は高らかに語りかける。

「さあやるよ『ドリス』。あんたの罪ざい科かを私に渡せ！」

　ドリス、とは、その宝石の名であり、少女と契ちぎりを交わした者の名。

　次いで、

「四し十じ万ま薫かおるに依よりて降りろ──『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』！」

　少女は自らの名を朗ろうじ、自らの魔ま法ほうの名を詠えいじた。

　開いた左手に中空から、槍が出現する。

　鈍にぶく光る柄え、その先せん端たんに光る穂ほは三みつ又また。刀身は薄い青色がわずかに乗った透とう明めいな、まるでその名の通り水すい晶しようのよう。

　これが彼女の使う『魔法』か。

　彼女の纏まとっているクリオネのような装しよう束ぞくをとんがり帽ぼう子しと黒マントとするならば、この槍やりは言わば魔女の杖にあたる。各人の持つ魔力を攻撃用に凝縮させた武器であり、少女──四十万薫の場合はどうやら槍の貌かたちを取っているらしい。もちろんただの槍である可能性は限りなく低い。なんらかの不可思議な力を発揮するはずだ。

『戦うのか？　水奈』

　と、頭の中で声があった。

　少年の声だった。それは水奈にだけしか聞こえない。

　正確には頭の中ではなくて──水奈の左手薬指に嵌められたリングから発せられている。

　四十万薫が身に付けているものとよく似た意い匠しようの指輪、その台座に乗った白い宝石が語りかけているのだ。

　薫のそいつは『ドリス』という名らしいが、水奈の彼は、

『蓮れんくんは戦いたいの？』

　──蓮、という。

『正直、僕はそうしたい。ここで殺しておいた方がいいと思う』

『蓮れんくんはいつもそう言うよね。私は戦いたくないよ』

『水みず奈なもいつもそう言うよな』

　蓮の溜ため息いきは、耳みみ許もとではなく頭ず蓋がいの裏に響ひびく。

『ま、でも。いつもっていうんならこれもいつものように……僕は、無理に僕の意志を押し通したりはしない。きみの好きにやるといい』

『ごめんね、いつも』

『気にするなよ。いつものことだ』

　頰ほおを緩ゆるめてくすりと笑う。

　音として発された会話ではなかった。だから相あい対たいしている薫かおるに、水奈が笑顔になった理由はわからない。ただ侮ぶ辱じよくと取られた。

「なににやついちゃってるのさ！　……らあっ！」

　武器を両手に構え、薫は水奈に向かって地面を蹴けった。

「く……！」

　水奈は横に躱かわしざま背後を一いち瞥べつする。

　視線の先にあるのは屋上の端はし、ひいては落下防止のフェンス。

　戦いそのものが厭いやな訳ではない。ただ、少なくとも彼女のことが──人となりがなにもわからない状態で切った張ったを行うことはできないし、したくなかった。

　だから迫ってくる攻こう撃げきから遠ざかりつつ、フェンスの傍そばまで一足飛びに駆かける。

「な!?　いやいや、ちょっと待……」

　予想外の行動だったのだろう。薫が素すっ頓とん狂きような声で制止してくる。

　が、無視。身体からだを沈めて高く跳ちよう躍やくし、フェンスを越え、

「ごめんね、待たない！」

　水奈はビルの屋上から軽やかに、地面へと飛び降りた。
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　月の円い夜だった。

　春先の空気は夜になるとまだ肌はだ寒ざむく、身体が時折ぶるっと震ふるえる。けれど正直なところ、陽気なよりも寒いくらいの方がいい。だって春は嫌きらいだ。誰だれも彼もが浮かれているから。

　少女──市いち来き柊ひいらぎは、塾の帰りだった。

　日も暮れた夜の繁はん華か街がいをひとり、早足で歩く。

　十メートル向こうの大通りからはデパートが客寄せに流している賑にぎやかな音楽や、夜を楽しむ若者たちの喧けん噪そうなどが聞こえてくる。華はなやいだそれらを忌き避ひするように、わざわざ人通りの少ない、さびれた脇わき路地を帰り道に選んでいた。

　こっちの通りに面しているのはデパートやテナントではなくオフィスビル群。時間が比較的早いこともあってすれ違うのは疲れた顔をしたサラリーマンばかりで、柊ひいらぎを安心させる。

　バッグを担いだ左肩も自由になっている右肩も同じくらい重い。酷ひどく凝こっていた。日中は学校、それが終わってから週三で学習塾、家に帰っても宿題や予習復習──起きてから寝るまで、机にかじり付きっ放しな毎日だから当たり前だろう。

　勉強ばかりしたくないという非難も遠回しに込めつつ、時々、両親にそのことを告げたりもするが、若いのになにを年寄りめいたことを言っているのだ、などと取り合ってもらえない。肩が凝るのは大人の特権、みたいな論調だ。だけどこの先の人生を予想するに、今よりも肩が凝る生活を送ることなんてあり得るのだろうか。朝から晩まで狭い机で縮こまって手を動かすことなんて。社会人の事務仕事もきっと今よりましに決まっている。だって鉛えん筆ぴつを動かすよりパソコンのキーボードを打つ方がどれだけ楽か知れないじゃないか。

　運動神経がよければスポーツに熱中してそれを言い訳に勉強をおろそかにもできたのだろうか。いや、スポーツがからきしだから勉強ばかりする羽は目めになったんだ。その勉強だってトップにはほど遠い。学校の成績もせいぜいが上の中くらい。それなのに自分はどうして、こんなふうに必死になってノートを清書し、数学の公式や英単語や歴史の年号を暗記しているのだろう。考えれば考えるほど気が滅め入いり、しかめっ面になっていく。

　つまるところ市いち来き柊という少女は、自分自身の現状と世の中があまり好きではなかった。

　だから塾が終わっても友達と寄り道することもなく、たったひとりで帰路についている。

　だから春の陽気で人々が浮かれる光景を忌き避ひし、肌はだ寒ざむさに震ふるえる光景に安あん堵どする。

　だから繁はん華か街がいの賑にぎやかさに耐えられず、逃げるように裏路地を歩いている──。

　分厚く膨ふくらんだレンズの眼鏡めがねが野や暮ぼったい。野暮ったく結んだお下さげが重い。重い教科書や参考書の詰つまった学校指定のバッグが分厚く膨らんでいる。あか抜けるにはどれから捨てればいいのだろう。脱することのできない悪あく循じゆん環かんに思えた。

　溜ため息いきを吐ついても歩くリズムに紛まぎれるばかり。家に帰ってからも特に用事はなく、きっと部屋に籠こもって、宿題を黙もく々もくと消費しノートを広げてぼんやり時を過ごすのだ。

　他のクラスメイトたちみたいに携帯電話は持っていないから暇ひまつぶしの手段もないし、漫画やアニメやバラエティ番組にもあまり興味はない。まったく厭いやになる。なんの趣しゆ味みもない、なんの取とり柄えもない自分に。

　そんなふうに憂ゆう鬱うつな気分に浸ひたるのは彼女の癖くせで、そのせいで柊は歩く時にはいつも俯うつむき気味に、どこかぼんやりとしていることが殆ほとんどだった。

　けれど。

「？　……ん」

　自分の世界に浸っていた柊も、上からの異音にはさすがに気付き、顔をあげた。

　たぁん、たぁん。

　たぁん──と。

　まるでコンクリートを軽やかに蹴けったような響ひびきが三度、通りに谺こだました。

　誰だれかの靴くつ音おとが反はん響きようしたのかもと思い足を止め、怪け訝げんな顔で背後を振り返ってみるも誰もいない。背後でなければ本当に上からの音なのだろうか。とすると、路地の向かい側にあるオフィスビルの屋上から、壁へき面めんにぶつかりながらなにかが落ちてきたということになる。

　──『なにか』──『なに』が？

　さっきの音には躍やく動どう感かんがあった。無機物ではなく生き物、人間のたてたもののような感じがした。なんなのだろう。その正体はすぐに判明した。聴ちよう覚かくではなく、視覚によって。

　柊の目の前に、人が降ってきたのだ。

　その人は十数メートルの距離を落下したとは思えないほどに、ふわりと着地した。

　こっちに背を向けていたが、少女であることは明らかだった。

　矮わい軀くで身長は低い。雰ふん囲い気きから、恐おそらくは柊ひいらぎと同年代くらい。

　まず目に付いたのは、奇き妙みような格好だった。

　上半身から下半身までが、まるでドレスのような風変わりな衣い裳しようで包まれていたのだ。

　全体の基本色は純白。シルエットはウェディングドレスか天使を連想させる。

　ただし手足の一部や腰回り、スカートのインナーなど、所々に赤いラインや黒のリボンなどが仕込まれている。そのせいで印象はどこか俗っぽい。純白のドレスを彩いろどる真しん紅くと漆しつ黒こく──血で穢けがされた花はな嫁よめか、或あるいは煤すすで汚れた天使か。

　ウェーブのかかったボブカットは艶つややかな黒髪で、側頭部には大きな髪かみ飾かざりがあった。これも赤。花弁の開いた薔薇ばらを象かたどった、目立つワンポイント。

「あ……れ？」

　柊は既きん視し感かんを覚える。

　纏まとった衣服にではない。この髪型と派手な髪飾りの組み合わせに、だ。

　知人によく似ていた。でも彼女の髪飾りは花開いたものではなく、確か蕾つぼみではなかったか。

　そんなことをぼんやり考えるが、少女は背を向けたままこちらを一いち瞥べつだにしない。顔を上げ、自分がやってきた方向──つまりは前方のオフィスビルを見上げている。

　その視線に追従して、今度こそ柊の心臓は口から飛び出そうになった。

「うそ……」

　ビルの屋上から身を乗り出した人ひと影かげが、そのまま宙に足をかけ、空を歩いていた。

　こっちに向かって降りてくる。まるで見えない階段が屋上から地面に続いているみたいに。

　実際、その比ひ喩ゆは言葉通りに正しかった。目を見開いて凝ぎよう視しすると、人影の足あし許もとにちかちかと光を反射するものがある。ガラスとか水すい晶しようみたいな透明の固体──それがじぐざぐの細い下り階段となって、屋上と地面とを繫つないでいるのだ。

　なんの手品だろう。それともドラマの撮さつ影えい？　アトラクション？　もしくは大道芸人の見せ物？　こんな人通りの少ない路地で、カメラもなければ観客も自分しかいないのに？

　人ひと影かげは地面と三メートルほどの距離までガラスの階段を使うと、あとは軽く跳ちよう躍やくして飛び降りてくる。すたん、と着地。これも異常だ。ビルの屋上に比べれば低いが、三メートルなんて人が軽く飛べるような高さではないのに。

　そいつもまた少女で、自分と同年代だった。

　最初のひとりめ──まだ柊ひいらぎの眼前で背を向けて立っている──と同様に奇き妙みような格好をしている。こっちは透とう明めい感かんのある青い衣い裳しよう。背中から下向きに、羽根みたいな飾かざりが生えていた。そして片手に持っているのは、穂ほ先さきの透明な槍やり。

　つまり武器。

「ったく、逃げないでよねー。しかしあんたすごいよねえ。あの高さから楽々に飛び降りられるって、けっこう頑がん丈じような憑ひよう依い装しよう束ぞくじゃない？　私は無理、足を痛めちゃう」

　──ひょういしょうぞく？

　なんだろう、それ。ふたりが着ている変な服のことだろうか。

「それとも単にテクニックかな？　壁かべを蹴けって勢いを殺してダメージなく着地したって感じ？　ま、面白いよ。憑ひよう依い装しよう束ぞくが頑丈だろうがアクションがお上じよう手ずだろうが、どっちにしてもつまり……あんたはなかなかやる、ってことじゃん」

　後から来た方の少女は不敵に言い放ち、邪じや悪あくに笑んだ。



　ひゅん、と槍やりを回転させ、穂ほ先さきを前に構える。

「少しは歯ごたえがないと、面白くないからさあ！」

　そうして膝ひざを沈め、突進の構え。

　彼女の相手はあくまで眼前に立つ白しろ装しよう束ぞくの少女なのだろう。その背後にいる柊ひいらぎには視線すら向けようとしてこない。にも拘かかわらず、恐きよう怖ふが身を竦すくませた。手に携たずさえた槍はお芝しば居いの小道具などではない本物の刃だという実感があった。放たれる殺気が本物だという確信があった。

　逃げたい。いや、逃げなければならない。少女が標的にしている眼前の娘が槍の突進をひょいと躱かわせば、穂先は勢いあまって自分の胸を刺さし貫つらぬく可能性があるのだから。けれど、身体からだは細かくがくがくと震ふるえるだけで、脳の命令を無視したまま。

　もう駄だ目めだ、と諦あきらめかけた時、声が聞こえた。

「召喚ヴオミツト、一の贄にえ。……『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』！」

　柊に背を向けて立つ少女のものだった。

　彼女は予想に反してその場から一歩も動かず──そうして彼女の叫びとともに、柊が予想だにしていなかった現象が起きる。

　その娘の突き出した掌てのひらを基点に、盾が出現したのだ。

　たぶん、盾たて、だと思う。

　傘かさ状に広がった金属塊かい。かなり大きく、直系一メートル半ほど。表の意い匠しようがどんなものかこちらからは見えないが、裏側には花弁めいたさざ波のような彫ちよう刻こくがほどこされている。

　たとえるならば芍しやく薬やくだろうか。金属でできた直系一、五メートルの芍薬を一輪摘つんで萼がくの側を表に、そのまま盾とした──言葉にすると奇き妙みような感じだけど、そう形容するのが一番近い。

　槍の穂先と敵の少女の突進は、その盾によって阻はばまれていた。

「へえ、それがあんたの魔ま法ほうなの？」

　盾の向こうで少女が愉たのしげに笑う。

　魔法、という単語。非現実的な単語だったが何故なぜかしっくりきた。

　──そっか。魔法、なのか。

　ガラスで階段を作ってビルの屋上から降りてきたり、なにもないところからいきなり盾を出したり。着ている奇妙な服もそう。この人たちは魔法使いなのだろう。

　その単語ですべてを無理矢理納得してしまわなければ、頭がおかしくなりそうだった。

　柊のことを置き去りに、ふたりは会話を交わし始める。

「でも、見たところ攻こう撃げきに使えそうな形をしてないんだけどさあ。刃が出てきて回転とかしちゃったりすんの？　それともまさかほんとにそれ、ただの盾って訳？」

「ただの盾だったら？」

「だったら、がっかりちゃんだねー。……『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』、覆おおえ！」

　がり、と。槍の穂先が盾の表面を引ひっ搔かく音。

「っ……！」

　白しろ装しよう束ぞくの少女が気配だけで驚きよう愕がくした。

　それもそのはず。まるで結けつ露ろが氷柱つららへと変わるように、槍やりの穂ほ先さきから滴したたった液体が固体となり、ふたりの足あし許もとに生え始めたのだ。

　透とう明めいなガラス状の結けつ晶しよう。たぶんこれは、槍の少女がさっき屋上から降りてきた時に使った階段と同じ物質だ。槍の穂先を基点にして、見る間に広がっていく。

　まず、地面と接地していた盾たてが固められる。

　次いで──足許。

　むしろこれこそが目的だろうか。結晶は白装束の少女の靴くつ先さきまでをも覆おおい始めた。

「なるほど、そういうこと」

　彼女が一歩後退すると、ぱきぱき、と結晶の剝はがれ落ちる音がした。だが足の位置を変えただけではあまり意味がない。結晶の広がっていく速度は見ていてもそれとわかるほどだ。本格的に逃のがれるには走ってこの場から去るくらいのことをしなければ駄だ目めだろう。

　目の前で繰り広げられている光景は柊ひいらぎにとってまるで現実感がなかったけれど、現実感がない分いっそう、自分はどうなっちゃうのかな、という思考が高速で頭を巡めぐる。

　もし白装束の少女が結晶から逃れるためにこの場から去ったとしたら──槍の少女は彼女を追い掛けていき、柊は難を逃れ得るだろうか。それとも逆に逃げられた腹立ち紛まぎれで、ついでに殺されてしまうだろうか。

　ではもし逆に白装束の少女がここから動かないまま戦い始めたとしたら──別に彼女は柊ひいらぎを守るために背を向けて立ってくれている訳でもないのだろうし、そうすると巻き込まれて殺されてしまうのは時間の問題かもしれない。

　だったら、逃げるのは今のうちなのではないか──でも、逃げると目立つ。そもそも白装束の方も槍の方も、柊のことをどう思っているのかがわからない。どっちともが目もく撃げき者しやは消す、みたいな考えなら、もはやどうしようもなかった。

　そのうち、もういいや、と、諦てい観かんが心中を支配し始めた。

　柊がどんな行動を取っても取らなくても、結局自分の生きるか死ぬかは彼女たちの動向ひとつなのだ。足あ搔がいてみたところで裏目に出てしまえば後こう悔かいするだけで、だったらいっそなにもせず諦あきらめてしまった方がいい。助かったらラッキーで死んだら運が悪かっただけ。

　投げ出し気味にそう考えて、顔を上げたところで。

　白装束の少女と、視線が交こう叉さした。

「……え」

　ほんの一いつ瞬しゆんの間だった。けれど彼女は首だけで振り返り、柊のことを見て、小さく頷うなずいた。まるで──大だい丈じよう夫ぶだよ、とでも言うように。

　そして。

「おいでヴオミツト、三の贄にえ。……『応報のための呪弾ブラツクリリイ』！」

　白しろ装しよう束ぞくの少女は右手を横に突き出し、呪じゆ文もんのようななにごとかを叫ぶ。

　同時、広げた掌に沿うように、中空から拳けん銃じゆうが出現した。

　弾だん倉そうが回転するタイプの──確かリボルバーというんだったか。ただし銃じゆう身しんは銀色で、西部劇よりもむしろ狼おおかみ男おとこでも倒しそうな外見。

　槍やりを手にした少女が何故なぜか、驚きよう愕がくに目を見開いた。

「なにそれ。どういうこと!?」

　質問に答える代わりとばかりに、白装束の少女は言葉を続け、

「期間・十秒。呪じゆ詛そ・右目の視力喪そう失しつ！」

　銃じゆう弾だんが、槍の少女へ向けて放たれる。

　予想よりも銃じゆう声せいは小さかった。ぱん、という破は裂れつ音おんとともに相手の左肩に弾だん痕こんが穿うがたれる。

「あ、な……!?」

　拳銃によって作られたその傷ではなく、彼女は自分の顔を手で覆おおった。

　正確には右半分、というよりも右目。

　柊ひいらぎにもわかった。『右目の視力喪失』──発砲前に詠えいじられた文言通りのことが起きたのだ。槍の少女はなにかを確かめるかのように右目をしきりに擦こすり、瞬まばたきを繰り返す。対して白装束の少女は相手の死角側、つまり向かって左へと回り込む。

　体勢を低くして肩を突き出し、

「とりゃーっ!!」

　どこか間抜けな可愛かわいらしい掛け声とともに、体当たりを喰くらわせる。

　声音とは裏腹、見掛け以上の威い力りよくがあったのだろう。槍の少女はもんどりうち、五メートル近くの距離を吹っ飛ばされた。

「が！　……っ、こっのお……」

「まだまだっ！」

　追つい撃げきは止やまない。転がった先に追い掛けていって、立ち上がられる前に身体からだごとを引き寄せタックル。そうして路地裏へ突っ込んでいく。

　ふたりの姿はそこで見えなくなった。なにかが崩くずれる音や争う物音は依い然ぜんとして聞こえていたが、少なくとも柊の視界からはいなくなる。

「あ……」

　今しかない、と咄とつ嗟さに思った。

　この状態でぼうっとしていたらそれこそ間抜けもいいところだ。さっきまでと違い、自分の行動によって自分の生死を決めることのできる局面。動かない理由はない。

　まだがくがくと震ふるえる両足に力を込めて、その場から背を向ける。始めはよたよたと、やがてしっかりと、すぐに走ることができた。呼吸も荒あらく心臓も跳はね回っていたが、人通りの多い繁はん華か街がいまで出ると、あとは駅を目指して真まっ直すぐに。

　彼女たちが追ってくるかもしれないとは思わなかった。

　あのふたりは自分のことなど関係なさそうに争っていたし、それどころか白しろ装しよう束ぞくの少女の方はむしろ、柊ひいらぎを遠ざけるように動いていてくれたふうにも見えた。

　なにより──そうだ。あの白装束の少女だ。

　あのウェーブのかかった黒いボブに、花をあしらった髪かみ飾かざり。ちらりと見えた横顔と、柊に向けた視線。邂かい逅こうの時に覚えた既き視し感かんは確信に近いものに変わっていた。

　つまり彼女は、柊の顔見知りなのではないか。

　走って数分、駅へと辿たどり着く。

　改札に駆かけ込んでからようやく足を止める。

　壁かべに手をつき、すっかりあがってしまった息を整えながら、市いち来き柊は呟つぶやいた。

「咲さき森もり……さん？」

　咲森水みず奈な。

　あの白装束の少女は、自分のクラスメイトにとてもよく似ていた。
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　裏路地に押し込んでから乱戦に持ち込み、そのどさくさに紛まぎれて逃げた。

　相手の「待て！」という絶ぜつ叫きようを無視し、走って走ってどうにかまくことができたのは、それから三十分ほどが過ぎてからのこと。家に帰り着いた時にはもう水奈が疲れ果ててしまっていたため、反省会をする暇ひまもなかった。

　そうして、一夜明けた次の日。

　咲森家の朝は見掛け上いつも通りに、ごくごく平和に始まる。

　午前六時半にセットした目覚ましが鳴り、少年──早さわ良ら坂ざか蓮れんは起き床しようした。

　二階にある自分の部屋を出てリビングへ下りる。キッチンからはベーコンの焼ける音と匂におい。朝食を作っていた水奈の母に「おはようございます」と挨あい拶さつすると、彼女は振り返った。

　ちゃきちゃきとした口調で、笑って言う。

「おはよう、蓮。悪いんだけど水奈のバカを起こしてきてくれる？」

「……はあ」

　水奈の母である咲森庚かのえはいつも通りの、スーツの上にエプロン姿だった。冷静に見ればちぐはぐではあるが毎日のことなので違和感はない。会社勤めの彼女は朝が早いため、食事を作り終わるとすぐに家を出てしまう。むしろ家事をしてくれること自体がありがたいくらいだ。

　父親は仕事で北海道に単身赴ふ任にん中。故ゆえにこの家には今、咲さき森もり庚かのえとひとり娘である水みず奈な、それから居い候そうろうの自分──早さわ良ら坂ざか蓮れんの三人が暮らしている。

　この家に住むようになって一年ほどが経つ。最初はなかなか慣れなかったが、咲森家の方が距離感を埋うめてくれたお陰かげで、今ではあまり気を遣つかわずに済んでいる。

　もっとも蓮にとっては、咲森家も生まれ育った早良坂家も、間借りしているようなものという意味でたいして変わりはなかったのだが。

　パジャマ姿のまま再び二階へ戻り、自室の隣となりのドアをノックする。

『みずなのおへや！』と記されたルームプレートが微かすかに揺れた。部屋の主が小学三年生の夏休みに工作の宿題でこしらえたお手製だ。コルクからはみ出た接着剤が変色し始めていた。

「おーい。起きてるか？」

　返事がないので扉とびらを開ける。

　水奈は、丸めた布ふ団とんを抱だき枕まくらみたいにして幸せそうに寝息をたてていた。



「朝だよ、水奈」

　呆あきれ顔で溜ため息いき混じりに声をかけてみるも、反応はない。

　枕元の目覚まし時計はものの見事に止められている。その横に置かれた携帯電話も、アラームが鳴ったと同時にスヌーズ機能ごとオフにした様子だった。

　すべてが無意識の行動である。毎朝のことだ。彼女はとにかくひとりで起きられない。

「起きろ」

　肩を揺すった。

「むー……ん……あー……」

　半分くらいは覚かく醒せいしたようだが、目を開けようとはしない。

「まったく」

　蓮がこの家に住むようになってから水みず奈なを起こすのはもっぱら自分の役目で、だから一年間ほぼ毎朝の習慣になっているのだが、しかしこれがなかなか手て強ごわい仕事なのだ。

　ちなみにそれ以前は母の庚かのえがやっていた。いったいいかなる手段でこの眠ねむり姫ひめを目覚めさせていたのか気になって、一度尋きいたことがある。凶きよう悪あくな答えが返ってきた。

「水を顔にぶっかけりゃ咳せき込んで目を覚ますわよ」だそうだ──娘と違い、母の方は遠えん慮りよ呵か責しやくのない性格をしている。さばさばというかちゃきちゃきというか。会社でもキャリアウーマンとして重要なポストを任されているらしい。

　娘が将来母親のように育つ確率は、この吞のん気きで幸せそうな寝顔を見るに、今のところない。

　とはいえ蓮には、さすがに彼女を溺おぼれさせるのは憚はばかられた。

「あ、さ、だ！　お、き、ろ！」

　なので、しがみついていた布ふ団とんをひっぺがして取り上げる。

「ん……むうううー、ああー」

　さっきよりは多少明めい瞭りような声が返ってきた。眩まぶしそうに半目も開けている。

「いま、なんじ……？」

「六時四十分」

　──登校までどのくらいの猶ゆう予よがあるだろう。

　食事を終えて七時。歯は磨みがき洗顔着替えに加えて、癖くせのある水奈の髪を屈くつ服ぷくさせるのに三十分はかかるから、それで七時半か。

「あと、じっぷん」

「却きやつ下か」

「じゃあ、あと、にじっぷん……」

「縮まるどころか伸びちゃったぞおい」

　実際のところ、学校に遅ち刻こくしないことだけを考えるのならあと三十分は余よ裕ゆうだ。蓮と水奈の通う中学校は家から比較的近く、八時に出れば始業までには着く。

　けれど今日は、学校に行く前に昨夜のことを話し合わなければならない。つまり水奈が街で出くわしたあの魔女ウイツチと、それから戦いの最中に遭そう遇ぐうした少女について。

「いいから起きなよ」

「もう少し……おーねーがーいー」

「今日は甘あまやかさない」

「むう……」

　半目のまましかめっ面つらで、両手を伸ばしてくる。引っ張り起こしてくれということか。

　仕方なく手首を摑つかんでやるが、見掛け以上に重い。死体のように弛し緩かんしているし赤子のように首が据すわっていない。能動的に起き床しようしようという気がゼロだった。

「なんなんだ本当に」

　上半身を九十度立ててやったところで、水みず奈なはふわふわした笑みを浮かべた。

「えへへー。おはよう、蓮れんくん」

　引っ張り起こしたそのままの勢いで今度はぼふん、ともたれかかってくる。

「そしておやすみなさい」

「いやいや、今の絶対起きる流れだっただろ！」

　ベッドに座った姿勢で蓮の腰に抱だきつき、食い下がるように眠ろうとする。

「いい加減にしてくれよ」

　軽く腹が立ってきた。ので、頭を摑んでわしわしと揺ゆらす。

　癖くせのある黒髪は、鳥の巣のようにあちこち跳はねていた。

「いつも以上に爆ばく発はつしてるし、時間かかりそうだぞこれ」

　この具合で毎朝の湿しつ度どがわかる。今日は雨が降るかもしれない。

「ゆらさないで……」

「揺らす」

「じゃあもっとゆっくりゆらして」

「ゆっくり揺らしたらどうなるんだ？」

「そしたらきもちよくねむれる」

「なんであやしてもらえると思ったんだよ！　どれだけ二度寝に貪どん欲よくなんだ」

「ちがうよ、蓮くん。起きなきゃ二度寝じゃないんだよ？」

「起きろよ！」

「蓮、私もう出るから。あとよろしくねー」

　階下から庚かのえが叫ぶのが聞こえた。

「わかりました、行ってらっしゃい！」

　彼女は娘の目覚めを待ったりしない。遅ち刻こくしようが知ったことではない、という考えだ。かように甘やかしの一切ない教育方針なのに、どうして娘に自立の気配がないのか。

「ほら、おばさんももう仕事行くって言ってるし、目を開けて立ち上がりなさい」

「ぬくい……蓮くんって体温高いよね」

「人の話を聞いてくれ！」

「あふ……ぬくくて気持ちいい」

　幸せそうに抱だきつく水みず奈なに、蓮れんは溜ため息いきを吐つく。

　それでも諦あきらめる訳にはいかなかった。

　頭を揺ゆすりベッドから引き摺ずり下ろし廊ろう下かに放り出してようやく、彼女はしぶしぶながら覚かく醒せいする。それから食事や着替えなどを可能な限り急かし──慌あわただしい朝を切きり詰つめて、時刻は七時三十五分。どうにか人心地がついた。

　もちろんゆっくりとしてはいられないにせよ、登校準備をすべて終えた状態でリビングのソファに腰掛けると、さすがに落ち着いた気分にはなる。

　身支度を整えて制服を着込んだ水みず奈なは、年相応に可愛かわいらしかった。

　つい十分前にはまだ爆発状態だった頭も、今はふわりとして緩ゆるやか。華はなの蕾つぼみをあしらった赤い髪かみ飾かざりが、艶つややかな黒髪によく似合っている。

「……さてと」

　努力の甲か斐いあって、三十分近い猶ゆう予よができた。

　テーブルを挟はさんで水奈と向かい合い、蓮は真ま面じ目めな顔をして告げる。

「じゃあ昨日のこと、少し話しておこうか」

　発ほつ端たんは、鍛か冶じ目め山やま市の繁はん華か街がいにある総合デパートである。

　ちょっとした買い物の用事がありひとりで街まで出掛けた水奈は、どうにも不運なことに、そこで『魔女ウイツチ』と出くわしてしまった。

　魔女ウイツチ。それは『女王の器の欠片かけら』と魔ま力りよくを身の裡うちに宿し、魔ま法ほうを使う少女のことだ。

　もっとも、魔女ウイツチと出会うことそれ自体は決して珍しい事例ではない。そもそも魔女ウイツチは──蓮や水奈たちが『魔女ウイツチ』と称する彼女たちは──世界中を探してもこの鍛冶目山市周辺にしかいないからだ。同じ市内に暮らしているのであれば遭そう遇ぐう確率も高くなるのが当然。魔女ウイツチ同士で作られたコミュニティのようなものも幾いくつかある。

　面めん倒どうなのは、あの水すい晶しようの魔法を使う少女と水奈とが、お互いを魔女ウイツチと認識するようになってしまったこと。そして彼女にとって水奈が、敵として認識されてしまったことである。

「仲間とかいるのかな、あの娘こ」

「しじまかおる、だっけか」

　好戦的な奴やつだった。

「魔法で万引きなんて浅はかな行動をしてたところを見るに、仮に仲間がいてもストッパーにはなってないだろうね。魔法を使って好き勝手に暮らしたいタイプだ」

　蓮の言葉に、水奈は頷うなずく。

「とりあえずは調べてもらおうよ、耶や麻ま音ねさんに。それとも栞しおりちゃんの方がいいかな？」

「栞に頼むのが適任だろうね。僕がメールしておこう」

　珍しい苗みよう字じだし、すぐに身元を特定することはできるだろう。

　ただ正直なところ蓮も水奈も、彼女のことをそれほど厄やつ介かいな問題だとは思っていない。魔女ウイツチと遭そう遇ぐうするなんてことはこれまで何度もあった。諍いさかいになったことも初めてではない。

「そっちはひとまずそれでＯＫ。……で、だ」

「うん。本題だね」

　ふたりは居住まいをただす。

　問題なのは──もうひとりの方だった。

　四し十じ万ま薫かおるから逃走するためにビルの屋上から飛び降り、その先で出くわしたあの少女。

　憂ゆう鬱うつそうな顔で、水みず奈なは溜ため息いきを吐つく。

「確かだったのか？」

「うん。市いち来き柊ひいらぎさん。私のクラスメイトだよ」

　偶ぐう然ぜんにも彼女は、水奈の顔見知りだった。

　不幸中の幸いと出るか、重なった不運となるか。

「そうか……」

「ねえ、蓮れんくん。市来さん、見えてた、よね」

「ああ、それは間違いない」

　できればそうであって欲しくなかったのだろうが、現実は覆くつがえせない。

　あの少女、市来柊は、水奈と四十万薫の姿がはっきりと見えていた。

　魔女ウイツチの魔ま法ほうとそれによって引き起こされた事象は、同じく魔法を使う者にしか見ることはできない──『魔法の黄昏たそがれ』。そのルールは、魔法に関わるすべてのことに適用される。魔法そのものだけではなくて、装しよう束ぞくを纏まとった魔女ウイツチもまた、人には見えないのだ。

　たとえば魔法で家を破は壊かいしたとする。家一軒が今まさに倒とう壊かいしている最中であっても、魔ま力りよくを持たない人間にはその破壊音も家が壊こわれていく様も認識することができない。

　たとえば魔女ウイツチが装束を纏った状態で万引きをしたとする。店員はたとえ目の前で商品を抜き取られてもその行為を知覚できず、監かん視しカメラも記録することはできない。

　たとえば魔女ウイツチが魔法で人を殺したとしても。殺された人は自分が誰だれによって殺されたのかを理解せず、どんな人混みでどんな残ざん虐ぎやくな方法を取ろうが目もく撃げき者しやは出ない。

　壊れた家、なくなった品物、死体。そういう『残った結果』だけが、魔力の残ざん滓しが消えた後でようやく人々の前に晒さらされる。「いつの間に」「どういうことだ」「誰がこんなことをしたんだ」そんなふうに騒ぎが起きるのは、もうすべて終わった後の話。

　──だから本来、市来柊には、水奈と四十万薫が見えているはずがないのだ。

　ふたりが戦っているのにまったく気付きもせず、すたすたと道を歩き続ける。それが当たり前の反応であり、そうでなければならなかった。

　けれど彼女は、空から降ってきた水奈に驚おどろいた。水すい晶しようの階段でビルから下りてきた四十万薫に怯おびえた。ふたりの使う魔法に震ふるえ、呆ぼう然ぜんとした。

　つまりそれは、市来柊が自分たちと同類であることを意味する。

「あの娘こは……なんなのかな？」

「問題はそこだね」

　魔ま法ほうが見えるというのはつまり、魔ま力りよくを感知できるということだ。

　そして『魔力を感知できる者』とは──決して魔女ウイツチだけではない。

　市いち来き柊ひいらぎは、水みず奈なたちを前にして驚きよう愕がくしていた。まるで自分の常識にはあり得ないものを見てしまった時のように、怯おびえ立ち竦すくんでしまっていた。

　あれが演技ではないとするならば、恐おそらく、

「たぶん彼女は『体現者マスコツト』と未み婚こん姻いんの人間だ」

「やっぱり、そうなるの？」

　魔女ウイツチとは、勝手に生まれてくる存在ではない。

　魔女ウイツチになる資格を持った少女がいて、その少女を魔女ウイツチにしたいと思う存在がいて、両者が出会い契けい約やくを交わすことで初めて少女は魔女ウイツチとなる。魔女ウイツチになる資格を持った少女は、契約を交わすまでは魔女ウイツチではない。

　が、契約がなくとも魔女ウイツチになる資格があれば、魔法は見える。

「なんにせよ確認しなきゃ。水奈には今日、市来柊に接せつ触しよくしてもらわなきゃいけない」

「うん。……市来さん、学校来てくれるかな」

「向こうは水奈のことに気付いてるだろうね」

「私のこと怖こわがって、お休みしちゃうかもしれないよ」

　水奈は不安げな顔をした。

　それは魔女ウイツチとして彼女と接触しなければならないという義務感によるものではなく、クラスメイトに嫌きらわれるのが怖い、という、少女として当たり前の感情だった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。きみはあの娘を助けた。たぶん彼女もそれをわかってる」

「……だといいな」

　水奈の懸け念ねんを綺き麗れいに晴らしてやる上手い言葉を、蓮れんは思い付けない。昔からそうだ。故に、胸が痛む。普通の人間ならばこういうことは雑作もないのだろうか、と──。

「耶や麻ま音ねと栞しおりだけじゃなくて、舞ま衣い子こと希き亜あにも連絡しておこう」

　事務的に話を進めることで、気を紛まぎれさせた。

「連れて行けるのなら今日の放課後、『アジト』に。もし懸念通り未契約の『器の欠片かけら』だったら、いろいろと説明してあげなくちゃならない。その上で、僕らが保護する必要がある」

「市来さん、つらい思いをしちゃうだろうね」

「かもしれない。でも、水奈がクラスメイトだったのは不幸中の幸いだったよ。右も左もわからないうちに未契約なまま殺されてしまう『器の欠片』だって多いんだ」

　これは慰なぐさめではなく本当のことだった。

　昨夜、四し十じ万ま薫かおるが口にした通り──大多数の魔女ウイツチは、仲間ではない他の魔女ウイツチを殺そうとする。自らの身の裡うちにある『女王の器の欠片』を奪い合うのが魔女の定めであるからだ。

　それは未契約の魔女未満が相手であっても変わらない。むしろ好戦的な輩であれば、まだ魔ま法ほうを使えない状態のうちに殺すのはより容易たやすいと考える。

「だから、彼女はむしろラッキーだ。昨夜、きみに助けてもらえた。今日、僕らに情報をもらえる。明日以降、きみたちに守ってもらえる」

「そっか」

　ようやく水みず奈なの肩から、ほっとしたように力が抜ぬける。

　口振りから察するに、市いち来き柊ひいらぎとはクラスメイトとはいえさほど親しくない間あいだ柄がらのはずだ。それでもやはり身近な人間が巻き込まれるのはつらいだろう。

「ありがとね、蓮れんくん」

　と、嬉うれしそうに笑い、蓮を真まっ直すぐに見てきた。

「え？」

　まさか礼を言われるとは思わず、きょとんとしてしまう。

　一方の水奈はどこか悪戯いたずらっぽい、からかうような表情を浮かべている。

「ふふん、あのねえ……気を遣つかってくれてる時の蓮くんって、ちょっと可愛かわいいよ」

「は？　なにをいきなり」

「そっぽ向いて恥ずかしそうにしてて……うへへー、いい子いい子」

「ちょっ、なにを……」

　身を乗り出して頭をわしわしと撫なでてくる。唐とう突とつにからかうモードに入ってきたのだ。水奈にはこういうところがある。切り替えが早いというか、すぐに笑えるというか。

　要するに根がポジティブなのだろう。よく言うのなら、心配事や悲しい出来事があってもいつまでも気分を沈めていてはいけないということを充分に理解しているのだ。

　それは生来の性質であるのだが、一年前のあれ以降、より拍はく車しやがかかっている。

　蓮の生家である早さわ良ら坂ざか家の倒とう壊かいと、蓮の姉であり水奈の幼おさな馴な染じみでもあった少女──早良坂人にん魚ぎよの失しつ踪そう。あれは水奈にとってこれ以上ない心配事であり、悲しい出来事だった。

　いや、だった、ではない。今も、か。

　あの大きな問題を抱かかえたまま、彼女は笑って生きることを選んだ。それは紛まぎれもない強さであり、なにごともシリアスに処理してしまいがちな蓮にとっては憧あこがれであり救いでもある。

「相変わらず髪の毛柔やわらかいねー蓮くんは」

　──とはいえさすがに行き過ぎな感は否いなめない。

「いや、そろそろやめようか」

「いいじゃない別に。私の方がお姉さんなんだから」

　普ふ段だんの生活態度を見るに全然そうは思えない。

「ひとつしか違わない。それに年齢のことを言うなら、僕はそもそも……」

「それはなし！　蓮れんくんは私よりひとつ下、それでいいの！」

　言葉は遮さえぎられ、髪の毛はぐちゃぐちゃになりつつあった。

「だったらせめて年上らしくしなよ」

「ふふん。朝の仕返しだもんねー」

　どうやら頭を揺ゆすったのを根に持っているようだ。

「……『お姉さん』なら子供じみた仕返しはやめなよ」

「よし、じゃあそろそろ学校行こっか！」

　水みず奈なは撫なでるのをやめて立ち上がった。

　蓮が制止したからではなく、たぶん単に満足しただけだろう。

「学校行って、市いち来きさんと話をして……それからみんなにも連絡しとかないと。今日はいろいろ大変だ。張り切っていかなきゃね」

　寝起きの悪さからは想像もできない活発さに、思わず苦笑した。

　とはいえ確かに、少し忙しくなりそうだ。

　バッグを抱かかえて立ち上がりながら、蓮は自分がすべきことを頭の中で整理し始めた。
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　鍛か冶じ目め山やま市立雉き子じ野の中学は、生徒数六百人強の学校である。

　公立であり、雉子野町に生まれ育った子供たちは半分以上がこの中学に進学し、ここから思い思いの高校へと進学していく。一学年につき六から七クラスあり、クラスの人数は三十人から三十五人程度。近きん隣りんの中学校では規模の大きい方に分類される。

　市来柊ひいらぎはその二年一組に所属していた。

　校風はごく普ふ通つうと言っていいだろう。北の隣となり町まちにある私立皖かん西ぜい門もんのようなお金持ち専門のエスカレーター式学校とは違って厳しい校風も持たず、南の隣町にある国立大付属のような、成績の上下で生徒の扱あつかいが変わるといった独特の制度もない。

　学区内に生まれた子供たちがまとめて通わされる、良くも悪くもごく普通の公立中学校──だからこそ、勉学に身を入れるか怠なまけるかで、その後の人生が大きく変わる。

　柊は親にしつこいくらいそう言われていた。親のお説教を鬱うつ陶とうしいという気持ちはあれど、それは「わかりきったことをくどくど繰り返さないで欲しい」という思いからであって、自分自身も同じように考えていた。一定以上の大学へ行くためにはまず進学校に合格する必要がある。そのためにはこの中学で怠けている訳にはいかない。

　友達はほとんどいない。というよりも、普ふ段だんクラスメイトたちとわいわい話をする習慣を柊は持っていない。会話は必要最低限で、無む闇やみに愛想笑いを浮かべたりもしない代わりに無む駄だな敵意を振りまくこともなかった。だから、嫌きらわれたり疎うとまれたりしてはいないと思う。

　よく言えば、誰だれからも「市いち来きさん？　よく知らないけどいい人なんじゃない？」などと評されるようなタイプだろう。つまり、悪く言えば空気。

　その日──柊ひいらぎは登校するか休むか、かなりぎりぎりまで悩んだ。

　友達が少なく空気に等しい自分が学校を休んだところでクラスメイトたちは誰も心配しないし、不ふ審しんがったりもしないだろう。季節外れの風邪かぜなのかな、と思われて終わりだ。だから何日かそうしておけばほとぼりが冷めるかもしれないと考えた。

　けれどそれはやはり、事態の引き伸ばしにしかならない。

　休んでいても事態はまったく解決しない。昨夜塾からの帰り道に見たあれ──異装を纏まとった彼女に柊が気付いてしまったのと同様に、彼女もまたこちらのことに気付いているだろう。ならば、そのほとぼりが冷めることなどあり得ないのだ。

　むしろ学校を休む方が危険かもしれない。

　向こうが昨夜のことを追及する気でいるなら、接触は避さけられないのなら、人の多い学校の方がまだましだった。家にまで来られれば逃げ場がなくなってしまう。

　だから行くことにした。学校に行って、話をつけなければならない。

　あの不可思議な魔ま法ほうのような現象はなんなのか、彼女はいったい何者であるのか、気にならないかと言われれば噓うそになる。が、正直なところ、身の危険を冒おかしてまで知りたくはなかった。そもそも関わるつもりが一切ないことと誰にも言う気はないことを説明してわかってくれれば、放置してもらえるかしれない。というよりは、それに賭かけるしかない。

　七時四十五分。早くも遅くもない時間に登校し、教室へと入る。いつものように鞄かばんをロッカーに入れ、席につき、一限めに控ひかえた数学の教科書とノートを机に広げる。予習をする振りをしながら、相手が登校してくるのを待った。

　態度や振る舞いはいつもと同じ。柊に違和感を持っている生徒はいないだろう。それなのに心臓だけがばくばくと煩うるさく、緊きん張ちようと恐きよう怖ふで今にも叫びだしてしまいそうだった。

　馬鹿みたいに騒ぐ男子たちも、かしましい女子たちの会話も、耳に入らない。気になるのは教室の扉とびらと、いずれやってくるであろうあの娘の姿。

　やがて──永遠とも思える時が過ぎて、八時十五分。

「おっはよー」

　快活そうな、それでいてどこかのんびりとした口調の挨あい拶さつとともに。

　咲さき森もり水みず奈なが、教室へと入ってきた。

　柊は緊張のあまり呼吸を忘れる。

　──不自然な態度を取らないようにしなきゃ。

　視線を向けることはせず、あくまで教科書を眺ながめる振りをして視界の片かた隅すみにだけ捉とらえ、一方で聞き耳をたてようと神経を集中させた。

　彼女はいつもそうしているように、仲のいいグループの輪へと入っていく。

「おはよ、水みず奈な」

「おはよ、りょうちん」

　そのグループの中心的存在である妹尾せのお了りよう子こが、笑って水奈を迎えた。

「おっすー」

「ともちゃん、おっすー！」

　ぱちん。

　水奈とともに賑にぎやかし役を務める鏑かぶら木ぎ友とも美みがハイタッチを誘さそい、水奈が受ける。

「や」

　本の虫なことで有名な笹ささ川かわ冷れい菓かが、ハードカバーから目を離さずに片手だけを挙げた。

「アイちゃんおはよ。今日はなに読んでるの？」

「シルヴィア・プラス」

「おおー。尋きいといてなんだけどごめん全然わかんない！」

　楽しそうな彼女たちの様子を盗み見しながら、柊ひいらぎは苛いら立だちを覚えた。

　咲さき森もり水奈は何故なぜ、いつもと変わらず笑えているのだろう。

　昨夜のあれはインディーズ映画の撮さつ影えいなどでは断じてなかった。実際にこの目で見た今でも半信半疑なほどに現実離れした、この世のものではない殺し合いだった。あんなことをしておいて一夜明ければ平和な日常生活だなんて、頭がおかしいのではないか。目もく撃げきした私はほとんど眠れず勉強も手に付かず、今はこうして生きた心地がしていないのに。

　グループの面々は水奈があんなことをしていると知っているのだろうか。知っているのならばおぞましいし、知らないのならば理り不ふ尽じんだ。お前たちが仲良くしている少女は、普ふ通つうではない力を持った化け物なのだと教えてやりたい。

　けれど一方で、頭の芯しんの冷静な部分では、違う、とも思っていた。

　今感じている苛立ちは、咲森水奈が魔ま法ほうのような力を使う化け物であることそのものからきているのではない。何故なら柊はこの気持ちを、今日だけではなく昨日も一昨日おとといも──それよりずっと前から心の奥おく底そこで抱いだいていたのだから。

　今までは無意識だったのが、水奈の正体を知ったことで表面化したに過ぎない。

　柊は、彼女たちが羨うらやましかった。

　だから腹が立つ。だから苛いら々いらする。

　水奈は悩みなどないといった調子で、笹川冷菓に話し掛けている。

「ね、アイちゃん。その本、私が読んでもわかる？」

「読み終ったら貸してもいいよ。詩集だけど」

「むむ、詩集かー……」

「ははは、みずなんには詩で感動するような芸術的センスはないと思うな」

　鏑木友美がそれを茶ちや化かし、

「なにそれ。ともちゃんだってないくせに！」

「そうね。水みず奈なも友とも美みも疎うといでしょうね」

　妹尾せのお了りよう子こが更さらに加わる。

「あ、りょうちん、その言い方はあれだよ。私にはわかりますよってあれだよ！」

「自じ慢まんか了子！　この野や郎ろう！」

「事実よ。ね、冷れい菓か」

「うん、了子ちゃんはけっこう好きだと思う」

「ぐぬぬ、アイちゃんまでも……どうしましょうかみずなん二等兵！」

「ともちゃん兵長、正直私は兵長を見捨ててあっち側に加わりたいであります」

「ひどい！」

　そうして和わ気き藹あい々あいと、かしましく続いていく会話。

　眩まぶしかった。

　どうして彼女たちはあんなふうに笑えるのだろう。

　あんなふうに日々を楽しめるのだろう。

　自分は惨みじめだ。特に趣味もなく、ただ黙もく々もくと勉強だけをこなし、面白みのない人生を送っている。友達付き合いだって、本当はしたい。ただ、あんなふうに話を広げることもできないし、なにより共通の話題がない。たとえば芸能人やテレビ番組にも今ひとつ興味を持てないし、ゲームや漫まん画がやアニメにも疎かった。勉強のことくらいしか話すことがないから、きっと深く関わればつまらない人間というのがバレて嫌きらわれてしまうだろう。

　事務的な会話を交わす程度に付き合いを抑おさえているのは、単にボロが出ずに済むからだ。

　自覚した瞬しゆん間かん、惨めな気分になる。同時に、こんなくだらない私なんてどうなってもいいやと考え、皮肉にも気が楽になった。

　もし口くち封ふうじのため殺されることになったとしても、どうせ誰だれも気に留めないしすぐに忘れられる。むしろこの先の人生、高校に進学しても大学に行っても同じような思いを味わい続けることになるのだから、死んで苦しみから解放されると考えれば救いですらある。

　その理り屈くつが自じ暴ぼう自じ棄きの産物であることにすら気付かず、柊ひいらぎは唇くちびるの端はしだけで歪いびつに笑む。

　そうして──柊の心中を知ってか知らずか。

　咲さき森もり水奈は、ついに友達との会話を切り上げる。

「ね、市いち来きさん」

　さりげなく集団を離れ、とことこと歩いてきて、柊の机の前に立ち止まり、

「放課後、ちょっと時間いいかな？」

　人なつこい笑みで言った。

　予想していたよりもずっとストレートな誘さそいだった。

　放課後というのが気になる。もし口封じに殺す気であれば、当然ながら昼休みよりも放課後の方が足が付きにくい。まあでも、構うものか。

「……いいわ」

　どうにでもなれ、という気持ちだった。

　今日逃げても明日以降ずっと逃げ続けられるはずもないのだ。抵てい抗こうする意志もない。言われたことに従おうと思った。黙だまっていろというなら黙っておく。忘れろというなら忘れる。死んでもらうというのならせめて苦しまずにやってもらおう。

　頷うなずくと水みず奈なは表情を明るくさせた。

「ありがとう！　大だい丈じよう夫ぶだよ、心配することないからね」

「……そう」

　本心から言っているのか、油断させるための噓うそなのか、柊ひいらぎにはわからなかった。

　ただ──もう緊張しなくても済む。俯うつむき、机の上に広げられた教科書とノートを覗のぞき込んだ。少なくとも今日の授業には集中できそうだった。
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　咲さき森もり水奈にとって市いち来き柊は『さほど親しくないクラスメイト』になる。

　たぶん、クラスの誰だれにとってもそうだろう。

　二年生で一いつ緒しよの学級になってからひと月半ほど、彼女が特定のグループに所属しているのを見たことがない。だからといって別に嫌きらわれている訳でもなく、壁かべを作っているという風でもないのが特異といえば特異だった。自分から歩み寄って親しくする気がない、というか。

　クラスの行事には普ふ通つうに参加するし、頼みごとをされれば断らない。成績もよくて真ま面じ目めなので、よく他の生徒に宿題を写させてくれと言われている。そうした場合には嫌いやな顔ひとつせず、薄い笑顔さえ浮かべて見せてあげていた。こうしたタイプは得てして、素行のよくない輩やからからからかわれたり体ていよく利用されたりするものだが、幸いにして水奈たちのクラスにはそういう集団がおらず、被害には遭あわずに済んでいる。もっとも──仮にいたとしても、市来が陰かげ口ぐちを叩たたかれ嘲あざ笑わらわれているところは今ひとつ想像できない。

　どこか毅き然ぜんとした感じがあるからかな、と水奈は思っている。

　いつも勉強ばかりしているが厭いや味みはなく、あまり他人と関わろうとしないが接してみれば穏おだやかな人ひと柄がらで、ひとりでいることが多いが殊こと更さらに暗い雰ふん囲い気きを纏まとっている訳でもない。機会があれば仲良くなりたいなと思う子は多いはずで、水奈自身もそのひとりだった。

　六限の授業をこなし、清せい掃そうとホームルームを終えて、午後四時。

　水奈は朝に告げた通り、市来柊を誘さそって一緒に校門を出た。

　ふたりとも部活には入っていないから時間を合わせるのは容易たやすかった。公立には珍しく、雉き子じ野の中学は部活動が強制ではないのだ。

　蓮れんやその他の仲間たちとは既すでに連絡を取り合い、手はずは整えてある。あとは水みず奈なが柊ひいらぎを連れて行くだけだった。とはいえ──当人にしてみれば、行き先も告げずにというのはさぞ不安だろう。まずはそれを取り除いてやらなければならない。

　五分ほど歩いたところで、水奈は隣となりを歩く柊に言った。

「あの、ごめんね、市いち来きさん。……戸と惑まどってるよね？」

　柊は一いつ瞬しゆんだけ身を強こわ張ばらせたように見えた。

　が、すぐに息を吐はき、

「正直に言うと、そうね。私にはあなたの目的もわからないもの」

「うん、だよね……」

　申し訳なく思う。学校内で詳くわしく説明する訳にはいかなかった。

　相手は右も左も、なにもわかっていない。それこそ、水奈がなにを考えているのかすらも。

　下手へたをすれば、得体の知れない力を使う化け物であるクラスメイトの正体を知ってしまったことで、今から路地裏にでも連れて行かれて口くち封ふうじのために殺されようとしているのではないか──などと考えられている可能性だってあるのだ。

　周囲を見渡す。人通りはそこそこあるにせよ、だからこそ自分たちに気を払う者はいない。同じ学校の生徒ももうほとんどいなかった。

　少し抽ちゆう象しよう的にでも、最低限の説明をしておこう。

「えっと、まずは……私は、市来さんに危害を加えたりはしないよ。それは約束する。市来さんには今から何人かの子たちと会ってもらうんだけど、全員、私のお友達なんだ。その子たちも私と同じ。市来さんを悪いようには絶対にしない」

　安心してもらえるだろうか、と顔を覗のぞき込む。

「そう」

　曖あい昧まいな頷うなずきが返ってきた。

　とても信じられない、というふうでもないが、いい感かん触しよくでもない。

「んーとさ……それで、昨日のあれ、どう思った？」

　だから話題を少しだけ変えてみる。

「びっくりしたよね。あんなコスプレみたいな格好に……それから、その」

　装しよう束ぞくだけならば、それこそ『私実はアイドルが大好きでして』とか恥ずかしい噓うそひとつで済む話だ。けれど、自分たちは魔ま法ほうを使った。水すい晶しようの階段でビルの高さから下りてきたり、中空から盾たてや銃じゆうを出したり。これはさすがに『手品です』などでは通じない。

　少しの沈ちん黙もくがあった。

　柊が顔を上げ、思い切ったように問うてくる。

「……あれ、いったいなんなの？」

　答える代わりに、水奈は立ち止まった。

　上を向き、空に視線を遣つかって、言う。

「今日、晴れたねー」

「え……？」

「私の髪の毛ね、朝、湿しつ気けが多いと爆ばく発はつしちゃうんだ。で、今日は酷ひどかったの。蓮れんくんからは『絶対雨が降る』って言われてて。だから傘かさ持ってきたんだけど、外れだったな」

「咲さき森もりさん……？」

「あ、蓮くんっていうのはね、私の幼おさな馴な染じみ。訳あって今、うちで暮らしてるんだ。同じ学校だよ？　一年生。早さわ良ら坂ざか蓮って知ってるかな？　知らないか」

　柊ひいらぎがますます怪け訝げんな顔をする。

　構わず、続けた──流れるように、本題へと。

「ねえ、市来さん。上、向いてみて」

　空を指差す。

　よく晴れた午後四時の空。

「なにが見える？」

　水みず奈なの、そして柊の視線の先にあるもの。

「月、だけど」

　そこには円い月がひとつ、ぽつりと浮かんでいる。

「うん、月だよね」

　昼間らしく空の色を反射した、蒼あおい月。

　けれど。

「……でもね、市来さん。今日は満月の日じゃないし、月が出てるのは北なんだよ」

「え……」

　事実を告げると、市来柊はきょとんとした。

「どういうこと」

「ほら、これ」

　携帯を取り出して月げつ齢れいカレンダーのアプリを起動し、柊の目の前にかざしてやる。次の満月は十日後。仮に夜になって月が昇のぼったとしても、三日月だ。

「え。……え？」

　怪訝な顔は困こん惑わくに変わった。空にある月とカレンダーとを何度も代わりばんこに見る。

「あの円い月みたいなものはね、形を変えることなくずっとあの位置にあるの。朝も、昼間も、夜も、一年を通してずっと。ねえ、市来さんは気付いてなかった？　あの月……昨日もあったんだよ。今日と変わらない満月で、空に浮かんでたんだよ」

　柊がはっとする。たぶん見えていたのだろう。

　昨夜、水奈がビルから飛び降りてきたのに反応して空を見上げた時──一いつ緒しよに。

「普通の人はあの月みたいなもののことを気にもしない。何故なぜなら見えていないから。あの月が見えるってことは……私と市いち来きさんは、同じってことなんだ」

「月じゃ、ない？　あれが……？」

　だったらなんなの、と。

　こちらを向いて無言で問うてくる柊ひいらぎに、水みず奈なは言った。

「あれは、この世界とずれた場所にあるもの。この世界とずれた人間にしか認識できない、この世界とは別の理り屈くつで成り立ってる世界なの」

　頭がおかしいと思われるかもしれない。

　実際、常識に外れたことだろう。

　けれど、少しくらいそう思われた方が逆に納得してもらえるのではないかと思った。どうせこの先、彼女には、もっとおかしなことを体験してもらう必要があるのだから。

　そして──今見せているあの『偽にせ物ものの月』は、その『もっとおかしなこと』がこの世界にもたらされている、すべての原因でもあるのだ。

　形状と外見は、確かに月によく似ている。

　けれど本当は、もっと別の呼び名があった。




「別の世界……？」

「うん。私たちはあれを、魔ま法ほうの国、って呼んでる」
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　鍛か冶じ目め山やま市中心部からやや外れた場所に、その雑居ビルはあった。

　雉き子じ野の中学校から徒歩十五分、私立皖かん西ぜい門もん学園からはバスで二十分、国立大付属中からはバスで十分の距離。寂さびれている訳ではないが街中というほどでもない、国道沿いの一画である。

　四階建てで、築十年。一階がコンビニ、二階がレンタルサーバー会社のオフィス、四階が英会話教室として使われているが、三階は空きテナントとなっている。
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　市いち来き柊ひいらぎが咲さき森もり水みず奈なに案内されたのは、空いているというその三階だった。

　女子中学生ふたりが狭せまくて薄暗い雑居ビルの階段を上るのは違和感がある。が、最上階の英会話教室のお陰かげか、すれ違った大人たちにも特に怪あやしまれていないようだ。

「元はねー、探たん偵てい事務所だったんだって。でもテナント料払えなくて夜逃げしちゃったみたい。家具も半分くらいはそのままで、いかにもなやつがたくさん残ってるよ」

　と、楽しげな調子で水奈は笑う。

　確かに──磨すりガラスの嵌はめられたアルミドアには怪しげな雰ふん囲い気きがある一方で、秘密基地めいた趣おもむきがある。とはいえ柊にとってはわくわくするよりも不安の方が先立った。

　この先になにが待っているのかによって、自分の命運が決まろうとしているのだ。けれど、引き返して逃げることはもうできない。緊張で足が震ふるえた。

　そんな柊の心中を察しているのかいないのか、水奈の態度は依い然ぜんとして明るい。

「こんちはー」

　ノブを回して鍵かぎがかかっていないことを確認すると、ドアを開けた。

　まず目に入ったのは狭い廊ろう下か。

　左側には別室へと繫つながる扉とびらがあって、右側には間仕切りされた給湯室。

「こっちは仮眠室ね。給湯室はキッチンにもなってるから簡単なお料理作れるんだ」

　まるで自分の家を案内するかのように説明をしてくる。

　廊下を進むと、大部屋があった。

　大部屋の正面奥おくには窓を背にして木製のデスクが据すえられていた。パソコンが一台乗っている。机の前には応接用のテーブルと、ひとりがけのソファがふたつ並んで左右向かい合わせに合計四つ。デスクの右横には安っぽいスチール棚たなが鎮ちん座ざしていて、書類の代わりに文庫本や漫まん画が本などが入れられているようだ。パーテーションで区切られた左側は、磨りガラス越しにうっすらと見る限り、どうやら長なが椅い子すにテレビなどが置かれているらしい。

　反対側、スチール棚だなの横にあるドアへ目を遣やると、すかさず解説が入る。

「そっちは洗面所ね。トイレもこの奥おく。シャワー室もあるんだよー」

「……凄すごいわね」

　確かに、いかにも元探たん偵てい事務所といった風ふ情ぜいだった。

　ただ、窓にはひらひらしたカーテンが取り付けられていたし、ソファにもフリルのついたカバーがかかっている。テーブルの上にはウサギのぬいぐるみなども置かれていて、なんというか、ハードボイルドの無骨さと女の子らしさがちぐはぐに入り混じって変な感じだ。

「市いち来きさん、そこのソファに座って？」

　促うながされ、言われるままに腰掛けた。

　しかし、それにしても──この部屋の妙みような空気のせいで、今から自分がどんな扱あつかいを受けるのかがまったく想像できなくなってしまう。なんだか毒気を抜ぬかれた気分になった。

「あの、咲さき森もりさん。その……」

　いったいどういうつもりなの。

　問いかけたのと同時。

　かちゃり──と。

　事務所の出入り口付近から陶とう磁じ器きの擦こすれる音がして、柊ひいらぎは言葉を止める。

　視線を遣ると、給湯室に人ひと影かげ。

　次いで、更さらに。

「ん……、来たな」

　反対側の奥、パーテーションで区切られた休きゆう憩けい室しつからも声と、起きあがる気配。

　──他にも人がいたのか。

　それも、ふたり。

　予想できたことではある。入る時、鍵かぎはかかっていなかった。

　柊の身がさすがに堅かたくなった。心臓が早はや鐘がねを打ち始める。水みず奈なの案内した事務所にいるということは、つまりこの人たちも──。

　まずは給湯室から、ひとりめが現れた。

　自分と同じ年とし頃ごろの少女だった。ゆるめに縛しばったふたつお下さげに、つぶらな目。瘦やせ気味の手足がすらりとしたモデル体型だが、どこかおどおどとした態度のせいで貧弱さの方が強い。

　隣となり町まちの──国立大付属の制服を着ていた。

　お盆ぼんに湯ゆ吞のみを四つ乗せ、こちらへと歩いてくる。さっき音を鳴らしたのはこれか。

「あ、あの。これ、どうぞ」

　テーブルの上に置く仕草も、妙に気弱そうだ。

「おー。ありがと、舞ま衣い子こちゃん！」

　舞衣子と呼ばれた少女は、快活に礼を言う水奈に薄く笑んだ。

「この娘こ、茅かや島しま舞ま衣い子こちゃん。付属の二年生。私たちと同い年だよ」

「よ、よろしく、お願い……します。市いち来き、さん。ですよね」

　小さな声でどもりがちに、顔を赤くしながらの一礼だった。

「ったく、舞衣子。お前、もう少し堂々としろよ」

　背後の気配がそれに文句を言うように、苛いら立だった声をあげる。

　柊ひいらぎが振り返った視線の先には、これも同年代の少女。

　ぶっきらぼうな態度は、男おとこ勝まさりというべきか素行が悪そうというべきか。つんつんした跳はね気味の髪をぞんざいに手て櫛ぐしで整えながら、応接間から出てくる。

　茅島舞衣子と同じ付属の制服だったが、きっちり着込んだ彼女と違ってこちらは盛大に崩くずしていた。まるで獣けもののように鋭するどい両目と相まって、粗そ暴ぼうな印象が強い。

「ご、ごめんなさい」

「だからいちいちびくびくしてんじゃねーって……」

　どうも、気弱そうな舞衣子とは正反対の性格らしい。文句をつけているところを見ると、仲もあまり良くはないのかもしれない。

「希き亜あちゃん、寝てたの？」

「ああ。お前ら遅いんだよ。もう四時半前だ。一時間近く待ったぞ」

「うち六時間めまであったもん。しょうがないじゃん」

「あー、そうかよ」

　眠そうに欠伸あくびしながら、ソファ──柊の斜ななめ向かいの席へ無ぶ遠えん慮りよに腰を降ろす。

「雨あま立だて希亜だ。歳はお前らと一緒」

　それが自分に向けられた自己紹介だとわかるまでに、三秒ほどかかった。

「どうも。私は……」

「市来柊だろ？　聞いてる。……って、座れよ。突っ立ってても仕方ないだろ」

「それもそっか」

「あ……うん」

　希亜に促うながされ、水みず奈なと舞衣子が揃そろってソファに座った。

　水奈が柊の隣となりに。舞衣子が希亜の隣に。腰掛けた後、舞衣子がテーブルの上にあったウサギのぬいぐるみを抱かかえて膝ひざの上に乗せる。この娘の持ち物だったのか。

「えっと……なにから話したもんかな」

　テーブルの上に置かれたお茶をそれぞれの前に移動させながら、水奈が切り出す。

「ここにいる私、希亜ちゃん、舞衣子ちゃん……それから、今日は都合が悪くて来られないんだけどあとふたり。私の仲間だよ」

「その……全員が？」

「うん」

　半信半疑の問いに、あっさりと返ってくる首しゆ肯こう。

「五人とも、私や昨日のあの娘こと同じ。魔ま法ほうを使う──『魔女ウイツチ』なんだ」

　咲さき森もり水みず奈なはそうして、柊ひいらぎにとっては信じ難い、けれど信じざるを得ない話を始めた。
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　なにから説明すればいいのか、どういうふうに説明しようか、道すがらずっとあれこれ考えていたが──仲間の顔を見たことで、水奈の懸け念ねんはどこかへ行ってしまった。

　あまり悩んでも仕方ない。

　思うがままに喋しやべればいっか。わかりにくかったらふたりがフォロー入れてくれるや、と。生来の楽天家な性格が出て、肩の力が抜ぬける。

　それが逆によかったのかもしれない。

　予想以上にすらすらと、言葉は出てきた。

「ここに来る時『偽にせ物ものの月』の話をしたよね？　私たちが『魔法の国』と呼んでいるもの。この世とは少しずれた場所にある、別の世界」

「……ええ」

　柊は生返事だった。さすがにまだ理解はできていないようだ。

　だが、理解せざるを得なくなる。

「あの月には、住人がいるんだ。『魔法の国』に住む、魔法の国の住人。どんな人たちなのかは……そうだね。本人に説明してもらおうか」

　これを見れば──絶対に。

　水奈は、茅かや島しま舞ま衣い子この抱だくぬいぐるみに視線を向けた。

　柊がつられて見るのと同時、

「あらあらあラ。もう動かない振りヲしなくてもいいのカしら？」

　どこか不自然な発音の声と、間の抜けてふざけたような口調で。

　ウサギのぬいぐるみが、片手を挙げて喋り始める。

「え……」

　きょとんする柊。

「あ、言っとくケど腹話術とカじゃないわヨ？　その証しよう拠こに、ほらネ」

　ぬいぐるみは舞衣子の手を離れ、自分からテーブルに立つ。

　くるりとターンを決めると恭うやうやしく一礼し、

「どうモどうも。私の名前は『エオストレ』」

　ぬいぐるみの顔で、器用にも口くちの端はしを歪ゆがめて笑った。

「う……そ」

　柊ひいらぎは信じられないものを見たという表情でたじろぐ。

「私は『魔ま法ほうの国』ノ住人なの。あの『偽にせ物ものの月』かラこっちの世界にやってきたッて訳。別に宇宙船に乗っテやってきたんじゃナいわよ？　私たちはあっちでは……あなたタちにわかりやすく言ウと、そうネ……物質としての肉体を持たない精神体ナの」

「身体からだがなくて、心だけの存在、って感じかな？」

　水みず奈なは少しだけ補足を入れる。

「そうネ。だかラ心だけの私たちハ、基本的にはこの世界ニ干かん渉しようできない。干渉スるためには、物質としての肉体が必要になルの。つマりは容れ物。別の言イ方をスるなら依り代。私の場合ハ、このウサちゃンのぬいぐるみってワケ。……理解できるカしら？」

　呆ぼう然ぜんとする柊から、返事はない。

「……あんまヨクわかってないみたいネ」

「ま、そりゃそうだ」

　まどろっこしかったのだろうか、希き亜あが溜ため息いきをひとつ吐つき、

「つまりこいつは異世界生物なんだよ。でもって……普ふ通つうの人間は誰だれも気付いてないが、この街にはこいつらみたいな『魔法の国の住人』がたくさんやって来てる。偽物の月から地球へ降りてきては、ぬいぐるみだの動物だの人間だのに憑ひよう依いして、ちまちま活動してるんだ。……こっちの世界に、ある目的があってな」

　ウサギのぬいぐるみを見下ろし、忌いま々いましげに顔をしかめる希亜。

「言え、エオストレ」

　ぬいぐるみ──エオストレは、首を少し傾かたむけて悲しそうな仕草をした。

「私たちノ国を統治していた女王サマが、死んでしまったのヨ」

　そう。

　それがそもそもの始まりであり、原因であるのだ。

「女王さまハ死んだ時、御おん身みの『器』ヲばらばらに四散させてしまったノ。ソの『器の欠片かけら』たちは、厄やつ介かいなコとに……『魔法の国』ではなイ別の世界、つマりはこの星に落チていっテしまっタわ。具体的にハ、この辺り一帯に生まれた、女の子たちの身体の中へト」

「それが、私たち」

　水奈は言った。

「私や、舞ま衣い子こちゃんや、希亜ちゃんや……それに市いち来きさん、あなたもそうなの」

「私、も……私が？」

　訳がわからないとばかりに眉まゆをしかめる柊。

　ああ、と。ぶっきらぼうに頷うなずいたのは希亜だった。

「『女王の器の欠片』を身体の裡うちに宿した娘こは、魔ま力りよくを得る。そうして魔力を得た奴やつは、魔力によって引き起こされる事象を視認することができるようになる。お前には魔法が見えたんだろ？　あの偽にせ物ものの月が見えるんだろ？　今このテーブルの上で、ぬいぐるみがふざけた態度を取ってるのが見えてるんだろ？　……だったらつまりは、そういうことだ」

　と、彼女はそこまで喋しやべって投げっぱなしに黙だまり込んでしまう。

「あー、えっとね……」

　水みず奈なは溜ため息いきを吐ついた。

　希き亜あの言葉はまとまっていてわかりやすいのだが、いかんせん最後まできっちり面めん倒どうを見てくれる気があまりないようだ。仕方ない。自分がやらなければ。

「鍛か冶じ目め山やま市周辺に住む女の子たちの中に、数は少ないけど『女王の器の欠片かけら』が宿ってる子たちがいるの。そういう『器の欠片』が宿ってる子には、同時に『魔ま力りよく』が備わる。魔力、っていうのはまあ、不思議な力と考えておけばいいかな？　私たちの世界には存在しないエネルギー。『魔ま法ほうの国』はね、この魔力をすべての源として成り立ってるんだって。……ま、私たちも行ったことないんだけどさ」

　そもそも器の欠片を持っているだけでは、魔法の国へ行けはしない。

「話を戻もどすね。……『女王の器の欠片』を宿した女の子たちには魔力がある。そうして『魔法の国』の住人たちは、魔力を持った女の子、つまり『女王の器の欠片』を探している」

「探して、どうするの……？」

　柊ひいらぎのそれは困こん惑わくによるものではなく、確認のために発せられた問いのように思えた。

　彼女は少しずつ理解し始めたようだ。

　故ゆえに水奈は、姿勢をただして頷うなずく。

「契約するのよ」

　水奈たちと同じように『女王の器の欠片』を宿した柊はしかし、未いまだ魔女ウイツチにはなっていないし、魔法も使えない。ただ見えるだけだ。

　その差はつまり『魔法の国』の住人と出会い、契りを交わしているかどうか。

「『魔法の国の住人』は、『器の欠片』を持った女の子と契約して、その人の『体現者マスコツト』となる。そうして体現者マスコツトと繫つながった女の子たちは、魔法が使えるようになる。見えるだけじゃなく、自分でも使えるように、ね。装しよう束ぞくを身に纏まとい、常人離れした力を身に付け、固有の武器で奇き跡せきを起こす……『魔女ウイツチ』になるの」

　ウサギのぬいぐるみであるエオストレもそう。

　こいつは、茅かや島しま舞ま衣い子この体現者マスコツトなのだ。

「それじゃあ、私は……」

「市いち来きさんはまだ体現者マスコツトと出会ってなくて契約もしてない、ってことになるかな。珍しいケースなんだよ？　未契約の『器の欠片』はもう、あんまり残ってないみたい」

「女王サマが亡くなったのハ、こノ世界の時間で言うト、十五年くラい前カしらね」

　エオストレが手をひょこひょこ動かしながら、金属質な発音で補足を始める。

「それとホぼ同時に、私タちは『魔ま法ほうの国』カラこっちへと降りテきたわ。でモ、足が速い人もいレば遅い人もいるでショ？　せっカチさんモいればノンびりさんもいルのね。だカら個人差が出てキチゃって……早い人ハそれこそ十五年前からコノ世界にやってキてるけど、ツい最近ようヤく来たって人もイるみたい。辿たどり着いタら着いタで、依より代しろが不便ナモのだったら移動にも難なん儀ぎスるし、自分と相性ノいい『器の欠片かけら』と出会エルかどうかっテ運もあるし。上手うまくいカなイことも多イみたい。……あなたもキッと、そうシて見み逃のがされてきたクチね」

　彼女は──エオストレは女なのだ──笑った。

　ぬいぐるみと視線を交差させた柊ひいらぎは、顔を俯うつむける。

　十秒ほどだろうか。なにごとかを考え込んでから顔を上げ、

「あなたたちの話はだいたい理解できたわ。実際にいろいろ見せられた後だし……そういう理り屈くつなんだって納得することにする。でも、わからないことがあるの」

　率直な口調で、尋きいてきた。

「『魔法の国』の住人たちは、あなたたちみたいな娘こを魔女ウイツチにして、なにがしたいの？」

　水みず奈なは密ひそかに息を吐く。

　成績がいい子なのは知っていた。だから飲み込みは早いだろうと思っていた。

　そんな彼女は、これから水奈が話をしようとしていた部分へと先んじて踏ふみ込んできたのだ。つまりは最も気まずくて、最も話しづらい部分に。

　言葉を迷っていると、希き亜あが苦々しげに吐はき捨てた。

「『魔法の国』の住人ども……体現者マスコツトの大部分は、同じ目的の元で動いてる。このエオストレも元々は、そのつもりでこっちに来た」

「デモ、今ハ違うわヨ。私はあなたタチと一いつ緒しよにイル方が楽しイもの」

「わかってるよ。いいか、市いち来き。こっから先が本題だ。よく聞け」

「希亜ちゃん、私が言うよ」

　水奈は首を振って希亜を制した。

　柊は自分のクラスメイトなのだ。偶ぐう然ぜんとはいえ巻き込んだのも自分。

　だったらこれは、水奈が告げなければならない。

「体現者マスコツトたちの目的は、『魔法の国』に再び女王さまを誕生させること。散らばった『女王の器の欠片』をひとつに集めて、とっても強い魔ま力りよくを持った人を作り上げること。そうしてその新しい女王さまを『魔法の国』に連れて帰ることなの。魔女ウイツチたちはこれを『女王のための統合戦争』って呼んでる。……つまり、身みも蓋ふたもない言い方をするとね」

　柊は察したのか、青ざめた。

　水奈はそれでも念を押すように、言葉にする──。

「魔女ウイツチ同士の、殺し合いだよ」

「え……」

　物ぶつ騒そうな単語に、柊ひいらぎの表情が凍こおった。

「もちろん、それを望んでない魔女ウイツチたちもいるよ。少なくとも私たちがそう。だって、おかしいよね？　違う世界の……『魔ま法ほうの国』の女王さまが亡くなったっていうのは悲しいことだと思うけど、その代わりを作るために私たちが殺し合わなきゃいけないなんて、幾いくらなんでも勝手すぎるよ。それに、私たちは好きで『器の欠片かけら』なんかを宿した訳じゃない」

　この運命を突つき付けられた時、恐おそらく大多数の女の子たちが最初はそう考えるはずだ。変な力をいきなり与えられてさあ殺し合え、なんて、理り不ふ尽じんにもほどがある。

　けれど実際のところ『器の欠片』を宿した少女はみな体現者マスコツトと契約して魔女ウイツチになる道を選ぶし、魔女ウイツチになった者たちの多くは『女王のための統合戦争』に関わることとなる。

「望んでない魔女ウイツチたちもいる、ってことは、望む人たちもいるのね」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、柊が呟つぶやいた。

「うん。むしろ今は、殺し合いが起きるのは仕方ないって思う方が多数派になっちゃってる」

　昨夜出会った四し十じ万ま薫かおるもそうだった。

　まるで当たり前のように、魔女ウイツチ同士は戦わなければならないと主張していた。

　希き亜あがお茶をひと口飲み、苦々しげに言った。

「体現者マスコツトと契ちぎりを交わして魔女ウイツチになると、固有の魔法が使えるようになる。そして魔法は、普ふ通つうの人には決して見えない力だ。つまり、手に入れた奴やつは絶対に魅入られる」

　欲しいものがあれば、店から堂々と盗み出すことができる。

　憎にくい相手がいれば、白昼堂々痛めつけることも、殺すことだって余よ裕ゆう。

　そもそも魔法のほとんどは超常的な結果を引き起こすものだから、使うだけで子供の火遊びじみた──本能的な楽しさを喚かん起きする。これほど甘美な誘ゆう惑わくはないだろう。

　つまり魔法とは、悪いことをするにはとんでもなく便利な奇跡の力なのだ。

　希亜は説明を再開する。

「ま、ひとりひとりが勝手に魅み入いられてる分にはまだよかった。でもそのうち……魅入られた奴らの中に何人か、ネジが外れちまったのが出てきた。この力を独ひとり占じめしたい、この力を持つ者同士で殺し合ってみたい──でもって、魔法の国の女王になりたい、ってな」

　それに続いて、水みず奈なが。

「統合戦争を勝ち抜ぬいて『器の欠片』を全部集めると……つまり最後のひとりまで勝ち抜くと、その魔女ウイツチは『魔法の国』の女王になれるんだ。『魔法の国』がどんなところなのかは知らないけど、ひとつの世界の女王さまとして即そく位いできるってことは、神さまみたいになれるってことと同じだから──その考えに魅み力りよくを感じちゃったごく一部の人たちが、自分から進んで魔女ウイツチを狩かり始めた。そしたら、あとはどうなるかわかるよね？」

　柊は青ざめた顔で小さく頷うなずいた。

　一度バランスが崩くずれれば、あとはエスカレート。果てのない殺し合いが是ぜ認にんされる。

「ひとりが戦いを仕掛けると、他の人も抵てい抗こうしなきゃいけない。戦いが起こったことが伝わると、みんな疑ぎ心しん暗あん鬼きになっちゃう。参加するつもりがない人たちだって自衛のために戦い始める。他の魔女ウイツチが自分を狙ねらってるかもしれないって思うと、殺されたくないから先に仕掛けて殺してしまえなんて考え始めちゃう。そういうことが続いて続いて重なって重なって、戦うのが当たり前だっていう空気ができちゃったんだ……いつの間にか」

　昨夜の魔女ウイツチ──四し十じ万ま薫かおるだって、別に女王になりたい訳ではないはずだ。

　ただ、相手が魔女ウイツチであれば自分を標的にしてくるかもしれないから、仕掛ける分には容よう赦しやをしない。逃がしてしまえば闇やみ討うちされかねないから、戦いに際してはしつこく付きまとう。

　どんな平和的な態度を取っていても演技かもしれない。戦う意志を見せないのも油断したところを後ろから斬きり付けるつもりだからかもしれない。だから相手のことを信じない。さっさと仕掛けた方が安全で、戦うのが当たり前──。

「そう……なの」

　さすがに柊ひいらぎの気配が沈ちん鬱うつなものとなった。当然だろう。いきなり自分がバトルロイヤルの参加者になってしまったのだと教えられたのだから。

　重くなった空気の中、怖おず怖おずと声を発したのは舞ま衣い子こだった。

「あ、あの、お茶ちや請うけ。林りん檎ご、あるから……その、切りますね」

　やおら立ち上がり、給湯室へと歩いていく。大皿とボウル、果くだ物ものナイフを持ってすぐに戻もどってきた。そうしてスチール棚だなの脇わきに置かれてあった段ボールを、

「よいしょ」と、ソファまで引っ張ってくる。

「き、季節外れですけど……早く食べないと、傷んじゃうので」

「あーそっか、先週、耶や麻ま音ねさんがもらってきたんだっけ」

　ナイフを片手に林檎を剝むき始めた舞衣子に、水みず奈なは思わず微笑ほほえんだ。

　彼女なりに雰ふん囲い気きを和らげようとしてくれたのだろう。ありがたい。

　確かに、自分たちまで深刻な顔をしていては柊も不安がるばかりだ。

　軽く咳せき払ばらいし、努めて明るい表情と口調で説明を再開する。

「ま、でも、完全な無法状態って訳でもないんだよ。戦うのは当たり前って空気はもう蔓まん延えんしちゃってはいるけど……今は魔女ウイツチ同士がコミュニティを作ってて、それが抑よく止し力りよくになって、大きな争いは起きにくくなってるんだ」

　──実際、事態はそこまで絶望的でもないのだ。

　たとえば五人でバトルロイヤルを行うとする。

　そうするとルールを決めなくても、一対一対一対一対一の戦いにはならない。何人かが結けつ託たくして協力体制を作り、三対二だとか二対二対一だとか、集団同士の戦いとなる。

　つまり攻せめるにせよ守るにせよ、勝ち残り戦の最適解はまず負けないために群れることであり、鍛か冶じ目め山やま市の魔女ウイツチたちもまた同じように、群れを作っていた。

「魔女ウイツチたちのコミュニティは、大きく分けてふたつある」

　希き亜あが引き継いでくれたので、ついでとばかりにお茶を飲む。

　美味おいしかった。淹いれてくれた舞ま衣い子こに無言でありがとうと片目を瞑つむると、恥ずかしそうな微笑ほほえみが返ってくる。林りん檎ごを剝むく手は止まらない。彼女は家事全般が得意なのだった。

「ひとつは、縦の組織。ひとりのリーダーの元、統率と規律で動いてる。全部で二十人くらいって話だったかな？　名前を『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』──統率が取れてるってことでまともそうには見えるが、メンバー全員がリーダーに心しん酔すいしてて、そいつを女王にするためならなんでもやるらしい。はっきり言っていかれてんな。……まあ、もう一方もまともかと言われればまったくそんなことはないんだけどな。こっちはこっちで厄やつ介かいだ」

　自じ嘲ちよう気味な皮肉とともに、希亜は続けた。

「ふたつめは『夜の垣根の集いウイツカ』。横で繫がった組織だ。つまり具体的なリーダーがいない。そしてリーダーがいない分、規律が緩ゆるい。グループっていうよりネットワークに近いかもな。人数ははっきりしてないけど、全部で五十から七十人くらいはいるんじゃないかって話だ」

「……七十人も」

「実数は定かじゃないけどな。今こうしている間にも誰だれかが死んでるかもしれないし。ま、話を戻すとだ。この『夜の垣根の集いウイツカ』は、統率ってものがない。ふたりから五人程度の小集団──これを『垣根の巣カヴン』っていうんだが──メンバーにはその小集団を組ませた上で、最低限のルールだけを与えてあとは自由にやらせてる。『垣根の巣カヴン』同士が殺し合うことすらも禁じていない。徹底的な放任だな。だけど、放任することで逆に争いが起きにくくなってるとも言える。なにしろやりすぎたら自然と目立つから、出る杭くいが勝手に打たれていく。結果として大半の『垣根の巣カヴン』が、特にやり合うこともなく穏おだやかに暮らしてる有様さ」

「じゃあ、あなたたちは？」

　柊ひいらぎが訝いぶかしげな視線を希亜に向けていた。

　自身のこれからに関係していることだから気になるのだろう。

　水みず奈なは笑って、頷うなずいてみせた。

「私たちも、ここにいる三人と今は来てないふたりの合計五人で、ひとつの『垣根の巣カヴン』として『夜の垣根の集いウイツカ』に所属してる。……所属っていうよりも登録、って言った方がいいかもしれないね。私たちに、組織に対する帰属意識や忠誠心は全然ないから」

　むしろ、このシステムを利用してやろうというつもりですらある。

　もちろん、そこまでつっこんだことはまだ柊には言えないが。

「そのウィッカ、っていうのに、決まり事はあるの？」

「ほとんどないよ。逆にメリットの方が大きいかな……どこにも所属していない危なそうな魔女ウイツチの情報とかはもらえるから。つまり『夜の垣根の集いウイツカ』っていうのは、たくさんの魔女ウイツチのグループたちが『協力できる時は協力しましょうね、でも基本的には好きにやりましょうね』って感じで、ゆるーく繫つながってる組織なんだよ」

　昨夜出会った四し十じ万ま薫かおるも、恐おそらくはどこかの『垣根の巣カヴン』に所属する『夜の垣根の集いウイツカ』の一員である可能性が高い。それさえはっきりすれば交こう渉しよう次第では『垣根の巣カヴン』として牽けん制せいし、こちらを襲おそわせないようにすることもできるかもしれない。

　ともあれなんにせよ、柊ひいらぎはもう魔女ウイツチという存在と向き合わなければならない。今までと同じく、未契約な『女王の器の欠片かけら』でいるにせよ、それとも体現者マスコツトが現れて魔女ウイツチとなることを選ぶにせよ──現在のところは自分たちが手を打たなければ、いずれ他の魔女ウイツチから殺されてしまう。むしろ今日まで魔女ウイツチに接せつ触しよくせず生きてこられたのが奇き跡せきなのだ。

「現状は話した通り。全然整理できないかもしれないし信じられない部分も多いかもしれないけど、あなたがなにかの弾はずみで魔女ウイツチに狙ねらわれるかもしれないのは確かなの。でも、大だい丈じよう夫ぶだよ。私たちがあなたを守るから。私たちは全員──『女王のための統合戦争』なんて、参加したくないし、できるなら誰だれも殺したくないと思ってるんだよ」

　そこまで話して、水みず奈なは軽く息をついた。

　他になにか説明すべきことはあっただろうか。

　最低限でいい、と事前に言われてはいる。あまり情報を提示しすぎても混乱させてしまうだけだし、まず大事なのは、柊の恐きよう怖ふ感かんと不安感を取り除いてやること──それ以外は枝葉にすぎないし、それ以上を求めるのも今の段階では悪手だ。

　と──。

「……おい」

　希き亜あが呆あきれたような驚おどろいたような顔で、テーブルを凝ぎよう視ししていた。

　正確にはテーブルの上に置かれた大皿へ。

　水奈もつられて視線を向ける。

　向けて、思わず「あ」と声をあげた。

　大皿には、舞ま衣い子この切った林りん檎ご。Ｖ字に切り込みが入った皮を残した、つまりウサギさんだ。それ自体はとても器用で可愛かわいらしくて微笑ほほえましい。が、

「ちょっと、舞衣子ちゃん！」

「え……？」

　名を呼ばれた舞衣子は顔を上げ、

「あ。……あ！」

　ようやく自分のしたことに気付く。

　活いけ造づりが飾かざれそうなほどの大皿に、ウサギさんが文字通り山盛りとなっていた。

　その数──幾いくつだろう。

　盛られすぎていて見当も付かない。たぶん林檎換かん算さんで十個近いのではないか。

「あ、ご、ごめんなさいっ！」



　舞ま衣い子こは頰ほおを真っ赤にして果くだ物ものナイフをボウルに突つっ込み、俯うつむいた。ちなみにボウルに溜たまった芯しんと皮すら、もはや溢あふれそうだ。

「そ、その、私、いつもの……また……！」

「知ってる。またやらかしやがって」

　希き亜あが呆あきれ顔で眉まゆをしかめた。

　それは、舞衣子の癖くせだった。

　集中すると周まわりが見えなくなり、ひとつのことを際さい限げんなく延々としてしまう──という。

　たとえば野の良ら猫ねこを二時間近く撫なで続けたり、梱こん包ぽう用のプチプチを気付けば全部潰つぶしてしまっていたり、今みたいに林りん檎ごをエンドレスで剝むいたり。一年生の頃ころには、夏休みに出された数学のプリント束を一日でやり終えたことがあるらしい。

「どうすんだよこれ、ノルマどんだけなんだよ……」

　希亜の指し摘てき通り、山と積まれたウサギさんは食べても食べても減らなさそうだった。恐おそらく、もはや段ボールに残った林檎の方が少ない。

「ううう……ご、ごめんなさい……」

　しゅんとしてしまった舞衣子に、水みず奈なは思わず吹き出した。

「ぷ、あははは！　なにこれ凄すげい、ウサギさんたち組み体操状態だよ！」

「組み体操っていうかもう奴ど隷れい船せんに近いぞ……」

　希き亜あも呆れたのを通り越して半笑いになっていた。

「底の方のウサギ、絶対窒ちつ息そくしてる。……おいエオストレ、見てたんなら止めろよお前」

「あら。だっテ、舞ま衣い子こが楽しソうだったんだもノ。私ニは止めることなんてできナいワ」

「うっせえ、お前もこのウサギの群れに埋うめるぞ」

　しらっと答えるエオストレの首根っこを摑つかみ上げ、ふらふら揺ゆらす希亜。

「わ、私、頑がん張ばって食べるから……」

　申し訳なさそうな舞衣子だったが、さすがにウサギが山と積まれた光景がツボに入ったらしい。わずかに肩が震ふるえているのはたぶん笑いを堪こらえているせいだ。

「あはは、舞衣子ちゃんひとりじゃ無理でしょこれ！　みんなで頑張らないと」

　見れば、柊ひいらぎも林りん檎ごの山を見ながら、緩ゆるんだ口くち許もとを押さえていた。

　意図せずとはいえ、舞衣子のお陰かげで緊張が解けたようだ。

「ねえ、市いち来きさん」

　水みず奈なは隣となりに座った柊に向き直り、安心してもらいたいという思いを込めて笑った。

「とりあえずこの林檎、できるだけ減らしちゃわないといけないから……手伝ってくれる？」

「ええ」

　柊は楽しそうな笑顔を見せてくれた後、冗じよう談だんめかして言ってくれた。

「努力するわ」
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　和わ気き藹あい々あいとしているうちに、時刻は夕方の五時を回る。

　あまり長居させても悪いので、市来柊を家に帰そうということになった。同じ学校のクラスメイトである水奈が近くまで送り届ける役目を請うけ負おって、ふたりは事務所を辞す。

　そうして、階段を下りていく足音が聞こえなくなってから、ようやく──。

　仮眠室に潜ひそんですべての話を聞いていた早さわ良ら坂ざか蓮れんは、ドアを開けて事務所に顔を出した。

　ちなみに、蓮ひとりだけではない。一いつ緒しよに隠かくれていた仲間がもうひとりいる。

「ふう。息を殺してるのって、なかなか疲れるわね」

　関せき耶や麻ま音ね──蓮や水奈と同じ雉き子じ野の中学の三年生だ。

　片目にばっさりとかかった長い髪に、歳不相応なほど大人びた体つき。妙みようにおっとりした口調は、低血圧っぽくて気け怠だるい。

「あんたはこういうの苦手だもんな」

　一応は先せん輩ぱいであるが、蓮はあまり気を遣つかっていない。

「あら？　なあに、もう。お姉さんにそんな口利いちゃ、めっ、なのよ？」

　もっとも彼女は彼女で、蓮を完全に子供扱あつかいしているのだが。

「うるさい。肩を抱だかないでくれ頼むから」

　応接室へと歩きながら、くっ付いてくる耶や麻ま音ねを振りほどく。

「耶麻音も蓮れんも、ご苦労さん」

　ソファにふんぞり返った雨あま立だて希き亜あが手を挙げる。

「あ、私、お茶、淹いれてきますね」

　茅かや島しま舞ま衣い子こはお盆と湯ゆ吞のみを持って席を立った。

「ありがと。でも冷蔵庫の奴やつでいいわ。仮眠室暑かったし」

「そうか？　じゃあこのウサギどもをお前らも頑がん張ばれ」

　テーブルの上に盛られた林りん檎ごの山を指差す希亜。

「……大量にあるじゃないか。どれだけ消費したの？」

「半分近くは頑張った」

　苦笑しつつ問うた蓮に、無む慈じ悲ひな回答が返ってくる。

「これで？」

　仮眠室で話だけ聞いてはいたが、舞衣子は予想以上にやらかしたみたいだ。

「ひとりノルマ十個な。林檎換かん算さん二個分。余りは持ち帰りだ」

「二個はきついわね……。ま、でも、そろそろどうにかしなきゃいけないと思ってたところだったからむしろ助かったわぁ。お菓か子しに加工できる品種ならよかったんだけどね……」

「舞衣子に言ってやれ。元げん凶きようはそもそも箱ごともらってきたお前だしな」

　耶麻音はウサギをひとつ手に取るとソファへと腰掛け、言う。

「それにしても希亜、あなたけっこう親切に説明してあげてたじゃない？　感心しちゃったわぁ。普ふ段だん私たちにもあれくらい優しければいいのに。ね、蓮くん？」

「僕に投げるなよ」

　蓮は溜ため息いきを吐つきつつ、耶麻音に続き座る。

　林檎を摘つまんで齧かじりつつ、

「まあ確かに、希亜はああいうの水みず奈なより得意だろ。利発だし……見掛けと違って」

「……お前ら、あたしを誉ほめてもなにも出ねえぞ」

　言いつつ顔が赤くなっている。

　利発、と言われたのが嬉うれしいらしい。けっこう単純な人なのである。

　でも単純なあまり、最後に付け足した言葉が耳に入っていないのではないか。正直、照れられるのは予想外の反応だった。あまりにかわいそうだったので教えてやることにする。

「というか、きみ、僕は別に誉めてないよ。むしろ逆」

「え、あ？　……あ」

　先ほどまでの会話を反はん芻すうし、ようやく気付いたのだろう。

「っ……『見掛けと違って』ってどういうことだお前！」

　顔をさっきまでとは別の感情で赤くして、蓮れんに怒ど鳴なってきた。

「今いま更さら遅いよ。利発っていうのも取り消したくなるくらい遅い」

「見掛け通りのバカってことか！」

「頭悪そうな外見っていう自覚あるの？」

「お前そこに直れ、拳げん骨こつ喰くらわしてやる！」

　本当に頭をはたかれそうだったので肩を竦すくめて身を引く。ちなみに煽あおってきた耶や麻ま音ねはにこにことふたりの様子を満足そうに眺ながめていた。こっちはこっちでいい性格をしている。

「あ、あの。どうかしたの……？」

　そうこうしているうちに舞ま衣い子こが新しいお茶を持って戻もどってきた。

　舞衣子が腰掛けたのを合図に、希き亜あは静かになる。

「……はぁ」

　お茶をひと口飲み、舞衣子が溜ため息いきを吐つく。

「つ、疲れました。知らない人が来て、緊張、しちゃった」

　市いち来き柊ひいらぎに対する感想だった。舞衣子は内気で、人見知りが激しい。蓮とまともに喋しやべってくれるようになったのもつい最近のことだ。

「お前はもっと堂々としてろよ。別に取って食われりゃしないんだから」

　呆あきれた顔で溜息を吐く希亜。

　彼女がそんな舞衣子に苛いら立だつのはいつものこと。

「う、うん。わかってるんだけど……」

「希亜。あマり私の舞衣子をいジめないでやっテくれるかしラ？」

「ウサギは黙だまってろ。別にいじめてねえよ」

　口を挟はさんだエオストレは冷たく切って捨てられた。

　これも当たり前の対応ではある。体現者マスコツトに対する魔女ウイツチの態度などだいたいはこんなものだ。

『魔ま法ほうの国』の住人のほとんどは、ぬいぐるみなどの無機物に憑ひよう依いしている。喋って動く無機物など生理的な気味の悪さが先立つからどうしても胡う乱ろんな目で見てしまうし、そもそも自分と契約した──正確には『婚こん姻いん』という──体現者マスコツトでもない限り、馴なれ合う謂いわれもない。

　もっとも、自分の体現者マスコツトであるからといって親しみを持ってもらえるとは限らないのだが。むしろ、だからこそ憎しみが募つのる、というケースも多い。

　そういう意味で、自分は恵まれているなという思いはある。

　希亜が蓮れんに視線を向けて、薄く笑み、言った。

「で、蓮。お前、水奈の体現者としては、あの市来柊ってのをどうしたいんだ？」

　そう──。

　早さわ良ら坂ざか蓮れんもまた『魔法の国』の住人であり、そして咲さき森もり水みず奈なの体現者マスコツトなのだ。

　エオストレや他の体現者マスコツトと違うのは、憑ひよう依いしたのがぬいぐるみではなく『人間』であったという一点。女王が死んですぐこの世界へとやってきて、着ちやく床しようしたばかりの受精卵に憑ひよう依いし、そのまま胎たい児じとして育ち『早さわ良ら坂ざか蓮れん』として生まれ、十三年近くを人間として過ごしてきた。

　体現者マスコツトの中でも珍しいケースになる。何故なぜならこの世界の住人である人間に憑依するのは、『魔ま法ほうの国』の住人であるというアイデンティティを否定することに繫つながるからだ。自分はこの異世界に出掛けてきているだけでありあくまで帰属は『魔法の国』にある──そんな誇ほこりと自意識があるからこそ、彼らは生物ではなく無機物を依より代しろに選ぶ。

　蓮にはその帰属意識がなかった。むしろあの国が嫌きらいだった。

　だから人に憑依し、人間になった。

　ただし、この世界で過ごした時間よりも『魔法の国』で生きた時間の方が遥はるかに長い。だから倫理感や価値観が人間としてはまだあまり成熟していない。

　蓮は正直に答える。

「水みず奈なやきみたちが彼女に構うメリットは今のところないと思う。むしろ危険の方が多い。未契けい約やくな『器の欠片かけら』なんて、足あし手で纏まといにしかならないからね。見捨てるのがベストだよ」

　他の魔女ウイツチを釣つるための餌えさ、と見ることは可能にせよ、それはそれでリスクが大きすぎる。ひとりふたりならば、未契約な『器の欠片』を目の前にちらつかせれば接せつ触しよくを図ろうとしてくるかもしれないし、のこのこやってきたところを食ってやることもできるだろう。だがいつまでも同じ手は通じないし、一度使えば情報はどうしても広がる。さっき水奈たちが市いち来き柊ひいらぎに説明したように『夜の垣根の集いウイツカ』の中で目立つことは避さけたかった。それに──そもそも、好戦派ではない彼女たちには、餌を撒まいて魔女ウイツチを釣るという選せん択たく肢しそのものがあり得ない。

　だから市来柊のことは放置しておくのがいいと思った。

「あら、じゃああなたの言う通り、放っておくの？」

　耶や麻ま音ねが問うてきた。

「いや、それはできない。単にメリットとデメリットの話をしただけ」

　だから首を振る。

　蓮は、あくまで自分の価値観において話をしたに過ぎない。

　価値観はあくまで価値観。自分の出す結論はそれとは違う。

　結論はとうに、決まっていた。

「水奈が守りたいと思ってるんだ。だったら守らない以外の選択肢はない」

「──でしょうね」

　と。

　何故か彼女はくすくすと、からかうような視線を送ってきた。

　蓮はきょとんとする。意味がわからなかった。

　首を傾かしげていると、耶麻音は自分の発した揶や揄ゆをご丁てい寧ねいに解説してくれる。

「どうして『メリットはない』なんて冷静ぶった返答したの？　希き亜あはね、あなたに『水奈の』体現者マスコツトとしてはどうしたいのか、って質問したのよ？　『体現者マスコツトとして』どうしたいのか、なんてこと、尋きいていないわ」

「……あ」

　指し摘てきされて、その違いにようやく気付く。

「くく。はははは！　なんか予想以上にボケてくれたなお前！」

　大笑いし身を乗り出して、蓮の肩をばしばし叩たたいてきた。

「いやー、あたしとしては普ふ通つうに茶ちや化かしてやるつもりだったんだけどなー。普ふ段だん水みず奈なが水奈がってあいつにご執しゆう心しんなお前のことだから、可愛かわいい水奈のために当然頑がん張ばるんだろ？　ってさ。そしたらなにをどう勘かん違ちがいしたのか、気取って『メリット』とか言い始めるし。おもしれー。二段構えで笑かしてもらったよ」

「くっ……」

　つい数秒前のしたり顔な自分を殴なぐってやりたくなった。冷静ぶってバカみたいだ。

「しっかしお前ほんと、見掛け通り可愛らしい性格してるなおい！」

　追つい撃げきするように、さっきの意い趣しゆ返がえし。

　さすがに言い返せない。

　可愛らしい、というのは時々言われる。同年代の男子に比するとやや小こ柄がらで、女の子っぽい顔立ちをしているせいらしい。別に男らしくありたい訳でもないし、この世界のそういう基準にあまり興味もないのでどうだっていいのだが──からかわれることは、さすがに『魔ま法ほうの国』の住人であっても堪こたえるのだった。

　だがそれよりもなによりも、水奈への感情を揶や揄ゆされたことの方が顔を赤くさせた。

　まさか、こんなに早く復ふく讐しゆうしてくるとは。

「わ、私は、可愛いの、悪くないと思うよ」

　舞ま衣い子こまでが見当違いなフォローを入れてくる。

「いやそういうことじゃなくて……」

「うふふ。蓮くんが水奈の意志を優先させることくらい、私たちにはわかってたんだけどね。からかい甲が斐いがあるわあ」

　上品ぶった笑顔でそんなことを言っている耶や麻ま音ねだが、こいつが一番たちが悪い。

「あんた、さっきからひとり勝ちだな……」

　俯うつむいて眉み間けんを押さえた。

　彼女たちはよくこんなふうに、ふとした切っ掛けで話を脱だつ線せんさせみんなでけらけらし始める。箸はしが転がっても可笑おかしいお年とし頃ごろ、というやつなのだろうか。未いまだに馴な染じめないのは自分が『魔法の国』の住人だからか、それとも単に男だからか。

「まあ、いいじゃない」

　ひとしきり笑われた後で、耶麻音が蓮の頭をぽんぽんと叩いてきた。

「あなたがそうやって水みず奈なを第一に考えてくれているからこそ、私たちはあなたを信用してるのよ。……年とし頃ごろの、人間の男の子としてね」

「……っ」

　卑ひ怯きような言い方だ。文句が言えなくなってしまう。

「確かニあナたは、私たちヨリも遥はるかにこッちに馴な染じンデるように見えるワ」

　ふと目が合ったエオストレが、綿わた詰づめの肩を器用に竦すくめて言う。

「ホンとう、意外だわネ。昔の私にこノ話ヲしても、きっと信ジない……なにセあなたは、」

「黙だまれ、エオストレ。そんなこと、どうだっていいだろう？」

「ご、ごめんナさい。悪かっタワ」

　ぬいぐるみがたじろぐのを見て、声を荒あらげたのを後こう悔かいした。

　大人げなかったなと反省する。

　──結局……僕は、あっちにいた頃とそんなに変わっちゃいないのかもしれない。

「さて、話を戻もどしましょうか」

　耶や麻ま音ねがぱん、と手を打った。

「蓮れんくんは水奈の意向通りにするつもりなのよね？　当然、私たちもみんなそう。栞しおりは……あの子は私たちの動向に興味も示さなければ意見も言わないでしょうから、いっか」

　関せき栞。

　関耶麻音の妹であり、この『垣根の巣カヴン』において最年少の魔女ウイツチなのだが──彼女はあまりこの集まりに顔を出さない。姉である耶麻音と折り合いがよくないのだ。一方的に栞が避さけているという感じではあるのだが。

　ともあれ、彼女のみならず希き亜あと舞ま衣い子こも頷うなずいてくれた。

「まあ、守ってやろうよ。放っておいて殺されちまうのは後味が悪い」

「わ、悪い人じゃなさそうだったし……お友達に、なってくれるといいな」

「でも、どう対応すべきかっていうのは感情とは別よね。蓮くんがさっき言ったメリットとデメリットっていうのは、実際、大事だと思うわ」

　そう言った耶麻音に全員が注視する。

「同じ学校の僕とあんたと蓮が顔を出さなかったのも、対応策の一いつ環かんか？」

「そうね。蓮くんのことは水奈がじきに紹介したがるだろうけど……私はしばらくそ知らぬ振りをしておこうと思うわ。その方がいろいろやりやすくなる」

「体現者マスコツトが見付かるかどうかもわからないし、仮に婚こん姻いんして魔女ウイツチになった場合、どっちに転ぶかもわからない。水奈には悪いけど、僕はその可能性も考えておきたい」

　もし市いち来き柊ひいらぎが将来、誘ゆう惑わくに負けて自分たちと袂たもとを分かったら──積極的に『女王のための統合戦争』へ身を投じることになったとしたら、敵として処理しなければならない。

「……つらいわね」

「水みず奈なもわかってるよ、それは」

　情に篤あつい性格だが、それに流されて判断を誤るような娘こでは決してない。だからこそ蓮れんだけでなく耶や麻ま音ねたちも、彼女を信頼してくれているのだ。

「あの、昨日、水奈さんを襲おそった魔女ウイツチ、は……？　私、そっちも気になります」

　舞ま衣い子こが不安げな顔で問うてきた。

「四し十じ万ま薫かおる、か」

　好戦的な魔女ウイツチだった。あの水すい晶しようの魔ま法ほう──『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』は手て強ごわそうだ。ただし性格は直情径行で、戦う相手としてはやりやすいかもしれない。

「栞しおりに調べてもらってる。関家を使えば個人情報の特定はたぶん可能だと思う」

　耶麻音と栞の父親である関せき浩こう一いち郎ろうは、大きな病院を経営するこの辺あたり一帯の有力者だ。お嬢じようさま学校であることで有名な私立皖かん西ぜい門もん女学園の理事長でもある。四十万薫が鍛か冶じ目め山やま市の在住であるなら、病院のデータベースにカルテが残っている可能性は高い。

「悪いわね、協力できなくて」

　申し訳なさそうに笑う耶麻音。

　彼女は浩一郎の長女でありながら、故ゆえあって関家とは疎そ遠えんにしている。半ば縁えんを切られた形だそうで、関家の情報網もうにも触ふれられないのだった。

「そっ、そんなこと、ないです。耶麻音さんは、他のところで私たちに、たくさん……」

　慌あわててフォローしようとした舞衣子の言う通り、耶麻音は耶麻音で重要な存在であり、全員が彼女に感謝している。なにせこの事務所を溜たまり場として提供してくれているのは耶麻音なのだから──このビル自体が、関耶麻音の所有物だ。

「いちいち慰なぐさめようとしなくていい、舞衣子。こいつ、別に悪いと思っちゃいないんだから」

「うふふ。本音を言えばそうねぇ。栞しおりにもたまには働いてもらわないと」

「多少の懸け念ねんはあるけど、市いち来き柊ひいらぎ周まわりのことはまあ大だい丈じよう夫ぶそうだね」

　あまり楽観していてもよくないが、現時点で悲観的になる要素は少ない。

　恐らく最も懸念すべきは、もし彼女にこのままずっと体現者マスコツトが現れなかったらどうするか、という問題だ。敵から守り続けるのであればそれなりの策が必要になる。

　まあ、それはおいおい考えていくしかないか。

　蓮れんはテーブルに置かれたお茶を啜すすって深く息を吐いた。

　今いま頃ごろ水奈はどうしているかな、と思いながら。
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　昨日まではあまり話したことのないクラスメイトという間あいだ柄がらだったが、今日からは違う。

『女王の器の欠片かけら』を宿してしまった者同士──同じ悩みを共有できる仲間であり、魔女ウイツチとしての自分はまだ契約を交わしていない彼女に、なにかアドバイスできるかもしれない。

　水みず奈なはそんなことを漠ばく然ぜんと考えながら、喜びと不安の中間みたいな気持ちで、市いち来き柊ひいらぎとふたりの帰路を歩いていた。

　尋きけば、この先のバス停から自宅の近くまで行く路線があるらしい。本当なら一いつ緒しよに乗って家まで送っていきたいところだが、さすがにそこまでするのは迷めい惑わくだろう。守るにしても四六時中見張っている訳にはいかないし、その辺あたりをどうしたものか。

「ある程度、柊さん自身でも気を付けておいた方がいいと思うんだ」

　無言でいる柊に、できるだけ笑顔で言う。

「魔女ウイツチが魔女ウイツチを見付けるのはだいたい、昨日と同じようなケースがほとんどだから。魔ま法ほうが見えるってバレちゃうのが一番危ないの」

「……どうすれば？」

「単純だけど、見えてない振りをすることかな。でもって、もし見えたら近寄っちゃダメ。できるだけ自然にその場を離れる。……なかなか難しいんだけど、さ」

　とはいえ、幾いくつかポイントはある。それを抑おさえておくだけでもだいぶ違う。

　最も目に付きやすいのは魔女ウイツチの装しよう束ぞくだ。普ふ通つうの洋服とは明らかに違った異常な格好だから、すぐにわかる。あとは万引きや傷害など、公然と犯罪を行っていた場合。それを誰だれも気にしていないのであれば魔女ウイツチが魔法を使っての行為ということになる。

　もちろん、人混みや街中で堂々と纏てん衣いしたり大っぴらに魔法を使ったりする魔女はそれほど多くない。別の魔女ウイツチに見られれば自身が標的にされるからだ。そういう意味で昨日の四し十じ万ま薫かおるは大だい胆たんな性格をしていると言えた。

　注意すべきあれこれをひと通り説明し、最後に水奈は北の空を指差した。

「あと気を付けるのは、あれ」

　夕方の空に浮かんだ、円い月──『魔法の国』だ。

「普ふ段だんから見えてるせいでついうっかりしちゃいがちだから、特に気を付けて。お昼だったりお月さまがふたつ見えてる時期だったりならわかりやすいけど、今みたいな時間帯や月が細い時期とかは危ないから。魔女ウイツチが魔女ウイツチを捜さがす時に引っ掛けで使う場合もあるんだ。この子ひょっとして魔女ウイツチじゃないかな？　って怪あやしい相手に、不意打ちであれを指差して『月が綺き麗れいね』なんて。……私がさっき、市来さんにやったみたいにね」

　柊は立ち止まり、眉まゆをひそめつつ『魔法の国』を見上げた。

「なかなか難しそうだわ」

「携帯に月げつ齢れいカレンダーのアプリ入れとくといいよ。今日の月がどんな形かってすぐにわかるから。……っていうか市来さん、携帯持ってる？」

　アドレスを交換してもらいたいな、と思い、問う。

「ごめんなさい、持ってないの」

　彼女は首を横に振った。

「ううん、私こそ！」

　なんだか水みず奈なの方が申し訳ない気持ちになった。水奈たちのような中学生はまだ親の方針で禁止されている子もいた。持っていてもネット機能が制限されていたりもする。

「じゃあ、紙の……壁かべに掛けるやつでいいから、月齢がわかる奴やつを買っておいた方がいいよ。本当は手帳とか、持ち歩けるといいんだけど」

「手に入れておくわ。今日、途と中ちゆうで本屋に寄ってみる」

「ありがとね」

　──私のこと信じてくれて、ちゃんと考えてくれてるみたいだ。

　そのことに安心しつつ、再び歩を進めようとした。

　けれど柊ひいらぎの方がそのまま立ち止まったまま、動かない。

「……市いち来きさん？」

「あの、咲さき森もりさん……」

　彼女は視線を少し俯うつむかせ、逡しゆん巡じゆんするように唇くちびるをもごもごとさせた後、

「どうしてそんなに親切にしてくれるの？」

　思い切ったように、問うてきた。

「え、どうして、って……？」

　それは水奈にとって、意外な質問だった。

　柊は真しん剣けんな眼をして続ける。

「今日のこともそうだけど……昨日だって、咲森さん、私を助けてくれたんでしょう？　あの魔女ウイツチの前に立ち塞ふさがって、私と彼女が視線を合わせないようにもしてくれてた」

「……気付いてたんだ」

　四し十じ万ま薫かおるに柊のことを悟さとられる訳にはいかなかった。

　だからなるべく無視を装いつつ、薫の注意を向けさせないために位置取りをしていた。

　あの場で戦っていたのも三十秒に満たない間だったし、偶ぐう然ぜん通りがかっていた人間を律りち儀ぎに守ろうとしていた、くらいに捉とらえていればいいなと思う。

　もちろんそうでなかった時のため、関せき栞しおりに四十万薫の身元を調べてもらっている。向こうがもし柊に接せつ触しよくしようとするのなら、止めなければならない。相手は自分と柊がクラスメイトの間あいだ柄がらだとまでは知る由よしもないだろうから、こちらが圧倒的に有利のはずだ。

　そういった対応は水奈にとってごく当たり前のことで、だから柊がわざわざ意図を問うてくるのは、少し意外だった。

「私のこと助けてくれただけじゃなくて、面めん倒どうまで見ようとしてくれてる。どうして？　咲森さんにとってメリットはないはずなのに」

「メリットとかデメリットとか、そういうんじゃないかな」

　蓮れんくんみたいなことを言うな、と心中で笑いつつ、ようやく思い至る。

　きっと、不安なのだ。

　魔ま法ほうや魔女ウイツチのことがではなく、私のことが──咲さき森もり水みず奈なという人間のことが。

　さして親しくないクラスメイトという間あいだ柄がら。今までろくに話をしたこともない。それなのに、その距離感に見合わない扱あつかいを受けている、と思われてしまったのだろう。

「ごめんね、なんていうかこう、勝手にお節せつ介かいな感じで突っ走っちゃって」

「そういう訳じゃ……」

「私、嬉うれしかったんだ」

　水奈は柊ひいらぎの顔を覗のぞき込み、視線を合わせると、正直な気持ちを口にした。

「市いち来きさんにとっては降って湧わいたような災難で、すごくつらいことだと思う。いきなり変な力があるってわかって、殺し合いに巻き込まれるかもしれないって、怖こわいよね？　私もそうだったし、今日紹介した舞ま衣い子こちゃんや希き亜あちゃんも同じだった。でも、先に怖い思いをしたからこそ私は市来さんのことを手伝えるんだ、って思ったら、なんだか嬉しくなっちゃって」

　だからつい調子に乗って、踏み込んでしまった。

　距離感も考えずにずけずけと、柊に接してしまった。

　けれど。

　不安がらせてしまったかもしれないけど、やっぱり。

「私、市来さんのこと助けてあげられたらなって思う。守ってあげられたらなって思う。それって単にね、自分のためなの。だって……市来さんの助けになれたら、私が魔女ウイツチになっちゃった甲か斐いもあったかなって思えるから。この魔ま力りよくも悪いものじゃないなって思えるから」

　たとえ理り不ふ尽じんに宿された魔力であっても、自棄やけになって悪いことのために使いたくない。

　できるなら、誰だれかを幸せにしたい。

　自分のためにも。

　そして自分を選んでくれた──体現者マスコツトである、蓮のためにも。

　少しの沈ちん黙もくがあった。

　水奈はちょっとだけどきどきしながら、柊の反応を窺うかがう。

　柊は俯うつむいていた顔を上げ、こっちを見て、それから恥ずかしそうに笑った。

「ありがとう、咲森さん。これからよろしくお願いするわ」

　返答に、思わず頰ほおが緩ゆるむ。

　お礼を言いたいのはこっちの方だ。そんな思いを込めて、大きく頷うなずいた。

「うん、よろしくね！」

　空は晴れている。朝の頭髪湿しつ気け予報は大きく外れた。

　だからだろうか、こんないい気分になれたのは──。

　そんなことをぼんやりと考えながら、水奈は柊を促うながし、再び歩き始めた。




　　　　　　　　　　　　　３




　喫きつ茶さ店てんの中は薄暗く、流れている音楽はボリュームが大きめだった。

　ゴシック調の雰ふん囲い気きは確かにいいし、曲の趣味も悪くない。だが会話をするのに少し難なん儀ぎするほどやかましいのなら、誰だれも長居したいとは思わないだろう。

　その証しよう拠こに、店の中に客はほとんどおらず、夕方だというのに閑かん散さんとしていた。

　注文したオレンジジュースとケーキも不味まずかった。ジュースは水でかさを増しすぎじゃないかというくらい薄いし、ケーキはコンビニで売っているものの方が遥はるかにマシ。つまり、内装と雰囲気を誇こ示じしたいだけの、自己満足な店だ。

　決めた。これはもう金を払ってなんかやるものか。

　そんなことを考えながら、四し十じ万ま薫かおるは咥くわえたストローをグラスから引っこ抜いた。

　ボックス席の向かいに座った少女を見み遣やる。さっきからコーヒーをスプーンでちょこちょこと搔かき混まぜていた。その仕草が妙みように苛いら立だったので、顔をしかめて言う。

「なあ寧ね々ね、それやめない？　もう砂糖溶とけてるっしょー」

「あ、すみません……」

　少女──戸と野の宮みや寧々は、おどおどした上うわ目め遣づかいでスプーンをカップから上げた。

　寧々は薫と同じ中学校に通う、ひとつ歳下の二年生だ。

　出会ったのは一年近く前になるだろうか。

　魔女ウイツチのくせに同級生たちから虐いじめられていたところをたまたま見掛けたのが出会いの切っ掛けだ。気き紛まぐれで助けてやったら懐なつかれて、以来こうしてふたりでつるんでいる。魔女ウイツチの組合である『夜の垣根の集いウイツカ』において、同じ『垣根の巣カヴン』に所属する仲間でもあった。

　もっとも、うちの『垣根の巣カヴン』は、自分とこいつのふたりだけだが。

　本当はもうひとりいたのだが半年ほど前に死んだ。殺したのは薫だ。理由は気に入らなかったから、それだけ。あまり魔ま法ほうで目立つなとか人前で乱用しすぎるなとか、ぐちぐちとつまらないことばかりを説教してくる女だった。自分たちを『夜の垣根の集いウイツカ』に誘さそってくれたことだけは感謝している──まあ、所属していていいことは特にないけれど。

　フォークでケーキをつつきながら携帯を取り出し、いじる。ブラウザを起動し、ソーシャルネットに繫つないだ。メンバーだけが閲えつ覧らんできる『夜の垣根の集いウイツカ』のウェブサイト。

　ここには、魔女ウイツチたちが集めた情報を共有できるシステムがあった。

　もちろんなにからなにまでが載のっている訳ではない。『夜の垣根の集いウイツカ』の魔女ウイツチたちは基本、自分が所属する以外の『垣根の巣カヴン』がどうなろうと知ったことではないと考えている。どうかすればさっさと死んで欲しい、くらいなものだ。だから本当に大事な情報はこのサイトではなく『垣根の巣カヴン』内でだけ共有、或あるいはその魔女ウイツチ本人のみで独どく占せんされる。

　載のっているのは、投とう稿こう者しやが『これは他の魔女ウイツチに知らせてもいい』と思ったものと、それから敵対する組織──今のところはっきり敵意を示しているのは『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』だけだが──の動向、そしてどこにも所属していない危険な魔女ウイツチの情報など。

　もちろんデマも多いので、信用できるかは半々といったところ。

「どうしたんですか？　先せん輩ぱい」

　薫かおるは携帯をいじること自体が珍しいので、訝いぶかしんだ寧ね々ねが尋きいてきた。

「あー。昨日会ったやつのこと、載ってないかと思ってさあ」

「白い魔女ウイツチ、ですか」

「そう。いや、あいつそのものがって訳じゃないけど、ちょーっと気になるんだよね」

　天使か花はな嫁よめのような装しよう束ぞくを纏まとったあのいけ好かない魔女ウイツチ──あれから結局逃げられてしまった。今度会ったら殺してやろうと心に決めている。

　が、あの女の名前や所属が知りたい訳ではない。

　サイトを適当に見て回るが、求めていた項目がなくて舌打ちする。

「やっぱ載ってないなあ、魔ま法ほうの仕組みとかルールとか、そういうのの詳くわしい奴やつ」

「仕組み……？」

「うん。あいつ、魔法をふたつ使ってたんだ」

「え、ふたつ、って」

　それは本来、あり得ないことだった。

「寧々も知ってるっしょ？　基本的なところは」

「はい、もちろん」

　魔法とは『女王の器の欠片かけら』が体現者マスコツトと契約することで初めて使用が可能になる力だ。

　体現者マスコツトと契約していない『器の欠片』には魔法が見えるが使えない。

『器の欠片』と契約していない体現者マスコツトは魔法を使うほどの魔力がない。

　ふたりがセットになることで、ようやく使用することができるようになるのだ。

　仕組みとしては、自動車やバイクのような乗り物に近い──と、薫は以前、自分の体現者マスコツトである『ドリス』から聞いたことがあった。

　つまり魔女ウイツチの体内に宿った『女王の器の欠片』がガソリンタンク。

　そこに溜たまった魔ま力りよくがガソリン。

　体現者マスコツトが車体。

　そして魔女ウイツチが運転手である。

『女王の器の欠片』とは即すなわち、魔力の湧わき出る源泉であり、魔力とは魔法を駆く動どうさせるための原動力だ。『器の欠片』を体内に宿らせているからこそ、魔女ウイツチは魔力を認識できる。

　だがどんなに大量の魔力があっても、剝むき出しの未加工状態ではなんの力にもならない。火を点つけない原油がただの臭くさい泥どろに過ぎないのと同じこと。

　そこで、魔ま力りよくというエネルギーを魔ま法ほうという力に変換するための機構が必要になる。この役目を『魔法の国』の住人たち──即すなわち体現者マスコツトが負うのだ。

　あとは体現者マスコツトによって加工された魔法を、魔女ウイツチが身に纏まとって装しよう束ぞくとし、武器として使う。

「でも、二種類の魔法を使うなんて、体現者マスコツトがふたりいない限りは……」

「そう。そうなんだよねー。でもそれって、あり得るの？」

　ここで重要なのは、魔女ウイツチの魔法は体現者マスコツトの性質によって決定付けられるという点である。

　たとえば薫かおるの『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』──水すい晶しよう状じようの結けつ晶しよう体たいを発生させることのできる槍やり──は、薫の個性によって発揮された魔法という訳ではない。薫の体現者マスコツトとなった『ドリス』が、そういう魔法を体現させる性さがを持っているからそうなったのだ。

　だからこそ彼らを『体現する者』という。

　そして薫の知る限り、体現者マスコツトはふたり以上の『女王の器の欠片かけら』とは契約できないし、『器の欠片』もまた、ふたり以上の体現者マスコツトとは契約できない。

　あいつらは気持ち悪いことにこの契約を『婚こん姻いん』だなどと呼んでいるが、その表現に従うならばその『婚姻』は一夫一妻制。一夫多妻も多夫一妻も、あり得ない話のはず──少なくともドリスは「聞いたことがない」と言っていた。

　故ゆえに、魔女ウイツチが使える魔法はひとりひとつ。

　けれどあいつは確かに、二種類の魔法を使用したのだ。

　芍しやく薬やくの華はなのような形をした盾たて『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』。

　そして口にした呪のろいを付与する拳けん銃じゆう『応報のための呪弾ブラツクリリイ』──。

「先せん輩ぱいの体現者マスコツトは、なんて言ってるんですか？」

「普ふ通つうはあり得ない、だとさ。でも普通は、ってことは、ひょっとしたら例外もいるかもしれないってことだよねー。だから調べようと思ったんだけど、ダメっぽいな」

「気になりますね」

「ま、調べたかったのはそのことだけじゃないんだ」

　不安げな顔をする寧ね々ねを無視して、すっぱりと話題を切った。

　確かに気にはなるが、調べてわからないのであれば考えても仕方ない。次にあいつと会った時に力づくで聞き出すという手もある。

　薫にはもうひとつ、情報が欲しいことがあった。

「話したっしょー？　もうひとりの方。あれ、面白そうじゃない？」

　あの戦いの最中に見付けた、未契約の『器の欠片』だ。

「あいつは上手うまく隠かくしたつもりかもしれないけどさあ。さすがにわかるって。あんな道路で突つっ立ったままなんだもん。普通ならすたすた歩いて行っちゃうよ」

　白い魔女ウイツチがさりげなく守ろうとしていたので、気付かない振りをしておいてやった。先んじて接せつ触しよくして殺してやればあいつはさぞ面白い反応をするだろう。

「未契約者はいいカモだから、サイトの方に目もく撃げき情報出てるかもって思ったんだ。でもこっちも収しゆう穫かくなし。考えてみりゃ当たり前か。書き込むより前に自分でやっちゃうわ」

　魔女ウイツチが魔女ウイツチを殺せば──正確には『器の欠片かけら』を宿した少女を殺せば、そいつの宿していた『器の欠片』を奪うばい取り、吸収することができる。

　そうすると殺した方の魔女ウイツチが宿す『器の欠片』は大きさを増し、より完かん璧ぺきな『器』へと近付く。より大きくなった『器の欠片』は、それだけ大量の魔ま力りよくを湧わき出せる雄ゆう渾こんな泉となる。つまり、魔女ウイツチは魔女ウイツチを殺すことで自身の魔法を強化できるのだ。

『女王のための統合戦争』が巧こう妙みようなのはそこだった。

　殺せば殺すほど強くなれる。殺せば殺すほど、殺していない魔女ウイツチよりも優位に立てる。

　たとえ戦いを拒こばみシステムに反抗しようという奴やつがどれだけいようと、大きな波が小さな波を吞のみ込むように、殺意が善意を塗ぬり潰つぶしていく。

　そういう意味で、魔法が使えずなんの力も持たない未契約者は、リスクなしに『器の欠片』を奪い取れる最高の獲え物ものと言えた。薫かおるも是ぜ非ひとも欲しいと思う。

「あいつ殺せば、私はもっといい感じになれるのにねー」

「先せん輩ぱいは、その……女王さまになりたいんですか？」

「いや、別に？　どうだっていいよそんなの」

　怖おず怖おずと問うてきた寧ね々ねに、薫は失笑した。

「っていうより、フツーに考えてなれる訳がないっしょ？　私の『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』は、そんな強い魔法じゃないよ。あんたの『突発式破滅願望優しいヒステリア』だってそう。どんなに魔女ウイツチを殺して魔力量を上げても、質ってもんがあるからね」

「だったら、どうして……」

「んなもん決まってる。殺されるその時まで愉ゆ快かいに生きるためさ」

　何故なぜこんな簡単なことが寧々にはわからないのだ、と呆あきれた。

　前々から思っていたが、こいつは根が暗いだけではなく頭も悪い。

　まったくとんだめんどくさい奴を拾ったものだ。魔法だけはそこそこ使えるから傍そばに置いてやってるが、話していると苛いら々いらしてくる。

「どうせいずれ私らは死ぬよ。殺される。もっと強い奴に殺されちゃう。それは大人しく生きてても良い子ちゃんでいたって変わらない事実さ。だったら、好きに盗んで好きに遊んで、でもって好きに魔女ウイツチ殺せばいいんだよ。戦うのはスリルあって面白いし、勝てれば今より強くなれるし、それ続けてればさー、本当なら勝てるはずのなかった奴にも勝てるようになるかもしれないじゃん？　つまり好きにやってるのが一番なんだよ。どうせ、ど──」

　──どんなに足あ搔がいても、この『女王のための統合戦争』からは逃げられないんだから。

　そう続けようとした薫の唇くちびるが、不意に動かなくなった。

「……え？」

　どうしてなのか自分でも一いつ瞬しゆんわからず、きょとんとする。

　わからないまま──視界の端はし。

　薫かおると寧ね々ねが向かい合って座っているテーブル席。

　その横に、いつの間にか少女がひとり、立っていることに気付く。

　ゆっくりと横を向き、そいつの顔を見た瞬しゆん間かん。

　何故なぜ自分が喋しやべるのを止めたのかを、薫はようやく理解した。

　恐怖で、身体が強張ったのだ。

「どうも初めまして」

　瘦やせて背の高い、美しい少女だった。

　美しすぎてこの世のものとは思えないほどに。

　いや──本当にあの世のものなのかもしれない。それほどまでに現実離れした容姿。

　美しくはあったが、異い形ぎよう。

　腰まで長く伸びた髪は雪のように白い。

　整った眉まゆと長い睫まつげは墨すみのように黒い。

　細い唇くちびると爛らん々らんとした瞳ひとみは鮮せん血けつのように赤い。

　それらすべてが、まるで心臓を鷲わし摑づかみにするように、薫の全身に冷たい棘とげを刺さす。

「面白そうなお話をしているのね」



　鈴すずの鳴るような声が、鼓こ膜まくから頭ず蓋がいを浸しん蝕しよくする。

「少し私も仲間に入れてもらってもいいかしら？」

　テーブルの上に置かれた陶とう磁じのような指先が、視覚から脊せき髄ずいに爪つめを立てる。

「魔女ウイツチ。そう、魔女ウイツチのお話」

　鮮あざやかに弧こを描く三日月のような笑みが、魅み了りようされる心から魂たましいを甘あま嚙がみする。

「ねえ、いいでしょう？」

　そして。

　この場を覆おおうように渦うず巻まく狂気と殺気が、薫かおるの生存本能に死を覚かく悟ごさせた。

　──ダメだ。

　さっき得意げに「いずれ自分は死ぬ」なんて喋しやべっていた私はなんて道化だったんだろう。

　死とはなんなのか、死とはどんなものなのか、滑こつ稽けいなほどに理解していなかった。

　私のはそんなに強い魔ま法ほうじゃない、などと嘯うそぶいてはいても、心の奥おくでは自負があった。それでも大たい抵ていの奴やつには負けないけどね、と根こん拠きよもなく思っていた。

　莫ば迦かだ。本当に莫迦だ。

　戦わなくてもわかる。魔法を見なくてもわかる。横に立たれただけでわかる。

　薫の尺度で考える「強い」とか「弱い」とか、そういう場所にこの女はいない。

　桁けたが──次元が違う。

「四し十じ万ま薫さん。戸と野の宮みや寧ね々ねさん」

　名を呼ばれた。

　どうして知っているんだろう。

　名前を知られている。こいつに知られてしまっている。

　それだけでもう、なにもかもお終しまいだと思った。

　少女はくすくすと笑う。

　笑い──。

　とん、と。

　テーブルの上に、なにかが置かれた。

「見て？」

　言われるがまま──コマンドに従うプログラムのように視線がそっちへ向く。

　虫むし籠かごだった。

　よく見る、おもちゃ屋に売っているプラスティック製の安っぽいものとは違い、金属でできた高級そうなもの。四角いから虫籠だと思っただけで、ひょっとしたら鳥籠かもしれない。

　もっとも、虫籠か鳥籠かはどうでもいい話だろう。

　何故なぜなら中に入っているものが、異様だったから。

　それは、針金で身体中を縫ぬい通された、人形だった。

　リカちゃん人形──いや、たぶん違う。子供の頃ころに持っていたものよりもっと小さい。あれに似せた中小メーカーのものだろうか。だがどちらにしろ直視したくなかった。

　なにしろおぞましい。針金が縦じゆう横おう無む尽じんに四し肢しや胴どう体たいを貫かん通つうし、籠かごの檻おりに結わえられている。中空に浮かんでいる様は、蜘蛛くもの巣に引っかかった虫を連想させた。

　これはいったいなんなのか。

　当とう惑わくしていると、少女が短く答えを言った。

「体現者マスコツトよ。未契約の」

　それと同時。

「あ。ア……ハは。こんにちは、ハジメマシテ！　ワタシ『メリィ』よ」

　人形が歪いびつに空気を震ふるわせて、かたかたと虫むし籠かごを鳴らしながら自己紹介をする。

「ひ……！」

　思わず喉のどから悲鳴が洩もれた。

　声をあげた罰ばつとして首を刎はねられてしまうのではないか。何故なぜかそんなことを反射的に思い、どうにか言い訳をしようと唇くちびるをわななかせた。

「こ、こ……」

　そんな薫かおるに、少女は救いを示す。

「いいのよ」

　微笑ほほえみ、体現者マスコツトの入った籠を白い指先で、す、と押し──言った。

「これ、今はちょっと壊こわれちゃっているけど、籠から出してあげたら正気に戻もどると思うから。……あなたたちにあげるわ。上手うまく使ってね」

　上手く使ってね。

　そうすれば、無礼は許してあげる。

「あ……」

　薫にはそういう意味に聞こえた。そうしなければならないと思った。そうすることが最善なのだと強きよう迫はく観念のように言い聞かせた。どうすればいいのかは、なんとなくわかった。

「じゃあね。よろしく」

　少女はそうして、穏おだやかなひと声をかけると、踵きびすを返して去っていく。

　後ろ姿を目で追いかけることはできなかった。教師に叱しかられる子供のように、拷ごう問もんで石いし畳だたみを抱だかされた囚しゆう人じんのように、椅い子すから座った姿勢のまま微び動どうだにできずにいた。

　やがて少女の気配が消え、あのおぞましくも美しい殺気が完全に消失する。

　薫の身体からだの硬こう直ちよくが溶とけるのとほぼ同時、向かいに座っていた寧ね々ねが、操り糸を切らせたように、ごとり、と、机へ無ぶ様ざまに突つっ伏ぷした。

　それと前後して、異い臭しゆうが鼻び孔こうを刺激する。

　恐きよう怖ふのあまり失神した上、下着を濡ぬらしてしまったらしい。

　哀あわれにもこの気弱な魔女ウイツチは、あの少女のプレッシャーに耐たえきれなかったようだ。

　だが、薫かおるにも彼女を責める気力はない。




　よろしく、ヨロシク、ここから出して、と。

　残された体現者マスコツトのまるで鸚鵡オウムのような囀さえずりが、耳にいつまでも響ひびいていた。
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　それから、四日が経たった。

　四し十じ万ま薫かおるは連日、戸と野の宮みや寧ね々ねを引き連れて鍛か冶じ目め山やま市の繁はん華か街がいに出向いている。

　目的はもちろん、薫があの夜に目もく撃げきした未契約の少女を探し、接せつ触しよくするためだ。

　名前はわからない。顔を完かん璧ぺきに覚えているかも自信がない。ただ、雉き子じ野の中学の制服を着ていたことと、冴さえない風ふう貌ぼう──友達の少なそうなタイプだったのははっきり記き憶おくしている。

　最初は雉子野中の校門前で張ろうかとも考えたが、さすがに危険が大きすぎた。あの学校にも魔女ウイツチは必ずいる。下手へたをすればこちらが標的にされかねない。

　平日夜に制服姿で出歩いていたことや街で遊び歩いているふうではなかったことから、塾通いかなにかだと推測していた。だったら繁華街をまた通る可能性は高い。そういう訳で、夕方から夜にかけての時間帯に、あの辺あたりをうろうろしてみている。

　本当はあまり気が進まなかった。誰だれかの指図で動くなど、薫にとっては耐たえ難がたいことだったから。けれど逆らったり無視をすれば殺されるのは明らかだし、あの気の違った気味の悪い体現者マスコツトをいつまでも手て許もとに置いておきたくもない。

　見返りは必ずある、と自分に言い聞かせ、やることにした。

　四日前、喫きつ茶さ店てんに現れた白い髪の少女。たぶんあれは『夜の垣根の集いウイツカ』の創設者にごく近い人物、或あるいは本人だ──そう薫は睨にらんでいる。

　リーダーのいない横割りの組織と言われる『夜の垣根の集いウイツカ』だが、実際はいないのではなく誰も意識させられていないだけだ。組織がある以上、組織を作った者が必ず存在する。

　組織の形態があり、ルールがあり、人が集まる──当たり前だが、勝手にそうなったのではない。誰かの意志の元、これらは恣し意い的に作られたはずだった。

　たぶんほとんどの魔女ウイツチは、発起人は慈じ善ぜん事業でやっている、くらいに思っているだろう。実際に組織の状じよう況きようを中から見ても、放っておけば混迷を極める『女王のための統合戦争』に、ある程度の秩序をもたらすための自治組織という色合いが濃こい。

　しかし、あの少女を見て確信した。

　そういった表向きの印象はカムフラージュだ。裏ではなにか恐おそろしいものが暗あん躍やくし、恐ろしい計画が進んでいるに違いない。

　ただし重要なのは、その恐ろしい暗躍や計画の中身ではない。薫が──その暗躍し計画している側の人物とコネクションを持てたということだ。

　彼女がなにを考えてどんな目的であの未契約者を魔女ウイツチにしようとしているのかは知らない。詮せん索さくする気もない。ただ、命令をちゃんと実行することで絶対にメリットがあるはず。

　報ほう酬しゆうがあるかもしれない。なくても、薫のことを覚えてもらえる。使えるやつだと思ってくれるだけでもいい。いつかそれは大きなものとなって返ってくるだろう。

　今日は土曜日、週末だった。

　街には暇ひまを持て余した奴やつらが溢あふれている。今は若者の割合が高いが、もう少し遅くなれば酒を飲みに出てきたサラリーマンなども増えてくるだろう。あまり人が多くなるのは面めん倒どうだ。

「ま、待ってくださいぃ、先せん輩ぱい……」

　周囲に睨にらみを利かせ人並みを搔かき分けながら進んでいると、遅れがちになっていた寧ね々ねが背後から情けない声をかけてきた。まったくどんくさい、と溜ため息いき混じりに立ち止まる。

「とろとろしてんじゃないよ。まったくいい加減にしてよね」

「でも、こんなに人が」

「なんで有う象ぞう無む象ぞうに遠えん慮りよしてるんだっての。どうだっていいでしょこんな連中」

　しゅんとして縮こまる。野や暮ぼったい髪が下がった頭と一いつ緒しよに揺ゆれる。

「ほんと、足手纏まといだけはやめて欲しいんだよねー。この間もあんたを連れて帰るの大変だったんだよ？　気ぃ失っておまけに……」

「ご、ごめんなさいっ」

　顔を真っ赤にしてますます小さくなった。漏もらしたことを恥に思うくらいの矜きよう持じがあるのなら、どうしてそれを堂々と振ふる舞まえるようになるための努力に使わないのか。

　本当に腹が立つ。ぶん殴なぐって泣かせたくなるタイプだ。こいつを虐いじめていた奴らの気持ちもよくわかるし、はっきり言って虐められても仕方ない。

　舌打ちし、もう強引に手を引いて行こうと思った時だった。

「……あ」

　寧々の後方、約十五メートル。人混みの向こう。

　休日だというのに着込んだ雉き子じ野の中学の制服。冴さえない眼鏡めがねとひとつお下さげ。

　顔写真を持っている訳でもないしあの時もひと目ちらりと見た程度だったから確信はないが、たぶん──いや、十中八九、合っている。

　捜さがしていた、未契約の少女だった。

「見付けた。行くよ、寧々」

「え、はっ、はい」

　即そく座ざに踵きびすを返す。

　少女は大通りから横道に入っていく。早くしなければ見失うかもしれない。

「どきなよ、邪じや魔まっ！」

　通行人たちを無遠慮に突つき飛ばしながら、元来た道を引き返して追い掛ける。寧々も後ろから必死でついてきていた。そうして少女に遅れること二十秒ほど。

　角を曲がって数歩走ったところで、急ブレーキで足を止めた。

「きゃ……！」

　反応できなかった寧ね々ねが背中にぶつかってくるが無視。

　薫かおるは前方を睨にらみ付ける。

　目的の少女は、道の真ん中に立ち止まってこっちを見ていた。ただし──自分を守るようにして薫たちに向き合っている、ふたりの少女の背中に隠かくれるようにして。

　ひとりは目付きの悪い、気の強そうな娘。

　もうひとりはどこかおどおどした、気弱そうな娘。

　まるで自分たちのような組み合わせだなと、思わず心中で苦笑した。

　気の強そうな方が、ポケットに手を突つっ込んだまま不敵に笑った。

「よう、四し十じ万ま薫。後ろのはお仲間か？」

「誰だれさ、あんたたち」

　得意げに名前を呼ばれたことが勘かんに障さわり、声のトーンが自然と高くなる。

「私たちになにか用事？」

「用事があるのはお前らなんじゃないのか？」

「少なくともあんたたちにはないなあ。っていうか、誰さ、って尋きいてるんだけど」

「あたしらにないってことは、この娘にはあるってことだよな」

　少女は、背後で不安そうな顔をしている未契約者の少女を、背中越しに指差した。

「ったく……まさかほんとに狙ねらってくるとは思わなかった。お前ら、バカか？」

　呆あきれたような口調にますます腹が立つ。が、相手が尊大な態度を取っているせいでかえって冷静な気分になれた。逆に喧けん嘩かを売るつもりでいこう。

　肩を竦すくめて笑ってやる。

「とりあえず、説明してくれない？　あんたたちもさあ、そうやって意味ありげに登場したはいいけどいきなり殺されました、みたいなパターンはイヤっしょ。あんたたちみたいなのは、ご丁てい寧ねいに目的とかいろいろ解説してから殺されるのがお似合いなんだよ」

「は、言うね」

　相手は失笑した。それでも、甲か斐いあってそのつもりになってくれたようだ。

「お前のことはもう割れてるんだよ、いろいろと。四十万薫、式しき島しま学園の三年。住所とか家族構成とかも喋しやべってやろうか？　記き憶おくしてないからメモ読み上げることになるけど」

「どうやって調べた？」

「名前がわかればあとは簡単なんだよ」

　どうにも得意げな態度が癪しやくだったので、やり返してやる。

「ってことはあんたたち、あの白い装しよう束ぞくの……良い子ちゃんの仲間って訳だね」

　指し摘てきすると、相手は不快そうに眉をひそめる。

　こいつは『名前がわかれば』と言った。『顔がわかれば』ではない。

　薫の名を知っていてかつ敵対してきそうなやつは、直近だとあいつだけだ。魔ま法ほうを呼び出す際の詠えい唱しようで名乗ったのをしっかり覚えていたということか。

　だが、ここから導きだされるのはそれだけではない。

「とすると、あんたたちの後ろで隠かくれてる未契約者とあの良い子ちゃんとは元々お友達だった、ってことだよねえ。あれから捜さがし出して接せつ触しよくしたにしてはいろいろ早いし、手て際ぎわがよすぎ。ひょっとして、良い子ちゃんはその娘こと同じ雉き子じ野の中かな？　もしくは同じ塾か。元々知り合い同士だったってこともあり得るよねー。ま、あんたたちまでそうとは限らないけど」

「……ち」

　余よ裕ゆうの態度だった相手に、ようやく険けんが見える。

「バカって訳でもないみてえだな。面めん倒どうだ」

「あんたたち『夜の垣根の集いウイツカ』？　私らもそうなんだ」

　今度はストレートに問うてみた。

「ああ、そうだ」

　肯こう定てい。まあ、これはお互い、特に内ない緒しよにしておきたい情報ではない。

「ふうん。『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』じゃなくて安心したよ。あいつら相手にすると面倒くさそうだからさあ。これなら、あんたたちのいる『垣根の巣カヴン』を潰つぶすだけで済みそう」

「はん、強気だな」

「その娘を護衛するために見張ってたの？　ご苦労なことだね」

「いや、正確にはあんたを尾び行こうしてたんだよ」

　なるほど、と得心する。

　どうやら薫かおるの個人情報をひと通り握にぎっているというのは噓うそではないようだ。

　そして──だとしたら確かに、あの未契約者の少女を四六時中見張るよりも学校帰りや休日の時間帯に絞しぼって薫を尾行した方が遥はるかに楽だろう。なにせこちらは自分が見られている可能性を考えもしていなくて隙すきだらけだし、おまけに未契約者の少女を囮おとりとして誘さそい出すこともできる。というより、今のこの状じよう況きようはそうした結果だ。

「ま、でも、どうでもいっか」

　薫は笑って肩の力を抜ぬき、ついでに準備運動のように背伸びをした。

「どのみちさあ、やり合うことになってた訳じゃん？　私らはその子が欲しい、あんたらはその子を守りたい。お互いの主張が相反してるんだから、もう殺し合うしかないよねえ」

「聞いてた通りの性格だな」

　相手は呆あきれたように眉まゆをひそめつつも、

「が……殺すかどうかってのは置いといて、あたしも戦うことに関しては異論ないね。どのみち、そうしなきゃ事態はいつまで経たっても終わらなかった」

　薫の言葉に相手は同意する。

　まさにその通り。シンプルに行けばいいのだ。

　こいつらがどういう意図で未契約者を守ろうとしているのかとか、どうやってこっちの名前から詳しよう細さいな情報を調べたのかとか、そういうのは極論すればどうだっていい。

　薫かおるたちがこのふたりを殺してしまえば未契約者の少女は手に入るし、彼女からあっちの情報が得られる。逆に薫たちがこのふたりに殺されてしまえば身辺を調べられたことをもはや気にする必要もない。つまり負けたらそれまで、あとは勝ってから考えろ、ということだ。

「よっし、じゃあ、場所変えようか」

　薫は胸の前で手を合わせ、にこやかに笑んで言った。

「ここで殺し合うのは面めん倒どうだからさあ。あんたたちもその方が都合いいっしょ？　どうせ、一般人巻き込みたくないー、みたいに考えるクチだろうし。ま、私らは別に通行人が何人何十人巻き添ぞえ食っても心底全然どうでもいいんだけど。でも、それで死体がどんどん増えていっちゃったらさすがに戦いにくくなるじゃん？」

　案の定、不快だったと見えて相手は苦々しい顔になった。

　まったく理解に苦しむ。せっかく魔女ウイツチになり、普ふ通つうとは違う超常の力を得たというのに──どうして好き勝手にやらないのだろう。くだらない生をだらだら送っているくだらない奴やつらがばたばた死んだところで、こちらにはなんの不利益もないのに。

　薫が場所を変えようと申し出たのは、そんな善人であるあいつらに気を遣つかった結果ではまったくない。単に、こんな狭い路地では暴れにくいからだ。

「裏手に公園あるよね。たぶん人いないから、あそこでやろう」

　誘さそうと、相手は頷うなずいた。

　だから薫は踵きびすを返し「ついてきなよ」と彼女たちを先導した。
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　十分ほど歩いて、公園に辿たどり着いた。

　繁はん華か街がいの裏手には一世代前までそれなりに栄えていた商店街がある。駅ができて以降は街の再開発に乗り遅れ、すっかり寂さびれてしまった区域だ。人は週末であってもちらほらと数えるほどで、通り道にしかなっていない。公園は恐おそらく、当時その商店街周辺に住んでいた子供たちのために用意されたものだろう。今となっては利用者もほとんどない。時折、タチの悪い連中がたむろしているらしいが、それももっと遅い時間帯になってから。

　遊具はほとんど設置されていない。隅すみにブランコ、ブランコの前に砂場、その程度。敷しき地ち内で鬼おにごっこや球技などをするために作られたのだろう。

　確かに四し十じ万ま薫の言う通り、戦うにはうってつけの場所だった。

「こっちだ。おいでよ」

　薫が楽しそうに笑って待っている。

　だから雨あま立だて希き亜あは、茅かや島しま舞ま衣い子ことともに公園の真ん中へ進み──敵と対たい峙じした。

　市いち来き柊ひいらぎは隅すみに下がらせる。逃がすことも考えたが、それだと奴やつらの注意が彼女に向いてしまい、やりにくい。勝負の景品にした方がいいだろう。

「さて、やろうか」

　待ちきれないといった調子で、牙きばを剝むく薫かおる。

「……『ドリス』！」

　彼女は早速、自らと契約した『魔ま法ほうの国』の住人──体現者マスコツトの名を叫ぶ。

「私の貌かたちを私に示せ！　四し十じ万ま薫に依よりて降りろ！」

　次いで、彼女から一歩下がって立つ、暗い顔をした少女も。

「『ヴェスペ』……私の貌を私にください。戸と野の宮みや寧ね々ねに憑ついて纏まとえ」

　彼女たちの言葉に呼応するように。

　闇やみのような染みが、ふたりの左手薬指からじわりと染み出てきた。

「舞衣子、こっちも」

「うん」

　希亜と舞衣子もまた、同様に自らの体現者マスコツトへ呼び掛けた。

「『ショコラ』、あたしの貌をあたしに寄よ越こせ！　雨立希亜に跪ひざまずいて伏ふせ！」

「『エオストレ』、私の貌を私に貸して。茅島舞衣子に寄って添そえ！」

　それは、魔女ウイツチと体現者マスコツトとを接続する呪じゆ文もんだった。

　体現者マスコツトは魔女ウイツチと精神の奥深くで繫つながっている。

　これを詠えい唱しようにより召しよう喚かんすることで、彼らはどこにいようとも距離を超えて自らの本体、つまりは精神そのものを魔女ウイツチの元へ寄越すことができるのだ。

　彼女たちと同様に、希亜と舞衣子の左手薬指、その付け根から、黒い染みが滲にじんで周囲に広がっていく。それは澱よどんで溜たまり、ひとつの形を成してから色を変えた。

　宝石ジユエルの乗った、指輪リングに。

　希亜の宝石は深いオリーブ。舞衣子の宝石は淡あわい水色。

『希亜、呼んでくれてありがとね。久しぶりの外出だ』

　その指輪から、頭の中に直接、声がした。

　無む邪じや気きそうな子供の声。希亜の体現者マスコツト『ショコラ』のものだった。

『ああ、しっかりやれよ』

　頭の中だけで返事をする。

　リングは体現者マスコツトとの婚こん姻いんの証あかしであり、ジュエルは魔女ウイツチの呼び出した体現者マスコツトの精神が一時的に座す場所。つまりこの時、魔女ウイツチと体現者マスコツトは精神同士を共有した状態となる。

　そして宝石に宿った体現者マスコツトは、魔女ウイツチの魔力を魔法に変換する。

　まずは、身を守る装しよう束ぞくとして。

　指輪から更さらに、墨すみのような黒い霧きりが吹き出し、希き亜あの全身を包んでいく。指輪の時と同様に形を為なし、色を変え、魔ま力りよくで編まれた物質として固着していく。

　個人に固有のデザインを持つ装しよう束ぞく──正式名称を『憑依装束ドレスド・・纏式魔法マジカル』。

　希亜の場合は宝石と同じ深いオリーブを基調とした、ミリタリ風の衣い裳しようだ。上半身はフード付きのジャケットになっており、猫の耳を象かたどった飾りがあしらわれている。可愛かわいらしい意い匠しようではあるが目付きの悪い希亜が纏まとうと、茂しげみに待まち伏ぶせをする猫科の獣けものじみた印象となる。

　一方で隣となりの舞ま衣い子こも、装束を纏てん衣いしていた。

　こちらも彼女の宝石と同じ淡い水色で統一された色合い。内気な彼女にそぐわず、肩が剝むき出しに胸むな許もとも大きく開いた、まるでバニーガールのような意匠である。ご丁てい寧ねいに頭部のカチューシャには長い耳のおまけ付き。かなり恥ずかしい、とは本人の談。

　とはいえ憑ひよう依い装しよう束ぞくのデザインは、体現者マスコツトの性質よりもむしろ魔女ウイツチ自身の精神によるところが大きい。つまり深層意識にある心の有様が比ひ喩ゆとしてのモチーフとなり、体現者マスコツトの性質と入り混じって形を成すという訳だ。希亜の場合は獰どう猛もうさが山猫の形に、舞衣子の場合は臆おく病びようさが莵うさぎの形に。だからデザインに関する責任は半分以上が魔女ウイツチの責任でもあった。舞衣子がどんなに恥ずかしがっても、体現者マスコツトにはどうすることもできない。

　もっとも──魔女ウイツチの使う魔法において魔女本人が介在できる要素は装束のデザイン程度しかないと形容した方が正確ではあるのだが。

　既すでに四し十じ万ま薫かおると戸と野の宮みや寧ね々ねも、纏衣を終えていた。

　薫の方は透とう明めい感かんのある青い装束。背中から下向きに生えた羽根状の飾りが、水をあしらったようなスカートと相まってクリオネを連想させた。

　寧々の方は黄土色──オーカーを基調色としたものだ。軍服じみた大おお仰ぎような意匠をした細身のジャケットに、下半身は鎧よろいのように広がったロングスカート。プリーツに沿う形で細い鎖くさりが何本も垂れ下がっている。モチーフは一見してわかりにくいが、どことなく装そう甲こうを連想させた。

　かくして四人の魔女は纏衣を済ませ、距離を取って二対二で対たい峙じし合う。

　この時点でもはや自分たちの姿は普ふ通つうの人間には見えない。未契約の魔女ウイツチ未満である市いち来き柊ひいらぎだけが、固かた唾ずを飲んで見守っている。

「さてと。どうしようかな」

　四十万薫が薄く笑い、舌した舐なめずりをして身構えた。表情には微かすかな緊きん張ちようがある。

　さすがに、油断してはいないようだ。

　一度でも他の魔女ウイツチと戦ったことのある魔女ウイツチは、相手がどんなにメルヘンティックで可愛らしい装束を纏っていたとしても決して侮あなどらない。何故なぜなら、外見とは一切関係なく──すべての魔女ウイツチのすべての魔法は、例外なしに相手に不幸か死をもたらすものだからだ。

「さすがに相手がふたりだと慎しん重ちようになっちゃうよねえ。ま、でも……どうせ私の魔法はもう中身割れてるんっしょ？　だったらどストレートに行かせてもらおっかな」

　薫かおるが構えた。そして、左手薬指の宝石に詠えいじる。

「ドリス、あんたの罪科を私に渡せ。依よりて降りろ──『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』！」

　水平に伸ばした右腕が、中空に出現した槍やりの柄えを摑つかむ。

　先せん端たんに光るのは、透とう明めいな水すい晶しようでできた三みつ又またの穂ほ先さき。

　希き亜あは横にいる舞ま衣い子こを一いち瞥べつし、言った。

「油断はするな。慎しん重ちように行けよ」

　こくりと無言で頷うなずき、舞衣子は一歩前へ出る。

「エオストレ、あなたの罪科を私に貸して」

　そうして小さな、けれど芯しんのある声で自らの体現者マスコツトに命じた。

「茅かや島しま舞衣子に寄って添え──『すねたこどもたちセルリアンナイフ』」

　彼女の右手に魔ま法ほうが顕けん現げんする。

　それは刃渡り十五センチ足らずの、歪わい曲きよくした短刀。

　槍を構えた薫が軽い驚きとともに、希亜へ嘲あざけりの笑みを浮かべた。

「あれれ、出てくるのはあんたじゃないの？　散々強気なこと言っちゃってたのに、情けなくない？　お友達に行かせる訳？　そんなおどおどしたやつに？　かっわいそー」

「言ってろ」

　希亜は吐はき捨てる。

　確かに、舞衣子は纏てん衣いしてもなお弱気に上うわ目め遣づかいで、いかにも臆おく病びようそうだ。

　けれど四し十じ万ま薫には、見えていない。

　いつもはどもりがちな唇くちびるがぎゅっと引き結ばれているのが。地面を踏む両の足が震ふるえていないのが。そのおどおどした態度の奥おくにある、強い意志が──。

「行け、舞衣子。ぶった切ってやれ」

「……うん」

　それが、合図。

　茅島舞衣子は莵うさぎの耳と長い髪を後方になびかせ、薫に突とつ進しんした。

「は、無理しちゃってさあ！」

　迎むかえ撃うつ薫。槍が突き放たれる。

　しかし滑なめらかな最小限の動きで、舞衣子は槍の穂先を躱かわした。突進のスピードはまったく緩ゆるまない。懐ふところに飛び込み、短刀──『すねたこどもたちセルリアンナイフ』を下から切り上げる。

「ち！」

　舌打ちとともに、薫は対応した。

　槍の柄を使って刃を受け止め、そのまま払はらい除のける。

「きゃ……」

　弾はじかれる短刀。よろける舞衣子。その隙すきを逃のがさず薫がタックルを喰くらわせる。鈍にぶい音とともに、その身体からだはたっぷり三メートルほど吹き飛ばされた。

　薫かおるはすかさず追つい撃げき。しかし舞ま衣い子こも地面に転がりながらすでに体勢を立て直している。

　二度目の交こう錯さく。今度は槍やりが横よこ薙なぎにされ、舞衣子が身を屈かがめてやり過ごす。

　柄えが通り過ぎると同時にほとんど這はったような姿勢のまま足を狙ねらって短刀を薙なぎに一いつ閃せん。薫は受けることなく飛び退のいた。

　一連の攻こう防ぼうが、瞬またたく間まに過ぎていく。常人にはあり得ないスピードでの戦い。

　それも道理──憑ひよう依い装しよう束ぞくを纏まとった魔女ウイツチの身体は、魔ま力りよくで強化される。身体能力や反射神経などの基本的なものから、肉体の強度や治ち癒ゆ能力、回復速度まですべてだ。

　強化の度合いは個々人の魔力量によるが、大たい抵ていは人どころか生物の域を超える。銃じゆう弾だんで撃うたれても皮ひ膚ふに傷が付くくらいで済むし、鉄パイプを素手で容易たやすく折り曲げることも可能。多少の時間はかかるにせよ、潰つぶれた内臓を再生もできるしもげた手足もくっ付く。

　だから、もしふたりの携たずさえているのが純粋な殺傷力しか持たない刃であるなら、舞衣子も薫も攻こう撃げきをわざわざ回避する必要はないと言える。こちらの魔力が高ければ槍だろうが短刀だろうが生身で弾はじき返せるし、たとえ斬きられたところで傷は瞬く間に回復するからだ。

　もちろんお互いそれをしないのは、お互いの攻撃がただの刃ではないと知っているから。舞衣子は事前に得た知識で。薫は恐おそらく経験則と本能で。

「ったく。やりにくいなあ、手の内が知られてるってのは」



　離れて距離を取りつつ、槍やりをひゅん、とヘリコプターのように一回転させる四し十じ万ま薫かおる。

「水すい晶しようで固めて氷こおり漬づけみたいに閉じ込めてやろうと思ったのに、なかなか当たらないや。ま、あんたのそのナイフも、私には当たらないけどね」

　魔女ウイツチと魔女ウイツチの戦いにおいてなによりも大事なのは、相手の魔ま法ほうを知ることである。

　手の内がわからない状態であれば、対処法が見出せない。直接戦せん闘とうにおいては迂う闊かつに攻こう撃げきを喰くらう訳にもいかず、間合いの取り方すらも慎しん重ちようになって攻せめあぐねる。

　そういう意味でこちらは一歩有利だった。ただしそれは、四十万薫のみに対してのことだ。

　警戒すべきは、もうひとり。つまりは後方の、戸の野の宮みや寧ね々ね。

　彼女の魔法の得体が知れない。

　今のところなにをしてくる訳でもなく不安げに戦いを見み詰つめているだけだが、だからといって無視しておくには危険すぎる。できれば彼女がなにかをする前に、勝負をこちらの有利に進めたい──彼女と同様に後方に控ひかえている、希亜自身の手で。

　希亜は小さく、呟つぶやいた。

「ショコラ。お前の罪科をあたしに寄よ越こせ」

　攻撃用の魔法を、展開するために。

　魔女ウイツチが防ぼう御ぎよに使う装束を『憑依装束ドレスド・・纏式魔法マジカル』という。

　そして攻撃に使う武器は『罪科具現ブレイド・・展式魔法マジカル』という。

『罪科』とは、魔女ウイツチの契約している体現者マスコツトを象しよう徴ちようする概がい念ねんだ。肉体を持たない精神だけの存在である魔法の国の住人は、精神だけの存在であるが故ゆえに、自己の貌かたちを物質的に規定できない。故に彼らは、自己を自己として保つため、自己と他者を差別化するため、己の性質を象徴する概念──つまりは単語でもってその身を成立させる。

　その単語は皮肉なことに、こちらの世界で『罪』と呼ばれるものばかりだった。

　原罪なんだ、と、いつか早さわ良ら坂ざか蓮れんが言っていた。

　個人が生まれながらに持つ固有の原罪。人が容姿や声で個体を定義し識別するように、魔法の国の住人は、持って生まれた罪で個体を定義し識別する。彼ら彼女らは例外なく、生まれついての罪人であるのかもしれない。

　それはつまり、魔女ウイツチの使う魔法もまた、罪そのものであるということ。

　希亜と契約した体現者マスコツト『ショコラ』の固有罪科は──『隠いん匿とく』。

　希亜の身体からだの裡うちに宿った『女王の器の欠片かけら』から湧わき出てくる魔ま力りよくは、

「……雨あま立だて希亜に」

　体現者マスコツトであるショコラの固有罪科である『隠匿』という概念のフィルターを通し、

「跪ひざまずいて伏ふせ──」

　固有の魔法となって、現世へと『隠匿』の罪を顕けん現げんするのだ。

「──『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』」

　名を呼び、魔ま法ほうを喚よぶと。

　希き亜あの周辺半径十メートルの空間が、希亜にしかわからない鼓こ動どうでずくん、と鳴った。

　当然ながらそれは、舞ま衣い子こと薫かおるが戦っている場所も範囲内に入っている。

　激しい剣けん戟げきとめまぐるしく攻こう守しゆの入れ替わる立ち回りは激しさを増していた。

　にやりと笑み、かぶったフードの奥から薫を睨にらみ付ける。

「行け」

　視線に殺気を込めて呟つぶやいた刹せつ那な。

「……、っ!?」

　四し十じ万ま薫の足が止まる。いや、希亜が止めた。

　地面からいきなり現れたトラバサミが、薫の右足首に喰らい付いたのだ。

　これが『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』。十メートルの射程内で自在に仕込み自在に操ることのできる、鎖くさり付きの、牙きばを備えたトラバサミ──纏てん衣いしていない生身の人体なら手足を喰くい千ち切ぎることなどわけなく、たとえ纏衣していても、骨くらいなら簡単にへし折るだろう。

　足が止まった隙すきを舞衣子は見み逃のがさなかった。

　下から抉えぐるように、心臓に向けて『すねたこどもたちセルリアンナイフ』を振り上げる。

　だが、敵もさすがと言うべきか。

「ち……こっ、の！」

　不意打ちで足止めされた薫は上体を仰のけ反ぞらせ、剣けん閃せんの軌き道どう上に左腕を割って入らせる。

　心臓への一いち撃げきは、その左腕に突つき立った。

「らああああああっ！」

　そのまま身体からだを捻り、槍やりの柄えを舞衣子の腹部に押し当て、罠わなにかかっていない左脚を使って蹴けり飛ばす。攻こう撃げきの直後だったせいで抗あらがえず、舞衣子はあえなく地面を転がった。

「くそ、足痛いなーもう。なに、これがあんたの魔法って訳？　雨あま立だて希亜、だったっけか」

「ああ、そうだ」

　希亜は頷うなずき、薄く笑み、

「そしてお前は……私の魔法だけじゃなくて舞衣子の魔法も喰らった。気付かないのか？　それが舞衣子の『すねたこどもたちセルリアンナイフ』だよ」

　短刀で刺された左腕を、指差してやった。

「は？　って……うわ、なんだこれ」

　薫はようやく、異変に気付く。

「動かないじゃん、私の腕」

　舞衣子が膝ひざを立て、起きあがり答える。

「いえ、動きます」

　すると、舞衣子と希亜にとっては当然なことに。薫にとっては予想外なことに。

　四し十じ万ま薫かおるの左腕がまるで別の生き物のように、

「な……っ、が！」

　跳はね上がり、彼女自身の首へ五指を伸ばし、食い込ませ絞しめ付けた。

　どもりがちな声でおずおずと、舞ま衣い子こが宣言する。

「ご、ごめんなさい。あなたの、左腕はもう、私のもの……です」

　茅かや島しま舞衣子の魔ま法ほう──『すねたこどもたちセルリアンナイフ』。

　契約した体現者マスコツト『エオストレ』の固有罪科は『抛ほう擲てき』。

　その能力は、短刀で斬きり付けた人体の部位を自らの支配化に置くこと。

　腕を刺せば腕が。脚を刺せば脚が。頭部を刺せば舌や鼻や耳が。そして、心臓を刺せば全身が──相手の脳が送る指令を遮しや断だんして、舞衣子の意を優先させる。

　その代わりという訳ではないが、ナイフに殺傷能力は一切ない。どんなに深く刺そうが肉を抉えぐることはできず、どんなに激しく斬ろうが皮ひ膚ふを裂さくことすらできない。

　四十万薫の左腕はもはや舞衣子の左腕も同じだった。

　本人の意に反して自らの首に爪を立て、気道を強く圧迫している。やろうと思えばもっと効果的に──目玉を抉り出させたり耳を引き千ち切ぎらせるたりすることも可能だが、舞衣子は優しい娘だ。そんなえげつない真似まねは思い付きもすまい。

　もっとも、今のままでも充分すぎるが。

「舞衣子、そのまま絞め落とせ」

「うん……わかった」

　後方で立ち竦すくんでいる寧ね々ねに、戦う機会を与えさせたくない。

　どうやら顔と態度を見る限り、完全に怯おびえてしまっているようだ。無理矢理ここに連れて来られたのか、もしくは魔女ウイツチ同士の戦い自体が初めてで、恐きよう怖ふに身体からだが動かないのか。

　舞衣子が目を細める。意識を薫の左腕に集中させ始めた。

　かは、と、洩もれた微かすかな呼気とともに彼女の顔色が蒼そう白はくになる。

　希亜は念のため再度、戸と野の宮みや寧々を注視した。もし射程内に入ってきたら即そく座ざに『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』を飛び掛からせる用意をする。

　勝負が決まるか──そう思われた時。

　四十万薫の取った行動に驚きよう愕がくし、希亜と舞衣子は、目を見開いた。

「く……があああああっ！」

　薫は渾こん身しんの裂れつ帛ぱくで、槍やりを振るった。

　まずは柄えを短く持ち、自らの左腕を。そのまま回転させつつ振り下ろし、自らの右足首を。

　その穂ほ先さきで──切断する。

「な、……！」

　あまりに予想外な、そして大だい胆たんな行動に対応が遅れた。舞衣子は再び斬きり付けに行くことができず、希き亜あもトラバサミをけしかけることができなかった。薫かおるはその隙すきに片足だけで大きく後退し、寧ね々ねの傍かたわら、『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』の射程外へと脱だつ出しゆつする。

「がはっ、げえ、ぐ……」

「あ、せ、先せん輩ぱい……」

　踞うずくまり咳せき込む薫。背中をさすりおろおろとする寧々。

「ちっ、くしょう、私の腕と、足……ふざけんなよ！」

　どくどくと血が吹き出る傷口に、薫は槍やりの穂ほ先さきを触ふれさせた。

　まずは足。透とう明めいな刃から滴したたった液体が水すい晶しようとなり傷口を覆おおい、更さらには柱状に固まり──義足の代わりとなる。次いで、腕も。こちらは元の長さとほぼ同じだけ伸ばし、あとは槍の柄えを摑つかむように固めて一体化させる。

　当然ながら出血も止まり、元のままとはいかないまでも動けるようになった。

「く……」

　希亜は歯は咬がみする。

　甘かった──もう手の内は理解していると思い、侮あなどっていた。

　魔法の質を左右するのは、能力そのものではない。使う者の発想と機転なのだ。

「きっついなあ……痛覚遮しや断だんするとか久しぶりじゃん。っていうか自分の手足斬きり落とすのが初めてだよ。遮断してもまだめちゃくちゃ痛いなあこれ。ちくしょうめ」

　口調が軽薄だからたいしたことではないように聞こえるが、とんでもない。

　魔ま力りよくによって治ち癒ゆ能力がブーストしている状態であれば再び拾って繫つなげ直すことは可能にせよ、生なま半なかな覚かく悟ごでできることではなかった。

　同じ状じよう況きように立った時、果たして希亜はあれができるだろうか──無理だ。

「よ、っと」

　槍を振りつつその場で飛とび跳はね、水晶で補った手足の具合を確かめつつ、

「あんたたちけっこうやるみたいね。まだまだ底を見せてないって感じ」

　四し十じ万ま薫は満まん身しん創そう痍いに拘かかわらずにやりと笑い、

「にしてもさあ、面白いねえ、私らとあんたたち」

　急に、世間話でも始めるようにそんなことを言った。

「どういう意味だ？」

　思わず問い返す。

　時間稼かせぎ──という訳でもないようだ。そもそも時間というなら重傷の薫の方が慌あわてなければならない立場にある。どうやら本当に話したいことがあるらしい。

「んー、私たちとあんたたちね、よく似てる、って思ってさー」

　自分を指差し、返して希亜を指差し、

「まず、ふたりの性格。気の強いのと臆おく病びよう者もの」

　隣となりにいる寧ね々ねを指差し、返して舞ま衣い子こを指差す。

　にやにやしながら、続けた。

「魔ま法ほうの組み合わせもなんだよねー。前衛は敵の動きを封ふうじることもできる直接攻こう撃げき系で、後衛は待まち伏ぶせ系。偶ぐう然ぜんとはいえなかなか面白いなー」

　──「後衛は待ち伏せ系」？

　思わず身が堅かたくなる。

　つい情報を洩もらしてしまったのか、それとも虚きよ偽ぎによる誘ゆう導どうか。

　思考を巡めぐらせる希き亜あの心中とは裏腹、

「でもさあ……違うこともあるよ」

　肩を竦すくめ、

「まずは、あんた、茅かや島しま舞衣子だっけ？　あんたとうちの寧々が、似てるようで違う。あんた、よくやってるよねえ。びくびくしてて気弱なくせに、私と充分渡り合って、おまけに出し抜ぬいてくれて。褒ほめてあげるよ。……しっかし、それに比べて……さあ」

　そして、四し十じ万ま薫かおるは。

　あまりにも唐とう突とつで、意外な行動に出た。

「なめてんじゃないよ、この愚ぐ図ずっ!!」

　横を向き、両手に持った槍やりの石いし突づきで、戸と野の宮みや寧々の横面を──思い切り殴なぐり付けたのだ。

　ぐぶ、と声にならない悲鳴をあげ、寧々は吹っ飛ばされ地面に倒れ込んだ。

　薫はそれを足あし蹴げにし始める。

「あんたさあ、なにビクついてるの？　なに黙だまって見てるの？　案山子かかしじゃないんだからさあ。マネキンじゃないんだからさあ！　恐こわいったって限度があるじゃん？　戦うの初めてったって仲間の私が死にかけてんじゃん！　それともあれか？　この前みたいに漏もらしちゃってんの？　素すっ裸ぱだかにして濡ぬれてないか確かめてあげようか？　昔、虐いじめられてた時みたいにさあ！」

　水すい晶しようで固めた方の足を使い、踏み付けるように。さぞ痛いだろう。

「ごめ、ごめんなさい……ごめんなさい、先せん輩ぱい、ごめんなさい！」

　頭を抱かかえて踞うずくまり、泣き叫ぶように謝り続ける寧々。

「ごめんなさいって！　あんた、蹴けられるの厭いやだから嫌いや々いや謝ってんでしょ!?　そんな謝罪いらないんだ！　手伝えよ！　ちゃんと手伝えよ、謝らなくていいからやりなよ！」

「はい、ぐ、てつだい、ますっ。ごっ、めんなざ、い……」

「……、おい！　お前なにやってんだ!?」

　あまりのことに呆ぼう然ぜんとしていた希亜だったが、我に返り思わず叫ぶ。仲間割れであるなら止める謂いわれはない。ないが──見ていて気分のいいものでも、断じてない。

　しかし希亜が声をかけた瞬しゆん間かん、薫の暴力がぴたりと止やむ。

　落ち着いた態度で向き直り、

「それから雨あま立だて希き亜あ、あんただよ」

　つい今しがたの凶きよう行こうなどなかったかのように笑った。

「あんたと私が違う。似てるけど、全然違う」

　肩を竦すくめる。槍やりの穂ほ先さきを地面に突つき立てる。

「あんたは戦いで前に立たず後ろに控ひかえてた。私は違う。前に出てガンガン暴れる役目なんだよねー。寧ね々ねはそんな私をサポートする役目で、それを怠おこたったからお仕置きしただけのこと。それをあんたにとやかく言われる筋合いはないよ？」

　暴行を受けていた戸と野の宮みや寧々が、亡ぼう霊れいのようにふらりと立ち上がった。

　口くち許もとの血を拭ぬぐいながら昏くらい顔で、薫かおるの隣となりに控える。

　それを横目に、薫は嘲あざけるように希亜を指差し、

「だいたいさあ……あんたは私なんかより、もっとタチが悪いよ」

「なんだと？」

　──言った。

「なにせ、恐がりな子に無理矢理戦わせて高みの見物を気取ってるんだから。私は臆おく病びよう者ものの影かげに隠かくれてこそこそしたりしない。臆病者を前線に立たせて吞のん気き構えたりしない！」

　その挑ちよう発はつに、雨立希亜は激高した。

「この野や郎ろう、もういっぺん言ってみろ！」

　大声で怒ど鳴なり、彼女たちの方へ向かって数歩足を進める。無意識だった。

　だから、愕がく然ぜんとした。

　三歩めを踏み出そうとした右足を──爆ばく発はつが襲おそったことに。

「あ、っ!?」

　耳を劈つんざく音。足を包む衝しよう撃げき。腰の高さまで立ち籠こめる土煙。

　規模はそれほど大きくない。足が砕くだけ散ったりはしていない。が、魔ま力りよくでできたブーツは弾はじけ飛び、皮ひ膚ふが焼けて肉が抉えぐれ、骨も折れていた。立っていられなくなり尻しり餅もちをつく。

「っ……きーちゃん!?」

　舞ま衣い子こが叫んだ。希亜のあだ名だ。響ひびきが変だから仲間うち以外の人間がいるところでは使うなと言ってあったのに、それを忘れるほどに狼ろう狽ばいしていた。

　こっちに走り寄ってくる。

　しゃがみ込んでいたせいか、今度は聞こえた。

　舞衣子の左足が地面を蹴けった瞬しゆん間かんに鳴る、かちり、というスイッチの入ったような音が。

　上うわ目め遣づかいに澱おりの淀よどんだような目をした戸野宮寧々が、呟つぶやいた。

「──これが私の『突発性破滅願望優しいヒステリア』です」

　舞衣子の踏んだ見えない地雷が、さっきの希亜と同じように爆発する。

「あ、っ……！」

　結果も希き亜あと同様。靴くつを突つき抜けて足を灼やかれ、その場に転んでしまう。舞ま衣い子この方が憑ひよう依い装しよう束ぞくの防御力は高いため希亜ほど酷ひどくはないが、それでも治ち癒ゆに十数秒はかかる怪け我がだ。

　希亜は心中で舌打ちした。

　待ち伏ぶせ系──ついさっき、薫かおるがそう言っていたではないか。つまりは自分の魔ま法ほうと同系統、手ずから携たずさえて使うタイプではなくこういうふうに遠えん隔かくで仕掛けて操るタイプ。真しん偽ぎがわからなくとも最大限警戒しておくべきだった。

　恐おそらくは感圧式の地じ雷らいだろう。踏むことでスイッチが入るのだ。

　作動音が爆ばく発はつ音おんより先に聞こえたところから推測するに、爆発するのは踏んだその瞬しゆん間かんではなく、足が離れ圧が弱まった瞬間。

　まずは傷を治さなければ。

　いや、その前に──既すでに攻こう撃げきへ転じている相手に対応しろ。

「さあて、いっくよー!!」

　嬌きよう声せいじみた咆ほう哮こうとともに四し十じ万ま薫が身を屈かがめ、突とつ進しんしてきた。

　希亜は意識を集中させる。

『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』で阻はばまなければならない。相手の進路に三つ発生させ、大たい砲ほうのように射出する。鎖くさりをのたうたせながら蛇へびじみた動きで、トラバサミが牙きばを剝むいた。

「遅い！　遅い！　遅いっ！」

　薫が、槍やり──『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』の穂ほ先さきで地面を払う。

　弧こを描いた軌き道どう上の地面に、水すい晶しようの壁かべが出現した。高さはほんの十数センチ。貫つらぬけない硬こう度どではない。だがほんの刹せつ那なでも勢いを鈍にぶらせられれば、それだけで躱される。

　防ぼう壁へきごと『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』を飛び越え、薫が更さらに迫せまってきた。

　だったら、直接狙ねらってやる。

「調子に乗ってんじゃ……ねえっ！」

　トラバサミをもう五本。

　今度は自分の眼前、虚こ空くうから出現させ、水平発射する。

「は？　ふざけてんのかなあ！」

　しかしこれも無む駄だだった。

　希亜の魔法『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』は、あくまで遠隔の待ち伏せ攻撃を前提としたもの。手て許もとから射出したとしても速度は決して高くない。纏てん衣いした魔女ウイツチは、集中すれば銃じゆう弾だんすら躱せるほどの身体能力を備えている。それに比べれば欠伸あくびの出る速度だろう。

　薫はついでとばかりに、落ちていた自分の足首と腕を穂先で軽く引っ掛け、回収する。水晶で覆おおい、ウエストポーチのような形状にしてぐるりと腰に巻き付けた。器用で流りゆう麗れいな所作──こいつは自分の魔法をどう活用すればいいのか完全に熟知している。

「く！」

　舞ま衣い子こが攻こう撃げきを迎むかえ撃うとうと身構える。

　希き亜あはそれを止めた。

「待て、舞衣子っ」

　動けば地じ雷らいを踏む。恐おそらく戸と野の宮みや寧ね々ねは、自分たちの周辺に集中して仕掛けている。目視できないのが厄やつ介かいだった。ダメージ覚かく悟ごで突とつ進しんするにはリスクが大きすぎる。

「あたしが鎖くさりで払う！」

『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』を地面すれすれに、土を削けずりながら射出すればいい。鎖の長さは最大で五メートル。トラバサミで地雷を反応させながら進ませることで、マインローラになる。

　せめて薫までの道を作れれば。

　そう考え、実行に移そうとした希亜の頭に、ふと違和感がよぎった。

　なにかがおかしい。

　薫はこちらに向かって一直線に向かってきている。

　距離にして十五メートルほど──今は到達まで残り五メートル。片足が義足とはいえあと瞬まばたきひとつする間にこちらの懐ふところへ飛び込んでくるだろう。飛び込んできて──飛び込んでくるのか？　希亜たちの周囲は地雷原のはずなのに？

　戸野宮寧々の魔ま法ほうは、相手によって不発と爆ばく発はつを選べるのだろうか。選べるとは思えない。そんな器用な真似まねができるとするなら、そもそも感圧式である必要がない。

　或あるいは、本当はもう地雷など仕掛けられていないのだろうか。それも考えにくい。これだけ驚きよう異い的な魔法をただブラフで使うとも思えない。

　もし希亜の予想通り、地雷はただ圧力に反応して機械的に爆発するとして。

　四し十じ万ま薫もまた、地雷を踏めば無事には済まないことがわかっているとして。

　それでもなお薫は、危険を冒おかしてでも槍やりで突とつ撃げきするという手段を選ぶのだろうか？

　しない、と仮定すると。

　この突撃自体がなんらかのフェイク、撹かく乱らん行動だということになる。

　では、真の目的は？

　薫に注意を集めること。希亜たちに迎げい撃げき態勢を取らせること。希亜たちを足止めすること。元々地雷の怪け我がで足は鈍にぶっているところに直接攻撃が迫れば、必ず釘くぎ付づけになる。四十万薫ひとりに目が向き、周囲が見えなくなる。

　こいつらがそれをこそ目もく論ろんでいるとするならば──、

「市いち来きぃっ！」

　希亜は、声を限りに、市来柊ひいらぎへ叫んだ。

「逃げろ！　今すぐ、人の多いところまで逃げろ!!」

「……へえ、気付いたんだ。凄すげいじゃん」

　四十万薫が立ち止まった。

　地じ雷らい原げん目前。殺意すら消失させ、踏み込むつもりなどないよというように肩を竦すくめ、

「でももう、遅い。地面をよく見なよ」

　彼女の言葉に、希き亜あの背筋が総毛立った。

　自分たちの周囲だけではなく、公園の地面に広々と──微かすかな光こう沢たく、つまりは薄い水すい晶しようの膜まくが張られている。日が暮れかかっているせいもあり、目を凝こらさなければわからなかった。

　それがなにを意味するか。

　寧々の『突発性破滅願望優しいヒステリア』は感圧式地雷だ。圧力がかかることでスイッチが入り、その圧力が緩ゆるむことで爆ばく発はつする。この場合の圧力とは、薄く張られた水晶の膜による重石。

　つまり周囲一帯に撒まかれた地雷は、薫かおるが水晶を溶とかした瞬しゆん間かん、一いつ斉せいに爆発する。

「寧々の魔ま法ほうは残念ながら、あんたたちを殺すほどの力はないんだ。だから仕留め損ねたのがちょーっと悔くやしいけど、悪いね。私らは目的第一に動く、ってことで」

「市いち来き！　早く……」

　公園の隅すみで、戸野宮寧々に背後から捕つかまり、口を塞ふさがれる柊ひいらぎの姿が見えた。

　そしてそれとほぼ同時。

　希亜たちの周囲に撒かれたものを含むすべての地雷が、轟ごう音おんとともに作動した。

「きゃあっ！」

　その数、数十。希亜たちと柊を繫つなぐ直線上に集中して設置されていた。

　公園の地面はグラウンドなどと同じ黒土混合土。土煙が舞まい上がり視界が塞がれる。おまけに周囲一帯が無作為に爆発しているせいでその場から動けない。

「っ、待て、四し十じ万ま薫っ！」

　叫んだ声に応える者はいなかった。爆ばく音おんが収まった頃ころにはもう、四十万薫の姿も戸野宮寧々の姿も、市来柊の姿も──公園内の、どこにもなかった。
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　魔女ウイツチ同士の戦いを、戦せん慄りつと恐きよう怖ふとともに傍ぼう観かんしていた。

　数日前に出くわした咲さき森もり水みず奈なと四十万薫との戦いなど比べ物にならないくらい──激しさも規模も使われる魔法も、そして流れる血の量も、すべてが夥おびただしかった。

　常識の埒らち外がいにあるものを見たせいで、自律神経でもおかしくなったのだろうか。背筋の芯しんは冷えきっているのに、上気したように身体は火ほ照てった。怖こわくてたまらないのに気絶することすらできず、熱に浮かされたようにぼうっとなる。

　だから、どちらが有利だとか、どちらが不利だとか、今どちらが勝ちかけているのかとか、そういうことすらも定かでなく、ただただ成り行きを見み詰つめていた。

　逃げろ、という希亜の叫びは、遠い海の向こうから響ひびく汽笛みたいだった。

　反応することは当然、できなかった。

　仮に反応できたとして、自分は走って逃げられただろうか。あまりそうは思えない。あんなふうに目にも止まらない速度で切った張ったができるような人たちを相手に、自分が走ったところで無む駄だな足あ搔がきだろう。学校の徒競走ですら下から数えた方が早いのに。

　鼓こ膜まくが破れるんじゃないかというほどの爆ばく発はつが起きたのと、背後から口を塞ふさがれたのと、いったいどちらが先だっただろう。今考えてもわからない。

　何故なぜなら自分は、捕とらえられたと同時に絞しめ落とされ、失神してしまったのだから──。

　それから、何時間経たったのか。

　柊ひいらぎが目を覚ましたのは、暗い部屋の中だった。

　意外にもベッドに寝かされていた。そのせいで状じよう況きようを把は握あくするのに数分かかった。

　意識を失う前のことを思い出し、攫さらわれてきたのだということを自覚し、けれど身体からだの自由すら奪うばわれていないことを不思議に思う。

　枕まくら元もとには自分の眼鏡めがねが、ちゃんと置かれてあった。

　手に取って架かけ、目を凝こらす。ごく普ふ通つうの寝室のようだ。起きあがってカーペットを踏ふむ。さすがに靴くつ下したまでは脱がされていない。衣服も同様、制服のまま。

　ドアを見付けた。微かすかに灯りが洩もれている。

　ここにじっとしていてもどうにもならないと思い、意を決してドアを開けた。

　眩まぶしさに目を細めた先にあった光景は、システムキッチン付きのリビングダイニング。どうやらごく普通のアパートかマンションらしかった。

「あ、起きた」

　リビングの中央に寝ね転ころがっていた少女が柊に気付いて声をあげる。

「やーおはよう。よく眠ってたなー。もう夜中じゃん」

　前髪を真ん中でパイナップルみたいに留めたヘアスタイル。あっけらかんとした態度と口調、気の抜ぬけたジャージ姿。けれど物腰にはどこか粗そ暴ぼうさを感じさせる。

「えっと」

　確か名前は……、

「薫かおる。四し十じ万ま薫だよ。三年だから敬語使えよなー」

　人なつこい笑みを向けてくる少女を見て、訳がわからなくなった。

　確か彼女は、自分を殺そうとしていたのではなかったか。咲さき森もりさんと戦い、雨あま立だてさんや茅かや島しまさんと凄せい惨さんな殺し合いを演じ、そうして──私を攫ったのではなかったか。

「あ、起きたんですね。……おはようございます」

　廊ろう下かからもうひとりの少女が顔を出した。

　戸と野の宮みや寧ね々ねです、と名乗られる。

　野や暮ぼったく重い髪は前を直線で揃そろえたいわゆる姫ひめカットというやつで、けれど暗い表情のせいで上品さより陰いん鬱うつさが先立つ。ホラー映画に出てくる日本人形を連想させた。

　もっとも、柊ひいらぎだってこの娘のことを揶や揄ゆできるような容姿ではないのだが。

　自分も大たい概がいだ。ありきたりなお下げに地味な顔、分厚い眼鏡めがね。クラスメイトと同じ制服を着ているはずなのに野や暮ぼったい──むしろ薫かおるよりも寧ね々ねの方にシンパシーを覚えた。

「お腹なか空いてない？」

　と。

　薫が唐とう突とつにそんなことを尋きいてきた。

「え、お腹、ですか？」

「ラーメン食べなよ。寧々、用意して」

　寧々はキッチンへ行き、棚たなからカップ麵めんを取り出す。

　包装を破き始めたので慌あわてて柊は首を振った。

「でも、もう夜中ってさっき……」

「夜中？　ああ、十一時だ。だから？」

「夜食なんて摂とったら身体からだに悪いって、その、お母さんに言われてて……」

　──どうしてそんなことを口にしたのか、自分でもわからない。

　攫さらわれた先がごく普ふ通つうのアパートで、緊きん張ちようが解けてしまったのか。自分を殺そうとしてたはずの薫が予想外に友好的で人なつっこく、安心してしまったのか。

　つい無意識に、普ふ段だんの習慣と思考が出てしまった。

　直後、恥ずかしさのあまり顔が赤くなる。消え入りそうだ。

　対する薫はぽかんとしていた。呆あつ気けに取られたというか、予想外の返答だったに違いない。

　けれど数秒後、

「……、あは、はははははっ！」

　けらけらと楽しげに笑い転げ始める。ひとしきり腹を抱かかえた後、目め許もとを拭ぬぐいながら、彼女は歩み寄ってきて柊ひいらぎの肩をぱんぱん叩たたいてきた。

「はは、おっかしー。面白いねあんた」

「あの、すみません……その」

「いいって。そっかそっかー。確かに今までそうだったんなら抵てい抗こうあるよね」

　てっきりバカにされると思っていたが、意外なことに薫は理解を示す。

「いやね、うちも親が厳しくてさ。よくガミガミ言われたもんだよ」

「そうなんですか」

　思わず問い返す。いつの間にか警けい戒かい心しんはなくなってしまっていた。殺されるかもしれないという懸け念ねんもどこかへ行ってしまう。殺すつもりであれば、ラーメン食べる？　などと尋いてこないし、そもそも公園で捕つかまった時にやればよかったのだ。

　楽観的に過ぎるのかもしれないと思うが、薫はにこにこしながら言葉を続けてくる。

「あるよねえ。ちょっと居間でテレビ見てるだけで、宿題したのか、って尋きいてきたり」

「あ……はい」

　自分も同じだ。中学に上がる前の幼い記き憶おくが甦よみがえった。

　そんなお小こ言ごとを繰り返されるのが厭いやになり、家に帰るとすぐ部屋に籠こもる習慣ができた。部屋にいても時々様子を見に来たりするので、仕方なしに机にかじり付くようになり、そうしていつの間にか、勉強以外になにをすればいいのかわからなくなった。

「洋服とかゲームとか買ってもらえないから友達との話題に付いていけなくなったり」

「はい……」

　お洒落しやれをしたいと、昔は人並みに思っていた。友達と一いつ緒しよに遊びたかった。でも、可愛かわいい格好をした同年代の子供を見ては「ちゃらちゃらしたことばかり覚えてるとろくな大人にならない」と毒づき、電器屋のゲームコーナーの傍そばを通る度「こんなものに夢中になったら人格がおかしくなる」と顔を苦くする親には、とても切り出せなかった。

「一緒だ。ははっ！　難なん儀ぎだねえあんたも。窮きゆう屈くつだったっしょ？」

「いえ、私はもう諦あきらめちゃってましたから」

　幼い頃ころはずっとそういう欲求を持っていたはずなのに、今の今まで忘れてしまっていた。

　そして思い出してみると──自分の人生がいかに歪いびつだったかに気付く。

　友達がほとんどいなかったのは、母親の『娘の友達』に求める基準が高すぎてクラスの子たちと一緒に遊ぶのが憚はばかられたから。趣しゆ味みらしい趣味がないのは、始める前にすべて禁じられてしまったから。お洒落に疎うといのは、きらきらした格好に嫌けん悪お感かんを示されたから。

　勉強しか取とり柄えがないのは──勉強以外のことを、知らないから。

　考えてみれば、今どきこんな子いないと思う。

　だいたい自分は勉強を頑がん張ばってなにがしたいんだろう。親にはよく、いい高校に行っていい大学に行けば選択肢が増えると聞かされた。将来なりたいものができたとしても、ある程度の頭を持っていなければそれには届かないから、なんにでもなれるように今のうちに頑張りなさい、と。でも、私には好きなものなんてないから、なりたいものもない。

　そんな自分の心が、顔に出ていたのだろうか。

　或あるいは、一緒の境きよう遇ぐうだったというから察してくれたのだろうか。

　四し十じ万ま薫かおるは笑って、言った。

「えっと、市いち来き柊ひいらぎだっけ？　柊でいいよね。とりあえずさあ、カップラーメン食べなよ」

　優しく、悪戯いたずらっぽく、まるで友人のように──。

「まずはカップラーメンからだな。いけないことしちゃおうよ。本当はやりたかったこと、思い付くままにいろいろすればいいのさ。夜食はダメっていうなら食べちゃいなよ。夜よ更ふかししてみよう。ゲームも一緒にやろうか。でもって今度、街に出て一緒に遊ぼう」

　ふと疑問が湧わいた。

　何故なぜ彼女はこうも自分に親切なのか、と。

　水みず奈なたちと敵対している魔女ウイツチで『女王のための統合戦争』にも積極的に参加したがる好戦派だと聞かされていた。魔ま法ほうを使った犯罪も平気で行う危険人物だから未契約者である柊ひいらぎの命を狙ねらってくるかもしれない──そう言われていた。

　なのに実際に話をして受ける印象は、聞かされたものとはほど遠い。ましてやこちらの命を狙っているような素振りもまったく見せない。

　もしかしたら誤解なのかもしれない。

　確かに戦っている時は恐おそろしかった。初めて出会ったあの日の夜も、さっきも。けれど、恐ろしいのは咲さき森もり水奈や雨あま立だて希き亜あ、茅かや島しま舞ま衣い子こたちも同じだ。残ざん虐ぎやくなのも流血を厭いとわないのも超常の力を持った魔女ウイツチであるせいで、本人の人格とはあまり関係がないのかもしれない。

　なにより柊は、彼女の奔ほん放ぽうさに、心の奥で憧あこがれを抱いだいた。

　好きなことをやればいい、という。いけないことであってもやりたいことをやればいい、と。確かに言われてみれば、柊の人生はそうすることで拓ひらける気がするのだ。勉強以外に取とり柄えもなく、その勉強すらも別に飛び抜ぬけている訳ではなく、友達とも趣しゆ味みともお洒落しやれとも、ましてや恋とも無む縁えんな人生が、ひょっとしたら変わってくれるかもしれない。

「じゃあ……食べてもいいですか？」

　テーブルに置かれたカップラーメンを前に、怖おず怖おずと尋きく。

「いいよ、さ、どうぞどうぞ。……私もお腹なか空いたな。寧ね々ね、もうひとつ作ってよ」

　薫かおるの差し出してきた箸はしを受け取り──「いただきます」を言おうとしたが、これも親から躾しつけられたことによる習慣なんだと気付き、やめた。

　麵めんを摑つかみ、口に入れる。即席麵の弾だん力りよくを歯で嚙かみ切る。

　今まで食べたどんな料理よりも、美味おいしいような気がした。
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　薫の思い付きで始まったゲーム大会は、そのまま明け方まで続いた。

　ストックしてあったお菓か子しやジュースなどはほぼ消費し尽つくし、食べ散らかし飲み散らかし遊び散らかして、そのまま疲れ果ててあとはリビングで雑魚ざこ寝ねだった。

　四し十じ万ま薫と市いち来き柊が寝息をたて始めたのを見届けて、戸と野の宮みや寧々はコップやお皿を流しに運んでから灯りを消し──ひとり別室へと退散する。

　市来柊を寝かせていた寝室の隣となりにある、自分の部屋だ。

　ここは、寧々のマンションである。

　薫の身元が調べられてしまったせいで別の潜せん伏ぷく場所が必要になった。どのみち一人暮らしみたいなものだから問題はない。両親は滅めつ多たに帰ってこない。

　それにしても、と。

　ベッドに腰を下ろして、溜ため息いきを吐つく。

　薫かおるの取った行動は、寧ね々ねにとって少し意外だった。

　てっきり首根っこを引っ捕つかまえて無理矢理契約させるものとばかり思っていたのに、まさか優しい言葉をかけての懐かい柔じゆうに出るとは。まだ契約の話すらしていない。

　もっとも、ほんの数分で市いち来き柊ひいらぎの警戒心を解いてしまった辺あたり、さすがであると言えた。結果だけ見れば正解だった訳だ。元々彼女は、考えてから動くタイプではない。が、考えなしに行動を起こす割になんだかんだで最終的には辻つじ褄つまを合わせ、上手うまくやってしまう。

　だったらもうすべてを彼女に任せておけばいいのだろうか、と思う。

　正直なところ──寧々には、自分たちがしていることの目的がわからない。

　市来柊を攫さらって契約させることがどういう意味を持つのか、どういう結果を引き起こすのか、見当も付かなかった。

　あの日、喫きつ茶さ店てんで出会った恐おそろしい魔女ウイツチは何者なのか。

　未契約の体現者マスコツトでなにをしようとしているのか。

　市来柊をそいつと契約させろ、という命令は、どういう意図で行われているのか。

　すべてがまったく想像の埒らち外がいで、果てしなく怖こわかった。

　そもそも、あの魔女ウイツチの言葉からして漠ばく然ぜんとしすぎている。

　体現者マスコツトを渡してきて『上手く使ってね』──ただそれだけ。

　薫かおるはどうやらあの命令を、市来柊をお前たちの仲間に引き入れろ、という意味に捉とらえたらしいが、果たして本当にそうなのだろうか。契約させるところまでは合っているかもしれないが、その後、仲間にするべきなのかどうか。してもいいのか。

　考えていると、クローゼットから、ごとり、と音がした。

　なにかの拍ひよう子しで転がったのか。思わず身体からだを震ふるわせる。

　放っておきたかったが、様子を見ずにおくのも気味が悪い。寧々はクローゼットを開け、その奥おくに仕し舞まわれている段ボール箱を開き、中にあるものを取り出した。

　つまり、虫むし籠かご。

　中には針金で縫ぬい留とめられた人形が宙ちゆう吊づりに浮かんでいる。



『魔ま法ほうの国』の住人──未契約の体現者マスコツト。確か、名前は『メリィ』。

　その容よう貌ぼうはあまりにおぞましかった。本当は見たくも触さわりたくもないが、異常があっては大変だ。万が一拘こう束そくを解いて逃げられでもしたら、寧々には責任が取れない。

　虫籠を矯ためつ眇すがめつし、異常がないことを確認する。

　だが、明るいところに出してしまったのがよくなかった。

　人形の虚うつろな目が、ぐるん、と。唐とう突とつに動き、寧々を捉える。

「ひっ！」

　思わず虫むし籠かごを取り落とす。カーペットの上に落ちて転がると、それがスイッチになったかのように『メリィ』が喋しやべりだした。

「あ。アア……どうした、ノ？　出してくれるの？　ダシテクレルノ？」

「や、あ！　……っ」

　喉のどに出かかった絶叫をすんでのところで抑おさえる。これで薫かおるを起こしてしまっては、なにを言われるかわかったものではない。下手へたをするとまた殴なぐられてしまう。

　自分の胸むな許もとを摑つかみ息を整え、言った──それだけでかなりの勇気を必要とした。

「ごめんなさい、まだ出せません」

「出してクレナイノ？　くれないの？」

　だが、やはりというべきか会話にならない。

　このまま出していては訳のわからないことを喋り続けるだけだ。段ボールに詰つめ込んで暗くら闇やみにしておけば黙だまるのだから、さっさとそうしよう。

　虫の死し骸がいでも触さわるように籠を拾い上げた寧ね々ねだったが、その手が驚きよう愕がくとともに止まる。

「あら……あなたひとりなのかしら。お仲間の子はどうしたの？」

　唐とう突とつに。

　メリィの口が、明めい瞭りような──さっきまでと明らかに違う発音で、まともな言葉を語ったのだ。

　気のせいではないか。たまたま正気っぽく聞こえただけではないか。

　そう思い数秒、様子を窺うかがうが、

「留守なの？　それとも眠ってる？」

　再び、会話になりそうな文章を口にする。

　返事をすべきか迷った。無視して再び箱に詰め込むべきかもしれない。厭いやな予感がする。この体現者マスコツトと会話をすることで、なにか恐おそろしいことが寧々に訪れる予感が。

　しかし思考とは裏腹に、唇くちびると喉は勝手に声を発した。

「眠って……ます」

「じゃあ、あなたひとりなの？」

「はい、ひとりです」

「そうなの。それは都合がいいわ」

　人形は、嗤わらった。まるで人間のように。

　そうして、おぞましさと人なつこさの入り混じった顔で、

「少し話をしない？　いい加減、頭のおかしい振りをするのも飽あきちゃったの」

　とんでもないことを、言い始める。

「振ふり、ですって？」

　さすがに耳を疑った。

　呆ぼう然ぜんとする寧々に、メリィは流りゆう暢ちようにまくしたてた。

「ええ、振り。ポーズ。偽ぎ装そう。……いえね、本当は普ふ通つうにあなたたちへ自己紹介するつもりだったのよ？　でも第一地区の『メレクタウス』に『お前は放っておくと絶対に余計なことを言うから黙だまっていろ』なんて言われちゃったものだから。とはいえ、無言を貫つらぬき通すのも退たい屈くつだしつまんないでしょ？　だったらいっそ頭のおかしい演技で乗り切ってみようと思ったんだけど……そしたらあなたたち、気味悪がって閉じ込めちゃうじゃない。逆効果だったわ」

　べらべらと煩うるさいが、言葉に澱よどみは一切ない。

　無機物に憑ひよう依いした体現者マスコツトにありがちな、神経に障さわるような歪ゆがんだ声でもない。

　こいつは他の体現者マスコツトとなにか違うのではないか、そんな気がした。

　いつしか寧ね々ねは恐きよう怖ふを忘れ、メリィと会話を交わし始める。

「その、めりくりうす……さん？　って誰だれなんです」

「メレクタウス、よ。私のお仲間ってところかしら？」

「体現者マスコツト、ですか」

「そうよ」

「第一地区……って、なんです？」

「知らないの？　あなた、自分の体現者マスコツトから『魔ま法ほうの国』の話、聞いたりしてない？」

　痛い質問だった。思わず顔を曇くもらせる。

「はい。その、私は……体現者マスコツトに嫌きらわれていて。期待外れだったみたいです」

　寧ね々ねの体現者マスコツトである『ヴェスペ』は、寧々とは似ても似つかない性格をしている。

　具体的には薄情で冷れい酷こく。『女王のための統合戦争』にも積極的で、契約した当初はしきりに戦争への参加を促うながしてきた。だが当の契約相手はこの通り、臆おく病びようで気が弱く、手を振り上げられればそれだけで身が竦すくんでしまうような有様。暗い性格のせいで学校でも虐いじめられており、それは魔女ウイツチになってもまったく変わらなかった。

　そうしてヴェスペはいつしか、寧々に失望し愛想を尽つかす。

　幼い頃ころに死んだ母親の形見であるブローチに憑ひよう依いしていたのだが「俺おれのことは物置にでも放り込んでおけ」と言い放ったきり、口を利いてすらくれなくなった。仕方なく言葉通りに、机の引き出しの奥おくへと仕し舞まってある。

　幸いにというべきか皮肉にもというべきか、魔女ウイツチが魔ま法ほうを使う際においては、主導権はあくまで魔女ウイツチ側にある。だからいざという時に纏てん衣いさせてもらえないとか魔法を発動してくれないとか、そういう事態にはならずに済んでいた──もっとも、纏衣時には指輪を通じて意識を共有することにはなる訳で、だから寧々はいつも気まずい思いをしている。昨日も、震ふるえ上がって動けない自分にさぞうんざりしただろう。

　彼は憑依中も、なにも話そうとしないが。

　考えるだけで陰いん鬱うつな気分になる。沈んだ表情の寧々をメリィは「ふうん」と眺ながめていたが、やがて、どうでもいいかとばかりに話を元に戻もどした。

「じゃあ私が代わりに教えてあげるわ。……『魔法の国』はね、全部で七つの区域に分かれてて、住人の持つ固有罪科の傾けい向こうによって棲すみ分けがされてるの」

「……そうなんですか」

「イメージとしては県とか州とかそういう感覚ね。もちろんあっちは精神世界だから、こっちの物質世界とはちょっと勝手が違うけど」

　区域と棲み分け──。

　寧々にとって初耳な情報だった。

　たぶん薫かおるも知らないだろう。そういう話を聞かされたことがない。

「第一地区、っていうのはじゃあ、そのうちのひとつですか？」

「そうそう」

　急に興味が湧わいてきたので、身を乗り出して聞き入る。

　が、しかし──寧々のそんな高こう揚ようは直後、メリィの言葉によって。

「で、メレクタウスっていうのは、第一地区で最も罪深い、地区に君臨する化け物なの」

　冷や水を浴びせられたように、ぞっとした感情へと変へん貌ぼうした。

「この私……『第五地区のメリィ』と同格のね」

「え……？」

　地区で最も罪深い──化ばけ物もの？

　目の前にいるこの人形も──それと同格？

「ええ、大罪の獣けもの、というの」

　メリィは自じ慢まんげに、人形の唇くちびるを歪ゆがめた。

「私もねえ……向こうにいた時は随ずい分ぶんいろいろやったわ。正直、第五地区を壊かい滅めつさせる気満々だったもの。住人たちは名前を聞いただけで怯おびえて逃げ出して、中にはショックで死んじゃうのもいたくらい。でも女王さまが死んだ時はがっかり。住人たちが意気消沈して、暴れ甲か斐いがなくなっちゃったの。だからこっちに来たんだけど……気乗りしなかったせいで随分出遅れて、そのせいで第一地区のメレクタウスに捕つかまっちゃってこの有様、って訳。仕方ないから協力することにしたわ」

　メリィは寧ね々ねが怯えているのに気付かない。むしろ思い出話を話せて嬉うれしいとばかりに、武勇伝を語れて満足だとばかりに、楽しげで饒じよう舌ぜつだった。

「そうだ、あなたの体現者マスコツト、なんていう名前？」

「あ、その、ヴェスペ、です」

「うーん……ごめんなさい、知らないわ。私の地区じゃないみたいね。もしうちの出身だったら、私の名前を出せばどんな奴やつでもがたがた震ふるえて命いのち乞ごいし始めるわよ」

　あの冷れい淡たんで薄情な体現者マスコツトが命乞いなど、まるで想像できないし、信じられなかった。大おお袈げ裟さに言っているだけではないか。都合のいい誇張なのではないか。

　でも、もし本当だとしたら。

　この人形に封ふうじ込められたものが、七地区のうちのひとつに君臨する──つまり少なくとも『魔ま法ほうの国』において上から七番に入るほど凶きよう悪あくな罪科を持った化け物だというのなら。

　これを貸して寄越したあの魔女ウイツチは、自分たちになにをさせるつもりなのだろう。

　そしてこの化け物と契約した魔女ウイツチは、果たしてどんな魔法を使えるようになるんだろう。

　戸と野の宮みや寧々は戦せん慄りつした。

　それに気付かないのか構わないのか、メリィはなおも思い出話を語り続ける。
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　連れ去られた市いち来き柊ひいらぎを、ほとんど夜を徹てつして捜そう索さくした。

　しかし成果はまったく得られず、そうして全員がまんじりともしないまま朝を迎える。




　事務所では疲れ果てた顔の水みず奈なたちが、ぐったりとソファに身を沈めていた。

　参加したのは水奈、希き亜あ、舞ま衣い子こ、耶や麻ま音ね、そして自分──蓮れん。

　関せき栞しおりは事務所にこそ来なかったものの、四し十じ万ま薫かおるの仲間である戸と野の宮みや寧ね々ねという少女の情報を探ってくれた。ただしこちらも成果はなし。関家の経営する病院にかかったことがなく、住所が割り出せなかったらしい。

　当然、それ以外も八方手は尽つくした。四十万薫の住所は判明していたのでそちらへ赴おもむいてみたり、ひょっこり家に帰っているのではないかと柊の家に連絡してみたり──残念ながらすべて徒労に終わってしまったが。手掛かりひとつ見付けられなかった。

　事務所の空気は、沈痛、と言う他ない。

　全員が落ち込んでいた。

　誰だれも言葉には出さないが、それぞれの考えていることは見ただけで伝わる。

　水奈は、彼女を守ってやれなかったことを悔くいている。

　希亜と舞衣子は、戦いに負けたことに責任を感じている。

　耶麻音と蓮は、そんな三人を上手うまく慰なぐさめられないことに懊おう悩のうしていた。

　舞衣子の淹いれてくれたお茶が、誰の手も付かずすっかり冷めている。徹てつ夜や明けの疲労がそれぞれの肩にのしかかっていた。

　時間がないという焦あせりもある。昨夜は週末だったから適当な言い訳で外泊できたが、日曜日の今日はそうもいかない。明日からは平日、学校を欠席することはできないだろう。

「全員、交代で一度眠っておいた方がいい」

　蓮は時計を見ながら提案した。

　午前九時──休んでおかないと、夜まで保たない。

「できるならここじゃなくて、家に一度帰って。親おや御ごさんにも怪あやしまれないようにしなきゃ」

「蓮くん、きみもね。私が残って連絡役をしてあげるわ」

　デスクに腰掛けた耶麻音が社長椅い子すを軋きしませ、背もたれから上体を起こしながら言う。彼女の定位置である。応接間のソファは四人分しかなく、五人だとひとりあぶれるのだ。

「で、でも、これ以上耶麻音さんに……その、迷めい惑わくは」

　怖おず怖おずと上うわ目め遣づかいに慮おもんぱかる舞衣子に、耶麻音は笑えむ。

「あらぁ、いいのよ？　だって私は家に帰らなくても別に困りはしないもの。普ふ段だんも時々ここで寝泊まりしてるの、舞ま衣い子こも知ってるでしょう？　いつもと変わりはしないわ。昨日戦ったあなたたちと違ってまだ元気だし、眠らなくても大だい丈じよう夫ぶ」

　彼女は市内のマンションにひとり暮らしをしている。だから親の目を気にする必要もない。

「それにね、舞衣子。迷めい惑わくだなんて言っちゃ、めっ、なのよ？」

「……ごめんなさい」

　茶ちや化かした態度ではあったが、気配は毅き然ぜんとしていた。

　仲間なのだからこの程度の労苦は面めん倒どうですらない──そう言ってくれているのだ。

　舞衣子の隣となりでソファに身を預ける希き亜あが、天てん井じようを見ながらぽつりと洩もらした。

「無事なのかね、市いち来きは」

「生きてはいる、と思うよ」

　気休めの希望的観測などではなくある程度の確信でもって、蓮れんは答えた。

「昨日の戦せん闘とう……話を聞いた限りだと、奴やつらが市来柊ひいらぎを殺すつもりだったとは考えにくい」

　そもそも、殺すつもりならあの場で殺せばよかったはずなのだ。

　彼女たちはそれが可能な状じよう況きようにあった。未契約の魔女ウイツチなど普ふ通つうの人間となにも変わらない。纏てん衣いした魔女ウイツチの膂りよ力りよくであれば魔ま法ほうを使うまでもなく、捻ひねるだけで首を折れる。

　なのに、わざわざ気絶させて連れ去った。その必要があったからとしか思えない。

　おまけに奴らは、市来柊を殺さないことで希亜と舞衣子も殺し損ねているのだ。

　傷口に塩を塗ぬるようで悪いが、ふたりは完敗といっていい。

　つまり四し十じ万ま薫かおると戸と野の宮みや寧ね々ねにしてみれば、あのまま戦いを続ければふたりを仕留めるチャンスだったはずで、それをみすみす逃したことになる。

　希亜たちだって止めを刺されそうになれば遮しや二に無む二にでも抵てい抗こうはするだろうから簡単にはいかなかっただろうが、当然、それは見逃す理由にはならない。見逃したのは──止とどめを刺さずに去ったのは、希亜と舞衣子を殺すことよりも優先すべき事項があったからと考えるのが自然だ。そしてそれは恐おそらく、市来柊を殺さずに連れ去った理由と同じ。

「だから今のところは大丈夫だよ、きっと」

　ぬるくなってしまったお茶をひと口飲んで、テーブルの面々を見渡した。

「誰だれも気に病む必要はない。まだ取り返しは利く。文字通りに……取り返せる」

「そうだね……そうだよ」

　蓮に追従して頷うなずいたのは、隣に座っていた水みず奈なだった。

「大丈夫。きっと生きてる。あの人たちがどんな目的で市来さんを攫さらったのかはわかんないけど……落ち込まなくても大丈夫！　生きてるんだったら助け出すことができるよ」

　沈んだ空気を吹き飛ばすように朗ほがらかに笑い、明るい声で言う。

「ね、だから希亜ちゃんも舞衣子ちゃんも、へこんだ顔しないで。私、感謝してるんだよ？　市来さんのために戦ってくれて、しかも徹てつ夜やして捜さがしまわってくれて、嬉うれしかったんだ」

　希き亜あと舞ま衣い子こはそんな水みず奈なを見て溜ため息いき混じりに、それでも微笑ほほえんだ。

「ああ……わかったよ」

「うん、ごめんなさい、水奈さん」

「あは、だから謝んないでって！　舞衣子ちゃんはすぐそうやって謝る！」

「ご、ごめんな……あ」

「ほらまたー！　もう完全にテンドンじゃん！」

　一同の気配が弛し緩かんした。最もつらいはずの水奈が笑うことで、誰だれもが安あん堵どしていた。

　水奈が前向きな性格をしているのは全員が知っている。

　たとえ悪いことがあったとしても感情を切り替え、すぐに笑顔になれることを。だから誰もが、今回もすぐに気を取り直したのだろうと考えているようだった。

　そう思っていなかったのはたぶん──自分ひとりだ。

　蓮れんは見ていた。

　膝ひざの上でぎゅっと握にぎった彼女の手が、細かく震ふるえているのを。

　誰にも悟さとらせまいとテーブルの下に隠かくしている。向かいに座った希亜や舞衣子も、デスクに腰掛けた耶や麻ま音ねも、きっと気付いてはいまい。

　隣となりの蓮からも死角の位置だった。が、顔を見ればそうしていることくらいわかった。だから視線を少しだけ下げて確認した。案の定、だった。

　勘かん付けたのは、自分が水奈の体現者マスコツトだからではない。

　幼い頃ころから──隣同士の家で半ば家族のように育ち、こっちの世界に来た時からずっと彼女の傍そばにいるからだ。本心の笑顔なのか、無理矢理切り替えてようやく笑えているのか、無理をして必死に笑っているのか、それらの差くらいはわかる。

　テーブルの下で左手を伸ばし、水奈の右みぎ拳こぶしを上から包んだ。

　彼女は笑顔を崩くずさない。手だけがびくり、と反応する。

　すぐに指が解けた。掌てのひらを上にして、蓮の指に指を絡からめ、ぎゅっと握ってくる。

　まるで縋すがるように。まるで、耐えるように。

　つらいに決まっている。幾いくら水奈でもそう簡単に切り替えることなどできないに決まっている。守ろうと決めた相手が敵の手に落ちて、しかも生死すら定かではないのだ。

　けれど、戦いに負けた希亜や舞衣子を責める訳にはいかない。いや、たぶん責めるという発想自体がない。ただふたりのことを思おもい遣やったのだろう──落ち込んで欲しくない、気に病んで欲しくない、と。だからまずは自分が笑えば、きっと気を楽にしてくれると。

　水奈のそんな思いを無む駄だにしないため、蓮はわざとおどけた調子で言った。

「そういや水奈。僕と耶麻音には感謝してくれないのかな？」

「……あ」

　彼女は、忘れていた、という顔をして舌を出す。

「するよ！　してるよ、もちろん！　耶や麻ま音ねさんや蓮れんくんと、それに栞しおりちゃんにもね！」

「あら、いいのよぉ？　そんな取って付けたように言わなくても」

　意地悪げな表情でからかってくる耶麻音。

「うう、違うの、別に忘れてた訳じゃないんだよ……」

　一同の間に苦笑が洩もれた。

　そんな中、水みず奈なが握にぎる手に軽い力を込め、蓮に合図を送ってきた。

　たぶん──ありがとう、と。

　だから蓮はもう一度握り返し、大だい丈じよう夫ぶだ、と無言で言ってやる。

　大丈夫だ。市いち来き柊ひいらぎはきっと取り返す──と。

「さて」

　ひとしきり笑った後、耶麻音がデスクから背を離し軽く伸びをした。

「今のうちに家に帰っておきたい人はいる？」

　これには誰だれも手を挙げなかった。

「メールでいいよ、うちは」と、希き亜あ。

「私は、その、今日の夜に帰る、ってお母さんに言ってあるから……」と、舞ま衣い子こ。

「僕らも問題ないよ」蓮は水奈の代わりに答える。

　水奈の母は幸運なことに、昨夜から泊まり込みの仕事で職場にいた。もう帰っているのかいないのかはわからないが、帰宅してもどうせ夕方まで寝ているだろうし、娘むすめと居い候そうろうがいなくても、朝からふたりとも遊びに行っている、くらいにしか思うまい。



「あら……そしたら、とりあえずみんな、シャワー浴びてリフレッシュましょうか。その後で仮眠を取りたい人は取るってことで。誰だれから入る？」

「じゃああたし、先に行かせてもらっていいか？」

　希き亜あが言った。やはり相当に疲れていたらしい。

「ええ、行ってらっしゃい」

　シャワー室へ入っていく希亜を見送った後、耶や麻ま音ねはぱん、と胸の前で手を叩たたく。

「そうだ、忘れてたわ。なにか食べるものが要るわね」

　椅い子すを立ち、

「コンビニ行きましょう。舞ま衣い子こ、手伝ってくれる？」

「あ、はい」

　そうして──買い出しに誘さそった舞衣子ではなく、蓮れんに視線を遣やった。

　こちらを一いち瞥べつして意味有りげに薄く微笑ほほえみ、

「飲み物と、あと適当にサンドウィッチとかかしら。水みず奈なと蓮くん、お留守番お願いね」

　希亜がシャワー室にいるというのに、その単語は少し不自然だった。

「ああ、わかった。行ってらっしゃい」

　──どうやら悟さとられてしまったらしい。

　いつだろう。水奈のことは蓮以外が気付くと思えない。

　とすると、手を握にぎった時の自分の態度からか。

　彼女は気を回してくれたのだ──水奈が蓮とふたりきりになって本音を吐はき出せるよう。

　耶麻音たちが事務所を出ていく。ドアが閉まり、階段を降りるていく気配が残ざん滓しとなったところで、水奈は静かに深く息を吐いた。

「ありがと……蓮くん」

　ぽむ、と。

　肩に重みが乗っかってくる。

　水奈の香かおりが鼻び孔こうをくすぐり、ウェーブのかかった黒髪が頰ほおを撫なでた。

　蓮は声を掛けなかった。

　代わりに、絡からめた五指に力を込め、もう一度握りなおす。

　すると水奈は小さく笑いながら、

「やめてよ、そういうの。泣いちゃうよ？　私」

「……いや、だと思ってなにも言わずにいようとしてたんだけど」

　手を握られるだけで糸が切れそうになるとは、予想以上にダメージが大きいようだ。

「私、ダメだなあ」

　小さく、ひとりごちるような声。

「泣きそうになってることが？　それとも……」

「両方。泣いちゃいそうなことも、市いち来きさんを守れなかったことも」

「まだ守れなかったって決まった訳じゃない」

「そうだね、絶対に助けるよ。でもさ、そういうことじゃないんだ」

　彼女の気持ちは理解できる。

　今も生きてはいるだろう──というのはあくまで結果論だ。本当なら、そもそも敵に攫さらわれてはいけなかった。攫われたということは、守れなかったということなのだ。

「自分が護衛についてれば、って思うのか？」

「それは思わない。だって、希き亜あちゃんと舞ま衣い子こちゃんは全力で戦ってくれたもん。ふたりが勝てなかったってことは、相手が上を行った、ってことだもん」

　でも、と。

　整理がついていないのだろう。取り留めなくまとまりなく、水みず奈なは続けた。

「……もし私が自分でやってたら。市来さんのことをチームの問題として持ち込まずに、自分の責任だけでやってたら──戦ってもらったふたりに申し訳ない思いをさせずに済んだのかな、とも思うんだ。耶や麻ま音ねさんや栞しおりちゃんにも負担をかけたよ。私が、守りたい、って言ったから。……ほんとは、みんなには関係ない話だったのに」

　蓮れんは唇くちびるを咬かんだ。

　彼女は、背負い込もうとしてしまっている。

　みんなのことを思うあまりに、すべてを自分ひとりのせいにしようとしている。

　普ふ段だん前向きで切り替えの早い分、悪い方に嵌はまってしまうとこうなるのだ。

「ストップだ、水奈」

　だから蓮は顔を横に向け、頰ほほを触ふれ合わせそうな距離で水奈を見た。

　十センチの距離から、叱しかるように。

「それ、みんなの前で言えるか？　戦ってもらって悪かったとか、負担をかけたとか……希亜たちの前で、希亜たちに直接、言えるか？」

　水奈ははっとして、視線を俯うつむける。

「……言えない」

「希亜と舞衣子が市来柊ひいらぎを守るために戦ったのは、戦いたいと自分で決めたからだよ。みんなが徹てつ夜やして彼女を捜さがしたのも、捜したいと自分で決めたからだ。栞しおりだってそうさ。あれはめんどくさい奴やつだけど、したくないことは絶対にやらないし、やってくれたってことは自分でやろうと思ったからだ。だから結果は誰だれのせいでもなくて、みんなのせいでもある。僕らは……水奈と彼女たちは、そういう関係で、そういうチームだろう？」

「うん。ごめん」

「誰だれが持ち込んだ問題であっても関係ない。ひとりだけで背負い込むことこそが裏切りだ。そんなふうに繫つながらないと、僕らは目的を果たせない」

　誰かのために動くのは、自分のため。自分がそうしたいから。だったら責を負う役目など必要ない。責任の所在はすべて、行動した個人にあり、全員にある。

「今のうちからこんなことでどうする。姉さんの……人にん魚ぎよのことになった時、人魚のことでみんなに動いてもらう時、どうする？　僕らは申し訳なさで潰つぶれちゃうぞ」

　一年前に蓮れんたちの前から去っていった、未いまだ行方ゆくえ不明の魔女ウイツチ──早さわ良ら坂ざか人魚。

　蓮の姉であり、水みず奈なの親友だった人。

　彼女がなにを企たくらんでいるのか、なにを考えているのかはわからないが、自分たちはいずれ人魚を捜さがし出し、相対し、取り戻すと心に決めている。

　そしてそれは、水奈と蓮だけの力では不可能なのだ。希き亜あと舞ま衣い子こと耶や麻ま音ねと栞、彼女たちの助力が絶対に必要となる。

「そう……だよね。その通りだよね」

　水奈は顔を上げた。もう、よくないものは晴れていた。

　その表情は──前に進もうとする意志を固く秘めて揺ゆるぎのない、咲さき森もり水奈の笑顔だ。

　蓮の肩に乗せていた頭を離し、絡からめていた指を解き、立ち上がって背伸びする。

「ありがと、蓮くん。私、元気出てきたよ。眠くもないし疲れてないし、まだまだ全然いける。シャワー浴びてご飯食べて、また捜そう索さく再開しなくちゃね」

「その意気だよ。……ま、僕としては無理をして欲しくないけど」

「大だい丈じよう夫ぶ、無理はしないよ。だって、蓮くんがいるもん。私が無理してるかどうか……そのラインを私よりもわかってくれてるもんね、蓮くんは」

「買いかぶりすぎだよ」

　さすがに恥ずかしくなり、苦笑して誤ご魔ま化かす。

「ね、私もコンビニ行ってきていいかな？　お菓か子し欲しい。辛からいやつ！」

「ああ。水奈だけだもんな、辛いお菓子好きなの」

　と──いつもの調子で会話を交わし、笑い合い始めた、その時だった。

　水奈の携帯が、着信を示す音楽を鳴らし始める。

「……っ！」

　瞬しゆん間かん、水奈は表情を変える。

　蓮も同様だった。彼女はアドレス帳のグループによって着信の曲を変えている。そしてこれは、アドレスに登録されていない番号からかかってきた時の曲だった。

　ディスプレイに示されたのは０９０。携帯電話から。

「水奈、スピーカーモードで」

「うん」

　ひと呼吸置いた後で、通話開始のため画面を操作する。

「……はい、もしもし」

『お、出た。咲さき森もり水みず奈なかなー？』

　電話越しに聞こえてきたのは、底そこ抜ぬけにあっけらかんとした声であり──だからこそ、その奥おくに隠かくれた稚ち気きじみた凶きよう暴ぼうさが引き立つ口調。

「四し十じ万ま……さん？」

『そうだよ。おっはよー。起きてた？　もしかして徹てつ夜や明けとか？』

　四十万薫かおるが、電話口の向こうで、けらけらと笑っていた。

　蓮れんの心臓が緊きん張ちようで鳴る。

　まさか、自分からコンタクトを取ってくるとは思わなかった。

　ふたりで目配せをし合う。話すべきことは自明だった。

　水奈が少し低い声で、問う。

「市いち来きさんは無事なの？　なにが目的なの」

　対する薫はあくまで強気だった。

『おっと、あんたからの質問はなしね。主導権は私、話をするのは私。それがわかんないんだったら切っちゃうよ？　あ、コールバックされるか、あはは！　電源も切らなきゃねー』

　──うざい。

　上じよう機き嫌げんなのも加わって腹が立つ。だが刺し激げきして本当にそうされる訳にはいかない。ここは素直に従っておこう、と視線で伝える。

　頷うなずく水奈。

「わかった。質問はしない」

『あ、あと敬語ね。あんた私よりいっこ下らしいじゃん』

「……はい、わかりました」

『今どこにいんの？　ひとり？』

「私の『垣根の巣カヴン』が使ってる……『事務所』です。私たちはそう呼んでます。今はひとりですが、他の仲間は席を外してるだけで、すぐに戻もどってきます」

『住所はどこ？　あ、いや、住所は別にいっか、どうでも。えっと……そうそう、あんたらの『垣根の巣カヴン』って、全部で何人？』

「五人です」

『全員集まってるの？』

「いえ、今は四人だけ」

『雨あま立だて希き亜あと、茅かや島しま舞ま衣い子こは来てる？』

「来てます」

『なるほどねー』

　少しの間、沈ちん黙もくがあった。なにごとかを考えているようだった。

　五秒ほどの後、薫かおるは、うん、と頷うなずいて、話を再開する。

　その話題はこちらにとって、核心だった。

『いやさー。柊ひいらぎのことなんだけどさー。ちょっといろいろあって、ま、なんてーか。あんたたちにも立ち会ってもらいたいと思うのよね。義理ってやつを通さないといけなくてさあ。でも、あんたたちのアジトを襲しゆう撃げきしたりとか、人質にして脅きよう迫はくとか、そういう手を使うのはなしで、フェアに行ってあげようと思うんだ。どう？　優しいっしょ？』

　いろいろ、とはなんなのか。立ち会う、というのはどういう意味か。義理、とは誰だれに対して通すのか。様々な疑問が浮かぶが、尋きき返すことはできない。

「はい。……ありがとうございます」

　苦々しげな顔で水みず奈なが礼を言うと、薫は満足げに声のトーンを上げた。

『殊しゆ勝しようでいいねー。うんうん。よし、じゃあちょっと質問』

　彼女の真意はわからない。

　ただ続いた質問は間違いなく、ふざけていた。

『咲さき森もり水奈、あんたさ。もし私が「柊の命が惜おしかったらあんたの魔法の正体を教えろ」って言ったとしたら、どうする？』

　だが、水奈は即そく答とうする。

「教えます。あなたが望むなら」

『ふうん』

　感心したように、薫の唸うなりがあった。

『……そしたらさ』

　今度は、挑ちよう発はつするようにもう一度。

　さっきよりもなお、本気でふざけた問いを発する。

『もし──「あんたの仲間残りふたりの魔法がどんなものか教えろ」って言ったら？』

「っ……！」

　水奈は目を見開き、一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんした。

　けれど蓮れんを見み遣やってからすぐに視線を鋭するどくして、答える。

「……教えます」

　それを聞き、薫は大声で嗤わらった。

『へえ、そっか。あはははは！　クラスメイトのためなら仲間も売るんだ、あんた！』

　蓮は怒いかりのあまり、テーブルを叩たたきそうになった。

　水奈もまた眉まゆをひそめ、視線を鋭くさせている。

　仲間を売る？

　違う。断じて違う。そんな安っぽくて浅い関係に、彼女たちはいない。

　さっき蓮れんが水みず奈なと交わした会話の通りだ。たとえ水奈が──他の誰だれであっても──持ち込んだ問題であろうと、いったんチームの俎そ上じように上げたのならそれは全員のもの。だったら、仲間を庇って目的を投げ捨てるなど、それこそ仲間への侮辱に他ならない。

　確かに魔女ウイツチが自分の能力を知られることは致ち命めい的てきだろう。だが、それを恐おそれるあまりお互い気を遣つかっていればいずれ、魔ま法ほうの正体が露ろ見けんするよりも致命的なことになる。チームがその致命傷を受けるくらいなら、全員の能力をビラに書いて撒まいてしまう方がマシだ。

　ふたりの感情を他所よそに、薫かおるはひとしきりげらげらとやった後、

『ま、そんな条件出す気はないんだけどね。噓うそを教えられるのが関の山だしさあ』

　ようやく、こちらの求めていた本題を──市来柊に関する具体的なことを、言う。

『んじゃ、この電話切ってからメール送るから、その住所まで来て。ちゃんと柊も連れて行くよ。でもって正々堂々、やり合おうか。昨日とは逆、今度はあんたたちが奪うばうターンだ』

　──正々堂々、だって？

　それは、こちらにとってはかなり予想外の提案だった。

　というより、普ふ通つうに考えると理解し難い。

　市来柊を狙ねらい、希き亜あたちとの戦いに勝って彼女を奪い、そうしておいて彼女を賭かけての勝負を持ち掛ける──？　四し十じ万ま薫がなにをしたいのかさっぱりわからない。

　もしかして、ただ戦いたいというだけなのか。好戦派だとは思っていたが、殺し合いそのものに快楽を見出すタイプなのだろうか。でもそれにしてはやり方が迂う遠えんだ。

　もっと別の、こちらの想像もつかない目的があると見た方がいいのかもしれない。

『条件は、あんたと雨あま立だて希亜、茅かや島しま舞ま衣い子この三人で来ること。それ以外の参加は認めない。お仲間の残りふたりには居残りしててもらってね。以上！　じゃーねー』

　ぷつん、と。

　当然といえば当然な要求を最後の条件として提示し、電話は切れる。

　その後すぐにメールの着信があった。

　本文には『午後四時』と時間指定があり、添てん付ぷファイルには彼女の言葉通り、地図。

　示されていたのは、市内の外はずれにある潰つぶれた工場だった。

　確か、蓮たちが生まれるよりも前に稼か働どうは止まっている。土地の買い取り手もなく工場自体の取り壊こわしすら行われず、今は市によって立ち入り禁止にされているはずだ。

　住宅地からも遠いため、人ひと気けはない。邪じや魔まも入らないだろう。

「罠わなかもしれない」

　蓮は言った。懸け念ねんがあった。相手の行動が不可解すぎて、どうしても疑ってしまう。

　けれど水奈は首を振り、笑って応こたえる。

「罠でもいい。可能性が少しでもあるなら、行ってみるしかないよ」




　　　　　　　　　　　　　２




　全員が戻もどってきたところで電話のことを話し、みんなで少しだけ仮眠を取る。

　そうして昼過ぎに準備を始め、水みず奈なたちは対策を練った。

　耶や麻ま音ねは指示通り参加せず、ここの留守を引き受けることになった。現場へこっそりと向かい隠かくれておき必要とあらば乱入するという作戦も考えたが──結局は却きやつ下かされた。

　裏を搔かく形で事務所への襲しゆう撃げきがあるかもしれないという懸け念ねんや、耶麻音の魔ま法ほうがそもそも彼女たちのものと相性があまりよくないだろうことなどを加味したのだ。もちろん、のこのこ全員で行って一いち網もう打だ尽じんにされる可能性を避さける意味もある。

　向かうメンバーは水奈、希き亜あ、舞ま衣い子この三人。

　残るメンバーは耶麻音と、それから蓮れんである。

　蓮に関しては正確な表現をするなら、水奈の体現者マスコツトとしては参加、だ。

　魔女ウイツチが纏てん衣いする時、体現者マスコツトが一いつ緒しよの場所にいる必要はない。だから彼の身体からだは事務所で待機していても構わない。とはいえ、纏衣することで魔女ウイツチと体現者マスコツトは距離を超えた意識の共有がされるから、そういう意味では同道するのと変わらないのである。

　ちなみに、魔女ウイツチに憑ひよう依いしている間の感覚というのは、目の前に置かれたテレビを見ているような心持ちらしい。体現者マスコツトの依より代しろ──早さわ良ら坂ざか蓮という人間の身体やエオストレのぬいぐるみが抜ぬけ殻がらになったりする訳ではなく、二箇所の風景を同時に見る、つまり依り代の視界とは別に魔女ウイツチの視界がビジョンとして、別の意識領域に発生するのだそうだ。

　視界だけではなく会話なども同時に処理できるというのだが、水奈には今ひとつ想像ができない。元々が器用にできているのだろうか、などと思ったりする。

　ともあれ──メールにあった時刻の一時間半前、午後二時半。

　水奈たちは指定された廃はい工場へと向かった。

　現場までは電車で三駅、それから後はタクシーだ。バスは最寄りの停留所が中ちゆう途と半はん端ぱな距離にあるので避けることにする。

　道中は三人とも口数少なに静かだった。水奈もわざわざ場を賑にぎやかそうとは思わなかった。　希亜と舞衣子が考えていることはわかっている。昨日の敗戦についてだ。だがそれに関して、水奈はなにも言えない。気にするなと肩を叩たたいて励はげますような段階はもうとうに過ぎた。今は心の準備と覚かく悟ごのターンだ。ふたりはあの敗北を嚙かみ締しめ、消化し──次の勝利へと昇しよう華かしなければならなかった。そこに水奈の手伝える余地は、なにもない。

　電車を降り、タクシーを捕つかまえて乗り「あんなところまでなにしに行くの？」という運転手の質問に「私たち廃はい墟きよガールなんですよ」などと適当な返しをし、そうして約束の時刻の十分前。三人はようやく、目的の場所へと辿たどり着く。

　来てみれば、それほど広い敷しき地ちではなかった。元はセメントでも加工していたのだろうか、学校の屋上にある給水塔とうを巨大にしたみたいな丸い構造物が幾いくつかある。街の歴史にも工業にもまったく詳くわしくないから、実際はどうだったかわからないが。

　タクシーの運転手が去ると同時に三人とも纏てん衣いを済ませておく。そうして、装しよう束ぞく姿のまま敷地内を歩き回り始めてすぐ。ふたつ横に並んだ建物と建物の間にある、やや拓ひらけた場所──建物同士を繫つなぐ渡り廊ろう下かのようなパイプが這はうその下に、四し十じ万ま薫かおるたちはいた。

「お、きたきた。けっこう時間に正確じゃん。街から遠いのにね」

　あっけらかんとした口調と可愛かわいげのある容姿とは裏腹、相変わらず目付きは悪く、殺気は鋭するどい。だが、単にいきがっての虚きよ勢せいではないことは、既すでに思い知らされていた。

　話を聞く限り、彼女はかなり強い──恐おそらくはそれなりの回数、殺し合いを経験している。自身の魔ま法ほうをよく理解して使いこなしていることからもわかる。

　四十万薫の背後に控ひかえる少女が、戸と野の宮みや寧ね々ねか。軍服と装そう甲こう車しやを合わせたような黄土色の装束に、陰いん鬱うつでおどおどした表情を浮かべている。彼女は戦せん闘とう経験がほとんどなかったようだが、薫の指揮の下で使う地じ雷らいの魔法は脅きよう威い的だという。

　そして、薫の隣となり。

　ふたりから少しだけ離れた位置に、市いち来き柊ひいらぎがいた。

「市来さん！」

　水みず奈なは思わず叫ぶ。できるものなら駆かけ寄りたかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　痛い思いとかさせられてない？」

　問うと、小さく、こく、と頷うなずく。見た限りだと怪け我がはなさそうだ。表情は不安げで少し疲れているようでもあったが、それは当然だろう。

　なんにせよ──生きていてくれて、本当によかった。

『一応、伏ふく兵へいがいるかどうか警けい戒かいしておいた方がいい、水奈』

　頭の中で蓮れんの声があった。

　纏衣していることで彼の意識は今、ともにある。いつものことだが心強かった。こんな時でも冷静沈着な性格は、水奈に足りないものを補ってくれる。

『わかった』

『まあ今のところ、いなさそうではあるけど。いつでも介かい入にゆうして盾たてで守れるように』

『……うん』

　と、四十万薫が一歩前に出て、柊の前に立ちはだかる。

　まるで自分たちから庇かばうような態度に、少し腹が立った。

　けれど、続いた言葉に、

「あんたたちに残念なお知らせがあるんだよねー」

　水奈は彼女が何故なぜそうしたのか、その理由を知る。

「この娘こさあ、私たちとあんたたち、勝った方の側に付きたいんだってさ」

「……は？」

　なにを莫ば迦かなことを、と反射的に思った。

　冗じよう談だんじみた戯ざれ言ごとでこっちに揺ゆさぶりをかけようというのか。そんな手が通じるとでも思っているのか。それとも、脅おどして無理矢理そう言わせたのか。だとしたら許さない──。

「市いち来きさん！　大だい丈じよう夫ぶだよ、そいつのふざけた言葉なんか……」

　声を張り上げる水みず奈なに、柊は頭を下げた。

「ごめんなさい、咲さき森もりさん」

「え……？」

　そして今度こそ水奈は──驚きのあまり絶句する。

「四十万先せん輩ぱいの言う通りなの。私、あなたたちのうち、勝った方の仲間になるわ」

　言葉の意味を理解するのに、数秒かかった。

　四十万先輩、柊は彼女のことをそう呼んだ。そういえばさっき電話してきた時、薫かおるもまた柊のことを名前で呼び捨てにしてはいなかったか。……妙みように、親しげに。

　勝った方の仲間になる、というのはどういうことだろう。彼女は未契約の『器の欠片かけら』で、だから四十万薫にとっては食い物に過ぎないはずだ。なのに、

「あのね、咲森さん。私……」

　柊は申し訳なさそうに、俯うつむき、唇くちびるを咬かみ。

　それから水奈の目を真まっ直すぐに見て、言った。

「私、ちゃんと生きたい、って思ったの」

　固い決意の色が、彼女の瞳ひとみに宿っている。

「このまま『女王のための統合戦争』に巻き込まれれば、私は魔女ウイツチたちから命を狙ねらわれる。咲森さんが言ったみたいに、魔ま法ほうが見えることをずっと秘密にして……魔女ウイツチから逃げて暮らしていくことはたぶん、できないわ。だからこのままじゃ、咲森さんに守られて暮らすことになる。それは厭いやなの。厭だなって思ったの。……私は、そういう生き方をやめたい」

　切せつ羽ぱ詰つまったような、どこか必死な声だった。

「それに私、死にたくないって思うわ。だって、まだ生きてやりたいことがたくさんあるんだもの。具体的にどうっていうのはまだわからないけど……遊んだり、お化け粧しようしたり、友達と笑ったり、趣しゆ味みを作ったり、そういう些さ細さいなことからで構わない。そういう些細なことを楽しみながら、ちゃんと生きてみたい。だって今までの私は、楽しんで生きていなかったから」

　彼女は本気だった。

「だから私は、どんな手を使ってでも生きたい。……咲森さんにも四十万先輩にもお世話になったわ。咲森さんは私のことを助けてくれた。守ろうとしてくれた。四十万先輩は私に、やりたいことをやるべきなんだって教えてくれた。どっちも私の恩人で、どっちも大事。だからどちらか勝った方に媚びる。どちらか勝った方に傅かしずいて、私は生き延びる」

　内容はどこか歪いびつで、それでいて卑ひ怯きようで、なりふり構っていない。

　だからこそ、本気であることが伝わってきた。

「ごめんなさい、勝手なことを言っているのはわかってる。でも……私はここで、道を間違えたくない。こんなところで終わりたくない。まだ私は自分の人生を始めていないもの！」

　薫かおるに無理矢理言わされているのではない。

　柊ひいらぎは、自分の意志で、自分で決めたことを言っている──。

「……そっか」

　話を聞いて──正直なところ、悪い案ではない、と思った。

　仮に柊が最初からこちら側にいた場合、水みず奈なたちが負けて死ねばついでとばかりに殺されてしまうことは確実だ。だったら少なくとも今こうしてどっちつかずの立場を取っておけば、勝敗の結果がどうあろうと、柊自身が言う通り、生き延びることができるだろう。

　だから、笑って頷うなずく。

「いいよ。それで大だい丈じよう夫ぶ。私は市いち来きさんの意志を尊重したい」

「ありがとう。ごめんなさい、咲さき森もりさん」

「……でも、ひとつだけ」

　ただ水奈には、どうしても確認しておきたいことがあった。

「ねえ、四し十じ万まさん」

　柊の隣となりに立っている薫に問う。

「市来さんの言ってること、あなたも同意してるんだよね。もしあなたたちが勝っても、市来さんに対して危害を加える気はないんだよね？」

　薫は肩を竦すくめながら答える。

「年上なんだから敬語使えって言ったじゃん。……ま、いいや。そうだよ。私はこいつが気に入ったの。だから欲しい、あんたたちから奪うばい取る。シンプルでいいよねー」

　そうか。

　ならば──、

「だったらさ。私たちは本当に、戦わなきゃいけないのかな？　殺し合いまでして、市来さんにどちらかを選ばせなきゃいけないのかな？　私たちもあなたたちも市来さんの味方でいられれば……それが一番なんじゃないのかな？」

「はあ……？」

　甘っちょろいことはわかっている。

　薫が首を縦に振るはずもないとわかっている。

「んなもん、できるはずないじゃん？　あんたバカなの？　頭茹ゆだってるのかなあ」

　なにより、

「私は柊ひいらぎのこと関係なく、あんたたちを殺すよ。魔女ウイツチを殺すよ。いつか私が殺されてしまうその日まで、できるだけ多くの魔女ウイツチを殺して力を付けて、生き続けるのさ。魔女ウイツチのことだけじゃない。私は魔ま法ほうを使って、好きな時に食べて盗んで殺して遊んで、好き勝手に生きるよ。そうじゃなきゃ私じゃないからねー。だからあんたたちとは仲良くできない。あんたたちみたいにがんじがらめで生きていくなんて、まっぴらなんだよねえ！」

　水みず奈な自身が感じている。

　この四し十じ万ま薫かおるという少女を、放置していてはならないと──。

「そっか、わかった」

　水奈はそれでも、問うておきたかった。わかりきってはいても、そこにほんの少しでも争いを回かい避ひできる可能性があるなら、問うておきたかったのだ。

「もういいよな、水奈」

　背後に控ひかえていた希き亜あが、肩を叩たたいてきた。

　舞ま衣い子こも追従するように前に出、隣となりに立ち、手を一いつ瞬しゆんだけ握にぎってくる。

「あたしはあんたみたいな甘っちょろいの、嫌きらいじゃないよ」

「わ、私も……水奈さん、好きだからね」

「ありがとう。希亜ちゃん、舞衣子ちゃん」

　水奈は頷うなずいて、ふたりの代わりに一歩後退する。

　そして、言った。

「始めようか、四十万薫さん。それから戸と野の宮みや寧ね々ねさん。……私たちはあなたたちを倒して、私たちの友達を取り返すよ」
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　咲さき森もり水奈が退がったのを見て、四十万薫が目を細めた。

「あれ、なに？　咲森、あんたって後方支し援えん役なの？」

　希亜はそれに嘲あざけりの笑みで答える。

「とぼけたこと言ってんじゃねえよ。お前らはあたしと舞衣子が相手してやるってことだ」

「はあ？　ふたりで？　咲森は見物？」

「そうだよ」

　水奈の頷きに薫はきょとんとし、それからすぐにけらけらと笑い始める。

「あははは、なにそれ！　意味わっかんないなあ。もしかしてリベンジのつもり？　わかってる？　あんたたち、私たちに一回負けてるんだよ？　しかも今回は絶対に見み逃のがしてやるつもりはないんだよ？　分が悪いんじゃないかなあ？　それでもやんの？」

　彼女の言葉は耳に痛い。何故なぜなら、すべてがその通りだからだ。

　ここに来る前に決めたことだった。

　あのふたりとの再戦は、水みず奈な抜きで──自分と舞ま衣い子このふたりでやらせてくれ、と。

　一度負けた相手であることはわかっている。その理由が自分たちの実力不足にあるのも承知している。昨日の今日で強くなれるはずもない。だけど、

「それでもやる」

　いや──だからこそ、やるのだ。

　ここで勝たなければ、たぶん自分たちはいずれ駄だ目めになる。そんな実感がある。

　乗り越えなくてはならない。乗り越えて、糧かてにしなければならない。

「悔くやしいが認めてやるよ、四し十じ万ま薫かおる。確かにお前は強い」

　舞衣子とふたりで歩き始める。

　前へ。戦場へ。魔ま法ほうの射程内へ。

「魔法の使い方も立ち回りも、たいしたもんだよ。これまでどれだけの場数を踏んだ？」

「殺したのは五人……だったかなー。あんたたち入れたら七人、いや、八人だね」

「そっか。あたしらは比べ物にならねえな」

　魔法を使った戦いは、昨日と今日を二回と数えても四回め。

　もちろん、魔女ウイツチを殺したこともない。

「ふうん。そっちは恥ずかしくて人数も言えないってことね」

「ああ、そうだな」

　自じ嘲ちよう気味に笑みつつ、四十万薫の後ろに控ひかえる戸と野の宮みや寧ね々ねを見る。

　相変わらず陰いん鬱うつな表情をしていた。しかし昨日のような怯おびえた表情はもはやない。たった一度の戦いで、勝利で、彼女は成長したのだ。

　敵ながら──それはこっちも、見習うべきだろう。

『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』の射程ぎりぎりで足を止めた。

　更さらに歩を進める舞衣子と、視線を交こう錯さくさせ頷うなずき合う。

「あらら、やっぱりあんたは後ろで高みの見物？」

　その様子を見た薫が再び挑ちよう発はつしてきた。

「そうだな、あたしの役目は後方援えん護ごだ」

　失笑とともに受け流す。言わせておけ。

　希き亜あから更に五メートル先、舞衣子が立ち止まった。

　寧々から五メートル先、薫も立ち止まった。

　舞衣子と薫の距離は、約二メートル。

　希亜のトラップ──『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』と、寧々の地じ雷らい──『突発性破滅願望優しいヒステリア』は、舞衣子と薫が交錯する戦場においてどちらも射程内。ただし希亜と寧々はお互いが射程外。

　前衛と後衛のペア同士が戦う際、全員が思う存分力を出しきれる配置だ。

「ところでお前ら、始める前に……勘かん違ちがいしてるみたいだから言っといてやるよ」

　希き亜あは憑ひよう依い装しよう束ぞくのフードを目ま深ぶかにかぶり直した。

　薫かおるを睨にらみ付ける。

　そして開始の火ひ蓋ぶたを切って落とす、挑ちよう発はつの言葉を吐はき捨てた。

「私と舞衣子だけで戦うのはな、お前らへのハンデだ。なにせ水みず奈なが加わったら勝負は一いつ瞬しゆんでついちまう。……せめてあたしと舞衣子だけでも殺せるよう頑がん張ばるこった。後ろに控えてるあの甘ちゃんは、あたしらふたりを合わせたよりも十倍強くて百倍怖い」

「は、言ってな、ゴミども！」

　薫が哄こう笑しようとともに吠ほえた。

「四し十じ万ま薫に依よりて降りろ──『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』！」

　舞衣子も続けて、か細い、けれど芯しんのある声で叫ぶ。

「茅かや島しま舞衣子に寄って添そえ──『すねたこどもたちセルリアンナイフ』！」

　水すい晶しようの槍やりが、青いナイフが顕けん現げんした。

　流氷の捕食者クリオネと臆病な獣ウサギが揃そろって跳ちよう躍やくする。

「らあああ！」

「……っ！」

　最初の一いち撃げきが、交こう錯さくした。

　下から跳はね上げられた槍をすんでのところで躱かわす。上体が起きた隙すきを見て、舞衣子が一気に間合いを詰つめる。懐ふところに飛び込み、心臓に刃を突つき立てようと身体からだごとぶつかっていく。

「は、甘い！」

　薫かおるが右腕で、刃を持つ手首ごとを摑つかんで止めた。

　そのまま力任せに引っ張り、ぶん回そうとする。

　恐おそらく片腕だけの強引なスイング。纏てん衣いした魔女ウイツチだからこそできる荒あら技わざ。

　──させるものか。

「雨あま立だて希亜に跪ひざまずいて伏ふせ、『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』！」

　希亜は展てん式しき魔ま法ほうを起動した。

　五メートル先の戦場にトラバサミが顔を出し、鎌かま首くびをもたげる。ただし狙ねらうのは薫ではない。今まさに放り投げられようとしている、舞衣子だ。

　トラバサミではなく鎖くさりをその右足に絡からめて、釣つりのように引っ張った。

　舞衣子はぎりぎりのところで踏み留まる──と同時に、武器を摑んでいた五指を開く。

　ナイフが地面に落下した。それを器用に左足の爪つま先さきで掬すくい、敵の膝ひざ辺あたりへと蹴けり上げる。

「っと、この……」

　かろうじて躱す。『すねたこどもたちセルリアンナイフ』は明後日あさつての方向へ飛んで行く。

　それでも、予想外の抵てい抗こうが続いたことで薫は体勢を崩くずした。

　チャンスは逃のがさない。

　すかさず『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』をもうひとつ、今度は薫かおるの右足へ、当然ハサミの口を開けて。

　敵もさるものだった。

「させないっての！」

　槍やりを左の足あし許もとに突つき立て『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』を発動。地面を伝わせて右足側に水すい晶しようを生やす。自分の足をも取り込んで包み込むように展開させる──まるで、鎧よろいのように。

『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』の咬かむ力は水晶の強度よりも上だった。ばりん、と金属音とガラスの割れる音の中間みたいな音がする。が、最初から薫の目的は水晶の鎧で防ぼう御ぎよすることではない。水晶を咬ませて、トラバサミが自分の足に到達するまでに一いつ瞬しゆんの猶ゆう予よを作ることだった。

　水晶が割れると同時、薫は足を一歩退ひいていた。そうしておいて今度は再び、槍を持ち替え、トラバサミと自分の右足との間に割って入れるように、穂ほ先さきを突き降ろす。



　完全に頭を出した『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』を、鎖ごと水晶漬づけに。

　──上手うまい。

　思わず希き亜あは感かん嘆たんの溜ため息いきを洩もらす。

　既すでに彼女は『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』の特性に合わせた戦術を構築していた。

『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』は、射程距離である十メートル以内であれば任意の空間から出現させることができる。トラバサミの尻尾しつぽに付いている鎖くさりはある程度──最大で五メートル──の距離まで伸ばすことが可能で、さっき舞ま衣い子こをサポートしたように、希き亜あの意志で引っ張るといった応用方法もあった。仮に手て許もとから遠く離れた場所のものでも、それは可能だ。

　弱点は、罠わなの咬む力に魔ま力りよくを使っているせいでそれ以外の力が弱いことと、出現位置に関してやや精密さに欠けることにある。

　つまり、いったん咬かみ付けば容易な手段では外れない代わりに、たとえば鎖くさりの根元を摑つかまれでもするともはや為なす術すべもなくなってしまう。薫かおるが鎖を含めた全体を水すい晶しようで固めたのは正しい対応だ。ああされると脱出することは不可能、罠自体が使い物にならない。

　出現位置に関しても同様だ。たとえば座標Ａの獲え物ものを狙ねらいたい場合、罠の出現位置を座標Ａにぴたりと合わせることができない。どんなに頑がん張ばっても十センチほどずれてしまう。故ゆえに、十センチ離れた場所から敵に向かって喰くらい付かせるという方法でしか攻こう撃げきできない。

　そのわずかなタイムラグを利用して、薫は攻撃を回かい避ひした。水晶を伝わせて柱を形成するのも、槍やりの穂ほ先さきを隙すき間まに射し入れるのも、座標のずれがあってこそ可能なことである。

　悔くやしいが、四し十じ万ま薫の実力は本物だった。

　五人の魔女ウイツチを殺したというのは本当なのだろう。性格からすると騙だまし討うちなどではなく、どれもまともに戦って勝ったに違いない。場数を踏めば腕も上がる。

　技量で劣おとることを、否が応でも実感させられる。

　自分たちは戦せん闘とう経験も少ない。魔女ウイツチを殺したこともない。魔ま法ほうを使う際の機転も利かない。はっきり言って勝つことだけを考えるのであれば、さっき薫へ挑ちよう発はつしたように、水みず奈なに任せればよかったのだ。あの言葉ははったりなどではない。水奈は強い──そして、恐こわい。

　けれどこれはやはり、避さけて通れない戦いなのだと思う。

　咲さき森もり水奈は、自分の知る限り最強の魔女ウイツチだ。優しく前向きで、可愛かわいらしくて、争いごとが嫌きらいで、だけど覚かく悟ごを決めれば毅き然ぜんとして、それでいて恐ろしい。

　そんな彼女の仲間として、彼女と一いつ緒しよにいる自分たちが、彼女に信頼されている自分たちが、この程度の敵に負けてどうする。この程度の弱さでどうする。

　実力が足りない分、戦術は詰つめてきた──ならばそれを可能な限り実行するのみ。

　付け入る隙すきは、四十万薫ではなく戸と野の宮みや寧ね々ねにあると見ていた。

　彼女の『突発性破滅願望優しいヒステリア』は確かに脅きよう威い的だろう。見えない地じ雷らいを周囲に撒まかれれば、いつ踏むかわからないという恐怖からまともには動けない。

　だがそれは、長所であり同時に短所でもあるはずなのだ。

　つまり、地雷を踏む可能性は敵も味方も同じということ。目まぐるしく立ち位置が動く戦せん況きようにおいてはよほどの精密性がないと狙って置くことはできないし、上手うまく敵に踏ませることができたにしても、地雷の爆発範囲内であれば被害は無差別となってしまう。

　故に、薫に密着した間合いで戦えば、戸野宮寧々は魔法を使えない──。

　舞衣子は戦闘開始時からずっと、懐ふところに飛び込んだままのインサイドファイトを挑いどんでいる。お互いの足が頻ひん繁ぱんに交こう叉さするほどだ。こうすればどこに地じ雷らいを設置しても双そう方ほうが同じ怪け我がをする。狙ねらいは功を奏しているらしく、寧ね々ねの魔ま法ほうはまだ一度も発動していなかった。

　密着戦は同時に、槍やりの間合いを封ふうじる効果もある。たとえ腕が立とうとも、自分の距離で戦えないなら実力は充分に発揮できまい。

　あとは舞ま衣い子この剣けん戟げきに加えて自分が罠わなで援えん護ごすれば、相手はひとり、こちらはふたり。

「行けっ！」

　薫かおるの背後から地面すれすれを這はうように、トラバサミを三本射出する。

　蛇へびのようにのたうちながら鎌かま首くびをもたげ、獣けもののように口を開いて飛び掛からせる。狙いは右足、左肩、首筋。薫は舞衣子の攻こう撃げきで釘くぎ付づけにされている。背中までは手が回らないはず。

「あんたたちさあ……」

　しかし薫は、焦しよう燥そうの表情を見せなかった。

　それどころか余よ裕ゆうの態度で、舞衣子の攻撃を受け流しながら嘲ちよう笑しようした。

「また同じ失敗したいの!?」

　戸と野の宮みや寧々が、背後で昏くらく笑う。

「……先せん輩ぱい、今度は手伝えてますか？」

　攻こう防ぼうの最中、既すでに水晶の膜による重石が地面へ張り巡めぐらされていた。

『突発性破滅願望優しいヒステリア』は設置できなかったのではなく、既に設置されていたのだ。

　膜まくの一部が、チーズみたいに穴を開ける──薫の任意に重おも石しが解除された。

　その数、五。

　あと数センチの距離まで迫っていた『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』たちが、地雷の爆ばく発はつにより揃そろって鎖くさりを引き千ち切ぎられる。操り糸を切られ、トラバサミは制せい御ぎよを失い落下。

　それによって、舞衣子のリズムも狂わされた。

　トラバサミと挟きよう撃げきするつもりだった当てが外れる。薫は足が止まると見た舞衣子は踏み込んで『すねたこどもたちセルリアンナイフ』を突き入れようとしていた。故ゆえに、大きく一歩を飛とび退のいた彼女についていけない。呼吸を合わせていれば離されるはずのなかった間合いが、約二メートル。

　地雷を作動させるには充分な距離だった。

「ほら、食らいなよ！」

　得意げに薫が嗤わらう。

　舞衣子の足あし許もと近くに張られてあった水すい晶しようの膜が解除される。膜の重みで既にスイッチの入ってあった感圧式地雷が即そく座ざに作動し、爆発が起き、

「読んでるんだよ……一度食らった方法くらいはっ！」

　希き亜あは、叫んだ。

　確かに水晶の膜を張れば、それを解除することで爆発タイミングを任意に設定できる。

　だが一方、感圧式地雷の利点である──踏んだ人間の足をピンポイントで攻撃するという特性が発揮できなくなるのだ。故ゆえに彼女たちは、舞ま衣い子この立ち位置からもっとも近くにある地じ雷らいを作動させざるを得ない。足の下で起きた爆ばく発はつは避さけようがないが、足あし許もと十センチの距離でこれから起きようとしている爆発であれば、回かい避ひは容易たやすかった。

　希き亜あの声を合図に、舞衣子は背後へ高く跳ちよう躍やくした。

　ほぼ同時に地雷が作動。しかし、ぬるい。

　回避した舞衣子の靴くつをわずかに灼やく程度。怪け我がにもならない。

　そうして接地面積を最少に爪つま先さきで着地、更さらに弾はずみを付けて後方へ宙返り。寧ね々ねの魔ま法ほうの射程距離外に退たい避ひする。間合いがどの程度かは、最初の位置取りから自おのずと判明していた。

　次の一手はこちらの番だ。

　希亜たちは動いた。

　状じよう況きようを整理すると──地雷はあちこちに設置されている。

　それは踏んで足が離れる瞬しゆん間かんに作動する感圧式と、それを水すい晶しようの膜まくで覆おおって任意のタイミングで爆発を起こせる、言わば点火式の二タイプ。

　舞衣子と薫かおるの距離は、地雷原を隔へだてて直線距離で七メートルほど。この七メートルを舞衣子はどうにかして進み、薫に到達しなければならない。

　方法は、ある。

「舞衣子、行くぞ」

「……うん」

　希亜は『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』を、舞衣子の足許を起点に真まっ直すぐ──薫目掛けて、射出する。

　ただし軌き道どうは、地面を抉りながら。

　昨日、戦せん闘とう終盤でやろうとして果たせなかった戦術だ。つまりは希亜の魔法を地雷の露つゆ払はらい、マインローラとして使う。道を作り、その後を舞衣子に進ませる。

　感圧式であろうと点火式であろうと、地面ごと抉えぐれば地雷は絶対に反応する。

　一メートル進んだところで仕掛けられていたひとつが作動し、『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』の一本めが爆発を受け宙に舞まい上がった。鎖くさりを千ち切ぎられ、魔力の供給を失い、霞かすみのように溶とけて消える。もちろんそうなることは想定済みだ。故に、爆心地の十センチ手前から次の『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』を射出、さっきと同じように地面を抉りながら蛇だ行こうさせていく。

　今度は五十センチ進んだところで地雷に当たり爆散。機械的に次。六十センチで地雷に当たる。次。一メートル保ったがそこまで。次。三十センチ。次。一メートル半──。

　トラバサミからやや遅れるようにして、舞衣子が走っていく。さすがに速度は高くない。が、薫はまだその場から動いていなかった。反応が遅れているに違いない。

　いける。間に合う。

　舞衣子が残り三メートルのところまで迫った。

　幅はば跳とびの要領で跳躍し『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』を追い越す。

　このまま距離を詰つめて懐ふところに飛び込み、可能なら『すねたこどもたちセルリアンナイフ』を一いち撃げき、不可能なら再びインサイドファイトを仕掛けてもらえばいい。

　接近戦が始まった後は再び『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』で足を止める作戦だ。さっきは地面を這はうようにしてけしかけたから失敗した。だから次は放物線を描き上空から急きゆう襲しゆうさせる。

　いずれにせよ『すねたこどもたちセルリアンナイフ』さえ当てれば勝てる、そう希き亜あは睨にらんでいた。

　舞ま衣い子この魔ま法ほうは、こと強制力という点に関しては絶対的な威い力りよくを持つ。一度斬きり付けた部位の制せい御ぎよを相手が再び奪うばい返す方法はほぼないと言っていい。舞衣子が自ら魔法を解くか、或あるいはコントロールの射程距離外、およそ三キロの彼方かなたへ逃げるか。

　前回は右腕だけで安心して、悠ゆう長ちように気絶させようとしたせいで負けた。今回は容よう赦しやしない。どこでもいいから当てればその分動きが鈍にぶる。動きを鈍らせれば次の一刀が当たる。そうして最終的には確実に心臓、つまり全身の制御を奪だつ取しゆしてやろう。

　優位に立てている、と思った。

　相手の戦術にはその都度対応を打って攻こう略りやくできているし、こちらの戦術は確実に相手の喉のど元もとへ近付いていくようになっている。だからこのまま続ければいずれは必ず勝機を摑つかむことができるはずだ、と。

　だが希亜は──恐らくは舞衣子も──大事なことを見落としていた。

　それは魔女ウイツチ同士の戦いにおいて、勝敗を分ける要素のひとつ。

　敵の魔法との相性や、魔法を用いる際の発想と機転や、直接戦せん闘とう時の身体能力──それらとはまったく別個の、それらよりも重要なもの。

　前回の戦いで学んでいたつもりだったが、今の希亜と舞衣子にはまだ備わっていなかった。何故なぜならばこれは、学んだ程度で身に付くようなものではない。

　つまり。

　窮地に陥った時に自らの身を削る、覚悟だった。

「は、あんたら。まだまだだよ」

『すねたこどもたちセルリアンナイフ』の刃を目前にして、四し十じ万ま薫かおるが笑った。

「な……っ」

　舞衣子は、次いで希亜が、驚きよう愕がくに目を見開く。

　彼女がさっきの着地から一歩も動いていなかったのは、こちらの攻こう撃げきに対応できていなかったせいではなかった。動けなかったのだ──自分の両脚を水晶で覆い固めていたから。

　味方に被害が及およぶ範囲では地じ雷らいを接地できない？　……違う。

　できない訳ではない。彼女たちは、その気になればやるのだ。

　舞衣子が着地する寸前、水すい晶しようの膜まくが溶とけた。

　薫の周辺に敷しき詰つめられていた地雷が、一いつ斉せいに作動する。

　十か、二十か。

　大量に密集させていたと思われるほどの爆ばく発はつが、巻き起こった。

「……舞ま衣い子こっ!!」

　希き亜あの叫びは、重なる爆ばく音おんに塗ぬり潰つぶされた。

　朦もう々もうと立ち籠こめる土煙の中、人ひと影かげがふたり吹き飛ばされ地面に転がる。

　ひとりは倒れたまま動かない。

　しかしもうひとりはゆっくりと──立ち上がる。

「ちくしょう、痛いなあ……二日連続でこれはきっついよ」

　四し十じ万ま薫かおるは顔をしかめながら、汚れた頰ほおをぞんざいに拭ぬぐった。

　晴れ始めた視界に映るのは、皮ひ膚ふの焼け爛ただれた両脚。

　目を背けたくなるほどだ。だが歩けないほどではない。何故なぜならば自らの魔ま法ほう──『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』で、あらかじめ防ぼう御ぎよしていたのだから。

　そして防御できなかった舞衣子は、

「く。う……っ」

　立ち上がることが、できずにた。

　両脚の惨さん状じようは薫の比ではない。装しよう束ぞくはもはや欠片かけらが皮膚にへばりついているくらいしか残っておらず、剝むき出しの脚は焼け焦こげ、肉が抉えぐれ、恐おそらく神経や骨もずたずただろう。

　火傷やけどは太ふと腿ももを超えて腰の辺あたりまで達していた。地じ雷らいひとつならまだしも、集中砲ほう火かをまともに食らったのだから無理もない。

　もちろん、魔ま力りよくを使えば傷きず痕あとも残らずに治る。だが瞬しゆん時じにではない。これだけの怪け我がであれば、十分か、三十分か──戦いの最中では、永遠とまったく同義だ。

　薫が、倒れている舞衣子の元へと歩み寄った。

　辿たどり着くまでわずかに三歩。五メートル以上離れていた希亜は駆かけ付けることができなかった。『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』で引っ張って助けようにも、間に合わない。

　舞衣子へと槍やりの切っ先が突き付けられる。

「やめろっ！　やめ……」

「遅いなあ。なにもかも」

　水すい晶しようが彼女の身体からだを覆おおっていく。無理矢理に起きあがらせながら、水晶の柱へと半身を埋うめ──まるで棺ひつぎか、磔はりつけか。両腕を含めて胸から下が完全に、閉じ込められた。

　胴どう体たいのざっと三倍ほどの太さをした円えん錐すい形。希亜の魔法で壊こわすにも時間がかかりすぎる。

「さてと」

　薫は槍をこちらに向けて構え直し、

「これでこいつは動けない。あんたは地雷で近寄れない。さ、どうするかな？」

　勝ち誇ほこった笑みを浮かべた。

「どうしてさっさと殺さないかわかる？　人質なんだよねー。悪いけどさあ、私たちはまだあとひとり、咲さき森もり水みず奈なを相手にしなきゃいけない。上手うまく使わないとね」

　希き亜あの背後で戦いを見守っている水奈にまで聞こえるように、わざとらしい声量。

　そして希亜へと──嘲あざけりの視線を向けた。

「ところでさ。昨日も言ったと思うけど。あんたたちやっぱり駄だ目めなコンビだわ。臆おく病びような方に前で戦わせて、気の強い方が後ろでふんぞり返ってる。それじゃ勝てるもんも勝てないっての。あんた、知ってた？　私と戦ってる時、この子ずっと必死だったよ。怖こわいのを我が慢まんして震ふるえを抑おさえて、頑がん張ばってます、みたいな表情で。そういうのを盾たてにして遠くからちまちまってのは、ちょっと卑ひ怯きようだよねー？　偉そうな態度のくせに、粋いきがったことばっか言ってるくせに、臆病者の陰かげに隠かくれてこそこそさあ……あんたこそ本当は、臆病なんじゃないの？」

　希亜は歯は咬がみした。

　反論したいが、できない。

　実際のところ──その通りなのだ。

　舞衣子が前衛で戦う本当の理由は、魔ま法ほうが直接戦闘向きだからではない。彼女の方が希亜よりも勇敢で、恐怖を吞み込む度量があって、強いから。彼女の心象を示す装しよう束ぞく──ウサギは臆病さの象しよう徴ちようであると同時に、臆病さを克服する勇気の象徴でもある。

　希亜が後衛を務める本当の理由は、魔法が後方援護向きだからではない。自分の方が舞衣子よりも小胆で、恐怖に対する耐性がなくて、弱いから。自分の心象を示す装束──山猫は獰どう猛もうだから茂しげみに潜ひそむのではない。臆病だから隠れているのだ。

「……その通りだよ」

　希亜は吐はき捨てる。強い口調も荒あらい言葉遣づかいも、虚きよ勢せいで使っているに過ぎない。虚勢を張らないと潰つぶれてしまいそうだから。心の奥おく底そこにいる本当の自分は、弱虫だから。

「お前の言う通り、あたしは臆病者だ」

　拳こぶしを握にぎる。息を深く吐く。両手の五指を強く握る。

「きー、ちゃん……」

「……舞衣子」

　水すい晶しようの柱に囚とらわれている彼女は、今にも泣きそうでありながら気配には確固とした意志の力がある。そしてその気配はとても優しく、自身が生命の危機にあってなお希亜を気き遣づかう。

「私は……きーちゃんが、後ろにいてくれるから。援護、してくれるから。だから私は……怖いけど、怖くてたまらないけど、勇気を出して、前で戦えるよ」

「あたしもだ、舞衣子」

　希亜は頷うなずいた。

　舞衣子は言った。希亜が後ろにいるから、恐きよう怖ふを抛擲し勇気を振ふり絞しぼれるのだと。

　希亜も同じなのだ。舞衣子が前で戦っているから、臆病さを隠匿して獰どう猛もうになれる。

　にやにやする四し十じ万ま薫かおるに向かって、肩を竦すくめた。

「礼を言っとく。……お前に教えてもらったよ。血を流すことを恐おそれない、っていうことの凄すごさを。自分の手足を切り落としたり、爆ばく発はつに身を晒さらしたり。すげえよ、正直」

「なに、遺言？　それとも命いのち乞ごい？」

　槍やりが構えられる。来るつもりらしい。

　接近戦向きの魔ま法ほうを持つ薫かおるに、希き亜あは普ふ通つうに戦っても敵かなわないだろう。

　だから希亜は、笑って言った。

「知ってるか？　あたしと舞ま衣い子こはな、親友なんだ」

　口に出すには気恥ずかしい単語だが、それは紛まぎれもない真実だ。希亜にとって舞衣子は唯ゆい一いつ無む二にの親友で──そして舞衣子にとっても、希亜は唯一無二の親友。

　ふたりの付き合いは長く、そして深い。

　それこそ、水みず奈なや耶や麻ま音ねや栞しおりに出会うよりも、ずっと前からの。

「は？　あんた、一方的にこいつを前に立たせてるように見えたけど？」

「お前程度にあたしたちのことがわかってたまるかよ」

　吐はき捨てながら、教えてやる。

「あたしの親友はな、こんなあたしのために、戦うことを厭いとわないでいてくれる。だからあたしは……あたしは舞衣子があたしのために傷付くことを厭わないんだ」

「きー、ちゃん？」

　怪け訝げんな声をあげる舞衣子に視線を遣やる。

「そして、あたしも同じだ。親友のためなら戦うことを厭わない。そして……舞衣子も、舞衣子はあたしが舞衣子のために傷付くことを厭わないんだよ」

「なにを言ってる？　まだなにか企んでるとか？」

「ああ……そうさ」

　宣言すると同時。

　薫の背後に『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』を出現させ、ひと息に射出した。

「はぁ？　悪あがきも大たい概がいにしなよ！」

　彼女は迫り来る鉄の牙きばを、振り返って見もしない。

　ただ気配だけで身を捩よじらせ、躱かわす。

　勢いあまったトラバサミは希亜のところまで到達。手先を掠かすめて通り過ぎていく。

「もういい加減、殺してやるよ！　こんなつまんない……え」

　呆あきれ返ったのか怒いかり心頭なのか、声を荒あらげた薫は──今の攻こう撃げきがなにを目的としているのか、ようやく気付いたようだった。

　希亜は鼻を鳴らした。

「『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』は、お前を攻撃するために出したんじゃない。お前の背後にあるものを拾って、あたしのところまで届けるために出したんだ。ありがとう、四し十じ万ま薫。ようやくできたよ、あたしにも……血を流す覚かく悟ご、って奴やつがな」

　手に握にぎった青いナイフを掲かかげ、笑ってやった。

　それは、さっきの爆ばく発はつで舞ま衣い子こが取り落とした『すねたこどもたちセルリアンナイフ』。

　自らの心臓に、迷いなく突つき立てる。

「きーちゃん、私……」

　希き亜あが取った行動の意図を、舞衣子は即そく座ざに理解した。

　だからにやりとし、頷うなずく。

「ああ。やれ、舞衣子！」

　その覚悟に応こたえて、希亜の自じ慢まんの親友は。

　唇くちびるを引き結んで、今にも零こぼれそうな涙を堪こらえて、叫んだ。

「操れ──『すねたこどもたちセルリアンナイフ』っ！」

　雨あま立だて希亜の全身が、茅かや島しま舞衣子の制御下に入る。

　それがなにを意味するのか。

　さしもの四し十じ万ま薫かおるも、気付くのが遅れたようだった。

　希亜が走り始める。目前に撒まかれているであろう地じ雷らい原げんの中を、まるで無人の野のごとく。

　三歩めでひとつ踏んだ。右足の裏で爆発が起きる。肌はだが爛ただれ肉が灼やけ骨が折れる。しかし裂れつ傷しようも火傷やけども骨折も無視して、希亜の脚は変わらないスピードで地面を蹴ける。

　五歩でふたつめ。今度は左足だった。両の足を負傷したことで膝ひざから力が抜ぬけ、その場に崩くずれ落ちそうになる。が、筋力ではない別の力──つまりは『すねたこどもたちセルリアンナイフ』を通して流れ込んでくる舞衣子の魔ま力りよくが、怪け我がを無視して強制的に希亜の歩を進める。

　皮ひ膚ふの傷口が更さらに広がるとも、肉から血が更に飛沫しぶきくとも、折れた骨が砕くだけるとも。車輪の壊こわれた自動車を後ろから無理矢理押して進めるように。

　気を失いそうなほどの激痛が走った。痛覚は魔力によってある程度遮しや断だんできるが、それにも限度がある。つまり、限度を超えた負傷と痛みを両脚は抱かかえていた。

　構うものか。

　舞衣子が泣きそうな顔で唇を咬かみ、ぼろぼろになっていく希亜を見み詰つめている。

　優しいあの娘こが、心の痛みに耐えて、満まん身しん創そう痍いの親友に鞭むちを打っている。

　だったら──彼女の心の痛みより、自分の身体からだの痛みの方が、まだ軽い。

「な、この……ふざけてんなよ！」

　四十万薫が焦しよう燥そうとともに叫んだのは、希亜が五つめの地雷を踏み抜いてなおも走り、目前二メートルに迫ってからだった。

　水すい晶しようの槍やり──『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』を構え、前に突き出してくる。

「舞衣子！」

　希亜は自分の身体を操っている主に命令した。

　舞ま衣い子こは希き亜あの身体からだを、希亜の意志を汲くんで無む慈じ悲ひに操る。

　つまり、突き出された穂先をほとんど躱さなかった。

　三みつ又またの刃が脇わき腹ばらを深く抉えぐる。憑ひよう依い装しよう束ぞくがあれば通らなかったかもしれないが、それだと前に進めない。だから魔ま力りよくを薄めて防ぼう御ぎよをほとんど解いた状態で、敢あえて刺させる。

「な、ん……だ！　このっ！」

　薫かおるが水すい晶しようで希亜の身体からだを固めようとしてくる。

　それも無む駄だ。舞衣子の拘こう束そく魔力は水晶の硬こう度どよりも強い。

　希亜の左手が槍やりの穂ほ先さきを握にぎった。腕力ではなく魔力の繰り糸による、強制的な引き寄せ。筋肉が裂さけ腱けんが断だん裂れつしても力は緩ゆるまない。穂先と脇腹とを繫つなぐ水晶は、音をたてて砕くだけていく。

「ぐ、あ、おおおおおらああああっ！」

　希亜は咆ほう哮こうした。

　もはやこの身体は自らの意志や感情では止まらない。

　たとえ痛みを感じても。

　たとえ手足をもがれても。

　たとえ腹部を貫つらぬかれても。

　全身の神経が悲鳴をあげても、一切の躊ちゆう躇ちよなく動き続ける。

　そうして──。

　舞衣子が操る希亜の左手が、ついに薫の首をがっちりと摑つかむ。

「っ、く……」

　薫は驚きよう愕がくと悔かい恨こんの視線に、敗北の覚かく悟ごを混じらせた。

　もはや彼女がどんな手を打とうが間に合わないし、意味がない。穂先の届く間合いでは既すでになく、力づくで身体を引き剝はがすことも不可能。水晶による点火式地じ雷らいを再び設置させて作動させようとも、希亜は薫から離れはしないだろう。

　そうだ。五体をばらばらに引き千ち切ぎられたとしても──首だけでも襲おそいかかってやる。

「言ってたな、あたしたちとお前らとは似てるようで違う、って。その通りだと思うよ」

　口から血を溢あふれさせながら、希亜は笑った。

「あたしはお前とは違う。戸と野の宮みや寧ね々ねを一方的に利用するだけのお前とは……違う」

　それは希亜自身の言葉であり、舞衣子の感情を代弁するものでもあった。

　さくり、と。

　右手に握った『すねたこどもたちセルリアンナイフ』が、薫の心臓に突つき入れられた。
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　そして四し十じ万ま薫かおるは、身体からだのコントロールを失ってその場に両りよう膝ひざを突つく。

　震ふるえる指先からは四し肢しに力を込めて抵てい抗こうを試みていることが窺うかがえる。が、茅かや島しま舞ま衣い子この魔ま法ほう──『すねたこどもたちセルリアンナイフ』の拘こう束そく力りよくには敵かなわない。両の腕は地面に転がった槍やりを拾うことができず、両の脚は再び立つこともままならないようだ。

　ただ、悔くやしさに唇くちびるをわななかせるのみだった。

「ち、くしょう……」

　吐はき捨てる声に力はない。己の敗北を悟さとっているのだろう。

　呼吸や声を自由にさせているのは、むしろ茅島舞衣子の慈じ悲ひなのかもしれなかった。

「それ、は、こっちの……科白せりふだよ、まったく」

　一方で雨あま立だて希き亜あもまた、満まん身しん創そう痍いだった。

　舞衣子の制せい御ぎよを解かれると同時、まさに繰り糸が切れたかのようにへたり込む。傷の具合でいうのなら彼女が最も酷ひどい。両手両足は裂れつ傷しよう、火傷やけど、内出血でまともな部分がない。恐おそらくは皮ひ膚ふだけでなく腱けんから骨に至るまですべてがぼろぼろ。挙げ句に脇わき腹ばらを深く抉えぐられている。魔女ウイツチでなければとうに死んでいるだろう。

　それでも『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』を出して、茅島舞衣子を捕とらえている『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』を嚙かみ砕くだく。水すい晶しようの柱は削けずり取られるように食われていき、やがて舞衣子の四肢が自由になった。

　もっとも──彼女は彼女で、両足の火傷が重傷だったが。

「きーちゃん！」

　その火傷だらけの脚でよろめきながらも、舞衣子は希亜の許もとへ走った。肩に手を回して上体を抱だき上げつつ、傍そばに落ちていた薫の槍──『ガラスの針葉樹林クリスタルシヤーベツト』を背後へ放る。

　咲さき森もり水みず奈ながそれをキャッチした。槍が手から離れていても魔法を操れるかもしれないという希望も封ふうじられ、薫はついに万策尽つきた形となる。

「きーちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?　ごめんなさい、私……」

「謝ってどうすんだよ莫ば迦か。お前のお陰かげさ、勝てたのは」

　ぼろぼろと涙をこぼす舞衣子に、希亜は笑う。

　感動的な光景に見えた。

　親友同士がお互いを信頼し合うことでしか成立し得ない戦いが、四十万薫の圧倒的な戦せん闘とう能力を見事に退けたのだ。薫にぎりぎりのところで油断や慢まん心しんがありそれが隙すきを生んだという見方もできるだろうが、敗北の理由にならない。

　さっき希亜が言ったように、彼ひ此しには本質的な差が最初からあったのだろう。

　四十万薫は、仲間の力である『突発性破滅願望優しいヒステリア』をただ利用するだけだった。

　対して雨あま立だて希き亜あと茅かや島しま舞ま衣い子こは、ふたりともが力を合わせ、ふたりで戦いに挑いどんだ──。

「あたしたちの勝ちだ」

　舞衣子に抱だかれたままの姿勢で、希亜が薫かおるに宣言した。

　そして、離れた場所に立つ寧ね々ねに向かっても。

「戸と野の宮みや寧々。お前の魔法ももう通じない」

　彼女の言葉は正しかった。『突発性破滅願望優しいヒステリア』は徹底した待まち伏ぶせ型であり、自分から攻せめる方法はごく限られている。基本的には相手が動いてくれなければ攻こう撃げきもままならず、対して雨立希亜の魔法は自らが一歩も動かずとも相手を攻撃できるのだから。

　どう考えても勝ちの目はない。

　故ゆえに、戸野宮寧々は──これで終わりだ、と思った。

　項うな垂だれて溜ため息いきを吐つき、言う。

「私たちを殺しますか？」

「殺しはしない」

　希亜は首を横に振った。

「ただ、それなりの対応は取らせてもらう」

「それなりの、っていうのは……？」

「これからわかるさ」

　背後の水みず奈なを一いち瞥べつする。水奈は軽く頷うなずいた。

　──なるほど。

　なにをするつもりなのかはわからないが、やはり咲さき森もり水みず奈ながこのチームの核かくか。

　戸野宮寧々は得心し、両手を挙げて降参のポーズを取った。

　戦意のないことを示しつつ、希亜たちの方へ進む。

　正確には、敗北した四し十じ万ま薫かおるのところへと。

　希亜たちは手を出してこない。動くなという警告もなかった。

　だから薫の横へと立った寧々は、

「先せん輩ぱい、ひとつ尋ききたいことがあります」

「……なに？」

　生来の性質を隠かくすことなく陰いん鬱うつに──笑った。

「あなたが市いち来き柊ひいらぎさんを仲間に勧かん誘ゆうした理由です」

「それ、あんたが知ってどうすんの？　しかも今いま更さらさあ」

　高圧的な態度だった。きっと寧々に失望しているのだろう。上手うまくサポートできなかった自分のことを。薫の都合のよいように動かなかった後こう輩はいのことを。

「実は私、もう知ってるんですよ」

　まったく。

　まったく本当に──この女には、反吐が出る。

「市いち来きさんを仲間にしようとしたのは、私を見限りたかったからですよね？　私のことを切り捨てて、市来さんを新しいパートナーにしようと思ったんでしょう？」

　指し摘てきに、目が見開かれる。

　図ず星ぼしだったのだろう。しかも、寧ね々ねは気が付いていないと思っていたに違いない。

「先せん輩ぱい。昨日の戦いの時、どうして私が最初、震ふるえて動かずにいたのかわかりますか？」

　膝ひざを突ついた姿勢になっている薫かおるの肩に手を置く。

　そのまま後ろに力を込め、引いた。

「は!?　なにを……、っ！」

　倒れる薫。動けないので受け身が取れず、まともに後頭部を打ち付ける。

　頭を打つ時の衝しよう撃げきというのはなかなかきつい。脳と視界がぐわんと揺ゆらされ、平へい衡こう感覚と五感が混乱するものだ。だから、薫の耳に届いたのかどうかはわからない。

　自身の首許が地面と接触した時に鳴った、かちり、という機械音が。

　寧々は笑った。さっきからずっと笑っていた。可笑おかしくてたまらなかった。

　何故なぜなら、

「あの時、私、思ってたんです。この人たちが先輩を殺してくれないかな、って。だからなにもしなかったんです。わざと黙だまって見てたんです。でもやっぱり、受け身じゃ駄だ目めですね。昨日は結局、先輩が勝っちゃって。私の目もく論ろ見みは失敗しました」

「寧々、あんたまさか……」

「だから今日は、自分から動きます」

　この時を、自分はずっと待ち望んでいたのだから──。

「おい、待て！　お前なにしてる!?」

　雨あま立だて希き亜あが不ふ穏おんな気配を察し、声を荒あらげた。

　だが遅い。

「……どかーん」

　寧々は、四し十じ万ま薫の肩を、軽く蹴け飛とばした。

　瞬しゆん間かん、作動。

　薫の首くび許もと、地面に設置されていた『突発性破滅願望優しいヒステリア』が、小気味よく爆ばく発はつする。

　轟ごう音おんの中、ぎゃうん、と。

　犬ころのあげる悲鳴とディストーションのかかったギターの音色が混じったような断だん末まつ魔まが聞こえた。それとともに彼女の身体からだが衝撃でごろごろと転がる。

　頸けい動どう脈みやくから血の噴ふん水すいをびゅるびゅると撒まき散らしながら──胴どう体たいと首が、千ち切ぎれて離れた。

「あは、あははははは！　死んだ！　死んだっ！」

　寧々の爆ばく弾だんは至近距離であれば憑ひよう依い装しよう束ぞくでも防げない威い力りよくを持っている。急所であればなおさら。皮ひ膚ふはおろかその下にある動脈を破は壊かいして、おまけにちょんぱだ。

　転がって俯うつぶせになった薫は無様に痙けい攣れんしていたが、頭のない人間が生きていられる道理はない。血ち溜だまりが広がるに従ってすぐに動かなくなる。

　後には静せい寂じやく。雨あま立だて希き亜あの、茅かや島しま舞ま衣い子この、咲さき森もり水みず奈なの、そして市いち来き柊ひいらぎの啞あ然ぜんとした顔を見渡して──響ひびくのは寧ね々ねの発する、含み笑いだけ。

　数秒前には四し十じ万ま薫だったゴミクズを足で踏み付けながら、寧々は言った。

「がんじがらめで生きていたくない、ってこの人は言ってました」

　昨夜まさにそれを話していた相手である、市来柊と視線を合わせながら、

「自由に、好きなことをして生きていたい、って。でも、それっておかしいですよね？　だって、この人は私みたいな人に──私みたいな弱くて臆おく病びような人を虐しいたげることで──私みたいな人をがんじがらめに縛しばることで、好き勝手笑ってたんです。好きに生きるってことは、自分を律しないってことは、つまり他人を踏み付けることなんです。自分の代わりに他人へ不自由を強要することなんです。彼女みたいな人種の自由は、私みたいな人たちの不自由から成り立ってるんです。わかります？　それって……そんなの、許せる訳ないですよね」

　昨夜の──薫に『好きに生きればいい』と言われた時の、嬉うれしそうな顔を思い出しながら、

「だから私はこの人を殺しました。でもそうすることで、私はこっち側の人間になった。この人に死という不自由を押し付けることで、私は自由を得た。だから私は好きにやらなくちゃいけない。この人みたいに……他人を押さえ付けて、言うことを聞かせて、強制して！　自分の好きなように振る舞わなきゃいけなくなったんです！　くく。あは！　あははははっ」

　言う。嗤わらう。叫ぶ。宣言する。

　市来柊が青ざめた顔で一歩をたじろいだ。

　雨立希亜がこっちを睨にらんでいる。

　茅島舞衣子が悲しそうな顔をしている。

　咲森水奈が眉まゆをひそめている。

　関係ない。どいつもこいつも知ったことか。自分はたった今、他人の顔色にびくびくすることをやめたのだ。好きに振る舞う。好きにやる──。

「市来さん、それ以上動かない方がいいです」

　警告した。

　正確には勧かん告こく、と形容した方がいいか。

「あなたの周まわり、辺あたり一面が地じ雷らい原げんですから。纏てん衣いもしてないあなたが魔ま法ほうに触ふれるとどうなるか……わかってますよね？」

　火傷やけどや裂れつ傷しようでは済まない。最低でも脚がまるごと千ち切ぎれ飛ぶ。下手へたをすれば即そく死しだ。

「あなたたちも動かない方がいいです。特に咲森水奈さん」

　水奈がわずかに身構えたのを、寧々は見み逃のがさない。

「私はあなたたちを無視して市来さんをターゲットにします。徹底的に狙ねらいます」

　希き亜あと舞ま衣い子こはしばらく動けないだろう。具合からして少なくとも十分以上は癒いえない傷だ。さっきのように、人の身体からだを操るナイフ──『すねたこどもたちセルリアンナイフ』を使って無理矢理に動く可能性もあるが、警けい戒かいしていれば対処できる。

　やるとすれば舞衣子自身が自分に魔ま法ほうをかけて、か。

　希亜の身体をこれ以上酷こく使しすれば生命に関わるし、薫かおるの死体が仮に使えたとしても、その発想がでてくるほど酷こく薄はくな性格はしていまい。

　遠えん隔かく操作できる『病み憑き咬みドラツグ＆トラツプ』のことも警戒。射程距離から離れつつ、寧ね々ねは続けた。

「私はね、市来さん……あなたのことも、四し十じ万ま先せん輩ぱいと同様に許せないと思ってるんです」

　あと少しなのだ。

　背筋を冷や汗が伝う。震ふるえそうになる両足に力を込める。必死で拳こぶしを握にぎる。恐きよう怖ふのあまり逸そらしてしまいそうな眼で柊ひいらぎを睨にらみ付ける。

　今、寧々がやろうとしていることは──薄氷の川を歩いて渡るに等しい賭かけだった。

　これは自分への試練だと思う。

　幼い頃ころから周囲の人たちに迫害を受けてきた。小学校でも中学校でも虐いじめられっ子で、顔がなんとなくムカつくとか態度が気に入らないとか雰ふん囲い気きが暗いとか、そんなどうしようもないどうでもいい理由で暴力を受けたり無視されたりの連続だった。そういう星の下に生まれたから、としか自分でも言えない。魔女ウイツチの力を得てもなにも変わらなかった。怖こわくて仕返しすらできず、体現者マスコツトには無視され、そうしてようやく四十万薫に救ってもらったと思ったら──彼女も今までの人たちと同様、自分を虐しいたげてきた。

　それを乗り越えたかった。すべては、昨夜の出会いからだ。

　あれは、彼女との邂逅は啓けい示じだと思った。それこそ体現者マスコツトである『ヴェスペ』や四十万薫の時なんかよりももっと崇すう高こうでもっと素晴らしく、もっと蠱こ惑わく的な、運命だと思った。

　だから今、自分は賭けに出ている。

　四十万薫を殺すことで退路を断った。ひとりきりではどうしようもない窮きゆう地ちに自身を追い込んだ。そして市来柊を脅おどした。あとは結果を待つのみだ。

　咲さき森もり水みず奈なたちが柊の救出に動けば失敗。

　柊が恐怖に怯おびえて『突発性破滅願望優しいヒステリア』を踏んで爆ばく死ししても失敗。

　寧々にとっての『成功』はたったひとつだ。

　つまりは──、

「……咲森、さん」

　市来柊が、がくがくと両足を震わせながら、咲森水奈へ笑いかけた。

「ごめんなさい。当初と違う形になってしまったけれど、私はあなたたちに付いていきたい。茅かや島しまさんと雨あま立だてさんにあんな怪け我がをさせた後で、図々しいし卑ひ怯きようだとは思うけど、でも……私は、生きたい。死にたくない。生きてもっと、人生をちゃんと歩いていきたい」

　次いで、向き直って寧ね々ねへ。

「戸と野の宮みやさん、私は……私が約束をしたのは、四し十じ万ま先せん輩ぱいよ。あなたとじゃないわ。だからあなたには付いていかない。あなたなんかには、殺されてあげない！」

　叫ぶように告げ、呼吸を整える。

　そうして、彼女は──市来柊は、

「あなたは知らないでしょう!?　私はもう、とうに決断してるのよ！」

　寧々の待ち望んでいた言葉を、ついに口にする。

「お願い『メリィ』、あなたの貌を私に貸して！　市来柊に飽いて奪え！」
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「ねえ、あなたに頼みがあるの」

　──それは昨夜、明け方のことだった。

　四十万薫かおると市来柊が眠ってしまった後。

　本性を見せた『第五地区のメリィ』が、寧々にひとつの提案を持ち掛けたのだ。

「なんです？」

「あなた、私に協力してくれない？」

　それは四十万薫すらも聞かされていない──というよりも、本来はメリィの口から薫に対して語られるはずだった『メリィ』の本来の使い方。つまりあの喫きつ茶さ店てんに現れた不気味な白髪の少女が、薫と寧々に下した命令の具体的な内容だった。

「私ねえ、あの四十万薫っていうの、なんとなーく気に入らないのよね。ひと目見てそりが合わなさそうっていうの？　だからちょっと意欲が減退してた訳。頭のおかしい振りをしてたのは、それもあったかもね。でもあなたのことは好きになれそうだから、メレクタウスからの頼まれごとは……あの子じゃなくて、あなたと一いつ緒しよにやりたいのよ」

　たぶんメリィは、軽い気持ちで言ったのだろう。

　けれど以前から薫のことが嫌きらいで、なのに怖こわくて逆らえなかった寧々にとって、その提案は天てん啓けいに等しかった。故ゆえに、散々迷った末にではあったが、首を縦に振った。

　計画そのものは単純だった。

　つまり、市来柊とメリィとを契約させ、柊を魔女ウイツチにするというもの。

　そのこと自体は薫たちの予測していたものとほぼ同じだった。

　違っていたのは──ある一点。

「魔女ウイツチと体現者マスコツトの主従関係について、あなたは知ってる？」

　メリィは人形の顔で薄笑いを浮かべながら、寧々に尋きいてきた。

　質問の体てい裁さいを取った教きよう鞭べんだった。だから首を横に振る。

　すると得意げな解説が始まった。

「魔女ウイツチは『女王の器の欠片かけら』と魔ま力りよくを持ち、魔ま法ほうを行使する。体現者マスコツトは固有の罪科でもってその魔法を定義する。これは魔女ウイツチが主、体現者マスコツトが従の関係にあるわ。考えてみれば当然ね。だってあなたたちはいずれ戦争を勝ち抜けば女王になる身、私たちはみんな女王に仕える、魔法の国の住人なのだから。あなたの体現者マスコツト──ヴェスペ、だっけ？　彼もそれを充分に承知しているから、あなたに失望して無視はしていても、魔法を行使する時には絶対に逆らわない。一度結んだ契約を、私たち体現者マスコツトは決して解くことができないしね」

　ただし。

「ただし……例外があるのよ」

　授業内容は、紛まぎれもなく恐おそろしいものだった。

「私のような強い化け物、魔法の国に七匹しかいない『大罪の獣けもの』たちはね……その主従を逆転することができる。魔女の身体を乗っ取り、支配することができるわ」

「それ、は」

「ただし好き勝手って訳じゃないの。絶対に必要なものがあるわ。魔女自身の同意よ。身体からだを委ゆだねて明け渡すっていう同意の意志。それがないと、たとえ私たち『大罪の獣』であっても、魔女ウイツチが主で体現者マスコツトが従っていうルールには絶対に逆らえない」

　寧ね々ねにもそこでようやく、彼女のやろうとしていることがわかった。

「つまり、あなたは……」

「ええ、そうよ。私はこの後、市いち来き柊ひいらぎって子と婚こん姻いんを交わす。そこで噓を教えるわ。初めての纏てん衣いの時は、まず体現者マスコツトに身体を委ゆだねて明け渡すという意志が必要だ、って。それを経ることでようやく、あなたは魔女ウイツチとして憑ひよう依い装しよう束ぞくを纏まとえるんだ、って」

　怖おぞ気けが走った。

　こいつは、こいつらは、なんということを考えるのだろう。彼女が魔法の国に君臨する化け物のひとりなのだということが、途と端たんに実感を持って全身を粟あわ立たせる。

　けれどその恐きよう怖ふはすぐに抗あらがい難がたい求心力となって、寧々の瞳ひとみを輝かがやかせ始めた。

「私はなにをすればいいんですか？」

　驚おどろくほどすんなりと、指示を仰あおぐことができた。

　そしてメリィは、言ったのだ。

「明日は市来柊の争奪戦を、敵の魔女ウイツチたちとやるんでしょう？　あなたの仕事はその時。戦いのどこかで上手うまいことして市来柊を追い詰めてくれる？　殺すって脅おどしてもいいし、負けそうになって人質に取るとかでもいいわ。どうしても纏衣しなきゃならない状じよう況きようを作り出すの。そうしたらあとは……私があなたを、勝たせてあげるわ」
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　だから戸と野の宮みや寧ね々ねは、言う通りにした。

　朝のうちに行われた柊ひいらぎの契約は見ていない振りをして──これはメリィが口八丁で薫かおるを説得し柊を誘さそわせたらしい──そ知らぬ顔で戦いに挑いどんだ。もし勝ったら背後から、もし負けたら敗北に乗じて、薫を殺すという意志を秘めながら。

　結果、自分たちは負け、薫の殺害には成功し、その上で市いち来き柊を脅おどした。

　脅され追い詰められた彼女は、身を守るため、メリィの目もく論ろ見通りに初めての装しよう束ぞくを纏まとう。

　つまり、すべては上手うまくいったのだった。
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　それは、山羊やぎを模したと思われる装束だった。

　正確には山羊を模した悪あく魔ま。バフォメット、とかいう奴やつだ。

　服装自体のデザインは可愛かわいらしい。大きく膨ふくらんだ股また下したの深いズボンに、胸だけを覆おおうビキニ。口くち許もとに掛けられた薄布。アラビアの踊おどり子を連想させる衣い裳しようである。

　けれど首から上──後頭部から両の肩に向かって伸びた湾わん曲きよくする角が、その印象を一気に変えていた。右腕に絡からんで巻き付いた蛇へびのようなアクセサリもおぞましさを助長している。薄いピンクで統一された色調と相まって、ヴィヴィッドな禍まが々まがしさがあった。



　そしてその衣裳を纏った市来柊は、含むように、嬉うれしそうに、唇くちびるを綻ほころばせる。

「ありがとうね、寧々。あなたのお陰かげよ」

　架かけていた眼鏡めがねを外し、足あし許もとに放り捨てて踏み潰つぶしながら。

「どういたしまして、メリィ」

　戸野宮寧々は応こたえた。深く息を吐いて、安あん堵どしたように。

　つまりは、目論見が上手くいってほっとしているという顔で。

　水みず奈なは言葉がない。

　目の前で起きた事態に対し、完全に固まってしまっていた。

　ただ『柊が纏てん衣いした』というだけならばよかった。既すでに昨夜か今日のうちに体現者マスコツトと契約を済ませていて、そうして今、憑ひよう依い装しよう束ぞくで身に包み魔女ウイツチになっただけだ、と。ただそれだけであるならば、理解は追い付かずとも状じよう況きようを吞のみ込むことはできただろう。

　困こん惑わくの原因は別にある。

　それは左手薬指の指輪を通して流れ込んでくる、早さわ良ら坂ざか蓮れんの意識がもたらしたものだった。

『メリィ……だって？』

　水みず奈なの頭の中で、蓮は茫ぼう然ぜんとして呟つぶやいていた。

　今の寧ね々ねだけではない。つい十数秒前、柊ひいらぎもその単語を口にした。

　──お願い『メリィ』、あなたの貌かたちを私に貸して。

　纏てん衣いの際に詠えいじる呪じゆ文もん、つまり彼女の体現者マスコツトの名前として。

『メリィ。聞き間違いじゃない……まさか、第五地区のメリィか？　冗じよう談だんじゃないぞ！』

　その名自体を、水奈は知らない。

　だが『第五地区』──正確には『地区』という単語は、知っている。

　大罪を固有罪科に持つ七匹の獣けものたちによって定められた、魔ま法ほうの国における勢力図。彼らは国を七つに分かち、それぞれの区域に恐きよう怖ふと暴ぼう虐ぎやくでもって君臨していた。

　名に地区の番号を冠かんされているのであれば、つまりそのメリィという体現者は──七匹のうちの一匹、第五地区に棲すまう大罪の獣であるということだ。

『蓮くん、本当に？』

『正直、信じ難い。けど、間違いないと思った方がいい。メリィって名前の体現者マスコツトは僕が知る限りあいつしかいない……いや、大罪の獣と同じ名前を名乗ろうって奴やつなんか、魔法の国にいるはずがない。だからメリィはひとりだ。第五地区の獣ひとりだ』

『そんな……よりによって』

『ああ。よりによって、だよ。水奈』

　蓮れんの声は意識で繫つながった中にあってさえ、上うわ擦ずっていた。

『問題はたくさんあるけど、一番まずいのは……知ってるだろ？　数ある体現者マスコツトの中にあって、大罪の獣だけが持つ特権──魔女の身体を支配できること』

　そう。そうなのだ。

　まさにその事実こそが、水みず奈なを困こん惑わくさせ、戦せん慄りつさせていた。

　つまりこれは、

『たぶん彼女は『メリィ』に支配されている。人魚の時みたいに』

　一年前、水奈と蓮が統合戦争に足を踏み入れる切っ掛けとなったあの時と同じ──。

　都合よく体現者マスコツトが見付かるはずもないし、きっと四し十じ万ま薫かおると戸と野の宮みや寧ね々ねはあらかじめこいつを用意していたのだろう。大罪の獣のうちの一匹であり未契約の体現者マスコツトであるメリィ──なるほどそんな隠かくし球だまがあるのなら、柊ひいらぎを殺さずにわざわざ連れ去った理由もわかる。

　そして、仲間に引き込もうとした。

　が、おそらくはここで寧々が薫を裏切る。

　薫は裏表のなさそうな性格をしていた。きっと普ふ通つうに柊とメリィを契約させ、その上で勧かん誘ゆうを目もく論ろんだに違いない。だが寧々は裏でメリィと密ひそかに結けつ託たくし、四十万薫を土ど壇たん場ばで殺してみせた上で柊の纏てん衣いを誘さそった。メリィはそこに付け込み、身体からだを乗っ取ったという訳だ。

　水奈は唇くちびるを咬かんだ。

　あの日のことが記き憶おくから甦よみがえる。悔くやしかった。どうして──あの時も今回も、自分はすぐ傍そばにいたのに。どうして止められなかったのだろう。

「ああ、いいわねえ、この身体」

　柊が、柊の声で、柊のものではない喋しやべり方で笑い、両手を広げた。

　口調から察するに、第五地区の獣は女か。

「あの人形じゃ思うように動けなくてストレスたまっちゃってたもの。気分爽そう快かいってやつね」

「私は役に立てましたか？」

　寧々がメリィに問うた。どこか媚びるように、同時に自じ慢まんげに。

「もちろんよ！　なかなか素す敵てきだったわ」

「あの、じゃあ……」

「ええ、それももちろんよ」

　メリィは頷うなずいた。頷き、水奈たちをぐるりと眺ながめた後。

　充分に予想通りな、けれど苦々しい科白せりふを口にする。

「存分にやりなさい。あなたのこと、手伝ってあげるわ」

　その場の気配が、戦慄とともに強こわ張ばった。

「……ち」

　希き亜あが舌打ちとともに歯は咬がみする。

「やばい。『ショコラ』は第五地区の出だ」

　舞ま衣い子こもまた、希き亜あを抱だく腕に力を込めていた。

「わ、私の『エオストレ』は違うけど……それでも、怯おびえてる」

　魔ま法ほうの国の住人たちにとって、大罪の獣けもの──特に自分と同区域に君臨していたものは、住宅街に徘はい徊かいする退治もできない人食い虎とらのようなものだ。そこには長い時間とともに植え付けられた恐きよう怖ふがある。名を聞くだけで震ふるえ上がり、目の前に現れれば硬こう直ちよくしてしまう。

「あらあら、そんなに緊きん張ちようしなくても大だい丈じよう夫ぶよお？」

　そんなふたりに気付き、メリィはくすくすと笑いを含ませながら肩を竦すくめる。

「私は……向こうにいた時の私はともかく、体現者マスコツトとしての私にはなんの力もないから。身体からだを乗っ取ったのは私の都合だけど、別にたいした魔法が使える訳でもないのよ？　少なくとも、あなたたちを直接傷付けることはできないわ」

「……どういう意味？」

　問うた水みず奈なに、メリィは視線を向けた。

「あなたたち魔女ウイツチは、体現者マスコツトの固有罪科とか魔法の能力とか、できるだけ隠かくしておきたがるわよね？　でも私は魔女ウイツチじゃないし、そういうせせこましい努力をする趣しゆ味みもないし、隠しておいても意味はないし……だから、先に教えてあげる」

　自信たっぷりな態度で胸を張り、言う。

「私の固有罪科は『強欲』。展てん式しき魔ま法ほうの名前は『玩具の電池が切れましたトラツシユヘツド・ゴートヘツド』。その力はね、とても単純なの。つまり、魔女の持つ魔力の増幅」

　同時。

　戸と野の宮みや寧ね々ねが、足あし許もとでサッカーボールのように弄もてあそんでいた四し十じ万ま薫かおるの首を軽く蹴け上あげた。

　二メートルほど飛んで首が地面に落ちる。

　かちり。スイッチの入る音がした。

　そして──、

「……どっかーん」

　寧々のふざけた呟つぶやきを合図にして、どおん、と。

「な……っ!?」

　轟ごう音おんを伴ともないながら、大人の身長ほどもある火柱が上がる。

　それは紛まぎれもなく、寧々の地じ雷らい『突発性破滅願望優しいヒステリア』の爆ばく発はつだった。

　だが威い力りよくは今までの比ではなかった。巻き込まれ捲まき上げられた四十万薫の頭部は、炎が治まった後にはもうどこにも見当たらない。完全に消しよう滅めつしてしまっていた。こんなものを踏めば纏てん衣いした魔女ウイツチであろうと脚は吹き飛び、それ以外も無事では済むまい。

　これでもたったひとつが作動しただけだろう。さっきの戦いで舞衣子の食らった十数の地雷による大量爆発とは炎の出方が違う。つまり、もしこれがまとめて作動したらどうなるのか。

「すごい……」

　自分でも予想外だったのだろう。寧ね々ねが恍こう惚こつとした笑みを浮かべた。

「すごい、すごいです！　こんな力……私は負けない、これでもう絶対に負けない！」

　そうして今度は薫かおるの遺体、つまり首から下へと歩み寄り、ぞんざいに引っ張り上げて力任せに放り投げる。落下したところの地面に設置されているのは当然、見えない地じ雷らい。

　再び火柱が燃え盛った。四し十じ万ま薫だったものは翻ほん弄ろうされるように手足が千ち切ぎれ胴どう体たいが吹き飛び、焼け焦こげた肉片となって周囲に飛散する。そのうち燃え残った大きなパーツは地面を転がった先でまた地雷を作動させ、三度、四度、五度と方々で爆ばく音おん、火柱。

「あはっ、あははは！　すごい、すごい、すっごい!!」

　渦うず巻まく炎に囲まれて、戸と野の宮みや寧々は哄こう笑しようする。

　水みず奈なの意識を通じて一連の光景を見ていた蓮が、ぽつりと呟つぶやいた。

『……醜しゆう悪あくだ』

　正直なところ、同じ感想を水奈も覚える。

　彼女は自分の力に陶とう酔すいしていた。

　そして、力を得た自分自身にも陶酔していた。

　故ゆえに、より厄やつ介かいで、同時に醜悪なのだ。恐おそらく彼女はこれから先、魔ま法ほうを使うことを楽しむと同時に自己顕示のためにも力を使う。そこには歯止めというものがない。強大な力を前に悦よろこび、その力が行使できる自分に喜び、自分を歓よろこばせるためにまた力を使う──負の連れん鎖さ。

「蓮くん」

　水奈は言った。意識の中でではなく、敢あえて声に出して。

「この娘こ、このままじゃいけないよ」

『ああ、そうだね』

「本当は市いち来きさんの方を助けたいけど……でも」

　蓮が静かに頷うなずく。

『僕も同じ意見だ。市来柊ひいらぎは後回しで、戸野宮寧々にしよう』

「ふたりは無理かな？」

『すまない、無理だよ。普通にやっても一日にひとりが限度なんだ、ましてや大罪の獣けものを相手にすれば……ふたりどころか、インターバルが一日じゃきかないかもしれない』

「ううん、いいの。私こそごめんね？　我わが侭ままを言っちゃった」

『謝り合うのはなしにしよう。敵は……戸野宮寧々で決まりだ』

「うん」

　蓮の意識が張り詰つめるのを感じる。

　だから水奈も息を吸い、自然体で身構えた。

　目前五メートルの距離に、希き亜あと舞ま衣い子こがいる。希亜が身体からだを横たえ、舞衣子がそれを抱だき止めている格好。戦えるどころか、まだ立って歩ける状態ですらない。おまけに今いる場所はおそらく既すでに地じ雷らい原げん。これでは囚とらわれているようなものだ。

　だから自分が戦う──自分ひとりで戦わなければならない。

「戸と野の宮みやさん」

　爆ばく発はつが収まってもなおけらけらと上じよう機き嫌げんな狂笑を続ける寧ね々ねを睨にらみ付けた。

　寧々は嘲あざけりの顔で振り返る。

「あら、ひょっとして降参しようとか考えてますか？　でもダメですよ？　私、虐いじめられてた頃、いつもいつも、何度も何度もやめてくださいって言ってたんです。でもあの人たちはやめてくれなかった。だから私もやめません。降参なんて聞いてあげません」

「私は戸野宮さんを虐めてたっていう人たちじゃないし、戸野宮さんでもないよ。私は私。だから降参はしないし、あなたと戦う」

「うふふ、そうこなくっちゃ。私も援えん護ごしている甲か斐いがないわ」

　十メートルほど離れた場所で腕組みをして高みの見物を決め込む市いち来き柊ひいらぎ──の身体からだを奪うばったメリィが、茶ちや茶ちやを入れてくる。

　水みず奈なは無視した。彼女のことは気になるし心配だが、今は戸野宮寧々だ。

　メリィの『玩具の電池が切れましたトラツシユヘツド・ゴートヘツド』が他人の魔ま力りよくを増ぞう幅ふくする魔ま法ほうであるなら、戦せん闘とう能力自体は皆かい無むに等しい。寧々さえ倒してしまえば捕とらえるのは容易のはず。

　ならば今はこちらに集中しろ。

「戦えるんですか？　こんな大きな力を得た私と。あなた、甘ちゃんなんでしょう？　戦うの、好きじゃないんでしょう？　私も昨日まではそうでした。戦うのって怖こわいですよね。厭いやですよね。だから気持ち、わかりますよ」

「うん、怖いね。厭だよね」

「……でも、私は乗り越えましたよ。戦うのが怖いのは、負けるのが怖かったからなんです。自分が弱いっていうことを思い知らされるのが怖かったからなんです。だから自分が強ければ……戦うのなんて、怖くもなんともないんです！　あはははは！」

　ああ、と。水奈は唇くちびるを咬かんだ。

　この娘こは、間違えてしまっている。

　魔女ウイツチとなっても仲間に怯おびえ、ついには裏切り、力を得て陶とう酔すいし、結果として今──どうしようもなく、間違えてしまっているのだ。

　水奈には彼女を正す資格はない。そんな偉そうなことができる立場ではないし、そんな親切をする義理もない。同情なんて上から目線は相手への侮ぶ辱じよくだし、一方で我がことのように身を挺ていするほどお人好しでもない。

　できるのは、ただひとつ。

　捩ねじ伏ふせて叩たたき、完かん膚ぷなきまでに潰ついえさせることだけ。間違えた先にある今のこの道はやっぱり間違いだったのだと力づくで理解させ──引き返させることだけだ。

「甘ちゃん、か」

　よくそう言われる。

　けれど正直なところ──咲さき森もり水みず奈なは自分のことを、甘いとはまったく思っていない。

　むしろ、逆だ。

『やるぞ。スイッチを切り替えろ……水奈』

　蓮れんの声に頷うなずいて目を閉じる。

『傷付きやすくて繊せん細さいなお前じゃなく、よく笑って前向きなお前じゃなくて……僕と一緒に戦うお前に、スイッチを切り替えろ』

「うん」

　呼吸を整えた。

　全身の隅すみ々ずみを意識する。血道のように手足の先まで行き渡る魔ま力りよくをイメージする。

　赤と黒に彩いろどられた純白の花はな嫁よめ衣い裳しようが、迸ほとばしる魔力でふわりと揺ゆれる。

　それは、血と煤すすに染まった天使の装束。

　頭に咲く花はな飾かざりは、去っていったかつての親友の忘わすれ形がた見み。物質の状態では蕾つぼみだが、纏てん衣いに伴ともない魔力によって再構成され鮮あざやかに花か弁べんを開かせる。

　これは決意の証だ。



　いつか彼女を取り戻もどすその日まで、決してこの薔薇ばらは散らさないと決めた。

　だから──こんなところでこんな敵を相手に、立ち止まっている暇ひまなどない。

「まずはおいでヴオミツト、三の贄にえ。……『応報のための呪弾ブラツクリリイ』！」

　詠えい唱しようとともに魔ま法ほうを喚び出した。

　銀色の銃じゆう身しんを持つ回転式拳けん銃じゆうが、掌てのひらの中に顕あらわれる。

「希き亜あちゃん、舞ま衣い子こちゃん、ごめん、ちょっと我が慢まんして！」

　銃口を向けるのは、仲間のふたり。

「呪じゆ詛そ・宙に浮いて、背後に五メートル吹っ飛ぶ！」

　叫びながら、引金を二回。

　銃じゆう声せいとともに呪じゆ弾だんが発射される。それぞれが希亜の腕と舞衣子の首筋に命中。

　文もん言ごん通りのことが起きた。希亜と舞衣子──それに水奈自身の身体からだが宙にふわりと浮き、呪のろいの言こと霊だま通りにきっかり五メートル、背後へ吹き飛ぶ。

　ふたりはつまり、地じ雷らいを踏まずに魔法の射程外へと離脱した形である。既すでに覚かく悟ごをしてくれていたから、着地に際しても痛みに多少の悲鳴を洩もらす程度で済む。一方で水みず奈なは身体の向きを変えていたため、寧ね々ねから見れば横へ滑すべった形。靴くつで砂を嚙かみながら着地し、止まる。

「なるほど、そういう魔法ですか」

　一連の出来事を眺ながめていた寧々が、得心したように自身の人差し指を唇くちびるに当てた。

「銃じゆう弾だんを当てた対象へ、呪いを──口にした命令を強制的に実行させる。ただし、代わりに自分もまったく同じ目に遭あう、か。四し十じ万ま先せん輩ぱいには片目を見えなくしたんでしたっけ？」

「そうだね」

「でも、決してなんでも強制できる訳ではないんでしょう？　なんでもできるのであれば、私に『一定時間魔法が使えなくなる』とかそんな呪いを与えればいい。たぶん、相手の魔法に干かん渉しようするような呪いはそもそも与えられないんじゃないですか？」

「正解、だよ」

　今いま更さら隠かくす理由もない。水奈は頷うなずく。

「よくわかったね。あなたには一度しか見せていないのに」

「昔からずっと虐いじめられてきましたから……人の顔色を窺うのは得意なんです」

　自じ嘲ちよう的というよりもむしろ誇らしげに、けれどあくまで陰いん鬱うつな笑みを浮かべる寧々。

「更さらに予想してみましょうか？　あなたについて。もっと言うと、あなたの魔法について」

　黙だまって続きを促うながすと、言葉は続けられる。

「四十万先輩が言ってました。あなたはふたつの魔法を使った、って。今の拳銃と、それから盾の魔法……でもそれ、あり得ないですよね？　魔女ウイツチひとりにつき魔法はひとつ。体現者マスコツトがふたり以上いるのでもない限りこのルールは曲げられない。そしてひとりの魔女ウイツチに体現者マスコツトがふたりなんて事例、少なくとも私は見たことがありません」

「事例はあるよ」

　答えたのは別にヒントを教えてやろうと思ったからではない。

　単に、寧ね々ねがどういう推測をしているのかを知りたかったからだ。

「私はひとり知ってる。数は少ないけど、そういうことはたまにあるんだ。でも、体現者マスコツトがふたりいたからって、ふたつの魔ま法ほうが使えるようにはならないよ。ふたつの罪科が混じり合ってひとつの魔法になるの。そして……私の体現者マスコツトはふたりもいない」

「へえ、面白いわね」

　口を挟はさんだのはメリィだった。

「興味深い、見てみたいわあ」

　その場にいた全員が無視したが、彼女も返事を期待している訳ではなさそうだ。それきり黙り込み、楽しげな視線で再び推移を見守り始める。

「なるほど……だったら可能性は更さらに絞しぼられます。具体的には、ふたつに」

　寧々は肩をすくめるように両腕を広げた。

「まずは、あなたの使っている魔法が複数に見えて実はそうではないという場合。たとえば盾と銃じゆうはひとつの魔法を構成するパーツで、全体としてはもっと大きな多機能の機械みたいなもので……そういうのがあなたの魔法の正体である場合」

「もうひとつは？」

「あなたの魔法が、他の魔女が使う魔法を真似て再現するものであるという場合。つまり、体現者マスコツトの固有罪科は『模倣』……私はこっちが正解だと思っています」

「なるほど、ね」

「どちらにせよ、私は警けい戒かいして挑いどまないといけません。私や四し十じ万ま先輩の魔ま法ほうをコピーされたら困りますし、そっちのふたり……雨あま立だてさんや茅かや島しまさんの魔法を使ってくるかもしれない。もっとも、無制限に簡単にコピーできるとは思えませんけど。なんらかの条件を満たさないといけないはずです。それに、模も倣ほうされたとしても私にはメリィがいます。負けません」

「そっか」

　水みず奈なは笑う。

「だったら試してみようか、戸と野の宮みやさん。私の力が、どれだけあなたに通じるか」

「試せますか？　まずは目の前に広がる地じ雷らい原げんを踏とう破はして私の許もとまで辿たどり着く必要がありますよ。それとも……拳けん銃じゆう以外に飛び道具でも持っているんですか？」

　誘さそいだった。攻こう略りやく法ほうを見せてみろ──というのだ。

　いいだろう。どのみち、攻せめないことには始まらない。

　手の内を隠かくしたままでは戦せん況きようも好転しないし、なにより、初見で不意を打って必殺で仕留められるような手段など、水奈はまだ持っていない。

「私の魔法とあなたの魔法、どっちがより素晴らしいか。勝負といきましょうよ」

　寧ね々ねの挑ちよう発はつに、首を振った。

「……『どっちがより素晴らしいか』？　なにを言ってるの、戸と野の宮みやさん」

　眉まゆをひそめ、言う。

「あなたもさっき口にしたでしょ？　罪科、って。私たちの力は、体現者マスコツトの固有罪科を具現化したものなんだ。だから素晴らしい、なんて形容は相応ふさわしくない」

　息を深く吸い、吐はき、膝ひざをわずかに沈めて身構え、

「魔法ってね、罪なんだよ。罪悪が素晴らしいだなんて、見当違いもいいとこだ！」

　一いつ喝かつし、『罪』を喚び出す呪のろいの言葉を、呟つぶやいた。

「おいでヴオミツト、二の贄にえ──『抵抗するイリスデツドフラワー』！」

　腕を横に突つき出す。

　そこに、ひとつの機械じみた物体が顕けん現げんした。

　腕の外側、手首から肘ひじに掛けて沿うように装着されたそいつは、大おお仰ぎような部品たちからなる金属の塊かたまりだった。中心にあるのは鋼色をした野太い円柱で、太さは水みず奈なの脚ほど、長さは水奈の身長の半分以上もある。腕とのジョイントを兼かねた外装パーツがそれを包み込むようにして中空の筒つつじみた機械を構成しているが、そちらの長さは腕と同程度。つまり、柱は全長の半分ほどが上に突き出、水奈の頭よりも高く伸びている。

「……なんです、それは」

　あまりの仰ぎよう々ぎようしさにか、寧々は眉をひそめた。

　水奈は答える。

「杭打ち機」

　答えると同時、膝を沈めて姿勢を前のめりに屈かがめ、手首側──『抵抗するイリスデツドフラワー』の先せん端たんを、自分の足あし許もとへ後ろ向きにかざした。

　駆く動どう。

　円柱形の杭くいが、円えん筒とう状のシリンダーを支ささえに、

「……行くよ！」

　まるで大たい砲ほうのような音をたて、地面に打ち込まれる。

「な……!?」

　その力は圧倒的な速度を持った、前向きの跳ちよう躍やく力りよくへと変へん換かんされた。

　水奈は飛ぶ。砲弾じみた低い放物線を描きながら、戸野宮寧々が設置した地じ雷らい原げんをあっさり乗り越えて──射程距離外から、一いつ瞬しゆんで懐ふところへと。

「ひ、っ」

　寧々が唇くちびるを強こわ張ばらせて微かすかな悲鳴をあげた。ただし水奈にそれは聞こえなかった。杭打ち機が地面を蹴けった時の轟ごう音おんはまだ耳に残っていたし、跳躍に伴ともなう風切り音も鼓こ膜まくを震ふるわせていたからだ。それに加えて、腕に装着された機械が、再びシリンダーを駆動させてもいる。

　既すでに杭くいは射出前の状態、先せん端たんを円えん筒とう内に納めて尻尾しつぽを頭上に突つき出させた形に戻もどっている。

　水奈は杭の先端を、今度は前──目前に迫った寧ね々ねの胸に向けた。

　気付いた寧々が腕を十字に防ぼう御ぎよの構えを取る。

　その上から容よう赦しやなく、『抵抗するイリスデツドフラワー』を打ち込んだ。

　ぐあん、と。

　今度の衝しよう撃げき音は形容し難い。肉と鉄が魔ま力りよくを緩かん衝しよう剤ざいにぶつかり合う。

　宙に浮いたままだった水奈は、再び反動を受け後方へと飛んでいく。さっきよりも多少上向きの放物線を描き、地じ雷らいの射程距離圏外へと着地する。まるで自身がテニスのボールにでもなったかのような錯さつ覚かく。常人であれば内臓が搔かき回されかねない慣性の荒あら波なみが全身を襲おそうが、纏てん衣いした身であればどうということはない。

　もっとも頑がん丈じようさで言うならば、相手も同じ──いや、水奈以上だった。

『抵抗するイリスデツドフラワー』の一いち撃げきは、装着している水奈の身体からだを十数メートル移動させるほどに強い。まともに打ち込めばコンクリートにも平気で穴が開くだろう。

　だが、寧々は持ち堪こたえた。

　元いた場所から三メートルほど後退しつつも、目立った外傷はない。腕の骨が折れたりもしていなさそうだ。目の前でクロスさせた腕の隙すき間まから、笑みに歪ゆがめた唇くちびるが見える。

「……すごいね」

　素直に賞賛せざるを得なかった。

　メリィの魔ま力りよく増ぞう幅ふくによって憑ひよう依い装しよう束ぞくの硬こう度どが跳はね上がっているのが一因。

　もう一因は、彼女のテクニックによるものだ。

　おそらく衝しよう突とつの瞬しゆん間かん、自ら背後に飛んで勢いを殺したに違いない。立ち位置が退がっているのは正面から踏ん張った結果ではなく、無理に踏ん張らなかった結果。

「殴なぐられるのは慣れてるんです。できるだけ痛くなく受けるのも」

　ガードを解きながら自じ嘲ちよう気味に発した科白せりふは、同時にどこか自じ慢まんげでもある。

　だからこそ悲しい卑ひ屈くつさがあることに、彼女は気付いているだろうか。

　一いち抹まつの虚むなしさを込めて、水奈は言った。

「……同じなんだね、戸野宮さんを殴ったり蹴けったりしてた人たちと、私は」

「あなたが私をバカにしていないことはわかります。対等な敵として見てくれていることは、正直を言えば嬉うれしいですよ。でも……私にとってはやっぱり同じ。あなたたちは敵なんです。私を助けてくれるメリィみたいな人以外、世界のすべては敵なんです」

「敵なんてどこにもいないよ。たとえこうして戦ってても……敵とか味方とか、そんなふうに世界を真っ二つに割っちゃうと、いろんなものを取りこぼしちゃうよ」

「私みたいな目に遭あったことがないから言えることですね。たいした理由もないのに机に落書きされたり、トイレにいる時に水をかけられたり、無視されたり、教科書を捨てられたり、殴られたり蹴けられたり。あなたも同じ目に遭あってみるといいですよ」

「そうだね……どうしたって、上から目線のお説教になっちゃうよね」

　唇くちびるを咬かむ。

　確かに、水みず奈なの言葉に彼女を説得するだけの力はない。

「でもね、戸と野の宮みやさん」

　──だけど、一方で、こうも思うのだ。

「もし私が虐いじめられてたとしても……あなたと同じ境きよう遇ぐうだったとしても。ううん、それどころか、もし私があなたよりももっと酷ひどい仕打ちを受けてきた身の上だったとしても、たぶん私の言葉はあなたに届かないよ」

　傷付いていない人間が傷付いた人間のことをどんなに思い遣やっても所しよ詮せんは薄っぺらい同情で真に相手を理解することなどできない、という言い分は、たぶん正しい。

　そして正しいからこそ、どうしようもない。

　何故なぜなら、突つき詰つめればそれは──違う部分があるならそれを根こん拠きよに決してわかり合えない、という『どうしようもない』理り屈くつになってしまうからだ。

　クラスメイトから無視されるとか、殴なぐられたり蹴られたりするとか、同じ体験を経へても感じ方は人それぞれ違う。まったく平気な人もいるし、自殺を考えるほど絶望する人もいるだろう。だったら前者の言葉は後者に届くのか。前者が「気にするな、自分も同じ目に遭っているけど気にしていない」と言って、果たして後者は納得するのか。

「戸野宮さん。あなたにはきっとあなた自身の言葉しか届かない。けど、そうだとしたら……おかしいよ。どうしてあなたは、あなたに都合のいい甘い言葉だけは聞き入れようとするの？　そこにいる体現者マスコツト──メリィの誘ゆう惑わくに乗って、こんなふうになっちゃったの？」

「なにを言ってるんです？　それはメリィが、私の味方になってくれたからですよ」

　何故そんな簡単なことがわからないのか、と。

　小こ莫ば迦かにしたように寧ね々ねは答えた。

「四し十じ万ま先せん輩ぱいは私の味方になってくれませんでした。市いち来きさんもそんな四十万先輩ばかり見て、私のことなんかどうでもよかった。でも、メリィは違った。メリィは私のことを見て、私に協力を頼んできてくれた。魔ま法ほうの国に君臨する強い強い化け物が、上から七つに入るほどの大罪の獣けものが、私を選んでくれたんですよ？　だったら私は、正しいってことじゃないですか！」

「……そっか」

　水奈は唇を引き結んだ。

「ごめんね。あなたが正しいかどうかなんて、私には判断しようがないよ」

　元より、説得を試みた訳ではない。

　ただ、言葉にする必要があった。言葉にして自分の考えを伝えたかった。

　それは相手と、ひいては世界と向き合うために必要な行為だと、水奈は考えている。

　察したり思い遣やったり優しい言葉をかけたり、歩み寄るのは大事ではあるけれど、歩み寄るだけでは足りない。相手にもこちらの胸を開かなければならないと思うのだ。

　そのために、自分のことを示したかった。言葉や態度で、咲さき森もり水みず奈なという人間のことを表明したかった。だから話をした。だから言葉にした。

　そうしなければ、水奈は戸と野の宮みや寧ね々ねという少女のことを、倒せない。

　自分が相手にとって見知らぬ人でいたまま──相手を倒したくはない。

「私が今使える力は、三つ」

　敢あえて表明する。

「ひとつはこの『抵抗するイリスデツドフラワー』。それからさっきの銃『応報のための呪弾ブラツクリリイ』。あとはまだ見せていないけど、四し十じ万まさんから聞いてるかな？　盾……『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』」

「ええ、聞いています。でも、莫ば迦か正直に言ってしまっていいんですか？」

「いいよ。私の戦い方は……」

　身を沈め、後方に杭くい打うち機を構える。

「……正攻法だから！」

　言葉とともに、水奈は攻こう撃げきを再開した。

　さっきと同様に低い放物線を描きながら地じ雷らい原げんを飛び越え、一気に寧々の許もとへと。

　杭打ち機──『抵抗するイリスデツドフラワー』は、杭の先せん端たん部分の形状をある程度自在に変えられる。丸くしたり平たくしたり、或あるいは尖とがらせたり。自分を跳ちよう躍やくさせる際には断ち切った枝のように斜ななめに傾けい斜しやを付け、射出方向や角度を微調整していた。

　つまり、自分を当てずっぽうに撃うち出している訳では決してない。

　寧々の懐ふところに飛び込み、既すでに元位置へ戻もどしていた杭打ち機を打ち込む。寧々はさっきと同じように両腕で、勢いを殺しながら受け止めた。

　反動で後方へ飛ぶ水奈。

　最高点に達する前に着地地点を予測し、そこが地じ雷らい原げんだと推測するや、叫ぶ。

「出てこいヴオミツト……『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』！」

　芍しやく薬やくの花を模した金属質の盾が、水奈の右腕に顕けん現げんした。

　そしてその盾を空中で持ち直し、背後に配置。こいつは数秒間であれば宙に浮かせた状態で固定することができる。故ゆえに、足場として使える。

「な……」

　驚きよう愕がくに目を見開いた寧々を睨にらみ付けて、水奈は後方の盾に杭打ち機を打ち付けた。

　今度は上空から、流星じみた高速落下の攻撃。

　寧々はそれでも対応した。

　交こう錯さくの瞬しゆん間かん、わずかに身を捩よじって躱かわす。だから水奈は躱された先の地面に杭を打ち付けた。地雷はないと確信。ここで爆ばく発はつさせれば共倒れになることはわかっている。

　杭くい打うち機の反動でほとんど真上に舞まい上がり、そこからまた『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』を顕現させて足場に。今度は角度を調節して斜め後方、地じ雷らいの射程距離圏外に着地する。

　もちろん着地と同時に、再攻こう撃げき。

「さすが、です……っ！」

　地面を揺ゆらすほどの一いち撃げきを受け止め声を震ふるわせながら、寧ね々ねは引ひき攣つった唇くちびるで叫んだ。

「あなたは、強い！」

　攻撃、離脱、着地。

　再跳ちよう躍やく、攻撃、離脱。

　着地。再跳躍、攻撃──。

　繰り返す水みず奈なの攻撃に防戦一方となりながら、それでも口を閉じず、

「戦い慣れている。それがわかります。少なくとも、ぐ……さっきのふたりよりも、ずっと！　……考えてみれば、っく！　……四し十じ万ま先せん輩ぱいから！　無傷で逃にげ果おおせたというだけでも、たいしたものなんですよっ」

「戸と野の宮みやさんもすごいよ。戦せん闘とう経験は少ないはずなのに」

　手は緩ゆるめないままに水奈は応こたえる。

「でも、このままじゃ押し込まれるだけだよ！」

　あからさまに誘さそってみる。

　この辺あたりで揺さぶっておきたいという狙ねらいがあった。おそらく彼女は攻こう勢せいに出る機会を待っている。だったら不意を打たれる前に、その機会をこっちから作ればいい。

　案の定、というべきか。

　水奈の挑ちよう発はつに応えるように、寧々が防戦の中で薄ら笑いを浮かべた。

　あくまで無言。だが、気配が変わる。

　迎え撃つ体勢も今までとはわずかに違っていた。腰を落とし、それまで背後へ飛ぶことで受け流していた杭打ち機の攻撃を正面から受け止めようとでもしているかのような構え。

　いや、ただ受け止めるだけではない。

　跳躍しての突とつ撃げきに移ろうとしていた水奈は──寧々の目論見を察知する。

『水奈！』

『わかってるっ』

　蓮れんも警戒の声をあげた。頭の中で頷うなずき、腕に装着していた『抵抗するイリスデツドフラワー』を解除。咄とつ嗟さに盾たて──『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』を出し、両手に持って前面に突き出す。

　杭で攻撃する代わりに、シールドバッシュ。

　そして盾の表面と寧々の腕が接せつ触しよくした瞬しゆん間かん。

　爆発が起きた。

　寧々が自らの腕に仕掛けた地雷が、作動したのだ。

　戸と野の宮みや寧ね々ねの地じ雷らいは、今までの様子を見るに爆発の指向性を上方へ持っている。

　踏んだ足は吹き飛ばされるが接地している地面は土煙が上がる程度でほぼ無傷。せいぜいが煤すすが付着する程度で、クレーターになったりもしていない。

　ならば自分の身体からだに仕掛けたとしても、身体へのダメージは少ないはずだ。

　もちろん熱風や火か焰えんは表面を焦こがすからある程度の覚かく悟ごはいるにせよ──魔ま力りよく増ぞう幅ふくで憑ひよう依い装しよう束ぞくの硬こう度どが跳はね上がっているが故ゆえの決断か。

　轟ごう音おん、そして火焰、衝しよう撃げき、爆ばく煙えん。

「っ……きゃあっ！」

　予測はできて備えはしたが、威い力りよくは想像以上だった。

　突とつ撃げきの勢いも関係なく、ガードしていてもなお抗あらがえず、水みず奈なはあっさりと吹き飛ばされる。盾たてをかざしていたお陰かげで負傷は少ない。それでも熱風が肌はだを灼やき、もんどりうって落下。

　接地の瞬しゆん間かん『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』を自分と地面との間に挟はさめたのは経験による勘かんが働いてくれたお陰だ──水奈は当然のことながら、地雷原の最中へと転がった。

　盾の下でかちり、という作動音が幾いくつも鳴り、爆ばく発はつが連続して起きる。

　長大な火柱が立て続けに上がった。

　身体からだを必死でまるめて盾の陰に隠かくれるが、防ぐには限度がある。炎と熱風が裏側まで回り込み、装しよう束ぞくが焦げ、爆ばく風ふうが肺を灼く。襤ぼ褸ろ切きれのように吹き飛ばされて更さらに数メートル。ようやく地雷原の外側に転がって逃のがれるが、全身に激痛が走った。

「く……っ」

　堪こらえつつ、立ち上がる。

　負傷を確認した。火傷やけどはまばら、肌が炭化してしまっているほど酷ひどい部分もあったが、全体的には致ち命めい傷しようというほどでもない。筋肉までは達していないから治ち癒ゆも早いだろう。骨も折れてはいないようだ──ヒビくらいは入っているかもしれないが。

『大だい丈じよう夫ぶか？』

『うん。戦いには支し障しようないよ』

　問うてきた蓮へ返事をする。実際、問題はない。

　ただしこれを何度も食らえば、果たしてどうなるか。軽傷で済んだのはただの運だ。繰り返せば繰り返すほど、まともに食らう確率は上がるだろう。

『それはよかった。でも……ちょっと想定外のことが起きてる』

　と──水奈の懸け念ねんに同意するように、蓮の気配が重さを増した。

　顔を上げ、爆煙が晴れつつある視界に目を凝こらす。

『なんてことを考え付くんだ、あいつは』

　言葉の意味を、水奈は理解した。

　十数メートル向こうで、寧々が笑っている。

　さっき地じ雷らいを設置していた片腕に火傷やけどを負っていたが、水みず奈なとは比べ物にならない異様な速度で傷が癒いえていく。まるでビデオの逆再生。あと数秒で元に戻もどるだろう。

　だが問題は──蓮れんが言げん及きゆうしたのは、それだけではない。

　むしろ寧ね々ねが、両手で掬すくうようにして抱かかえているものの方が遥はるかに深刻だ。

　つまりは、大量の砂利。

　どこから拾ってきたのか。視線を見渡せばすぐにわかった。寧々の斜ななめ後ろ十メートルほどの距離、建物の脇に砂利の山。登れそうなほど積み重なっている。

　水奈が爆ばく発はつに巻き込まれている隙すきに、拾ってきたのだ。

「それ、は……」

「ここが廃はい工場でラッキーでした。すぐ近くにあったし。ま、思い付いたのはついさっきなんですけど……咲さき森もりさんなら、私がこれをどう使うつもりかわかりますよね？」

　確かに盲もう点てんだった。使い手である寧々自身にとってさえも、か。

　今の攻こう防ぼうで寧々は、自分の腕に地雷を貼はり付けた。

　そこで──自分の腕、つまりは地面以外の場所に地雷が設置できるのであれば、砂利のひとつひとつに貼り付けることもできるはず、と閃ひらめいたのだろう。

「私の魔ま法ほうって待ち一辺倒だと思ってたんですけど、そうでもないみたいですね」

　くすくすと陰いん鬱うつに笑む寧々。

　蓮の言葉に同意せざるを得ない。まさか、こんな恐おそろしいことを考え付くなんて。

　その魔法はもはや地雷ではない。

　地面に転がった瞬しゆん間かん、なにかに当たった瞬間に大爆発を起こす──手しゆ榴りゆう弾だんだ。

「さて、状じよう況きようはどっちが有利なんでしょうね？」

　得意げな顔で言われるまでもなく、無論、こちらが不利。

　ただでさえ地面を歩くのを封じられているのに、爆ばく弾だんと化した砂じや利りを放り投げられれば制空権までがあちらの手に渡る。負傷覚悟で突っ込んでいくにはあまりに危険だし、よしんばかい潜くぐって到達できたとしても、また自分の身体からだに地雷を設置されればさっきと同じ。

　──さて、どうするか。

　少しでも回復の間を稼かせぐため、身構えたまま間合いを計る振ふりをする。

『水奈』

　呼吸を整えていると、頭の中で声が呼び掛けてきた。

『今の状態ではまずい』

『うん、わかってる。でも……どうしよう？』

　問うと、蓮は一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくした。

　しかしすぐに結論を出したらしく、微かすかな緊きん張ちようを込めて言う。

『僕が行く』

　水みず奈なは目を見開いた。

　それはつまり──、

『いいの？』

『もちろん僕だけじゃきつい。僕と水奈で同時にやるんだ』

　言葉とともに、蓮れんは作戦を提示した。

　意識の中で交わす打ち合わせはイメージの交換だけで終わる。ふたりの間には齟そ齬ごもなく、コンマの間に水奈は理解し、検証し、反はん芻すうし、納得する。

『それは……でも、蓮くんも危ないよ』

『構わないよ。リスクを覚かく悟ごしなきゃ、勝てない相手だ』

　確かに、その通りだろう。

　本当は寧ね々ねを打ち負かしてからやるのが一番いい。というよりも、寧々を無力化させた上でなければ蓮が危険なのだ。が、現状ではその無力化が困難を極める。仮に成功したとしても水奈まで共倒れになってしまっては意味がない。

　ならば──賭かけに出るべきか。

『わかった。ごめん、蓮くん……しっかりね』

『ああ、きみだけに痛い思いはさせられないしね』

　指輪の中にある彼の意識を心の中で抱だき締しめ、水奈は戸と野の宮みや寧々に向き直る。

「なんです？　思い詰つめた顔をして。特とつ攻こうでも企たくらんでるんですか？」

　相手は嘲ちよう弄ろうの表情。こちらが妙みような気配をたてるだけで仕掛けてくるかもしれない。

「……そうだね」

　わざと胸を張り、薄く笑う。

　策は決まった。ならばその通りに進め、最後の一手になんとしても辿たどり着かなくてはならない。ここから先は、いかに相手を出し抜ぬくか。虚きよを突つくかの勝負になる。

　だったらはったりを効かせてできるだけ大おお仰ぎように行こう──。

「ねえ、戸野宮さん」

　呼吸を整え、左手を前に掲かかげる。

　蓮れんとの婚こん姻いんの証あかしである指輪を、見せ付けるように。

「あなたは本気で私と戦ってくれてる。だから私も、本気で行こうと思うんだ」

「本気、ですって？　あなたは今まで手加減していた、とでも？」

　水奈は首を振り、それから目を細め、

「ううん。手加減はしてなかったよ。でも、本気じゃなかった。だって……」

　気配を鋭するどくして、そのひと言を口にする。

「だって私は、まだ自分の魔法を見せていないから」

「自分の、……魔ま法ほう？　それはどういう」

　あくまで嘲あざけっていた寧ね々ねの顔に訝いぶかしげな色が混じる。

「さっき、戸と野の宮みやさんは私の魔ま法ほうについて予測してたよね。あれ、半分は当たってたよ。でも半分は外れてた。でね……当たってたのは、前半部分なんだ」

　喋しやべりながら呼吸を整えた。

　魔ま力りよくを集中させる。

　水みず奈なの──咲森水奈と早良坂蓮の魔法を使うには、莫ばく大だいな魔力が必要となるからだ。

「私の魔法は、一見複数に見える。でもそうじゃない。『応報のための呪弾ブラツクリリイ』も『抵抗するイリスデツドフラワー』も『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』も……あなたの言った通り、ひとつの魔法を構成するただのパーツでしかないの。もっと正確に表現するなら、あれは私の魔法による副産物に過ぎない」

　寧々は聞き入っている。

　疑っているのかいないのか、楽しんでいるのかいないのか。

　ただ、そうしている間にもこちらの準備は進んでいた。

　溜ためた魔力を凝ぎよう縮しゆくさせ、左手薬指──指輪の宝石へと。つまりは蓮れんの意識へと流し込む。

「逆に、あなたの予測が外れてるところ。私の魔法が、他人の魔法をコピーする力だってこと。私と蓮くんの固有罪科が『模も倣ほう』であるってこと」

　準備が整い始めていた。

　宝石の中で渦うず巻まいた魔力は今や飽ほう和わしつつあり、じわりと外側に滲にじみ出ている。

　ただし纏てん衣いの際に見せる黒い靄もやとしてではなく、白く輝かがやく光として。

「ところで、あなたの体現者マスコツト、出身はどの地区なのかな？　……第七地区じゃないことを祈いのっておいた方がいいよ。もしそうだったら、かわいそうなことになっちゃうから」

「まさか」

　離れた場所から推移を眺ながめていた市いち来き柊ひいらぎ──つまりは『メリィ』が、茫ぼう然ぜんとした。

「ちょっとちょっと。ひょっとして……あなた今、レンって言った？　レンくん、って」

「うん、言ったよ。そうだね、あなたは知っているよね、もちろん」

　薄く笑ってやる。

「なによ……ふざけてるの」

　彼女は唇くちびるを引ひき攣つらせた。軽い態度は崩くずさなかったにせよ、それでも戦せん慄りつの表情で。

「あんた、私を前にして今までそ知らぬ振りをしてた訳？　冗じよう談だんじゃないわ……『レン』！」

　叫んだメリィへ、水奈の口を借りて『レン』が応こたえる。

「なにを言ってる？　元々僕らに面識なんてなかったじゃないか。友人みたいな顔をされると困るんだよ……たとえ、同じ大罪の獣だからって」

「え……」

　その言葉を聞いて。

　驚きよう愕がくに目を見開いた寧々に、水奈は告げる。

「教えてあげる。私の体現者マスコツトの名前は『レン』。メリィが驚おどろいてるのも無理はないよ。だってこの子はね……魔法の国を恐きよう怖ふの坩る堝つぼに変えていた、第七地区に棲まう大罪の獣だから」

　場が緊きん張ちように張はり詰つめる中、叫んだ。

「『レン』、あなたの罪科で私を餐のんで！　咲さき森もり水みず奈なとともに、弑しいして喰くらえ！」

　そして、

「見せてあげる。これが私の魔法。私たちの本当の魔法」

　水奈の指輪に淀よどんでいた光が閃せん光こうのように瞬またたき、指輪から離れ、

「大罪の獣けものによる大罪の具現……『徒咲く餓狼リバース・ルピナス』！」

　ぼんやりとたゆたいながら水奈の足あし許もとへと──貌かたちを、成す。

　それは、狼おおかみだった。

　頭の先から尻尾しつぽの先まで純白に輝かがやく毛並みを持つ、狼だった。

　目玉と舌が爛らん々らんと赤い。四し肢しから伸びる鋭するどい爪つめは漆しつ黒こく。つまりは水奈の装しよう束ぞくと同じ色調の身体からだ。大型犬ほどもあり、牙きばは抜ぬき身みの刃にも似て美しく──目が合っただけで血を吐はいて死ぬような、おぞましい殺気を全身から迸ほとばしらせている。

「行くよ、蓮くん」

　足許の狼に、水奈は呼び掛けた。

「ああ」

　狼は応こたえた。声帯を震ふるわせ──水奈の大事な早さわ良ら坂ざか蓮れんと、同じ目をして。

　かくして寧ね々ねの虚きよを突ついた一いつ瞬しゆんを見て、ふたりは攻こう撃げきを開始する。

「召喚ヴオミツト、三の贄にえ『応報のための呪弾ブラツクリリイ』！」

　まずは初手にして、最も重要な一手。

「期間・十五秒……呪じゆ詛そ・姿が透明になる！」

　呪のろいを口にし、銃じゆう口こうを向けた先は白狼──蓮。

『応報のための呪弾ブラツクリリイ』は、撃うった者と撃たれた者に等しく同じ効果を与える拳けん銃じゆうである。

　効果時間は最大で十五秒。その特性上、敵を攻撃する時には使いづらいが、味方が傍そばにいた場合は別。有効的なステータス付与が、自分と仲間のふたり同時に行えるのだ。

「あ……え」

　寧々が狼ろう狽ばいした。

　当然だろう。水奈と蓮、ひとりと一匹の姿が同時に消えたのだから。

　さあ──続いては、撹かく乱らんだ。

「次ヴオミツト！　一の贄『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』！」

　芍しやく薬やくを模した形状の盾たてを喚よび出す。

　呪弾の効果で透明となっているそれを、右斜ななめ前へ適当に放り投げた。

　落下と同時、その下に設置されていた地じ雷らいが作動し盛大な爆ばく発はつが巻き起こる。一度で上手うまく爆ばく発はつさせられたのはラッキーだった。何度かやらねばならないかと思っていたから。

「っ……そこ!?」

　戸と野の宮みや寧ね々ねは見事なまでに騙だまされた。

　音と火柱に驚おどろき、そこに水みず奈ながいるのだと思い込む。地じ雷らいを貼はり付けた砂じや利りを、爆発が起きた辺あたりへ向かって闇やみ雲くもに投げ始めた。

「なによ……出てきなさい、出てきてよ！」

　爆発が次々と巻き起こるのを眺ながめつつ、

「もう一回ヴオミツト……一の贄にえ『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』」

　盾たてを再び手て許もとへと戻し、今度は左斜め前へ投げ落とす。

　別の方向にあった地雷が作動。

「っ、そっちかあっ！」

　寧々は更さらに狼ろう狽ばいした。大きく飛び退き、前方のみを注視し警けい戒かいするばかり。

　故ゆえに、次の一手。

「来いヴオミツト、二の贄『抵抗するイリスデツドフラワー』」

　左腕に杭くい打うち機を出現させた。もちろんこれも透とう明めい。

　前に突つき出し、角度を調節する。その上で杭を半分だけ打ち込んだ状態に調節。その先せん端たんを軽く手で叩たたき、傍かたわらに控ひかえた蓮れんに合図をした。直後、杭に重みがかかる。

　蓮が杭くいへと飛び乗った。

　つまり──発射台だ。

「……行けえっ！」

　杭打ち機を作動。蓮を上空へと撃ち出す。

　軌き道どう計算に誤りはない。蓮は、地じ雷らい原げんはもちろんのこと目前で立て続けに爆発を続ける手しゆ榴りゆう弾だんたちの遥はるか上空を飛び越え、彼女の後方三メートルのところへと降り立った。

　そこは寧々の魔ま法ほうの射程外だ。何故なぜならば寧々は今、眼前にばかり気を取られている。襲しゆう来らいを恐おそれて自分の周囲には地雷を設置しているかもしれないが、後方は意識の死角だろう。

「ひ……く、どこ、どこよ!?」

　彼女はパニックになりかけていた。水奈たちの打った布石が上手うまくいった証しよう拠こだ。

　まずは蓮の正体を教えて驚きよう愕がくさせ、思考力を鈍にぶらせる。

　続いて姿を消すことで鈍った思考を混乱させる。

　それから見当外れの方向で爆発を起こすことで、混乱の中で行動させる──。

　爆発音がようやく止やんだ。

　爆ばく煙えんが立ち籠こめる中、緊きん張ちようの沈ちん黙もく。

　既すでに呪じゆ弾だんの効果は切れ、水奈と蓮の姿は透明でなくなっていた。蓮は寧々の背後で身と息を潜ひそめている。そして視界が徐じよ々じよに晴れていく中、目前に立つ寧々の姿がぼんやり見え始め──水みず奈なは、メリィに警告される前に、行動を起こした。

「『応報のための呪弾ブラツクリリイ』──期間・十秒。呪じゆ詛そ・ばんざいの姿勢で動けなくなる」

　銀色の銃じゆう口こうを寧ね々ねに向け、引金を引いた。

　銃じゆう声せい、着弾。

「え、……あ」

　寧々の驚きよう愕がくが聞こえた。

　当たると同時にまさしく呪のろいの言葉通り、水奈の五指が強制的に開かれる。拳けん銃じゆうを取り落としながら、そのまま両手が上に。達したところで微び動どうだにできなくなった。

　当然、相手もまったく同じ姿勢で固まっている。

　傍はた目めには間抜けな格好だが、仕方ない。

　──これで、準備はすべて整った。

　透とう明めいな盾たてを投げて撹かく乱らんしたことで、寧々の手しゆ榴りゆう弾だんを無む駄だ打ちさせることに成功した。その上でばんざいを強制し、残った手持ちの全すべてを取り落とさせた。足あし許もとに転がってどかん、ではたまらないから、寧々は咄とつ嗟さに爆弾を解除しただろう。

　そして動きを封じた。すべては最後の一いち撃げき──蓮れんの行う攻撃のために。

　蓮は、魔ま力りよくによって形成された肉体に己の精神を封じ込めることで実体化しているが、かりそめの身体からだであるが故ゆえ、魔ま法ほうに対しての防御力が低い。魔女ウイツチの手で攻撃されるとひとたまりもなく、そのダメージは精神への衝しよう撃げきとなって、事務所で関せき耶や麻ま音ねと一いつ緒しよにいる人間の蓮れんにも及およんでしまうのだ。有あり体ていに言えば、最悪、死ぬ。

　だから、動きを止めて魔法を封じ狙いを付けやすくすることが必要だった。本来は打ち倒して気絶でもさせてから出てくるべきであるのだが、今回は無茶をした形になる。

　けれど──たとえ魔法に弱くとも。

　蓮の恐おそろしさはなにものにも耐たえ難がたく、その力はなにものにも代え難い。何故なぜなら彼は魔法の国において暴ぼう威いを振るった、七匹の化け物がひとりなのだから。

　大罪の獣けもの、その固有罪科は即すなわち──。

　たぁん。レンが四つの脚で地面を蹴けった。

　宙に舞い、その顔を上向け、ばんざいの姿勢で固まった戸と野の宮みや寧々の左手、正確には左手薬指、彼女の体現者マスコツトが座す指輪の宝石へと顎あごを開く。

　開いて、ばくん、と。

「え。……え？」

　動けない状態で、意識すらしていなかった背後から、白い影かげの一いつ閃せん。

　寧々はきょとんとした。

　呪いの効果が切れると同時、両腕を下げつつ、食い付かれた左手へと視線を向けた。

「え……あ」

　そうして、愕がく然ぜんとする。

　外傷はない。レンの牙きばは物理的な攻こう撃げき力りよくを持たない。

　代わりに、あるものに対しては、比類ない無む慈じ悲ひな暴ぼう虐ぎやくを発揮する。

　つまり、

「私の……私たちの魔ま法ほう『徒咲く餓狼リバース・ルピナス』はね、戸と野の宮みやさん。あなたの予想したような『模も倣ほう』なんかじゃないの。蓮れんくんの固有罪科は『暴食』。能力は……罪科の通り『捕ほ食しよく』」

　蓮の牙と口は──体現者マスコツトの固有罪科を、食うのだ。




　寧ね々ねの左手薬指に嵌はめられた指輪、その宝石が。

　蓮の顎あごに食い殺され、虚うつろに光を失い、砕くだけ散った。




「え。ヴェスペ……？」

　寧ね々ねが体現者マスコツトの名を呼んだ。

「ヴェスペ。ヴェスペ？」

　返事はない。あるはずがない。

　彼か彼女かはわからないが、『ヴェスペ』は死んだ。

　固有罪科は魔法の国の住人にとって、自身を定義する肉体に等しい。蓮はそれを喰くらったのだ。では肉体を失った生物はどうなるのか。自明──滅ほろぶ。

　水みず奈なは歩を進めた。地じ雷らい原げんの中を構わずに。

　爆ばく発はつは起きない。起きるはずがない。

「私の使ってた力のこと、教えなきゃね」

　歩きながら語りかける。

　それは、水奈が果たすべき責任だった。

「『応報のための呪弾ブラツクリリイ』は、元々の持ち主を篠しの山やま美み紗さ姫きさんっていうの。体現者マスコツトの名前は『トルクマ』、固有罪科は『呪じゆ詛そ』。でもね、本来彼女が使っていたのは、単に見返りなく相手へ呪のろいを付与するだけの短刀だったんだ」

　寧々が茫ぼう然ぜんと聞き入っている。

　地雷原を平気で進んでくる水奈に怪け訝げんな表情をして。

「『抵抗するイリスデツドフラワー』は、来らい道どう遥はるかさん。体現者マスコツトの名前は『シイラ』。固有罪科は『抵てい抗こう』。本来は機械式の巨大なハンマーだった」

　目が見開かれた。

　地雷が作動しないことの意味に気付いたらしい。

「そして『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』の本来の持ち主は、私の友達……笹ささ川かわ冷れい菓かちゃん。体現者マスコツトの名前は『イク』、固有罪科は『恥ち辱じよく』。魔法は、他者を閉じ込める結界」

　更さらには、とうとう唇くちびるをわななかせ始める。

　水みず奈ながなにを言っているのか──ようやく理解したのだ。

「私の魔ま法ほうは体現者マスコツトを喰くう。喰われた体現者マスコツトは死に、契約者の持つ『女王の器の欠片かけら』もまた、体現者マスコツトの死とともに喪うしなわれる。残るのは、蓮くんの中に吸収された固有罪科だけ」

「う、そ。まさか。あなた、の……そん、な」

　どうしようもなく残ざん酷こくな魔法だ。

　魔女ウイツチを殺さず、体現者マスコツトを殺し、

「私はね、今まで食べた固有罪科を、吐き戻ヴオミツトして使ってるんだよ」

　殺した体現者マスコツトの固有罪科を、勝手に我がものとする。

　それは元の魔女ウイツチが使っていた魔法とは、形も能力も変わってしまったものだ──まるで吐と瀉しや物ぶつが、食物の形を喪っているかのように。

　模も倣ほうでもない。

　盗むのでもない。

　奪うばうのでもない。

　ただ食って、吐はく。

『暴食』の大罪に相応ふさわしい、最悪の略取だ。

「じゃあ、だった、ら」

「そうだね。あなたはもう、魔法を使えない。魔女ウイツチでもない。『器の欠片』でもない」

　寧ね々ねの憑ひよう依い装しよう束ぞくがぼろぼろと崩くずれていく。

　もはや彼女の持つ魔ま力りよくは既すでに残ざん滓しでしかなかった。

　だから水奈は言う。

　最後に、声が届くうちに。

「あなたの『突発性破滅願望優しいヒステリア』も、もう私のものになった。少し時間がかかるからあなたには見せられない。でも、明日には利用できるようになってると思うよ。……ちゃんと使わせてもらうからね。あなたの地じ雷らいとは少し、形が変わっているだろうけど」

　水奈は身体からだの裡うちに渦うず巻まいて消化されつつある『ヴェスペ』の形を探った。

「固有罪科は、『欺ぎ瞞まん』か」

「どう、して、それが……」

「わかるよ。だってもう、あなたの罪科は私のものになったんだから」

　欺瞞、というのは皮肉な気がした。だって彼女はずっと、自分を欺あざむいて偽いつわれなかったが故ゆえに、世間から迫害されていたのだろうから。

『水奈』

　頭の中でした自分を呼ぶ声に、びくりとする。

「あ、蓮れんくん。……もう戻もどってたんだ」

　いつの間に、と思った。

　魔ま法ほうを使った時はいつもそうだ。罪科を喰くらうという行為にのぼせるせいか、ぼうっとしてしまう。胃の辺あたりが重く、吐はき気と倦けん怠たい感かんが襲おそってくる。ひょっとしたら悪阻つわりに似ているのかもしれない──経験したことはもちろんないけれど。

　何故なぜなら罪を喰らうということは、罪を抱かかえ込み、孕はらむということだから。

　戦えば戦うほど、水みず奈なと蓮れんは多くの罪を背負っていくことになる。

　でも、この気持ち悪さにも耐たえなければいけない。

　自分たちはいずれ、魔法の国に存在したすべての罪を喰らうつもりだ。

　この力で、すべての魔女の罪科を喰らい尽くすつもりなのだ。

　魔女ウイツチを殺さず罪科のみを喰らい、『女王の器の欠片』を、吸収するのではなく、壊こわす。

　そうしてすべての罪科が水奈たちのものとなり、すべての『女王の器の欠片かけら』が壊れてしまった暁あかつきには──この世に魔女はひとりもいなくなって『女王のための統合戦争』も終結する。それが水奈と蓮の目的であり、希き亜あたちが水奈に賛同してくれている理由だった。

　──魔女ウイツチを殺すことなく、この戦争を終結させてみせる。

　蓮が重い声で言った。

『すまない。メリィには逃げられてしまってる』

　水奈は頷うなずく。

「うん……私もさっき、気付いた」

　恐おそらく、最後の呪じゆ弾だんを使う直前だろう。辺りが爆ばく煙えんだらけになり視界が塞ふさがれた時。

　メリィは既すでに寧ね々ねの敗北を悟さとっていたということか。大罪の獣けものと契約した魔女ウイツチが相手と見るや、ひとりだけさっさと退散した訳だ。

　したたかな奴やつ、と思った。

『追い掛けるか？』

　問うた蓮に、首を振る。

「今からじゃとても無理だよ。希亜ちゃんたちもぼろぼろだし……それに追い付いても、今日はもう『徒咲く餓狼リバース・ルピナス』を使えない」

　蓮が喰える体現者マスコツトは、一日につきひとり。体内に取り込んだ罪科を自分のものにしている間は喰うことができず、消化にはおよそ一日の時間がかかる。罪科の大きさも消化時間に影えい響きようするから、どんなに無理をしても今日のうちに大罪の獣を喰うことはできない。

『ごめんな』

「ううん、戸と野の宮みやさんを喰うことを選んだのは私だから」

　ベストの選せん択たくだったと思う。

　そもそもあの状じよう況きよう下では、先にメリィを喰うということが不可能だっただろう。

「でも、いつか絶対に見付けて……市いち来きさんを取り戻もどすよ」

『……そうか』

　彼女はまた自分たちの前に現れる、そんな確信があった。他の強力な魔女ウイツチと手を組んで、水みず奈なと蓮れんへ会いにくる。仮に会いにこなくても──こちらから捜さがしに行ってやる。

『よし、それじゃあ今日のところは』

「うん」

　水奈は、応こたえた。

「帰ろうか。みんなぼろぼろだよ。早く怪け我がを治さないと、家の人に心配されちゃう」

　そうして、希き亜あたちの許もとへと踵きびすを返す。

　希亜と舞ま衣い子こは、複雑な表情で水奈たちを迎えてくれた。つまり大事な時に手伝えず申し訳ない、という気持ちと、勝ってよかった、という気持ちの入り混じった顔。

　そんなふたりに水奈は笑った。

　ありがとう、というただひとつの気持ちを込めて──。




　背後で、戸と野の宮みや寧ね々ねが立ち尽つくしている気配があった。

　さぞ絶望しているだろう。

　彼女はすべてを奪うばわれ、けれど殺されもしないままに放置されるのだ。

　けれど水奈は、振り返らなかった。慰なぐさめの言葉も謝罪も同情もなにも向けない。何故なぜならもう、戸野宮寧々は魔女ウイツチではないのだ。

　魔女ウイツチの装しよう束ぞくを纏まとった自分たちとは無関係な、ただの少女。

　見えていない相手がなにを言っても、きっと彼女には届かないだろう。
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　自室のベッドで、戸と野の宮みや寧ね々ねは目を覚ました。




　枕まくら元もとの携帯電話を確認すると午前四時過ぎだった。

　あれから──咲さき森もり水みず奈なたちとの戦いから、半日ほどが経たっている。

　戦いが終わって、しばらくはあの廃はい工場に佇たたずんでいた。水奈たちの姿が霞かすみのように見えなくなり、魔女ウイツチでなくなったからには殺されてしまうのだとばかり思っていたら、どうやらそのまま去って行ったらしい。そこでようやく、ああそういえば自分はもはや『女王の器の欠片かけら』すら持っていなかったのだな、と、彼女に言われたことを思い出した。

　どうやって家に帰ったのかはよく覚えていない。

　帰り着いて、倒れるように眠って──それで今に至る。

　上半身を起こした。

「……っ」

　思わずうめき声をあげる。

　身体中が痛んだ。戦せん闘とうでの負傷は魔女ウイツチであるうちに治ち癒ゆしていたと思ったが、やはり疲労も込みでダメージが蓄ちく積せきするものなのだろう。

　魔女ウイツチでなくなった今となっては、この痛みも自然回復を待つしかない。

　──魔女ではなくなった。

「……ヴェスペ」

　体現者の名を呼んでみる。

　返事はない。だがよく考えたらそもそも、今までも返事などしてくれなかった。ずっと無視されてきた。臆おく病びような寧々に失望し、寧々を見捨て、魔ま法ほうを使う時だけは応こたえてくれるけどそれでも無言。メリィに魔ま力りよくを増ぞう幅ふくしてもらい強くなった後ですら、彼は話し掛けてきてはくれなかった。まるで寧々を無視する、クラスメイトたちのように。

　だから──なんてことだろう。

　寧々にはヴェスペが本当に死んだのか、確認する術すべがない。

　茫ぼう然ぜんと虚うつろな顔で、携帯を摑つかんだ。

　操作し、アドレス帳を開く。登録はほとんどない。その中の数少ないひとつであり、着信と発信の九割を埋めている名前を、悔かい恨こんと習慣の中間みたいな気持ちで画面に表示させた。

「……せんぱい」

　この人もまた、遠くへ行ってしまった。自分が殺した。せめてまだ魔女ウイツチであれば、吸収した彼女の『器の欠片』を魂たましいの裡うちに感じることができたのだろうか。

　ふらりと立ち上がる。

　ベッドの横にある机、引き出しを開ける。

　そこにはプリントの束に混じって、カッターナイフがぞんざいに仕舞われてあった。

　昔のことを思い出す。虐いじめられるのがつらくて、みんなに無視されるのが悲しくて、どうしようもなくなって自殺を考えていた時期があった。いっそ手首を切ろうかとこのカッターを眺ながめる日々が続き──そんな中だ。彼女に会ったのは。

　──なにあんた、魔ま法ほう見えるの？　面白いじゃん、私と来なよ。

　態度は悪いし、厭いやなことがあると八つ当たりしてくるし、気に入らないと暴力まで振るってくる。だから大だい嫌きらいだった。死ねばいいのにといつも思っていた。でも、どうしてだろう。

　どうして私は、あの人とずっと一いつ緒しよにいたのだろう。

　どうしてあの人は、私とずっと一緒にいてくれたのだろう──？

　ああ、そうだ。

　彼女に出会ってから、寧ね々ねは自殺なんて、考えもしなくなったのだ。

「先せん輩ぱい……ヴェスペ」

　カッターの刃をちきちきと出して、手首に当てる。

　力を込め、一気に引こうとし──手が止まった。

　両目からぼろぼろと、涙が零こぼれ始めた。

　それはすぐに、息ができないほどの嗚お咽えつへと変わる。

　戸と野の宮みや寧々はやがて、握にぎっていたカッターナイフを机に置いた。




　魔女ウイツチでいた時に背負っていた『欺ぎ瞞まん』の罪はもう、寧々の中にはない。

　けれど自分はこれから先ずっと、別の罪を背負って生きていかねばならない。

　明日からまた、大事な人たちがいないだけで後はなにも変わらない日々が始まる。

　どんなにつらくとも自殺なんて許されない。

　クラスメイトに虐しいたげられる弱い自分のままでいることも許されない。

　薫かおるを踏み付けて殺し、ヴェスペを死なせてしまったからには──これまでと同じように生きることなど、絶対に許されないのだと思った。
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　月曜日の学校は、誰だれにとっても憂ゆう鬱うつなものだ。

　ましてや土日に慌あわただしくしていた疲労がまだ残ってるのだから、これはもう眠くて仕方ないのも仕方ない。きっと蓮れんも許してくれるだろう──そんなことを考えながら、水みず奈なは起こしにきてくれた蓮の腰に抱だきついて、三度めの微睡まどろみに入ろうとしていた。

「いい加減にしてくれ、本当に……」

　呆あきれた調子で呟つぶやく蓮れんの声は、とても心地いい。

　ただでさえ聞いていて落ち着く声をしているのだから、眠い時にはなおさらである。

「いいじゃん……もう今日は休もう？　蓮くんも一いつ緒しよに寝よう……」

　引っ張って布ふ団とんへ引きずり込もうと試みるが、叶かなわなかった。

　魔女ウイツチの時なら彼の体重程度は片手で放り投げることができるのだが、そうでない時の水みず奈なは腕力も平均以下なただの十四歳である。

　あっさりと抵てい抗こうされ、逆に無理矢理ベッドから降ろされる。

「むー……いけずだ……」

「なにがだよ。これでも、疲れてると思っていつもより一時間もサービスしてやったんだぞ」

　時計を見ると、七時半を回っている。

「あ、え。ひょっとしてもう、ご飯食べてる暇ひまない？」

　思わず顔を上げた。時間という現実が水奈の脳に冷や水を浴びせてくれたのだ。

「それどころか、……今日は一段と酷ひどいよ」

　更さらに蓮から追い討ちがあった。

　手鏡がふいっと差し出される。鏡に写った水奈の顔──いや、髪が、

「え、なにこれ。なにこれ!?」

　いつも以上に、盛大な実験失敗博士状態となっていた。

「うっそ！　今日って雨なの？」

「いや、普ふ通つうに晴れてる。そろそろ梅雨つゆ入いりしてもおかしくないんだけどな」

「だったらなんでこんなに……」

「昨日、爆ばく発はつに巻き込まれまくったからじゃないかな」

「えええええ!?　そのせい？　どんだけ私の髪の毛軟なん弱じやくなの!?　っていうか怪け我がと一いつ緒しよで治るでしょ普通。おかしいよ絶対ー！」

「はいはい、いいからさっさとセットするぞ。もうシャワー浴びちゃった方がいいかもね」

「うう、朝ご飯どころか大急ぎで準備しなきゃ……」

　水奈は立ち上がる。

　床ゆかに落ちていた布団をぞんざいにベッドへ戻し、蓮を伴ともなって部屋を出る。

　慌あわただしい空気の中で廊ろう下かを駆かけ下りながら、ふと思った。

　──戸と野の宮みや寧ね々ねは、今日をどんなふうに迎えているのだろう。

　わからないし、想像したとして詮せん無ないことでもある。彼女とは学校も違うから、様子を見に行くこともできない。いや──そんな中ちゆう途と半はん端ぱな干かん渉しようは、逆効果でしかないだろう。

　むしろ、水奈が介かい入にゆうするのは許されないのだ。

　死んだ四し十じ万ま薫かおるのこともそう。彼女は遺体も残っていないから、きっと行方ゆくえ不明扱あつかいになる。だからいずれ警察や法律など、この世界の世間が関わってくるだろう。その中にあっては水みず奈なたちなどただの学生であり、魔女ウイツチであろうが関係なく、ひたすらに無力なのだ。

　けれど、それでも。

　戸と野の宮みや寧ね々ねのことは、折に触ふれて思い出していよう。

　四し十じ万ま薫かおるのことは、決して忘れずにいたい。

　今まで戦った魔女ウイツチたちと、同じように──。

　それが、彼女たちの罪を背負って戦う自分たちの責務だ。いつか統合戦争を終わらせるまで、早さわ良ら坂ざか人にん魚ぎよに辿たどり着くその日まで、水奈と蓮れんは負ける訳にはいかないのだから。

「水奈、シャワー浴びるのか浴びないのか早く決めて」

「あ、うん。浴びる！　蓮くんも一いつ緒しよに入る？」

「冗じよう談だん言ってる時間があるとでも思ってるのかなきみは……」

「なにさー、もう少し早く起こしてくれたらよかったんじゃん」

「間に合うようには起こしたんだよ！　いつもより寝起きも髪の毛も悪かっただけだ！」

「はいはい」

　お風ふ呂ろ場ばで衣服を脱ぬぎ捨てながら、水奈はけらけらと笑った。

　ともすれば暗く沈みそうになる気持ちに喝かつを入れるように、意識して声をあげて。
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　朝──咲さき森もり水奈と早良坂蓮が家を出て、登校していく。

　住宅街の路地を少し早足に、並んで歩いている。

　その様子を、遠くから眺ながめているふたつの人ひと影かげがあった。

　およそ百メートルほど離れた場所にある、民家の屋根。

　その上に立っているのがひとり。

　民家の横に並んだ電柱の天てつ辺ぺんに腰掛けているのが、ひとり──。

「確保した『メリィ』はどうしてる？」

　屋根に立った人影が、電柱に腰掛けた方に問うた。

　背の高い瘦やせぎすの少女だった。後頭部で括くくったポニーテールを五つの束に分けた奇き矯きような髪型をしている。口調は冷然として、どこか男っぽさがあった。

「今までと同じよ」

　問いかけられた電柱の上の人影──これも少女だ──が、答えた。

「繫つながれて籠かごの中……今度は針金ではなくて鎖くさりで、虫むし籠かごではなくて檻おりだけれど」

　真っ白な長い髪をなびかせて、くすくすと笑う。



　気配はどこか朧おぼろでありながら、その奥おくに泥でい濘ねいじみたおどろおどろしさがあった。

「本当はあの子たちに『強欲』を食べてもらいたかったのだけど、ままならないものね」

　残念そうな憂うれいの顔は、亡ぼう霊れいが舌した舐なめずりをしている様を連想させる。

　ポニーテールの少女が考え込むように呟つぶやく。

「『強欲』……『玩具の電池が切れましたトラツシユヘツド・ゴートヘツド』か」

「ええ。魔力の増幅」

　白髪の少女が頷うなずいた。

「あれを食べれば、水みず奈なはもっと強くなるわ」

　そうしてひとりごとのように、或あるいは視線の先を歩く水奈に向かって──言う。

「今のままじゃ駄だ目めなの。あの子は弱いから。もっともっと強くなってもらわなくちゃ。食べれば食べるほど強くなる『暴食』……その名に恥じないように、ね」

「なにを考えている？　『傲ごう慢まんのメレクタウス』」

　ポニーテールの少女が、白髪の少女に再び問うた。

「それとも『憤ふん怒ぬのクロエ』と呼んだ方がいいか？　どちらにせよ、だ。レンもメリィも、利用するには厄やつ介かいすぎる相手だぞ。大罪の獣けものを侮あなどるな。たとえお前たちが同じ大罪の獣であっても。いや、お前たちと同じだからこそ、だ。それに……『女王のための統合戦争』だって、お前たちだけの意志でどうこうできるほど甘くない」

　と──。

「メレクタウス？　クロエ？　そんな名で、私を呼ばないで」

　幽ゆう霊れいのように形のなかった少女の気配が、刹せつ那な、殺気へと変わる。

　身に纏まとっていた不定形の泥でい濘ねいが周囲を腐ふ食しよくしながら拡散していくかのよう。おぞましさに恐おそろしさをごた混ぜにして狂気で煮に詰つめ、辺あたりにぶち撒まけた──得体の知れない、殺気へと。

　彼女は言った。

「私は早さわ良ら坂ざか人にん魚ぎよ。メレクタウスでもクロエでもないわ。……まあ、水みず奈なたちは私が彼らに取り込まれたと思っているみたいだし、あなたもそう訝いぶかしんでいるようだけれど」

　上品に口くち許もとを隠かくして笑うが、殺気は微み塵じんも緩ゆるまない。

　むしろより一層勢いを増して、周囲を蝕むしばんでいく。

「わ、わかった」

　ポニーテールの少女が狼ろう狽ばいしながら、少女──早良坂人魚を制した。

「お前は早良坂人魚だ……そういうことにしておく」

「あら、信じてくれないの？」

「信じろという方が無理だ。大罪の獣を二匹も抱え込んで……その上で取り込まれもせず、逆に抑おさえ込んでいるなんて。メレクタウスかクロエが表に出てきていると言われた方が、まだ納得できる。よくそれで正気を保っていられるな」

「正気かどうかはわからないわ、自分でもね」

　仲間の賛辞を、そっけなく袖そでにする人魚。

　その視線はあくまで遥はるか先の路地。登校していく咲さき森もり水奈と早良坂蓮れんに固定されている。

「とはいえ、あなたの意見にも耳を傾かたむけるべきところはあるわね。確かに『女王のための統合戦争』は、そんなに甘くない。ねえ、知っている？　水奈と蓮はね、彼女たちの魔ま法ほう……罪科を喰くらう『徒咲く餓狼リバース・ルピナス』で、すべての魔女ウイツチを普ふ通つうの女の子に戻もどそうとしているの。そうやって統合戦争を終わらせようとしているのよ？　可哀かわい想そうよね。そんなこと、できる訳がないのに。『女王のための統合戦争』は……あなたたちが考えているほど、単純じゃないのにね」

　彼女の言葉はいつの間にか、彼方かなたにいる咲森水奈へ向けられていた。

「だから、もう少し待っていて、水奈」

　やがて声量も、隣となりにいる仲間にすら聞こえないほど小さくなっていく。




　早良坂人魚は──ほとんど心の裡うちで呟つぶやいた。

「あなたはいずれ、絶望する。あなたの目的と希望はすべて打ち砕くだかれる。そうなった時には、私が必ず迎えに行くわ。迎えに行くから……一いつ緒しよに世界を滅ほろぼしましょう？」

　──私の大好きな、水奈。

　鮮せん血けつを塗ぬり付けたような赤い唇くちびるが、愛いとおしげに歪ゆがんだ。










あとがき




『ロストウィッチ・ブライドマジカル』をお送りしました。

　本作はシリーズの一巻めになります。

　いかがでしたか？　これまでの別シリーズを読んでくださったことのある方も、初めての方も、楽しんで頂けていたらいいなと思います。




　私事になるのですが、この本が出版される二〇一三年の九月で僕はデビュー十周年を迎えました。十年となるとちょっとしたものです。十年前に生まれた赤ん坊が小学四年生、十年前に十歳だった子供は二十歳。十年前に十六歳の青春真っ盛りだった女の子は二十六歳の女性となりさぞ美しくなっているのではないかと思います。色白で髪をアップにまとめて図書館司書とかしていると最高ですね。あれなんの話だったっけ。

　デビューした当時「まずは十年間頑がん張ばろう」と思っていました。そして十年経たった今、別に十年経ったからといってなにかを成し遂とげたって訳でもないよな、と正直思います。それでも、浮き沈みの激しいこの業界で消えてしまうことなく十年間生き残ってこられたことだけは嬉うれしいです。とりあえず次の十年で消えてしまわないようにこれからも頑張ります。




　さて、十周年だからという訳でもないのですが、今シリーズは、デビュー作を含めた既き存ぞんの三シリーズでたびたびお世話になっている椋くら本もと夏か夜やさんとのコンビでお送りすることとなりました。椋本さんには原案協力というクレジットで、挿さし絵えだけではなくてキャラクターデザインや設定、話の展開などを含めた深い部分でも関わってもらっています。

　椋本さんのイラストを見ていると、デビューした当時のことを思い出します。電撃小説大賞（当時は賞の名前がちょっと違いましたが）に応おう募ぼした原稿が引っかかり、本が出ることになり、担当編集さんに「イラストが決まりました、椋本夏夜さんです」というメールをもらった時の嬉しかったことといったら。今でも忘れられません。あれから十年の長い付き合いとなりお互いにすっかり遠えん慮りよもなくなって、電話口で「もっとスカート短くしましょうよ」とか「生足とタイツどっちがいいですかねー」とかずけずけ言ってしまうようになりましたが、この人のイラストが大好きだなというしみじみした思いは十年前とちっとも変わりません。水みず奈なや人にん魚ぎよや蓮れんをはじめとした今シリーズのキャラクターたちを、どうかよろしくお願いします。




　謝辞として。

　十年前当時からずっと担当編集をしてくださっている佐さ藤とうさん。アスキー・メディアワークス（昔はただのメディアワークスでした。もうすぐ社名がまた変わりますね）の各部署の皆さま方。校こう閲えつさん、デザイナーさん。

　そしてなにより、読者の皆さま。

　十年前から読んでくださっている方もいるかと思います。つい最近読み始めたという方もいると思います。本作が初めてという方もいると思います。出会った経けい緯いはそれぞれですが、皆さんとこれから先をともに過ごしていけたら、それに優まさる幸せはありません。

　二巻は今冬くらいにお届けできたらと思います。ストーリーも本格的に動き出します。どうぞよろしくお願いします。




　最後に宣伝です。

　先だって発売されました雑誌『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』にて、本作の短編が掲けい載さいされております。八月発売号と、来月の十月発売号の二号にわたった前後編で、一巻の前日談的なものになってますので、もしよろしければそちらも併あわせてご覧ください。

　では、また次の本でお会いしましょう。


二○一三年七月　　　藤ふじ原わら　祐ゆう























【電子書籍版特典】

　Episode 0 [image: “]Dear friend & Me[image: ”]（前）




　この作品は、『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．33』に収録されたものの再収録です。

　文庫版『ロストウィッチ・ブライドマジカル』には収録されておりませんので、ご了承ください。
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　これは、まだすべてが終わっていない頃ころの話であり、まだすべてが始まっていない頃の話だ。

　つまり、今から遡さかのぼって一年と少し前。

　私──咲さき森もり水みず奈なと、

　彼──早良さわら坂ざか蓮れんと、

　彼女──早良坂人にん魚ぎょが、

　まだ普通に笑い普通に並び普通に手を繫つなぎ、普通に日々を過ごしていた頃の話。

　私と人魚ちゃんはふたりだけで『魔女ウィッチ』として活動していて、『女王のための統合戦争』のことはもちろん知っていたけれど、それに巻き込まれているという実感はあまりなかった。仲間たち──希き亜あちゃんや舞ま衣い子こちゃん、耶や麻ま音ねさんや栞しおりちゃんとも出会っていなかった。




　一連の出来事自体は、もはや終わったことであり、過ぎ去ったことでしかない。けれどそれは──人魚ちゃんとともに過ごした記憶は──決してただの追つい憶おくであってはならないし、

ただの郷きょう愁しゅうにしてもいけない。

　かけがえのないものだ。

　喪ってはならなかったものだ。

　いずれ絶対に取り戻すべきものなのだ。




　それは、あの日よりも半月ほど前のこと。

　私にとって唯ゆい一いつ無む二にの親友であり、蓮くんにとってたったひとりの姉である早良坂人魚──人魚ちゃんが、豹ひょう変へんして姿を消してしまう、わずか半月前の出来事だった。







　　　笹ささ川かわ冷れい菓か－１







　笹川冷菓が咲森水奈と初めて出会ったのは、雉き子じ野の中学校の入学式当日のことだった。

　式を終え、配属されたクラス──五十音の出席番号順に並べられた席次で、彼女は冷菓の前に座っていたのだ。さきもり、と、ささかわ。

　担任の先生が来るまで、眼前にある彼女の後ろ頭をぼんやりと眺めていた記憶がある。

　ウェーブのかかった黒いボブカット。天然パーマだろうけど野や暮ぼったさは全然感じなかった。他の子がそうするように時とき折おりきょろきょろと教室を見渡していて、その度にちらりと覗のぞかせる横顔はいかにも人なつこそうだ。

　ただ当時の冷菓は、そんな水奈に対して感動も感慨も、興味すらも抱かなかった。

　人なつこそう、という評価は抱いても、だからといって話し掛けてみようとか、友達になりたいとか、そういう類たぐいのことはなにも思わなかった。言い方は悪いが、ただの風景として処理していた。

　それは水奈だけでなく、教室にいるすべてのものに対しても同様だ。

　ざわめく直前のなんとなく張り詰めた空気の中で席に座っているクラスメイトたちも。

　教室の後ろで立ち並び、真新しい制服に身を包んだ我が子たちを楽しげに見守っている、彼ら彼女らの保護者たちも。

　黒板、天井、机と椅い子す、窓の外のグラウンド、小学校とはまったく違う学校の空気も。

　すべては冷菓にとって、色いろ褪あせて錆さび付いた、心底どうでもいいものだった。

　時折、背後を窺うかがったクラスメイトが父母と目を合わせ、恥ずかしげにまた前を向いたり照れもせず手を振ってみたりなどしている。その度にくすくすと小さな笑いが起き、緊きん張ちょうした教室の空気が和やわらぐ。

　くだらない、と思った。

　なにが楽しいのだろう。中学生になったからと浮かれてでもいるのだろうか。親おや離ばなれも子離れもできていないくせに。

　そんなふうに憂ゆう鬱うつな気分でいると、咲森水奈が──もちろんこの段階で、冷菓は彼女の名を知らなかったが──振り返る。

　彼女は問うてきた。

　彫ちょう像ぞうのように座って動かない冷菓を慮おもんぱかったのか、それともなんとなく、なのか。

「ねえ、保護者の人、来てる？」

「いいえ」

　無表情で答えた。

　冷菓の両親は入学式にも来ていない。娘のことに興味がないのだ。

　昔からだった。作るだけ作って産んだら後は放任、という、考えなしなバカの典型。夏に生まれたからという安あん易いな理由で『冷菓』などというふざけた名前を付ける辺り、頭の中に蛆うじが湧わいている。

　もちろん、そんな込み入ったことを初対面の人間に話すはずもない。冷菓はただ返事だけをして、あとは無言でいた。

「そっかあ」

　水奈は薄うすく笑えんだ。

　どうして来てないの、とか深く尋きいてこない辺り、それなりに思し慮りょ深ぶかい子なのかもしれない。

　こちらが沈ちん黙もくしているからその代わりにとでもいうように、自分のことを話し始める。

「私の家も、誰だれも来てないんだー。お父さん単身赴ふ任にん中だし、お母さん仕事だし」

「そう」

　ただ、冷菓はやっぱり興味がない。

　他人の家庭事情など知りたいとも思わないし、ましてや、

「やっぱりちょっと寂しいよね」

「……別に、どうでもいいわ」

　普通に育った普通の子と仲良くする理由など、冷菓にはまったくなかったからだ。

　そっけない返事に、水奈の顔が小さく曇くもる。自分が傷付いたというよりも、あくまでこちらを気にかけた表情だった。

　──こういう子は苦手だ。

　心中でだけ溜ため息いきを吐つく。

　どうしたものかと考えながら教室の出入り口へ視線を逸そらす。担任が早く来てくれればいいのにという思いからだった。

　上かみ手て戸を眺めていると、曇りガラス越しに黒い影かげがよぎるのが見えた。

　ようやくか──そう考えて居住まいをただした冷菓だったが、

「あ」

「見て、あれ……」

　教室の方々からそんな声があがり、クラスがざわつき始める。

　彼らの視線は冷菓とは逆、教室の下しも手て側に向けられていた。なんだろうと後追いする。

「え……」

　他の子たちと同様に思わず目を見開いた。

　いつの間にか。

　廊下──窓枠の向こうにひとりの少女が立って、教室の中を見渡していた。

　雉子野の制服を着ている。

　けれど冷菓を含めクラスメイトたちは全員、彼女を自分たちと同じ女子中学生だとはとても思えなかった。教室の後ろにいた保護者たちすらも、彼女に圧倒されていた。

　あっという間に一同は静まり返る。

　少女はそれほどまでに美しく、また、それほどまでに異質だったのだ。

　人形のように整った顔立ち。切れ長の目と形のいい唇。すらりとした手足。そしてなにより目を惹ひくのは、長く伸びた──白に限りなく近い銀色の髪。側頭部に挿さされた、薔ば薇らの蕾つぼみを模した赤い髪かみ飾かざりが色彩を際立たせている。

　外国人の血が入っているのだろうか。それともなにかの病気だろうか。もしかしてアルビノというやつだろうか。

　なんにせよネガティブな印象はまったくない。ただ、荘そう厳ごんささえ混じる圧倒的な美しさがあった。彼女の周囲だけ空気が違っていた。まるで妖よう精せいだ、と冷菓は思った。

　少女が視線を止める。

　その瞳ひとみは冷菓の方へ向いていた。

　一いっ瞬しゅん、自分のことを見ているのかと勘違いし、身が竦すくんだ。しかし違う。

　彼女が見ていたのは冷菓の前の席に座った黒髪の少女──咲森水奈だった。

「人魚ちゃん」

　水奈は小さく呟つぶやく。

　それが少女の名らしかった。

　変わった名だが、あの少女には似合っているように思えた。むしろそのくらい現実離れした名前じゃないと似合わないのではと納得してしまうほどに。

　水奈は顔を綻ほころばせ、白い髪の少女──人魚へと手を振る。他人の目を気にしてか胸の前で小さく、それでも喜びを込めて、子犬の尻しっ尾ぽみたいにぶんぶんと。

　人魚が水奈へ手を振り返す。

　見る者をひとり残らずとろけさせるような、魅み力りょく的な仕草だった。

　あちこちから溜息が漏れた。当然だろう。

　人魚は水奈と少しの間見詰め合っていたが、やがて水奈の頷うなずきに応こたえるように微笑ほほえみ、歩みを再開させ去っていく。

　その姿が見えなくなってようやく、張り詰めていた教室の空気は弛し緩かんした。

　すごい、とか、綺き麗れいな人だったね、とか、お人形さんだと思った、とか。そんなざわめきが方々から聞こえる。

　それを聞きながら恥ずかしそうに身を小さくする水奈へ、冷菓は思わず尋いていた。

「知り合いなの？」

　彼女ははにかみながら頷く。

「うん、早良坂人魚ちゃん。私の幼おさな馴な染じみで、ここの二年生だよ。うちのお父さんとお母さん来れないの知ってて、様子を見にきてくれたんだと思う」

　照れつつも、心底から嬉うれしそうに。

　だが──。

「っ……」

『幼馴染み』。

　その単語を耳にした冷菓は、反射的に胸の奥で疼うずきを覚える。

　いや、正確には──愛しさと誇りを込めてその単語を口にした水奈に対し、嫉妬と苛立ちを覚えた。

　話し掛けたことを後悔する。

「……くだらない」

　思わず口走った言葉に、水奈の表情が凍った。聞こえてしまったのだ。でも、構うものか。

　それ以降のコミュニケーションを拒絶する意志を込めて、再びそっぽを向いた。

　最低の気分だった。

　隣となりや前の席のクラスメイトたちからわいのわいのと質問攻めをされ始めた水奈は、なおもこっちを気にしているふうだった。

　あくまで無視する。

　それでも、すぐに思考を切り替えることはできず、頭の中はもやもやでいっぱいになった。前の席に座ったこいつのせいで──こいつのことを、どうしても考えてしまう。

　ついさっきまで心の中で見下していたのに。普通に育った普通の子だと思っていたのに。

　あんな幼馴染みがいるのはどんな気分なのだろう。その人が自分を慕したって愛してくれているというのはどんな気分なのだろう。

　冷菓は唇を咬かむ。

　咲森水奈に対する印象はいつの間にか『どうでもいい』から『憎にくたらしい』に変わっていた。

　羨せん望ぼうとともに、暗あん澹たんとした気持ちになる。

　窓の外を見み遣やった。

　忌いま々いましいほどに晴れた朝。その北の空に、丸い月が浮かんでいる。

　あの『北の月』が見えることは冷菓が特別な存在であることの証拠だった。

　普通の人間──同年代の子供たちや、教室の後ろに立っている彼ら彼女らの親たちにあれは見えない。だから世の中をくだらないと感じた時はいつも、冷菓は北の空を眺め、丸い月に思いを馳はせるのが常だった。

　けれど今はどうしたって、惨みじめな気分にしかならない。

『北の月』──別名を『魔法の国』という。

　こんな世界を抜け出してあそこに行ければいいのにな、と。

　冷菓はそれでも、いつものように考える。







　　　咲森水奈－１







　入学式とそれに伴ともなう諸もろ々もろは正直なところ緊張するばかりで、肩が凝こった。生まれて初めての制服も、自分が着るというより制服に着られている感じがして、たった半日なのに身体中がなんだかがちがちする。

　それでもやっぱり、疲労よりも喜びの方が大きい。

「えへへ」

　学校が終わっての、帰り道。

　一緒に歩く少女をちらちら見ながら、水奈は頰ほおをだらしなく緩ゆるめた。

「どうしたの？」

　と、問うてくる彼女に答える。

「やっと人魚ちゃんと一緒の制服着れた！」

　嬉しくてたまらなかった。

　自分と同じ制服姿の幼馴染みが隣にいることが──いや、幼馴染みと同じ制服を着ている自分がいることが。

　ひとつ歳上の彼女が先に中学へ入学してしまってから一年間、ずっと待ち望んでいたのだ。

　隣同士の家に生まれて、物心ついた頃から今までいつも一緒に過ごしてきたのに、急に別世界の住人になってしまったようで疎そ外がい感があった。人魚が纏まとうセーラー服は大人びていて、幼稚園から小学校に上がった時とは全然違う、すごく深い断絶のように感じていた。

　それがようやく、追い付けた。

「ね、ね、どう？　似合ってる？」

　飛び跳ねるようにして幼馴染み──早良坂人魚の前へ出、両手を広げて回転する。

　人魚は呆あきれたように笑んだ。

「もう。その質問、制服届いてから何回め？」

「入学してからは一回め！」

「はいはい。似合ってるわよ」

「むー」

　おざなりな返答にむくれつつ、

「でも私、やっぱりちんちくりんだよね。人魚ちゃんみたいに綺麗じゃないしさ……」

　朝のことを思い出す。

　人魚が廊下に姿を見せた瞬間、クラスの子たちだけじゃなくて保護者までもが息を吞のんでいた。たかだか中学二年生になったばかりの少女ひとりに、場の空気が支配されていた。

　実際、早良坂人魚という少女は、神様に選ばれたとしか思えないほど美しい容姿を持っている。整いすぎるほどに整った目鼻立ち、色白の肌、すらりと伸びた手足、そしてなにより際立つのは、日本人離れした──ほとんど白に近い銀ぎん髪ぱつ。水奈でさえも、目を奪われてしまうことが時々ある。

「なに言ってるのよ」

　けれど人魚が、自分の外見を鼻にかけることはない。それどころか羨うらやましげに水奈の頭をくしゃくしゃと撫なで、

「私に言わせれば、私はあなたみたいに女の子らしくもないし、可愛かわいらしくもないわ。……愛想がなくて口下手で、厭いやになっちゃう」

「そんなことないのに……」

　否定しつつも、水奈は少しだけ胸が痛んだ。

　人魚はよく笑うし、よく喋しゃべる。けれどそれは水奈の──正確には水奈と、人魚の弟である早良坂蓮の前でだけだ。

　飛び抜けた容姿に加えて超然とした雰ふん囲い気きを纏まとっているせいで、学校ではクラスメイトたちからも遠慮がちに接せられているという。友人がいない訳ではないが、どうしても一歩距離を置かれてしまい、結果、表情が硬くあまり喋らない、そんな印象を持たれているらしかった。

　もったいないな、といつも思う。

　確かに人魚は綺麗で、それはよく知らない人にとっては近寄り難がたいほどなのかもしれないけれど、内面は至って普通の女の子なのに。

「でも私も嬉しいわ。水奈とまた一緒に登下校できるのは」

「今日から毎日、一緒に帰れるよね？　小学校の時みたいに！」

「学年が違うと終業時刻も違うから難しい時もあるけど……できるだけ、ね？」

「ね！」

　満面の笑顔で飛び跳ねる水奈。

　人魚が苦笑する。

「そんなに手放しで喜んでると、蓮が嫉しっ妬としちゃうわよ。あの子はあと一年、我慢しなきゃいけないんだから」

「そっか……蓮くん、寂さびしがってるかな？」

　蓮は、姉である人魚のふたつ歳下であり、幼馴染みである水奈のひとつ歳下だ。まだ小学生だが背丈に似合わず冷めた性格で、大人びていて──そんな彼の顔を思い浮かべる。

　きっと苦笑して「そういうのは別にどうでもいいよ」などと言うだろう。寂しがる顔は想像できない。が、それでも心の奥底では、三月までの水奈と同じ、置いて行かれたような気持ちでいるはずだ。

　だって彼はずっと──この世界に生まれて来る前はずっと、ひとりきりでいることの孤こ独どくを味わっていたのだから。

　水奈の表情を察し、人魚が薄く溜息を吐く。

「あの子にしてみれば……あっちの世界でこれまで過ごしてきた年月に比べれば、一年なんてほんの一瞬でしょうけど。でもやっぱり、ひとりでいるっていうのは寂しいものね」

「そうだね。小学校でもそれなりに友達いるみたいだけど……」

「あの子の孤独は、同年代の子供じゃ埋められないわ。普通の人間でも駄目。私たちみたいな存在が、傍そばにいないとね」

　──『私たちみたいな存在』と。

　その言葉に、水奈はシリアスな気持ちになる。

「ねえ、人魚ちゃん」

　歩きながら声をひそめた。

　昼下がりの住宅街、自分たち以外に通行人は見当たらない。普通に話しても問題ないとは思ったが、それでも少し緊張した。

「朝、教室に来てくれた時……クラスのみんなを試したんだよね？」

「ええ」

　対する人魚は表面上の態度を一切変えず、こともなげに答えた。

「確実ではないけど、ね。さすがに大っぴらに見せる訳にはいかなかったから」

　そして、頭上に視線を遣る。

　水奈もそれを追った。

　仰あおぐのは北の空。

　そこには真昼だというのに、満月がはっきりと見える。

　ちなみに本物の月は、三日前、先週の金曜日に満月を迎えていた。今は下か弦げんに向かい、既にはっきりわかるほど形を変え始めているし、当然、この時刻には地平線の下。

　ならばあの空に浮かぶ真円の月はなんなのか。

　それは、この世界とはずれた場所に存在する、もうひとつの世界だった。人間とはまったく違う生き物たちがこことはまったく違う理屈で存在し、暮らしている世界だ。

　その世界の名を『魔ま法ほうの国』という。

『魔法の国』は、普通の人間には見えないし感知できない。見るためには、あの異世界と同じ領域に足を踏み入れている必要がある。『魔法の国』の根幹を為なすエネルギー──魔ま力りょくをその身に宿している必要が。

　身体の裡うちに魔力を備えた者は『魔法の国』に棲まう住人たちと契約を交わすことで、彼らの世界を構成する理屈であり仕組み──つまりは魔法を使えるようになる。

　そして水奈や人魚のように魔法を扱う者を、魔女ウィッチという。

　魔法──魔力によって紡つむがれ引き起こされる現象は、この世界においては超常を成す。この世界には本来存在しないエネルギーと原理であるが故ゆえに、『魔法の国』と同様、普通の人間に見えない。目の前で使ってみせても認識できず、触られてすら気付かない。

　人魚は空から視線を戻し、水奈へと言った。

「教室の扉越しに、一瞬だけ私の魔法をちらつかせたわ。ひとりだけ反応した子がいた」

「……そっか」

　この街にはたくさんの魔女ウィッチが暮らしている。

　十数年前『魔法の国』に異変が起き、魔力の器とでもいうべきものがこちらの世界に降り注いだ。それらはこの地域一帯に生まれ育っていた少女の魂たましいに呼応し、引き寄せられ落ちてきて──結果、魔力を身に宿した少女たちがこの街に集中することになったのだ。

　だから水奈のクラスにも魔女ウィッチが潜ひそんでいる可能性は一定の確率であったし、そのことを確かめるのは当然の急務だった。

「もちろん、ひとりだけとは限らないわ。見えていても気付かなかった子もいるかもしれないし、気付かない振りをしていた子だっているかもしれない。油断してはだめよ」

　人魚の視線は鋭い。殺気すら混じっている。

「仲良くは、できないかな……」

　対して水奈は表情を沈ませるが、

「相手次し第だいね」

　返答は冷れい徹てつだった。

　水奈も頭ではわかっている。魔女ウィッチと魔女ウィッチは決して普通の気楽なお友達ではいられない。だから人魚のように用心するのが普通だし、もし向こうが敵として相対してきた際には容よう赦しゃなく排除する必要がある。

　けれど水奈は、それでも──と思うのだ。

　同じように世界から外れた力を持ってしまった者同士なのだから、仲良くできればいいな、と。魔女ウィッチには魔女ウィッチにしかわからない悩みだってあるし、共有できるものも必ずある。だいたい敵対したって、結末は悲劇でしかないのに。

「ねえ、水奈」

　水奈の懊おう悩のうを慮ってくれたのだろうか。

　人魚が歩きながらそっと手を握ってきた。

「あなたが考えていることもわかるし、私も平和に過ごせるならそれが一番いいと思ってる。でも──私はなによりもまず、あなたを危険な目に遭あわせたくないわ。あなたが傷付く可能性が少しでもあるんなら、私はその可能性を排除する。容赦なんて絶対にしない」

　彼女は他の魔女ウィッチに対して酷く冷たい。

　でもそれはひとえに、優しいが故だった。

「それに、あなたを守れなかったら、私は蓮にも怒られちゃうもの。忘れないで。私があなたを守るのは、私だけじゃなくてあの子の意志でもあるのよ」

　水奈に対して。

　そして、弟である蓮に対して──。

「うん、わかってる」

　だから水奈は人魚のことを攻められない。そして同時にこうも思うのだ。

　彼女の、水奈や蓮への優しさとその反動から来る他者への冷たさが、どうか彼女自身を傷付けることがありませんように、と。

　握られた手をぎゅっと握り返す。

　人魚が穏おだやかに笑う。

「甘えちゃって。まるで小学生みたいよ」

「えへへ、この前まではまだ小学生だったんだから、別にいいもんねー」

　だから水奈も笑って、彼女の手を引っ張りながら足を早めた。







　　　笹川冷菓－２







　日は既に沈み、夜道は暗く、人気はない。

　路地に規則正しく立ち並ぶ街灯は、暗がりを照らすというよりも引き立たせ、よりいっそうの不気味さを助長する。

　笹川冷菓はしんとした空気の中、その路地をひとり歩いていた。

　歩を進める度、片手に提さげたコンビニの袋が揺れてかさかさと音をたてる。中に入っているのは菓子パンとお茶。重力に任せてぶらぶらする重みは煩わずらわしく、今すぐ投げ捨ててしまいたいくらいだった。

　歩きながら、薄く溜息を吐く。

　中学校の入学式を終えたばかりなのに、自分はどうしてひとり、菓子パンの入った袋を持って夜道を歩いているのだろう。

　ひとり娘の進学といえば、普通の家庭であれば母親の手によってお祝いのごちそうなどが振る舞まわれてもおかしくはない。少なくとも家族揃そろって食卓を囲んだりするだろう。けれど冷菓の家庭はそんなイベントと無む縁えんだ。

　母親は水商売をしていて帰宅はいつも零れい時過ぎ、遅ければ日が昇ってからになる。仕事柄当然といえば当然だが素面で帰ってくることなど皆無で、たぶん今日が娘の入学式であることさえ覚えていないだろう。

　彼女のことははっきり言って好きではなかった。軽けい薄はく、浮気性、年とし甲が斐いもなくちゃらちゃらした考えなし。十代のうちに冷菓を妊娠し、産んでからはほとんど放置。昨年三度めの結婚をしたけれどその男もまたくだらない人間で、半年を待たずに失しっ踪そうしてしまった。

　もちろん生活費や学費を出してくれているのだから文句は言えないが、それでもやはり、尊敬できる人間だとはとても思えない。

　考えていると気が滅め入いってきた。さっさと家に帰って本を読むことにしよう。読書は唯一の趣しゅ味みだった。本の世界に没入している時だけはなにもかもを忘れられるからだ。

　歩調を早くしつつ、俯うつむき気味の顔を上げる。

　と、上げた顔、視線の先。

　五メートル離れた街灯の下に人影が立っていることに、冷菓は気付いた。

　思わず目を見開き、足を一瞬だけ止める。いや、止めてしまった。

　少女である。

　黒い衣服を身に纏っていた。

　そのデザインは、一般的な社会通念に照らし合わせると奇き矯きょうと言っていい。

　まるで喪も服ふくか悪魔のような漆しっ黒こくのドレス──身体にぴったりと張り付いた上半身、腕を包むロンググローブ、左右非対称の長いスカート。パーツの各所に白と青の飾りがあしらわれていて、それが闇色を際立たせている。パーティー帰りにしては禍まが々まがしすぎていて、葬そう儀ぎの参列にしては華はなやぎすぎた格好。

　衣装と同等に、もしくはそれ以上に冷菓の目を惹いたのは彼女の頭髪だった。

　腰まで真っ直すぐに伸びた、白に限りなく近い銀髪。側頭部に飾られた赤い薔薇の蕾を模した花飾り。異常なほどに整った美び貌ぼう。

　午前中の記憶が甦よみがえる。

　冷菓は彼女を見知っていた。

　教室に待機していた時、廊下にやってきてクラス中の注目を浴びた、あの少女。

「やっぱり見えるのね。私のことが」

　早良坂人魚は、視線を鋭くした。

「……はい」

　観念し、頷く。この状況では逃げられない。

　だから、問うた。

「どうして私が魔女だとわかったんです？」

　──魔女ウィッチ。

　それは、空に浮かぶふたつ目の月である『魔法の国』の住人と契約を交わし、魔法を使うことができるようになった少女のことだ。

　人魚の纏っている異装は『憑ひょう依い装しょう束ぞく』と呼ばれるもの。有り体に言えば魔法の鎧よろいである。これに身を包んだ者は、魔力の感知できない普通の人間には姿を捉えられない。つまりそれを見てしまった冷菓は、人魚に対して同じ魔女ウィッチであると公言したようなものだった。

　人魚は返事をしてくれない。

　故に、こちらから推測を口にする。

「今日の朝、ですか。私たちのクラスを見に来た時、なにか仕込んだ……？」

　そういえば、と思い出す。

　彼女が現れる直前、教室の上手口、曇りガラス越しに黒い影がよぎった。

　冷菓は担任が来たのだと勘違いし目で追ったが結局は戸が開くことも、通行人が廊下を通り過ぎることもなく──人魚が姿を見せたのは、反対側からだった。

　あれか。

　おそらく扉の向こうで動き影を作ったのは、人魚の魔法だったのだろう。

　魔女ウィッチの存在を探るには偶然性の高い手段ではある。冷菓自身、あれに反応したのはたまたまだった。が、偶然性の高い手段だったからこそ、彼女はこうして自らの目で確かめに来たのだ。

「なにが目的なんですか」

　無言のプレッシャーに耐えられず、冷菓はまた問うた。相手には威圧感と迫力があった。

　──殺すつもりなのかもしれない。

　体温の下がる心地がした。

　魔女ウィッチはそれぞれ固有の魔法を持っている。一芸に特化した超能力、と言っていい。火や氷を出したり、心を操ったり、空間を操作したり、魔女ウィッチによって質も種類も様々だ。

　人魚の魔法がどんなものかはわからない。が、少なくとも冷菓の魔法は戦せん闘とう向きではないし、なにより今は使うことができなかった。

　憑依装束を纏えば身体能力が劇的に向上するから生身ひとつでも立ち回れなくはないにせよ、そもそもが冷菓は他の魔女ウィッチとの戦闘なんて経験したことがない。

　つまり、圧倒的不利──相手が襲おそってきたら、どうにか不意を突いて逃げるしかない。
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　必死に思案している冷菓へ、人魚がようやく言葉を発した。

「なにを目的にするかは、これから決めるわ」

「どういうことです」

「あなた次第、ということよ」

　そうして、小さく笑む。

　酷こく薄はくさと美しさが同居した、魂を鷲わし摑づかみにするような笑顔だった。

　思わず目と心を奪われる。だが刹せつ那な──。

　ぞわり、と。

　不意に冷菓の首筋へ、粘着質のなにかがまとわりつく感触があった。冷たい泥にも似た、それでいて生物のように蠢うごめくもの。そいつは蛞なめ蝓くじじみて艶なまめかしく這はいながら、耳みみ許もとを舐なめる。

「な……」

　身体が反射的な恐怖で硬直する中、眼球だけを必死に動かして確認する。

　闇夜にあってなお黒い不定形物質が、冷菓の背後から忍び寄り首許にへばりついていた。

「こ、れは」

　おそらく、早良坂人魚の魔法。

　今日の午前中、教室の扉越しに見せたのは、これだ。

「あなたは悪い魔女かしら？」

「つま、り……？」

「害意を持って魔法を使い周囲の平穏を乱すような……そんな魔女ウィッチかどうか、ということ」

　白く長い髪を首筋から後ろ手に撫で付け、人魚は──黒衣の魔女ウィッチは言う。

「端的に言うと、あなたが私たちを脅おびやかす可能性があるのかを知りたいの。もしそうであるなら私はここで禍か根こんを断つ。そうでないならば警告のみに止めておく」

　この黒い不定形物質がどんな性質を持つ魔法なのかは不明だが、少なくとも冷菓はこいつによって文字通り首根っこを摑まれている状態。反抗も反論も反撃も、できるはずがない。

　つまり単純な二択だった。

　ここで殺されるか、或あるいは彼女に──いや、恐らくは彼女たちに──一切関わることなく暮らすか、という。

「咲森さん、ですか」

　動機は明白だった。幼馴染みである咲森水奈のためだ。

「咲森さんを危険に晒さらさないため、ですか」

「親友の身を案じてはいけない？」

　臆面のない返答。

「もし私が『悪い魔女ウィッチ』なら……」

「この場で殺すわ」

　躊ちゅう躇ちょのない言葉。

「もし私にその気がなければ……」

「見逃してあげる」

　そして、油断のない気配。

「わかりました」

　冷菓は降参するように両手を挙げた。それ以外に敵意のないことをどう示せばいいのか思い付かなかった。

「咲森さんには近付きません。もちろん、あなたにも。学校で魔法も使いません。魔法でなにかをどうこうしようなんて、今までも考えていませんでしたから」

　本心だった。

　しばしの沈黙が流れる。

　人魚は数秒の間、冷菓の目をじっと見ていたが──やがて小さく頷き、

「警告はしたわよ」

　そう告げると、後方、街灯の明かりが照らす外へと軽く跳ちょう躍やくする。

　同時、冷たい泥の貼はり付く感触が首筋から消えた。黒衣の少女はあっという間に闇夜に溶け、その場を縛しばっていた鋭く重い殺気も霧が晴れるように失せる。冷菓は強こわ張ばっていた四肢から力を抜き、大きく息を吐いた。

　──冗談ではない。

　背中が冷たい。今になって足に震ふるえが来る。コンビニの袋を握った掌てのひらが、汗でびっしょりと濡れていた。

　他の魔女ウィッチと会ったことがない訳ではないが、あんなに恐ろしい魔女ウィッチを見るのは初めてだった。

　咲森水奈に関わるのはやめよう、と思う。

　元々、彼女を含めたクラスメイトたちと仲良くするつもりは微み塵じんもなかった。明日からもこれからも、他人として振る舞おう。それで身の安全が保てるのだから安いものだ。

　再び歩みを再開する。家へ帰ろう。一刻も早くここを立ち去りたかった。

　けれど、一方で──。

　冷菓は心の隅に、棘とげの刺さったような痛みを感じていた。恐怖によるものではない。怒りや憎しみでもない。その正体は自分でもわかっていた。嫉妬だ。

　早良坂人魚は言った。

　──親友の身を案じてはいけない？　と。

　彼女が断言するのに、恥じることも照れることもなかった。毅き然ぜんと、まるでそれが当たり前であるかのようだった。

　親友を守るために人殺しをも厭いとわず、自みずからが敵の矢や面おもてに立つことを躊躇しない。そんな彼女が──いや、そんな彼女を親友に持つ咲森水奈が、冷菓はたまらなく羨ましかったのだった。







　　　笹川冷菓－３







　家に辿たどり着く頃には、すっかり緊張も解けていた。冷や汗も引き、心拍数も落ち着き、いつも通りの精神状態を取り戻していたと思う。

　住宅街から少し外れたところにある、２ＤＫの家族用アパートだ。築二十年を過ぎていることもあって家賃が安く、母子家庭の稼かせぎでも充分やっていけている。

　帰ってすぐ、キッチンで料理を作った。自分の晩ご飯と母親の朝ご飯。冷蔵庫にあった有り合わせを適当に炒いためたり煮たりなどして、三十分ほどで準備は終わる。それからひとりで食事を済ませ人心地ついてから、床に放り投げていたコンビニの袋を拾い、

「さて、と」

　冷菓は、魔女の装束を身に纏った。

　薄いブラウンと灰色を基調とした、ふわりとしたシルエットのドレスだ。

　ただし布の質感と外観は少女らしさとは無縁だった。ブラウンの部分はまるで木板のような木目調の布で、灰色の部分はごつごつとしたまるで石くれのような質感の布でできている。

　おまけに右手首と両足に、枷かせのような腕うで輪わと脚あし輪わが巻かれていた。そこから伸のびた鎖くさりは途中で千ち切ぎれ、歩くごとにじゃりじゃりと金属音をたてる。

　木と石でできた座ざ敷しき牢ろうと、そこに囚とらわれた罪人を連想とさせる。そして冷菓の魔法はまさに、その連想通りのものなのだった。

　洋間へ繫がるドアを開ける。

　魔法を使いさえしなければ、その先にあるのは冷菓の自室である。けれど魔法を使っている場合──その向こうに広がるのは、年頃の少女が寝起きをするような場所ではなかった。

　純白の空間、だった。

　広さは五メートル四方。目を凝らせば壁と床と天井の境目が見えるが、それに気付かなければ果てのない無が広がっていると錯さっ覚かくしてしまいそうなほど、白以外にはなにもない。

　この世から隔かく絶ぜつした、冷菓以外は出入り口を作ることができず、冷菓がいなければ出ることも入ることも叶かなわない、真っ白な牢ろう獄ごく。

　ただし今はその空間に、ひとつだけ目立つものがある。部屋の隅で人間が踞うずくまっていた。

　冷菓は身に纏っていた魔力の濃度を調節し、自分の姿と声が一般人にもかろうじて知覚できる程度にまで下げ、

「こんばんは」

　そいつ──男に向かって声を掛けた。

　虚うつろな眼めがこっちを見た。

　コンビニの袋を放った。ぼそん、と音をたてて落下したそれに反応し、男が動物のように四つん這いで袋へと飛び掛かる。

　中を漁り、パンにほとんど包装ごとかぶりつき、お茶のパックを破ると床に広がった液体を音をたて啜すする。

　男は、冷菓の義理の父親だった。

　歳は二十歳半ばくらいだったろうか。安いホストで、一年前に母と知り合い、どういう経緯があったかはわからないけれど結婚した。

　初見ではそれなりに人当たりがよかったし、酒を飲んで暴あばれたりもしないから上手くやっていけるかもしれないと希望を持ったが、半年も経たたずに冷菓の身体に興味を示した──まだ小学生である義理の娘を強ごう姦かんしようとしたのだ。

　結果。

　こいつは、行方を眩ませることになった。

　母は「今度も駄目だったか」と早々に諦あきらめた。籍を入れていたはずだがその辺りがどうなっているのかは知らないし興味もない。

　ここに閉じ込めて半年、彼は完全に発狂していた。なにもない真っ白な部屋に監かん禁きんされて正気を保てる人間など存在しない。今ではもう、冷菓をどうこうしようという気力はおろか人間らしく生きることすらしなくなった、動物以下の存在に成り下がっている。

　がつがつとパンを貪むさぼる男を蔑さげすみの視線で見ていると、部屋の外で物音がした──この部屋と外部世界との干渉度は、冷菓の自由に設定できるのだ。今はあちらの音がこちらまで届くようにしてある。無論、その逆は禁止。

　耳をそばだてると、誰かがアパートに入ってくる気配。次いで、声があった。

「冷菓さん、いるんでしょう？」

　よく知った少女のものだった。丁寧な口調の中に潜む慇いん懃ぎん無ぶ礼れいさ。冷菓は陰鬱な気分になり、無意識に唇を咬む。が、それでも息を吐き、

「……いるわ」

　この部屋とアパートの洋間とを接続した。

　白い壁に四角いラインが走り、扉となる。

　声の主はそのドアを開け、遠慮なく足を踏み入れてきた。

「ごきげんよう」

　いかにもお嬢じょうさまといった風貌の少女である。

フリルのあしらわれた衣服、どこか大おお仰ぎょうな物腰。長い髪の毛先には緩やかにウェーブがかかり、上品な印象に華を添そえている。

「相変わらず汚いアパートですね。よくこんなところに住めたものだわ」

　だが、唇から紡がれる言葉には、口調とは裏腹に気品がない。綺麗な顔に浮かぶのも、冷菓を見下して馬鹿にした嘲あざけりの笑みだった。

　少女──小こ松まつ崎ざき衣い玖くは、冷菓の幼馴染みだ。

　出会ったのは小学校。二年生の時に同じクラスとなり、以降、多くの時間を一緒に過ごしている。ただし関係は、とても友人と呼べるようなものではない。少なくとも冷菓にとっては。

　有り体に言えば、主と下僕、だった。

　衣玖の家は不動産を生なり業わいとする大金持ちで、このアパートも冷菓の母が働く店も、彼女の父親が土地を管理している。おまけに土地関係以外にも様々なところに顔が利くため、この市内では大きな権力を持っていた。

　大概のものを好き勝手にできる中、彼女がわざわざ冷菓に固こ執しつし、折に触れて会いに来る理由はふたつある。

　ひとつは、冷菓が決して逆らえない立場にあるから。住まいと母親の職場を握られていては、どんな横おう暴ぼうにも黙って従う他ない。

　そしてもうひとつは、この小松崎衣玖が──冷菓を魔女にした本人であるからだ。

　体現者マスコット、という。

　彼女は元々『魔法の国』の住人だった。

『魔法の国』は、魔力や精神といった目に見えないエネルギーと概念で構成される世界である。彼女もまたあちらでは、実体を持たない精神体として生きていた。

　それがこの世界に降りてきて、当時まだ胎児だった赤ん坊に憑依、転生し──『小松崎衣玖』という少女して生まれ、成長したという訳だ。

　やがて冷菓と出会った衣玖は、冷菓に魔女ウィッチとしての器が宿っていることを知る。冷菓は半ば脅されるように契約を交わし、魔女ウィッチとなった。

　外側は人間だが、衣玖の中身は人ならざる別物といっていい。『魔法の国』の住人として生きていた頃の記憶をそのまま引き継いでいるから、十二歳の少女とは知性や知識はもちろん考え方もまるで違うし、異世界の住人であったが故に人としての倫理感など持たない。

　冷菓はこの幼馴染みにすべてを握られていた。人としての弱み、魔女ウィッチとしての弱み、その双方を。義父をこうして監禁できているのも、衣玖が魔法を与えてくれたからなのだ。

　向こうもそれを充分に承知しているから、入ってきて欲しくない、他人には絶対に知られたくない冷菓のパーソナルな部分にも平気で足を踏み入れる。

「それにしてもあなた、いつまでそれ、飼い続けるつもりです？」

　冷菓の義父を一いち瞥べつし、吐き捨てた。

「それ、は……」

「さっさと殺しておしまいなさいよ。私たちの魔法──『贖罪迷宮ゆめのたまご』の無駄遣いじゃない」

　無駄遣いかどうかは私が決めることじゃないか、と喉のどまで出かかった言葉を我慢した。

　ただ単に衣玖は、この白い部屋を自分の好きなように使いたいだけなのだ。冷菓の義父が生きている限りそれは叶わない。だから邪魔に思っていて、殺したがっている。

「人を殺すのが怖いんですか？」

　嘲るような問いに、口を噤つぐんだ。

「まったく臆病なこと。いい、あなたは魔女ウィッチなのよ？　人間なんてもはや同族ではない、一次元下の存在なのに。……ま、いいわ」

　衣玖は、

「ところで冷菓さん？」

　と、話題を切り替えた。

　厭な予感がした。何な故ぜなら彼女の顔がとても邪悪に、残酷に歪ゆがんでいたからだ。

　予感は、まるで当たり前のように的中する。

　衣玖の言葉に、冷菓の心臓が跳ねた。

「さっき会った魔女のことなのだけど」

　──知っていたのか。

　驚きょう嘆たんへ答えるように、衣玖は笑った。

「偶然でしたけどね。ラッキーだったわ。コンビニから後を尾けてたんですよ、あなたの」

　たぶん、からかい半分で尾行していたのだろう。だが結果として彼女は、冷菓と人魚の邂かい逅こうに遭そう遇ぐうした。そして人魚にも気付かれない安全なところから、冷菓が怯おびえて震えるのをほくそ笑んで観察したという訳だ。

「今日知り合ったばかりよ。でも、私はあの人と関わり合いになりたくない」

　突っぱねる冷菓の口調には毅然とした態度が欠けていた。衣玖を前にするといつも萎い縮しゅくしてしまうのだ。

　そして彼女もまた、冷菓の意志を慮ってくれたことはない。関わり合いになりたくない、というくだりをまったく無視し、

「中学に進学すれば別の魔女ウィッチと出会う機会もあると踏んでたけど……思った以上に早かったですね。まさか初日から会えるなんて」

　まるでお菓子を前にした子供のように、舌した舐なめずりをする。

「私じゃ、きっと勝てないわ。あの人は強い」

　弱々しく反抗を試みるも、

「勝てるか勝てないかを見定めるのは私です。冷菓さんではないわ」

　やはり歯し牙がにもかけられない。

　いつものことだった。冷菓に選択肢はない。拒否権もない。衣玖が早良坂人魚に興味を示したのであれば、黙だまって従う他ないのだ。

　でも──もし戦いを仕掛けるとして、なにか策があるのだろうか。

「私の魔法は、弱いわ」

　冷菓の『贖罪迷宮ゆめのたまご』は、魔力によって隔絶した空間を創り出す魔法だ。他者を閉じ込めたり物を仕舞っておくには便利ではあるし、仮に人を殺めたいのなら──今義父に対してそうしているように──餓が死しするか発狂するまで監禁するという方法もある。

　だが、魔女ウィッチに対してはどうか。

　恐らく、冷菓よりも強い魔力を持つ魔女ウィッチであればこの空間そのものを破は壊かいすることが可能だろう。それに魔法の性質によっては、ここへ閉じ込められていても攻撃が可能であったりするかもしれない。通用するとは思えなかった。

「ええ。私たちの魔法は弱いです」

　あっさりとした肯こう定てい。

　だが、肯定されたのは冷菓の言葉だけだった。

　邪悪な笑みをくずさないまま、とんとん、と自分の頭を指で突きながら、衣玖は言う。

「でも、仮に魔法が弱くても……ここの使い方次第だとは思いませんか？」

「どういう……」

「やりようはある、ということです」

　含みのある顔を前にしても、沈鬱な気分にしかなれない。けれど一方で、彼女の提案──いや、命令がどんなに理不尽で危険なものであろうが、自分が決して断れないのだということは、わかりすぎるほどにわかっていた。

　これまでの人生がずっと、そうであったように。







　　　早良坂人魚－１







　居間のソファへ風呂上がりの身体を沈め、目を閉じる。乾いたばかりの髪を背もたれに散らし、上気した頰を掌で撫でる。

　何度か深呼吸をしてから、早良坂人魚はガラス扉の開く気配に気付いて目を開けた。

　入ってきた少年は眠そうな目を擦こすりながら、こちらを一瞥し、

「お風呂空いたの？」

「ええ」

　視線を向けて、声だけで頷く。

　少年、つまり早良坂蓮は、キッチンへ歩いていくと冷蔵庫を開き、麦茶のペットボトルを手に取った。

「私にもちょうだい」

「ああ」

　言われた通りに棚からコップをもうひとつ出す。頼たのんでもいないのにご丁寧に、氷まで入れてくれていた。

「……クラスの友達がね」

　人魚は上体を起こしつつ、その背に言う。

「あなたと同い年の弟がいるんだけど、反抗ばっかりして言うこと聞いてくれないんだって」

「反抗して欲しいの？」

　蓮は軽く肩を竦すくめた。ふわふわした猫ねこっ髪が、その仕草に従って揺れる。

「そうね、それも面白いかもしれないわ」

「反抗期の振りをしろって？　ちょっと難しいな……よくわからないよ、僕には」

「でしょうね」

　と。

　蓮は不意に顔を曇らせ、

「不満なの？　……姉さん」

　問うてきた。

「僕が、普通の子供じゃないのが」

　それは困ったような申し訳なさそうな視線で、だから人魚はかぶりを振り、

「不満があるとするなら、あなたがそんなことを気にしていることに対してよ。……でも、ごめんなさいね。気にさせてしまったかしら。ただの冗談だったのよ」

　苦笑する蓮。

「僕の方こそ悪かった」

　歩んできて、麦茶の入ったコップを差し出してくる。受け取ってひと息に半分ほどを呷あおると、テーブルへ置いた。

「人魚」

　向かいへ腰掛けた蓮は人魚を呼び捨てにし、

「きみは年月を追うごとにどんどん姉さんらしくなっていくね。最近はもう、完全に僕が歳下みたいだ」

「莫ば迦かなことを言ってはいけないわ」

　人魚は片かた眉まゆを上げつつ応えた。

「『魔法の国』であなたがどんなふうだったかも……歳が幾いくつだったかも関係ない。あなたは私の弟なんだから、私が姉らしくなるのは当然のことよ」

「そっか。そうだね」

　早良坂蓮──人魚のふたつ下の弟として生まれてきた彼は、この世界の住人ではない。

　正確にいうならば、異世界から来た精神体が人間の身体に入っている。

　つまり『魔法の国』の住人だ。

　彼は『魔法の国』からこの世界へやってきて、まだ『早良坂蓮』の肉体が母の肚はらに宿る受精卵であった頃、それに憑依した。向こうでは随分と長いこと生きていたらしい。その知識と記憶を保った状態で生まれ育ち、そうして今は、早良坂家の長男として暮らしている。

　蓮は時折、自身の器が借り物であることに負い目と引け目を感じているようだが、そのことに関して人魚が違和感や嫌けん悪お感かんを持ったことはない。自分はこの弟との出会いに、感謝しているのだ。

　とはいえ、珍しい事例ではある。

　通常『魔法の国』の住人たちは、こちらの世界へ降りてくる時、依より代しろに無機物を選ぶ。ぬいぐるみであったり人形であったり果てはアクセサリであったり。『体現者マスコット』は生物でない場合の方が多い。つまり、動くぬいぐるみや人形、喋る首飾りなど。

　理由は幾つかあった。

　まずは彼らが、帰属意識を『魔法の国』に持つが故。こちらへはあくまで一時的に訪れているだけであり、いつかはあちらへ帰る──そう考えているからこそ、この世界の住人になることを避さけたがる。

　あとは、即物的な事情だ。

　彼らはこの世界において、精神体であるが故に不死に限りなく近い。仮に器が壊こわされても中身は無事で、別の依り代に憑依しなおせばそれで済むのだ。そして、器が壊れるような事態を想定するならば、人間でいることは──病気や怪我で健康が損なわれる身体も、社会的に居場所を与えられてしまっていることも──実に都合が悪い。

　人魚たちが蓮のことを受け入れているのは、彼がそれらの不利をすべて背負っている故だった。彼はあちらの世界を捨て、こちらの世界の住人になることを選んでくれた。本来ならば不便であるはずの生物の身体に宿り、人魚や水奈と一緒に生きようとしてくれている。

　だったらたとえ異邦人であっても、排除する謂いわれなどない。

「……もっとも、それを逆手に取ってる輩やからもいるようだけど」

「なんの話？」

　きょとんとする蓮に、人魚は薄く笑んだ。

「いいのよ、こっちの話」

「……姉さん」

　が、蓮は眉をひそめる。

「もしかしてまた、独断で動いてるんじゃないだろうね。……魔女ウィッチのことで」

「あら、ばれちゃった？」

　思わず洩もらした断片的なひとりごとだったが、あっさりと核心に切り込まれてしまった。

「失言だったわね」

　聡さとい子だ、と感心する。

　いや、むしろ人魚がまだまだなのだろう。姉ぶってみても実年齢や人生経験は蓮の方が遥はるかに上。要するに誤魔化しきれなかったのだ。

　もしくは人魚自身、心の奥で彼へ吐と露ろすることを望んでいたか。

　なんにせよ、仕方ない。

　肩を竦めつつ、人魚はことのあらましを話して聞かせた。水奈の入学式でクラスに探りを入れたこと。引っかかった魔女ウィッチ。接触し警告したこと。そして、それから──……。

　ひと通りを説明し終えると、聞いていた蓮は深く溜息を吐いた。

　そして、

「水奈は知ってるの？」

　実に早良坂蓮らしい問いを発する。

「そうね。あなたはそれが一番気になるわよね」

　咲森水奈。

　隣に住む咲森家のひとり娘であり、早良坂姉弟の幼馴染みであり、そして、

「あなたの大切な人だもの、ね」

『魔法の国』の住人である早良坂蓮が『体現者マスコット』として契約している相手──魔女ウィッチである。

　だが、人魚は知っていた。

　蓮が水奈のことを気にするのは、ただ契約相手だからというだけではない。

　端から見ていれば疑いようはなかった。もっとも、本人をからかってもまず間違いなく否定するだろうから黙っておくが。

「水奈に言ってあるのは、クラスメイトに魔女ウィッチがいるということ、まだそれだけよ。彼女の名前も私が接触したことも、あの娘は知らない」

「そうか」

　思案する蓮。困っているのだろう。人魚の取った行動と、自分の取るべき行動に。

「姉さんはどうするつもりなの？」

　人魚は挑発的に弟を見み据すえた。

「私がどうしたいか、あなたにはもうわかっているでしょう？」

「ああ。姉さんはひとりで片付けようとしている。水奈に知らせる前に……水奈が巻き込まれる前に。何故なら、水奈と僕にはまだなんの力もないから」

　水奈は魔女ウィッチとしてまだ未熟だ。というよりも、彼女の魔法は特殊なのだ。現時点で、他の魔女ウィッチと戦って勝てる算段は彼女にない。

「でも、蓮？　あなたが私のことをわかっているのと同様に……私は、あなたがどうしたいのかもわかってるわ」

「ああ、そうだね」

　蓮は頷いた。

「僕は伝えるよ。姉さんが黙っていても……姉さんが教えたくなくても。だって僕は姉さんの弟である以前に、水奈の『体現者マスコット』だから」

　だから人魚は息を吐く。

　満足げに──実際、満足して。

「それでいいわ、蓮。私なんかを水奈より優先していたら、怒っていたところよ」

「姉さんの水奈贔屓も大概だと思うよ、僕は。おまけに過保護だ。弟としては妬やけるね」

　冗談めかした蓮の目には、それとは裏腹に心配そうな色があった。

「気を付けてくれよ、姉さん」

　水奈に対してではなく、人魚に対して。

「水奈のことを考えるのはいい。水奈を案じてひとりで行動するのも止めない。でも僕は、姉さんが心配だよ。このままひとりでいろいろ抱え込んでいたら、いつか……」

「ふふ、ありがとう」

　だから人魚は立ち上がると微笑み、蓮の髪の毛をくしゃくしゃに撫でた。

「大丈夫よ。私は強いから。負けやしないわ」

「違う、そうじゃなくて……」

　蓮はなにかを言いかけたが、人魚の強引な手の動きに目を細め、結局は口を噤つぐむ。

　──そう、大丈夫だ。

　微笑みを浮かべながら、心中で強く思った。

　大事な弟と、大切な親友。

　ふたりを守るためなら、自分はどんなことだってしてみせる。手を汚すことも、泥をかぶることも、心を殺すことだって厭わない。

　ふたりの身を脅かすものは、必ず私が全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって排除してやろう、と。







　　　咲森水奈－２







　部屋の壁には真新しい制服が掛けられている。

勉強机は、小学生の頃のものとは違う大人びて洒しゃ落れたデザインのもの。携帯電話も持たせてもらえるようになった。とにかくいろんなことが新しん鮮せんで、これからの生活にわくわくする。

　水奈は自室のベッドに寝転がりながら、頰が緩むのを止められなかった。

　もちろん、心配事がない訳ではない。

　勉強についていけるだろうかとか、友達と上手くやっていけるだろうかとか、そういった学校生活に関すること──もちろんそれらは不安ではあったけれど──とは別種の、つまり、魔女に関しての懸け念ねんだ。

　中学校は小学校と違って生徒の数が多い。自然、内部に潜む魔女ウィッチの数も増えてくる。年ねん齢れい的に、明確な敵意や凶暴性を自覚して備えている輩もいるだろう。

　所属クラスにもひとりいることが早々に判明した。探ってくれたのは人魚で、さっき、蓮から連絡があって名前を教えてもらった。

　笹川冷菓。

　自分の後ろの席の娘である。

　しかも厄やっ介かいなことに、彼女はどうも、水奈に対してあまりいい感情を持っていないらしい。話し掛けた時、つっけんどんに「くだらない」だなんて言われてしまった。

　あの後、人魚が警告してくれたそうで、向こうから害意を持って接触してくることはないだろうとのことだったが──水奈はしかし、自分の安全とか以前にどうしても考えてしまう。

　仲良くはできないのかな、と。

　本当なら、それが一番いいことのように思うのだ。

　冷菓が、水奈のなにを気に入らなかったのかはわからない。でも、もしただの第一印象で決めつけてかかっているのならそんなものはこれから幾らでも覆くつがえせる。単になにか誤解があって悪感情を持たれているのであればなおさら。

　だって、同じ魔女ウィッチなのだ。

　似たような悩みがあって相談し合えるかもしれない。困難が起きた時、協力し合えるかもしれない。もし彼女が人魚の警戒しているように危険な思想を持った、殺し合いを是認するような魔女ウィッチであれば話は別だが──そうでないのであれば、過剰に接触を恐れて無関係を装よそおい、他人でいるのは勿もっ体たいないと思った。叶うなら、友達になりたかった。

　人魚だって、好戦的な人では決してない。水奈を心配するあまり、警戒心を強くしているだけだ。もし水奈と冷菓が仲良くなったのならそれを止めはしないし、人魚自身もその輪に加わってくれる。

　明日、話をしてみようと思う。

　人魚にはまた心配されるかもしれない。なにせ水奈は魔女ウィッチとしてとても弱いのだ。万が一戦いになりでもしたら、抗あらがう間もなく敗北するのは目に見えている。だからどうしても万が一を考えれば、人魚に守ってもらうしかなかった。

　だけど──彼女に迷惑と世話をかけさせてしまうかもしれないけど、それでも。

　後悔のないように生きていきたかった。蓮と契約して魔女ウィッチになったあの日から、水奈は日常と解離した別の理ことわりに片足を突っ込んでいる。それは理不尽が平気でまかり通る、無慈悲で残酷な世界だった。水奈だって明日にでもどこかの悪い魔女ウィッチに背後から襲われ、死んでしまうかもしれない。魔女ウィッチであるというのは──魔女ウィッチとして生きるというのは、そういうことなのだ。

　だったらせめてびくびくせずに、胸を張って歩いていきたい。ああしておけばよかったとかこうしておけばよかったとか、後ろ向きなことを考えながら生きたくないし、死にたくない。

「まずは挨あい拶さつからかなー」

　ベッドに寝転がって天井を眺めながら、小さく呟いた。性急である必要はない。少しずつゆっくりと、相手の警戒心を解くことから始めてみよう。







　　　笹川冷菓－４







　真っ白な部屋──自分の魔法で作った空間の中で、冷菓は立ち尽くしていた。

　なにが起きたのか理解できなかった。意味がわからなかった。けれど、頭が理解するより早く両足ががくがくと震え始める。背筋が冷たくなっていき、身体の芯しんが痺しびれていく。

　視界に映るのは、ふたつの人影だ。

　ひとつは部屋の隅で踞る義父。手足を曲げて横たわったままの姿勢で動かない。ぴくりともしない。その代わりに、床へと血溜まりが広がっていく。

　そしてもうひとつは、死体となった義父をゴミでも見るような眼めで眺めている、猟銃を手に持った小松崎衣玖だった。

　部屋には火薬の匂においが立ち籠こめていた。鉄錆にも似た生なま臭ぐささがそれに混じり始めている。

　耳に残って脳をいまだ揺さぶっているのは、けたたましい銃じゅう声せい──。

「ど、ど……」

　どうして。

　そう言いたかったが声が上手く出てこなかった。衣玖がこちらを向いてにやりと笑んだ。

「私の父親、猟りょうが趣味なんですよ」

「なに、を……」

　なにを言っているのだろう。

　そんなことを尋きたい訳ではない。

　何故──いや、いったいなにが起きたのかを知りたいだけなのに。

　記憶を反はん芻すうする。

　つい数分前の記憶だ。

　確か、ふたりで早良坂人魚のことを話していた。衣玖が好戦的な態度で、「やりようはある」と、人魚へ戦いを仕掛けることを示し唆さした。

　それから。

　それから──ああ、そうだ。

　彼女は思い出したように、

「少し待っててください」

　と言って、ぱん、と手を叩たたいたのだった。

　そして。

　踵きびすを返し、部屋を出て、長い棒のようなものが入った布袋を抱えて戻ってきて、中から黒光りしたごつい猟銃を取り出すと、呆あっ気けに取られている冷菓を前にしてまったく迷いなく、義父へ銃口を向け引金を──。

「この死体、どこかに捨てないといけません」

　衣玖が言った。

　含み笑いを浮かべながら、

「この部屋……『贖罪迷宮ゆめのたまご』から捨てる瞬間と捨てた直後は、魔法の影響で死体が誰かに見られることはありません。でも、魔力の残ざん滓しが消えた後は別です。こいつは白日の下に晒されます。頭に弾だん痕こんの開いた、銃殺体が」

　意味ありげに冷菓の目を覗き込み、

「知ってますか？　猟銃っていうのは所持に免許が必要なんです。警察への届け出も。弾だって厳重に管理しなければなりません。だから、こういう事件が起きたら、近隣の免許所持者が真っ先に調査対象になります」

　人間らしさの欠けつ如じょした淡たん々たんとした口調で、

「すぐに警察は私の父へと行き当たるでしょうね。だって、弾丸が一発なくなっているんですから。彼は逮捕されるでしょう。あの人が幾ら権力を持っているといっても、さすがに殺人事件をもみ消すまでは不可能ですよ」

　迂う遠えんに、狡こう猾かつに、厭らしく──。

「さて。という訳で、お願いがあります」

　猟銃の入っていた布袋を拾い上げた。

　そこから更に、長い棒のようなものを引っ張り出す。これも父親の趣味の品なのだろう。拵こしらえの立派な日本刀だった。

　衣玖はそれを鞘さやから引き抜き、

「ねえ、冷菓さん。私の父親が逮捕されて、私の人生が滅茶苦茶にならないために……」

　冷菓の胸許へ押し付けながら。

　実に空々しく、実に楽しげに。

「……この死体、処理してもらえませんか？　人間離れした魔女の筋力で、細切れに。死因どころか身元すらわからないように」

　懇願という名の命令を、突き付ける。

　冷菓はその場にへたりこんだ。

　踞り、たまらず嘔おう吐とする。

「う、うえっ、あ、ああああ……！」

　涙が勝手に流れだした。どうしてこんなことを。いや、衣玖の目的はわかっている。冷菓を連れて行きたいのだ。引き返せないところへと引き摺り込みたいのだ。

　義父を殺す決心がつかなかった。このまま餓死を待っていても同じことだとわかってはいても、自分の手を汚すことができなかった。けれどそんな自分の逡しゅん巡じゅんは、衣玖の放った銃弾によってあっさりと否定されてしまった。

　義父は死んだ。衣玖が殺してしまった。このままでは衣玖の人生が滅茶苦茶になってしまう──自分が助けない限りは。

　そして、冷菓は衣玖に逆らえない。この幼馴染みと手を切ることも見捨てることもできない。何故ならそれは幼い頃から植え付けられてきた刷り込みであり、同時に魔女ウィッチと体現者マスコットの契約によってもたらされた呪じゅ縛ばくだからだ。

　この凶行は計算尽くなのだろう。

　冷菓が、幼馴染みを見捨てる罪悪感に押し潰つぶされるのと、憎い義父の死体を切り刻む罪を犯すのと、どちらを選ぶのか──わかりきった上で、衣玖は行動を起こしたのだ。

「さ、ふたりで取り返しのつかない場所へ行きましょう？」

　耳許で囁ささやかれる声は、悪夢そのものだった。

　けれど同時に、逃げ道であるように思えた。

「この男は軛くびきだったんです。私はその軛からあなたを解放してあげた。だからあなたも自分を解放しなければ」

　確かに、最初に罪を犯したのは自分だ。

　義父を魔法で監禁したのは──自分だ。

「それに、私たちは争うことから決して逃れられません。魔女ウィッチは魔女ウィッチと敵対するしかなく、殺し合う他ないんです。たとえ魔法が弱くても、逃げることはできないんです」

　だったら彼女に従わなければならない。

　そうでないと、自分は壊れてしまう。

「だから、これを機会に向き合いましょう？　『女王のための統合戦争』とも、ね」

　ああ、そうだ。

『女王のための統合戦争』だ。

『魔法の国』の女王となるべく、魔女ウィッチ同士が魂を奪い合い、最後のひとりになるまで殺し合う──体現者マスコットのもたらした、それは魔女ウィッチの宿命。

　義父を処理しなければ、魔法の部屋には空きが出ない。魔法の部屋が満員のままだと、冷菓の魔法は統合戦争に使えない。

　きっとこれは、必要な通過儀礼なのだ。




　冷菓は立ち上がった。

　衣玖から日本刀を受け取り、義父の死体へと歩み寄っていく。








（続く）
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藤ふじ原わら 祐ゆう

いい加減この欄に載せる画像ネタが枯渇したため、他力本願とばかりに椋本さんへ「著者近影描いてください！」と図々しいお願いをした結果、左記のイラストをくださいました。なんだこれ……似てる……。

椋本さんありがとうございました。
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イラスト／椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。今回は重要な任務を仰せつかりまして……！　今作のモチーフに絡めてカワイイマスコット系をめざしてみました……が……（どうだろう）。
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